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は じ め に

ジュニアスタディ ーツアーは、 海外の沖縄県系人子弟を本県に招待し、 県内の中・高校生
とともに、 沖縄の歴史、 文化、 自然等について学習し、 母県・沖縄との絆を深めることによ
り、 海外県系人社会の発展と次世代のウチナ ー ネットワ ークの担い手を育成することを目的
としています。

本事業は、 平成13年に「第3回世界のウチナ ー ンチュ大会」のプレイベントとして実施さ
れましたが、海外県人会等からの強い要望を受け、平成14年度から継続して実施しています。
事業開始以来、 海外・県内参加者を含め542人の参加者を受け入れてきました。

平成22年度は、 7月20日から7月26日まで一 週間の日程で実施しました。 今回のツアー

には、 海外10 カ国、 17の沖縄県人会から21名の参加者と 5 名の引率者、 沖縄県内から 6 名
の中学生と 15名の高校生が参加し、 県内各地で様々な体験学習を行い、 無事全日程を終了し
ました。 ツアーを通して、 沖縄県の歴史や文化、 伝統芸能について学ぶとともに、 みんなで
ひとつのことを成し遂げることによって、 同じウチナ ー ンチュとしての絆、 そしてアイデン
テイティ ーを強く実感したと思います。

この報告書は、 参加者や引率者の感想文とツア ー日程や写真等をまとめたものです。 この
冊子が生涯にわたる記念になるとともに、 参加者の皆さんが、 このツアーでの経験をきっか
けとして世界へ視野を広げ} 将来、 様々な分野で沖縄と世界の架け橋となる国際人として活
躍することを期待しています。

また、 今年10月には第 5 回世界のウチナ ー ンチュ大会を実施いたします。 同大会では、 ウ
チナ ー ネットワ ークとウチナ ー アイデンテイティ ー を次世代に継承し、 世界に向けた新たな
ネットワークの展開を推進したいと考えております。 皆さん一 人 一人が新たなネットワ ー ク
の担い手として、 同大会に積極的に関わることを期待しております。

結びに、 平成22年度ジュニアスタディ ーツアーの実施に御協力を頂いた多くの関係者の皆
様に感謝の意を表し、 発刊のあいさつといたします。

平成23年2月

沖縄県観光商工部長 勝目 和夫
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I ジュニ事｀｀｀ソ アー

| 
l.. 趣旨

海外の沖縄県系人子弟を本県に招待し、 県内の児童生徒とともに、 沖縄の歴史 ・ 文化・自然など
の体験学習をとおして、 母県・沖縄との絆を深めることにより、 海外の沖縄県系人社会の発展とウ
チナー ネットワ ー クを担う次世代の人材育成に貢献する。

2. 事業内容
(1) 実施期間：平成22年 7月20日（火）～7月26日（月）

来沖日： 7月14日（水）～7月15日（木）
離沖日： 7月27日（火）～ 7月28日（水）

(2)参加者 42名
〇海外参加者 13,..___, 19歳までの海外県系人21名
〇海外引率者 県人会が推薦、 生徒の引率及び通訳の役割5名
〇県内参加者 沖縄県内の中学 ・ 高校生21名
0そ の 他 沖縄県職員 ・ 国際交流員・スタッフ ・ ボランティア等40名程度
①海外 ・ 国別内訳【10カ国・ （ ）内の数字は引率者数】

・ ブラジル 3名（1) ・ アメリカ合衆国 7名(1)
・ アルゼンチン 2名 ・ キュ ーバ 1名(1)

・ペルー 2名 ・ メキシコ 1名
・ ボリビア 1名（1) ・ カナダ 2名
・ ニュ ーカレドニア 1名 ・ ドイツ 1名(1)

②海外 ・ 世代別内訳
•海外参加者 2世＝8名 3世＝7名 4世＝5名 5世＝1名

(3)学習プログラム

① 自然学習
沖縄の自然や動植物等に触れ合いながらその大切さを学ぶ。

② 歴史学習
沖縄の歴史的な史跡等を巡り、 沖縄が琉球王国だった頃の歴史とロマンに触れる。

③ 伝統工芸 ・ 芸能体験学習
沖縄の伝統工芸 ・ 芸能の体験学習を行う。

④ 平和学習
沖縄の戦跡等を巡りながら、 平和の意味を考える。

⑤ 社会学習
沖縄県庁表敬訪問、 平和通り散策等をとおして沖縄の現状を学ぶ。
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1 5 1 5 ●
海ヒ

エ
水ゞ

ー

メ浴
チ

ラルドビ ーチ到着

レ クレ ー ション

16 30 エメラルドビ ー
チ

出発

1 8:0 0 

ホ

つ夕

テ
部つ

食

ル
屋じ到割

エ
着コり の

パ

20

発
ー

分表
ク

前

到着

1 8 1 5 

1 9·30 自
・ 振

国

り

の

返

概

り

要
シ

紹
ー

介

ト の
2配日

布

目

20 :30 

ス
～
タ

日

ッ
程フ終ミ ー

了
テ
～
ィング

22. 00 就寝

つつじエコパーク

7/22 （木）
3 日目

7·0 0 起床

7 30 朝食

•前日の振り返りシートの回収
9:0 0 

自然学習（山・川）

●・東トレ
の

ッ沢キン グ

｀ 
12.00 トレ ッキング終了

12.30 昼食

（エイサ ー 練習まで休憩・洗濯）

16:0 0 エイ
日

サ目ー
）
講習(

1 

17 30 

夕

（バ食
ー ベキュ ー ）

1 9 00 

演
交

～出
流
キ

プ
ャ卒

ロ

ン業
グ

プ生

ラ

フ
ボ

ム

ァラ
イ

ンテヤィ
ー

ア※進行 ・

21 :00 

ス
～

・

タ
日

振

ッ
程
り

フ終

返

ミ ー
了

り

テ

シ
～
ィ

ー
ン

ト

グ

の
配布

22 00 就寝

つつじエコパーク

7/23 （金） 7/
5
2
日
4 （目土）

4 日目

6: 30 起床

7·0 0 朝食 7 00 起床

7 30 朝食

8·0 0 出発
・車内にて前日の振り返りシートの回収

8 30 出発

・
車内にて前日の振り返りシートの回収

9:00 

平和学習

9

9

●●

1

1

・

0

:

:

1 

戦

0

1 公平

:
0900
4

争

~
~

園和
5

体

1

9

0ひ内
の

平:

験

:1め1散
礎5和9

談

●

●ゆ
策

見
祈

（

平
記

り
宮

学念平

和

録

良

公

祈
和

フ

ル

園
念祈

ィ

リ

賣
出

ル

念
先

料

発

ム

資

生

鱚料上
見

）
館

映学1 0:30 

歴史学習

●
●

首金
城

里城
町の石畳

11 :45ひめゆり平
和祈

念資
料

館
見

学

12:30 昼食 12糸: 3
満
0

市
昼「優

食
美堂」

文化学習
1 3県: 3

立

0

博

県

物

立

館
博

・
物

美
館術到

館

着
見学

13 30 優美堂出発

1

1※
4
4 空:: 4

30
5手

県
伝
・
三立統線

博
芸

物

・
能琉

館

体球
出

験舞
発

踊
14:30 

社会学習（街・人々）

●※ガマチ
イド

グヮ
卒

ー

業
散生 策 ボ

ラン ティア

1

※
6
紅
:0

伝

0

型統
那

・工首

覇芸
里

市
体織

伝
験
・

統
琉

工
球芸漆

館
器

17·00 散策終了
17: 1 5 テンブス館出発

17.30 テンブス館出発

1 8:0 0 か夕ん食 ぽレ クセ ンタ ー到着

1 8 • 1

5 糸夕
食

満青年の家到着 18: 1 5 

18·30 

1 9 30 (
2

エ
日

イ目サ
）

ー講 習

1
1

99:
0
:. 0

1 5
ワ
(
3
ーエ

日

ク
イ目

シサ

）

ョ
ー
ップ

講

打

習
合せ（引率）

2 1 :00 

ス
～

・
タ日

振

ッ
程

り

フ終

返

ミ ー
了

り

テ
シ～ィ

ー

ン

ト

グ

の
配布

2 1 0 0 
ス

～
・

タ
日

振

ッ
程
り

フ終

返

ミ ー
了

り

テ

シ
～
ー

ィン

ト

グ

の
配布

22·00 就寝 22:0 0 就寝

糸満青年の家 かんぽレクセンター

7/
6
2
日

5 （目日）

7·0 0 起床

7·30 朝食

8:30 出発
・車内にて前日の振り返りシートの回収

9:00 

歴史・社会学習

※ワ
・
ぶ床ーんにク

か

そシ
テ

のョ
ン

まッブまプ
ス座館る4

の
Fでレ

ス

ッスカ
ー

ンル
ー
ム

トはNG

12·00 昼食

13· 00 ワ ー クショ ップ再開

1 4 :00 学習 終了・ エ(
4

イ
日
サ目ー

）
講 習

1

1
5

6

※
:

:

3
0ス
0

0
テ
講

エ
ー
習

イ
ジ

終
サ最

ー

了
終

演
・
チ

着舞ェ替ッえク
開始

1

8 ・::振
00

3

～

0

り各返
終

解
ホ

り
散

了
シ

ー

ー
ム

ト

ス

・ア

テ

ン

イ
ケ

先
ーへトの

～
配布17 

ホームステイ

ホームステイ

7/2 6 （月）
7 日目

11:00 会
ス

場
タ

設

ッ
フ営

・
開ボ 始

ラン
（テ

テ
ン
ィ
ブ アス集館合

） 

1 3:00 参加 者受付

1 3 3
前

0 ~15

振

:00

り・ 日の 返 り シ ー ト の回収

14.30 ~1 5·30 

リ
ハ ー サ来ル賓1 5 .00 •一般参加 者受付

学
15

習
:30 成~果16

発
: 1

表
5

会

修

1

1

1

※

6

6
7
進

:
了
:

:
0

2

40
0

行

式

0 ~

・
さ演さ

1

よ
よ
出

6

※な•な40

参

ら卒
ら

加

パ 業
パ
人
ー

生

ー

数
テ
ポ

テ

ラ
ィ

20

ィ
ー

ンー
0

テ名準ィ
程

ア価度

尉了゚～解散

ホームステイ

ホームスティ



Jul 21 (Wed) Jul 22 {
r
T
3 
hu) Jul 23 (Fri) Jul 24 (Sat) Jul 25 (Sun) Jul 26 (Mon) 

Da 2 Da Da 4 Da 5 Da 6 Da 7 

6:30 6:30 Wake-uo time 6 30 Wake-up time ＼ 

7:00 7:00 Breakfast 7 00 Wake-up time 7 00 Breakfast 7:00 Wake-up time 
1:
7 

·00 Wake-up time 

7:30 Breakfast 7·30 Breakfast 30 Breakfast 

8:00 
Staff set up meetinQ venue 

9:00 9:00 

1 1 :00 
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1 2:00 

1 3:00 

21 :00 

11 :30 Lunch - 1 F Restauran1 

1 2:30 _Registration begins for 
oarticioants 

13:20 Registration ends for participants I 1 3: 15 Tour of Churaumi Aquariurr 
13:30 Opening Ceremon} 

~Orientation~ 
14:00 」 Overall Explanation, Confirmatior 

Distribution of study tools 
Distribution of report sheets 1 14:30 Dolphin Performance Sho"' 

1 ) Participant self-introductions 
1 5:00 」2) Group allocation, announcement of 

arouD Ieaders | 15 : 15 Arrive at Emerald Beach 
3) Language study ISwimmino & beach recreation 

]4) General introduction of own country 
16:00 (Dav 1 \  

8:00 Departure 
*coIlection of previous day's report18:40 Departure 

|
8:3O Departure 

in the busl *collection of previous day's reports! *collection of previous day's 
, in the busl , reoorts 

~Break~ 

1 7:00 」17:00 Exchange Program 

1 8:00 」�.�:00 _End of Exchange Program 
Move luggage to rooms 

］ 
1 8:30 Welcome Party 
Dinner at Kampo Recreation Cente1 

1 9:00 I *Approx. 80 participants 

20:00 」20:00 End of Welcome Party 

Nature Study {Ocean) 
12 : 15 Arrive at Ocean Expo Park 
12:30 Lunch 

16:30 Depart Emerald Beach 

19:30 General introduction of own 
country (Day 2) 
P,:,c:c: n,,t r1>nnrt c:h1>1>tc: 

14:00 End of trekkinQ 

12:30 Lunch/Bento 

(Break or laundrv until Eisa clasl13:30 Arrive at· Prefectural Museum 
*Tour of Okinawa Prefectural 
Museum & Art Museum 

16:00 Eisa class 
( 1st day) 

1 0:30 
Peace Study 

Announce room assignments 20 min117:30 Dinne『

before arrivina at hotell (Barbeque) 
1 8:00 Arrive at Tsutsuji Eco-Park 
18 : 15 Dinner 

▼
 

19:00 Exchange Program 
~Came Fire~ 
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1 2:30 Lunch 
Culture Study 

19:30 Eisa Class 
(2nd day) 

1 2:30 Lunch 
*"YObido" in ltoman City 

1 3:30 Depart "YObido" 
14:30 

ば塁翌はrt

a？はば悶ity TradItional| (dai捻：！？ば翌!ple)
Arts and Crafts Center !*Stroll in Machigwa Marketplace 
First-hand experience of Okinawa !*Guides: Alumni volunteerE 
traditional performing arts *karate, 
sanshin, Ry□ky□an dance 

16:00First-hand experience making 
traditional arts and crafts *bingata 
(Okinawan colorful dyed fabrics), 
^K・ ・"; . ,; 9C,K・・←； ．．＇＾＾｀’；m^‘ ^nA 0、,.-.し`'; 1 1 7 : 00 End of stroll 
1 7: 15  Depart Tembusu Kan 

17:30 Depart Tembusu Kan 

18:00 Arrive at Kampo Recreation 
1 8: 15 Arrive at ltoman Seinen no le I 1 8: 15 Dinner 
1 8:30 Dinner 

19:00 Workshop meeting (chaperones) 
1 9:15 Eisa Class 

(3rd day) 

1 3:00 Workshop resumes 

14:00 End of Workshop 
Eisa Class (4th day) 

1 5:30 Class ends/change clothes I 15:30~ 16 :  1 5  
*Final stage check !Presentation for participants to 
16:00 Eisa performance lreoort the results of their stud� 

1 6 : 20~16 :40 
16:30 Finish !Closing Ceremony 
*pass out report sheets & surveys! 16 :  40 Preparation for Sayonara Party 

1 7:00 ~End of day's schedule~ 1 17:00 Savonara Partv 
~leave with homestav families~ 

Homestay 

1 3 : 00 Registration begins for 
oarticioants 
1 3 : 30~15 : 00 

· Collection of previous day's reports 

1 4 : 30~1 5 : 30 
Rehearsal 
15 :  00 Registration begins for guests 

※Approx. 200 participants 

18:30 
Ending & Dismissal 

20:30 ~End of dav's schedule~ 
Staff meetinq I • pass out report sheets! *pass out report sheets! *pass out report sheets 

21 :00 ~E�晶益霊ぷはhedul€~ |21 00 ~End
sfば芯ば悶edul€~ |21 00 ~En嵐篇誓ご悶edule~

Homestay 

~ End of dav's schedule~ 
Staff meeting 

22:oo ]22:OO Bedtime 122:OO Bedtime 22:00 Bedtime 22:00 Bedtime 22:00 Bedtime 

Lodging I Kampo Recreation Center TsutstJji Eco-Park Tsutsuji Eco-Park ltoman Seinen no le Kamp() Recreation Center Homestay Homestay 



こミ Mar. 20/7 
1 er dra 

Mie. 21/7 
2do dfa 

Jue. 22/7 
3er dfa 

Vie. 23/7 
4to dfa 

Sab. 24/7 
5to dfa 

Dom. 25/7 
6to dfa 

Lun. 26/7 
7mo dfa 

6:30 

7:00 _ 

6 : 30 Levantarse 6 : 30 Levantarse 

7 : 00 Desayuno 

7 : 30 Desayuno 

8:00 --
Arreglo del local por personal 

...encargado 

9:00 -

1 0:00 」1 0 : 00 Reuni6n previa dEl Tutores, 
Organizadores y Personal 

.... en Kamporekucenter 

1 1 :00 

―’ 1 1  :30 Almuerzo en Restaurante 
1 er piso 

1 2:00 

―· 12 : 30 Llegada y registro de los 
participantes 
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 1 6:00 
~descanso~ 

8 : 00 Partida: hotel rekucenter 

1 7:00 -I1_? : 00 Activ. de lntegraci6n 
※org. por graduados voluntarios 

Xi
 

r゚
 
p

 

s
 
e

r
a

 

e
 
t
s
 

n
 
゜

del

:

i

[

 

e
b
n
k
e

 

a
e
e
p

 

h
v
r

 

rt
 

Po
s
en
Po ．

如

Bi
am
※
 

s
u
 

n
s
 

ra
a
e
k
 

n
 

T
e
d

 

.
paJ
ta
e
 •

UI
函
na

～
 

n
 
i

e

 

c

 

F
eq
F
 

00

30

 

8

8

 

1

1

 

’T

1 ―― ―― ――-
1

 

0

0

 

0

0

 

••

••
 

8

9

 

1

1

 20:00 J20 : 00 Fin de la fiesta 
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1 1  :00 Visita al Centro de 
Convenciones Bankoku Shinryokan 

Naturaleza (Mar) 

1 2: 15  Ocean Expo Paホ
1 2:30 Almuerzo 

13 : 1 5  Acuario Chura Umi 

1 4 :  30 Show de delfines 

1 5 : 1 5 ● Playa "Emerald beach" 
balio y recreaci6n en la playa 

1 6 :  30 Partida al hotel 

7 : 00 Levantarse 

▼
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8 : 00 Partida 
•juntar los reportes del dfa anterior 
en el bus 

1 2 :  00 Fin de la caminata 

1 2 :  30 Almuerzo 

7 : 00 Desayuno 

10:30 

Historia 

● Castillo Shuri 
● Caminito de piedra en 

Kana即suku

1 2 :  30 Almuerzo 

(Hora de descanso/Iavado de ropa 
|
Cultura 

hasta la practica de eisa) 1 3:30 Museo Prefectural y 
Museo de Bellas Artes 

1 6:00 Practica de Eisa 
(1 er dfa) 

Designaci6n de habitaciones 20min. 11 7 :  30 Cena (parrillada) 
antes de la llegada al hotel 
1 8 :  00 Llegada a Tsutsuji Eco Park 
1 8 :  1 5  Cena 

14:30 Partida def Museo 
14:45 Artes T radicionales ※

Karate, Sanshin, danza Ryukyu 

1 6:00 Centro Artesanal de Naha ※
Teiiido bingata, Tejido Shuri, 
Lacado ryukyuniano 

1 7: 15  Partida de Tembusukan al 
hotel 

19 : 00 Activ. de lntegraci6n 
~Fogata~ 

1 9:30 Presentaci6n de c/pafs (2do dfa) ※ org. por graduados voluntarios I 19 : 30 Pr叙ctica de Eisa 
•DIStnbuCI6n de reportes| | （2do dia) 

7-: 00 Levantarse 7 :  00 Levantarse 

7 : 30 Desayuno 7 : 30 Desayuno 

8: 30 Partida 
•juntar reportes del dfa anterior en bus 18 : 30 Partida 

Estudio sobre la Paz | ．juntar reportes de| dra anterior en bus 

9:00-9:15 Video documental 
9:15-10:15 
● Museo Conmem. de la Paz 
● Recorrido por el parque 
●L4pidas de la Paz 

10:45 Partida del Parque de la paz 
1 1  :00 Museo de la Paz Himeyun 
Relato sobre experiencias de guerra 
(Prclfesora Ruri Miyara) 
1 1  :45 Recorrido por Museo de la 
Paz Himeyuri 

1 2:30 Almuerzo 
Restaurante Yubidou en ltoman 

1 3:30 Partida de Yubidou 

1 4:30 

Sociedad (ciudad-gente ) 

● Recorrido por el mercado 
※Org. por graduados voluntarios 

17 : 00 Fin del recorrido 

1 7:30 Partida de Tembusukan al 
hotel 

18 : 00 Uegada: Kamporekucenter 
1 8:1 5 Llegada: Casa de la Juventud I 1 8 :  1 5  Cena 
1 8:30 Cena 

1 9:00 Arreglos del taller (tutores) 
1 9: 15  Prlictica de Eisa 

(3er dfa) 

9:30 

Historia • Sociedad 
T embusukan 4to piso Lesson room 
Taller 
※ no usar faldas (se senta治n en el 

suelo) 

1 2 :  00 Almuerzo 

1 1  :00 Disposici6n del local 
(Tembusu) 

Reuni6n de personal y voluntarios 

1 3 :  00 Continuaci6n del taller 1 13:00 Registro de participantes 

1 3:30~1 5:00 
•juntar los reportes del dra anterior 

1 4 :  00 Fin del taller 
Prlictica de Eisa 

(4to dfa) 1 4 : 30~1 5 : 30 Ensayo 
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Homestay 

18:30 
Fin 

~ 
Desoedida 

21 :00 

20 : 30 ~Fin de la jornada~ 
Reuni6n del personal 

］ 
~Fin de lajomada del dfa~ 

Reuni6n del personal 
22:00 J22:00 Hora de dormir 122:00 Hora de dorm1r 

· Distribuci6n de reportesl · Distribuci6n de reportesl . • Distribuci6n de reportes 

21 : 00 古ぷ 以°g:：ぶ;:i

eportes

l21 : 00 ばはは 以°芦r?。��:
reportes

,
21 : 

OO 芯ば； 以°；ご。aふ

22:00 Hora de dom宵 22:00 Hora de dormir 22:00 Hora de dormir 

Homestay 

Estadfa I Hospedaje Kamporekucenter T sutsuji Eco Park T sutsuji Eco Park Casa de la Juventud en Itoman I Hospedaje Kamporekucenter Homestay 
、,

Homestay 



記 念 写 真





海外参加者出 迎 え 7 月 1 4 日 ： キ ュ ーバ

— ,999 、

7 月 1 5 日 ： ブ ラ ジル ・ ペルー ・ アルゼ ン チ ン ・ ボ リ ビ ア ・ メ キ シ コ ・

ア メ リ カ ・ カ ナ ダ ・ ド イ ツ ・ ニ ュ ー カ レ ド ニ ア-- - -
タ テ ィ
S tudy 

ュ ニ ア スタ テ ィ
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7 月 20 日 （ 火 ） オ リ エ ン テ ー シ ョ ン ・ ウ ェ ル カ ムパー テ ィ ー
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7 月 21 日 （水） 県庁表敬 ・ 自 然学習 （海洋博記念公園 ・ エ メ ラ ル ド ビー チ ）
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7 月 22 日 （木） 自 然学習 （東の沢） ・ 交流 プ ロ グ ラ ム （キ ャ ン プ フ ァ イ ヤー ）
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7 月 23 日 （金） 歴史学習 （首里城） ・ 文化学習 （ 県立博物館 ・ 三線、 紅型体験教室）
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7 月 24 日 （土） 平和学習 （ 平和祈念資料館 ・ 平和の礎） 社会学習 （ マ チ グ ワ ー散策）
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7 月 25 日 （ 日 ） 歴史 ・ 社会学習 （ ワ ー ク シ ョ ッ プ） エ イ サー披露
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7 月 26 日 （ 月 ） 学習 成果発表会 ・ 修 了 式 ・ さ よ な ら パー テ ィ ー
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7 月 27 日 （ 火 ） ～ 28 日 （水） 見送 り
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ジ ュ ニアスタ デイ ツ ア ー に参加 し て





輝美 タ バ レス 玉寄 マ リ ア エ ド ゥ アルダ
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - ·  
TERUMI TAVARES T AMAYOSE MARIA EDUARD A - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
1 7 歳 4 世- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - · 
ブ ラ ジル連邦共和国
Federative Republic of Brazil 

- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - ·  

ブラ ジル沖縄県人会

ジ ュ ニ アスタデ イ ツ ア ー に参加 し て

『玉城照美です。 よ ろ し く おねがい し ま す』 と 言 っ

てか ら 急 に懐か し く 心が温か く な り ま し た。

私 に と っ てJunia Study tourは 今 ま で に 一番心 に 残

る 出 来事で私 の 宝物です。 私 は ブ ラ ジ ル で 生 ま れ て

Junia Study tourに 参加す る こ と が 出 来 て か ら 考 え 方が

ど ん どん変わ っ て き ま し た、 両親がそれぞれ違 う 国 の

間 に 生 ま れた私は、 父 の祖父母が生 ま れた沖縄 の 青 い

海、 何処 ま で も 透 き 通 っ た 青 い 空、 そ し て沖縄の 皆 さ

ん が優 し く し て く れ た 心 を 体験で き、 沖縄 で の 楽 し

か っ た 日 々 は私 の 人 生 の 素晴 ら し い 思 い 出 に な り ま し

た。

沖縄の言葉で 『い ち ゃ り ば ち ょ で一』 そ の言葉 を

聞 い て本 当 に 『一度会 っ た ら みな兄弟一』 と 言 う 意

味が よ く わ か り ま し た。 私は雨の音楽 に感動 し ま し た、

私は沖縄の砂で星 の 形 を 作 り ま し た、 沖縄の 空 に か か

る 虹が唄っ て い る 歌 を聴き ま し た、 沖縄の友達 の 笑顔

を思 い浮かべ心 に 書き ま し た。

沖縄 に着 い た 日 に ウ チナ ー ン チ ュ の宝が こ ん な に あ

る と は思 っ て い ませんで し た。 沖縄 を さ よ な ら す る 日

は涙そ う そ う で し た。

沖縄の 皆 さ ん本当 に有 り 難 う 御座 い ま し た。
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新里 友三 イ ル ト ン 鈴木· - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
SHINZA TO SUZUKI YUZO HILTON - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

1 6 歳 3 世- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - ·  

ブ ラ ジル連邦共和国
Federative Republic of Brazil 

- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

カ ンポグラ ンデ沖縄県人会

Junior Study Tour レ ポー ト

今か ら 2 年前、 ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー で沖縄ヘ
行 く こ と に つ い て の意味は ま だ分か ら な か っ たが、 私
は ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー に 参加す る た め 試験 を 受
け た。 そ の 当 時 私は 日 本語学校 に通 っ て い た の だが、
あ ま り 熱心 に 日 本語 を 勉強 し て い なか っ た。 そ の た め、
点数は あ ま り 良 く な く 、 そ の 年は ツ ア ー に参加す る こ
と がで き な か っ た。

高校 3 年生 に な り 、 大学受験 の 年 を 迎 え た。 私は今
年が一番忙 し く な り そ う だ と 考 え て い た。 一 日 中 勉強
し て、 短 い 期 間で将来の こ と を 決 め よ う と し て い た。
そ の よ う な 中、 母 が 「 日 本 に 行 か な い か」 と 私 に 聞
い て き た。 実は私が今年の ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー

の参加者 と し て カ ン ポ グ ラ ンデの沖縄県人会か ら 選ば
れた と い う のだ。 私は と て も 驚 い た。 そ し て、 私は今
年 の ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー に 参加す る こ と と な っ
た。

私は高校 に 通 い な が ら 、 旅行 の 様 々 な手続 き を し な
く て はな ら ず、 始 め ば忙 し か っ た も の の、 徐 々 に 準備
を 進 め て い き、 最後 に は準備がすべて整っ た。 私は沖
縄で何 に 出会 う か分か ら なか っ た こ と も あ り 、 出 発 ま
で緊張 し て い た。

い よ い よ ツ ア ー 当 日 、 サ ンパ ウ ロ 空港でブ ラ ジル と
ボ リ ビ ア で他の参加者 に 出会 い 、 私 は彼 ら と と も に 今
回 の 長 い 旅 に挑戦 し た。 沖縄 に 到着 し 、 私 は ま た 緊張
し た。 なぜか と い う と 、 一度 も 会 っ た こ と の な い 親戚
と の接 し 方や コ ミ ュ ニケ ー シ ョ ン に つ い て不安 に な っ
た か ら だ。

だが実際は親戚 と の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン に つ い て は
思 っ て い た よ り も 円 滑 に 進み、 相手の言っ て い た こ と
は ほ と ん ど理解す る こ と がで き た。 し か し、 私か ら 相
手 に 話 をす る と き は頭が混乱 し て し ま っ た こ と があ っ
た。 ホー ム ス テイ 初 日 、 私 は親戚の こ と を よ く 知 る こ
と がで き 、 親戚の方が私 を 沖縄 の い ろ い ろ な場所へ案
内 し て く れた。
ホ ー ム ス テイ が始 ま っ て数 日 が経過 し た後、 親戚 と は
一時的 に離れ， 他の ツ ア ー参加者 に 出会 う こ と と な っ
た。 他 の 国 の ど の よ う な 人 に 出会 う の か わ か ら なか っ
た の で、 私は少 し 不安だっ た。 そ し て、 ツ ア ー参加者

全36人が一つ の 教室 に 集 ま っ た。 そ の 中 で、 1 5 人 は沖
縄県人、 25人は他の 国 の方だっ た。 ブ ラ ジル、 ア ルゼ
ン チ ン、 ペルー 、 ボ リ ビ ア、 メ キ シ コ 、 キ ュ ー バ、 ア
メ リ カ 、 カ ナ ダ、 ド イ ツ、 ニ ュ ー カ レ ド ニ ア、 日 本。
フ ラ ン ス 語、 ド イ ツ語、 日 本語、 ポル ト ガル語、 ス ペ
イ ン語、 英語。 こ れ ら の 言語 を話す人 た ち が、 ま だ出
会 っ て 間 も なか っ た こ と も あ り 、 お互 い に恥ずか し が
り な が ら も 、 それぞれの文化 に つ いて紹介 し た。

翌 日 、 世界で二番 目 に 大 き い 水族館 に 行 き 、 海の様
ざ ま の 生 き 物 を 見 る こ と がで き た。 その後、 イ ルカ の
シ ョ ー も 見た。 続 い て、 海岸へ行 き、 ビ ー チサ ッ カ ー

を し て、 海 に 入 っ た。 海の後は、 つ つ じ エ コ パ ー ク と
い う と て も 美 し い コ テー ジヘ向か い、 二 日 間 はそ こ に
滞在 し た。 滞在 中 は 山で の ハ イ キ ン グや、 前 の 年 の 参
加者 と 一緒 に バー ベ キ ュ ー 、 そ し て キ ャ ン プ フ ャ イ ヤ
ー を 楽 し む こ と がで き た。 ま た、 そ の 日 か ら 難 し い課
題が課 さ れた。 それは四 日 間でエイ サ ー を覚え る こ と
だっ た。 毎 日 エイ サー を練習 で き て、 と て も お も し ろ
か っ た。

ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー は た だ の遊びで は な く 、
沖縄の文化、 ・ 第二次世界大戦 の こ と を学ぶ こ と がで き
た。 首里城 と い う 、 中 国 に よ っ て作 ら れた、 濃 い 赤 い
色 と 金で で き た城 を 見学す る こ と がで き た。 そ し て、
沖縄の も のや動物、 第二次世界大戦に つ い て の展示物
があ る 博物館 を 訪れた。

私は三線や紅型染 め を体験 し た が、 あ ま り 上手 く は
い か な か っ た。

各地 を訪問 し て い る 間 の バ ス の 中 では、 皆でカ ラ オ
ケ を 歌 い楽 し く 過 ごす こ と がで き た。 それが ツ ア ー 中
の 一番の思い 出 に な っ た。

ツ ア ー も 終わ り に 近づい て く る と 、 皆でで き る だけ
空 い て い る 時間 を 利用 し て、 夜 に パ ー テ ィ ー を す る な
ど、 お別れの こ と を忘れ よ う と し て い た。

最終 日 の 一 日 前、 先 生 に 習 っ たエイ サー を 発表 し た。
習 う 時間は短か っ たが、 それで も 国際通 り で い ろ ん な
お客さ ん の 前で披露す る こ と がで き た。

最終 日 、 皆 と の お別れは辛か っ た が、 旅行は終わ っ
た。 そ し て、 彼 ら と の新 し い友情が始 ま っ た。
ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー を通 じ て、 い ろ い ろ な経験
を さ せて も ら い、 新 し い 人 と 出会 い、 大事な友達 を 作
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る こ と がで き た。 も し 二年前 に 参加 し て い た ら 、 そ の
時は あ ま り に 若 く 、 十分 に楽 し む こ と がで き なか っ た
と 思 う 。 こ の 旅 を 通 し て、 私は将来の夢 を 決め る こ と
がで き た。 そ の 一 つ は、 再び沖縄へ行 き、 友達 に 会 う
こ と だ。
旅行 中 に 出会 っ た 人、 手伝 っ ても ら っ た 人、 そ し て カ
ン ポ グ ラ ンデ沖縄県人会 に は感謝 し た い。 ま た、 こ の
素晴 ら し い プ ロ グ ラ ム を組んで く れた沖縄県庁 の 皆 さ
ん に も深 く 感謝 し た い。 私は沖縄県 の 文化 を他国 に 知
ら せ る か けがえ の な い体験だ と 感 じ 、 他 の 人 に も こ の
体験 をぜひ伝 え た い と 思 う 。

あ り が と う ござい ま し た。

Relatorio Junior Study Tour 

A oportunidade veio ha 2 anos atras quando eu ainda nao 

tinha uma no9ao de como seria viajar para Okinawa. Tive 

que fazer testes para tentar ganhar essa viagem, sempre freq 

tientei a escola japonesa, porem nunca levei com seriedade 

nos estudos. Acabei nao passando no teste, perdi por alguns 

pontos e nao consegui ganhar a viagem. 

Esse ano e o ano mais corrido para mim, estou no ultimo 

ano do colegial e irei fazer o teste para tentar entrar na 

universidade . Estava corrido para mim, estudando o dia 

inteiro e tentando decidir o meu futuro · em pouco espa90 

de tempo, ate que um dia minha mae chegou para mim e 

perguntou se eu queria ir para o Japao, nao tinha entendido 

direito ate ela me expl icar o que estava acontecendo. 

Acabei sendo escolhido pela Associa9ao Okinawa de 

Campo Grande para viajar esse ano para Okinawa com o 

Junior Study Tour, foi uma grande surpresa para mim, era a 

minha chance de poder conhecer Okinawa. 

No come90 fo i uma correria p ara mim,  t inha que 

resolver varios assuntos da viagem e tentar acompanhar a 

escola ao mesmo tempo. Ao final tudo deu certo e acabei 

conseguindo entregar e resolver todos os arranjos para a 

viagem a tempo. Estava nervoso, nao sabia o que eu iria 

encontrar em Okinawa. 

F inalmente chegou o dia ,  iria enfrentar uma longa 

via gem pela frente . No aeroporto de Sao Paulo acabei 

conhecendo os participantes do Brasil e da Bolivia, juntos 

enfrentamos a longa v iagem para Okinawa. Quando 

chegamos a Okinawa estava nervoso, nao sabia direito 

como me comportar na frente de parentes que nunca tivera 

visto antes, achei que iria ser muito complicado para mim 

em questoes de comunica9ao. 

Nao foi tao ruim quanto eu imaginava, foi ate tranquilo, 

conseguia entender bastante o que eles falavam, porem na 

hora de dialogar me complicava um pouco. Nos primeiros 

dias de "Home Stay" pude conhecer muito bem os meus 

parentes e passear bastante em Okinawa, ate deu tempo 

para fazer algumas compras. 

Ap6s alguns dias de "Home Stay" chegou o dia de me 

despedir temporariamente e finalmente conhecer os outros 

participantes do Junior Study Tour. Estava ansioso, nao 

sabia os tipos de pessoas de outras na⑳es iria encontrar 

naquele momento . Nos botaram em uma sala com os 36  

participantes ,  sendo 1 5  okinawanos e 2 5  de  outras na  

⑳es .  Brasi l ,  Argentina, Peru, Bol ivia, Mexico,  Cuba, 

Estados Unidos, Canada, Alemanha, Nova Caledonia(New 

Caledonia) e Japao. Portugues, Espanhol, Ingles, Frances, 

Alemao e J apones, todas essas na⑳es e linguas em um s 

6 local . Todos apresentaram suas palestras e suas apresenta 

⑳es culturais. Ainda era meio estranho para todos, muitos 

estavam timidos ainda com a nova experiencia. 

No outro dia fomos ao aquario ,  vimos varios  t ipos 

de animais marinhos diferentes ,  era enorme o local ,  o 

segundo maior aquario do mundo. Ap6s o aquario fomos 

ver a apresentas;ao de golfinhos,  algo que nunca tinha 

visto antes, e logo ap6s fomos a praia, jogamos um futebol 

na areia e entramos no mar. Ap6s a praia fomos para o 

nosso alojamento no "Tsutsuj i  Eco-Park", um local muito 

lindo e tranqiiilo para se ficar. Ficamos 2 dias no "Tsutsuj i  

Eco-Park" o tempo que ficamos la  agente pode fazer uma 

caminhada nas montanhas, algo que nunca tinha feito em 

esse tipo de local. Desse dia em diante fomos designados 

em fazer uma tarefa dific i l ,  o de aprender tocar E i sa  

em 4 dias, todo d ia  tinhamos aulas de  Eisa, nunca tinha 

experimentado, porem gostei muito de tocar. Tivemos 

churrasco com alguns participantes do Junior Study Tour 

passado e o Camp Fire no final do dia. 

0 Junior Study Tour nao foi apenas diversao, aprendi 

muitas outras coisas sobre a cultura okinawana e o que 

eles passaram durante a Segunda Guerra Mundial . Visitei 

o castelo Shuri-j o , um castelo que fora construido pela 

China, boa parte dela implantada com ouros e uma forte 

cor vermelha .  Vi s itamos museus,  um com obj etos  e 

animais de Okinawa e o outro sobre a Segunda Guerra 

Mundial, o quanto inocentes de Okinawa sofreram nas maos 

dos americanos ,  o museu mostrava hist6rias de pessoas 

que sofreram com a guerra, suas hist6rias e scondidos 

em cavernas improvisadas e partes de uniformes e fotos 

de pessoas mortas na guerra, o museu tentava mostrar a 

importancia de se nao fazer guerra, o tanto que as pessoas 

inocentes perderam nessas  batalhas e que nao t inha 

nenhuma razao e vantagem em matar pessoas. 

Tive tambem novas oportunidades, toquei Sanshin e fiz 

bingata, descobri que sou horrivel nos dois .  Nas viagens 

de local para outro local aproveitavamos nosso tempo para 

cantar karaoke no onibus, uma das coisas mais divertidas 
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da viagem, todos escolhiam musicas e cantavam juntos, ate 

eu me arrisquei a cantar uma, porem nao deu muito certo. 

A medida que o tempo ia acabando todos tentavam 

aproveitar o maximo do tempo possivel, fazendo algumas 

festinhas de noite com o pessoal . Sim, ninguem queria se 

despedir e perder toda a amizade que fora feita dentro da 

viagem. No penultimo dia apresentamos com o pessoal 

o que t inhamos aprendido com o melhor  professor  

qualificado para nos  ensinar a tocar o Eisa, nao foi  facil 

aprender nesse curto periodo de espa90, porem foi um 

sucesso, tocamos na Kokusai Dori com varias pessoas 

nos olhando. No ultimo dia foi o p ior, tinhamos que nos 

despedir de todos os participantes, era o fim da viagem porem 

um come90 de uma nova amizade entre todos. 

Com o Junior Study Tour, pude aprender muitas coisas, 

conhecer pessoas de outros loca is  e fazer amizades 

importantes na minha vida. Tive sorte de nao ter ido 2 anos 

atras nessa viagem, eu ainda era novo e nao tinha muita 

maturidade que tenho comparado nos dias de hoje .  Gra9as 

a essa viagem pude fazer escolhas que eu ainda tinha 

duvidas em decidir para o meu futuro, uma delas e voltar 

para okinawa para estudar e reencontrar com as pessoas 

que pude fazer amizades nessa viagem. 

Gostaria de agradecer muito todas as pessoas que 

conheci e me ajudaram na viagem, a Associa9ao Okinawa 

de Campo Grande por me dar essa oportunidade unica e 

tambem ao pessoal de Okinawa por montar esse programa 

maravi lhoso ,  dando oportunidades de outro s paises  

conhecerem sua cultura. E concerteza irei passar adiante 

a experiencia que tive para as outras pessoas a respeito de 

Okinawa. 

Muito obrigado. 
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ブラジル沖縄県人会

ジ ュ ニアス タデイ ツ ア ー レポー ト

20 1 0 に は 僕 は JUNIOR STUDY TOURで 沖 縄
へ い っ て き ま し た。

は じ め JST を 知 っ た の は 去年 さ ん か し た 僕
の い と こ が 教 え て く れた か ら です。 かぞ く の す
す め で し け ん を し て、 う ん よ く え ら ばれた こ と
を 僕は す ご く う れ し か っ たです。

ブ ラ ジルか ら 出 る 日 は は じ め て 海外ヘ 一人
で 行 く か ら 少 し 心配で し た が ブ ラ ジルや ボ リ
ビ ア の かたがたが い し ょ に 行 っ て く れ た の で
安心 し ま し た。 飛行機 の たびが 終わ り な は の
飛行場へ つ い た ら し んせ き の おば さ ん と お ぢ
さ んが 僕 を む か え て く れて 沖縄で 買 い 物や
はなびた い か い に つ れて い て く れ ま し た。 み じ か い
時間 だっ た け ど い つ も お じ さ ん と おばさ ん と

い ろ ん な と こ ろ へ い き と て も 楽 し か っ た で
す。

JSTの プ ロ グ ラ ム が は じ ま っ た と き は 英語や
ス ペイ ン語が あ ま り わ か ら な い 僕が さ んか

し ゃ の み ん な と う ま く 話せ る か ふ あ ん で し
た。

さ い し ょ の 日 は み ん な は ま だ は じ め て 会 う
か ら あ ま り 話 さ な か っ た け ど ウ ェ ル カ ム パ ー テ
イ や 去年 の さ んか し ゃ の みな さ ん の ゲー ム
で みん な を も り あ げて く れ ま し た。

二 日 と 三 日 目 で は お き な わ の 自 然 を 体験 し ま
し た。 ち ゅ ら う み水族館で 沖縄の い ろ ん な 魚 と

大 き い ジ ン ベ イ ザ メ は す ごか っ た です。 そ し て
エ メ ラ ル ド ビイ チでは あ ん な に き れ い な 海の

水 を は じ め て 見 ま し た。 次 の 日 は ひが し の さ わ
の 森のなかで た く さ ん あ る き ま し た。 そ し て
は じ め て え い さ の れん し ゅ を し ま し た。

四 日 と 五 日 に は し ゅ り じ ょ う や 沖縄県 の博物館
で むか し の 人が 使 っ て い た物や 沖縄 に い る

はぶや鳥 も 見 ま し た。
あ と は 僕 に は は じ め てや る さ ん し ん と びんが
た も し ま し た。 平和 の い し じ と ひ め ゆ り ん の と

の 見学は と て も かな し か っ た です。 戦争で
な く な っ た た く さ ん の 人 の 写真 や物 を 見て、

そ し て ひ め ゆ り の と で けがを し て い た 人 た
ち ん の こ と を みて い た 人 の は な し を 聞 い て
せ んそ う は い けな い な と 思 い ま し た。

プ ロ グ ラ ム の 最後の 二 日 は みんなで れ ん し
ゅ し た え い さ を はぴ ょ う し ま し た、 みんなで た
い こ を た た く の は と て も 楽 し か っ た です。 そ し
て 去年 の ス タ フ が こ く さ い どお り の い ろ ん な

ば し ょ に つ れて い て も ら い ま し た。
飛行場では みんな と はなれて ま た ブ ラ ジルヘ
帰 る の は と て も か な し か っ た です。 た っ た の

一週間で こ ん な に い い友達 や こ んな に 学ぶ
と は 思 い ま せ ん で し た 。 僕は 沖縄 の みん な さ
ん、 プ ラ ジル沖縄県人会、 ジ ュ ニ ア の みな さ ん に
こ ん な に い い体験 を さ せて も ら っ て 心か ら か ん
し ゃ し て い ます。 い ま か ら は 国 に 戻 っ て ブ ラ ジ
ル沖縄県 じ ん か い を で き る だけ 手伝 い た い と 思
い ま す。

あ り が と う ござ い ま し た。
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在亜沖縄県人連合会

イ チャ リ バ チ ョ ーデ

ま ず初 め に 自 己紹介 を し た い と 思 い ま す。 私 の名前
は呉屋パ ウ ラ 1 7歳、 ずい ぶん前か ら こ の ツ ア ー に 参加
し た友人達 の 話 を 聞 き い てお り 、 い つ か は 自 分も何度
か 面接 を 受 け よ う と 思 い な が ら も結 局 い つ も何か の事
情でそ の チ ャ ン ス を 逃 し て き ま し た。 し か し 今年 の 冬
休みの終わ る こ ろ に 友 人 の 勧 め に よ り 参加 を 決意 し ま
し た。

他 の候補者 を 目 の 前 に し た と き は絶対選ばれな い と
い う 気持ち で い っ ぱ い で し た。 決定 の お 知 ら せ を 受け
た時は信 じ ら れな い の と 同 時 に う れ し い 思 い で し た。
こ の ツ ア ー に よっ て私の友人でもあ る エ リ カ の こ と を
も っ と 知 る こ と がで き ま し た。 空港で迷 っ て し ま う の
で はな い か と 不安 に な り ま し た。 と い う の は、 一人で
遠 く に行 く の は初 め て だ っ た の と 、 会 っ た こ と の な い
親戚や40人近 く の参加者 に 会 う こ と の 緊張感もあ っ た
か ら です。

沖縄 に 着 い た と き に は信 じ ら れな い気持で し た。
自 分 の 祖父母 の 地 を 知 る こ と に な る な ん て。 。 。 。 た ＜
さ ん の 思 い が頭の 中 を駆 け巡 り ま し た。 最初 の 5 日 間
は親戚の 家 に お 世話 に な り 、 そ の 時 に 昔私 の 祖母が小
さ い 時 に住んで い た 家 に案内 し て く れ ま し た。 日 本語
がわか ら な い 私 に 対 し てお じ さ ん た ち が一 生懸命 に 昔
話や沖縄 の 文化 に つ い て伝 え て く れ ま し た。

ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー の他の メ ンバ ー と 初 め て
顔 を 合わせ る ま で は待ち きれな い 気持 と 緊張感で い っ
ぱ い で し た。

最初は参加者 と の友情 ど こ ろ か コ ミ ュ ニケ ー シ ョ ン
も取れな い だろ う と 考え て い ま し た。 し か し 、 精一杯
頑張 ろ う と 決 め て い ま し た。

そ の 日 は い ろ んな活動やオ リ エ ン テー シ ョ ン、 さ ら
に 歓迎会が行われ、 い ま ま で抱 い て い た恥ずか し さ を
忘れ、 み ん な と 打 ち 解 け る こ と がで き ま し た。 と ても
印象的な楽 し い夜 に な り ま し た。

2 日 目 は私 の 大好 き な 自 然 に つ い てで し た。 美 ら 海
水族館 に行 き ま し た。 私 の 人生 の 中 で一番美 し い と 思
い ま し た。 イ ルカ の シ ョ ー を 見た後は ビ ー チ に行 き ま
し た。 日 が経つ に つ れ て み ん な と も更 に 打 ち 解 け て い
く こ と がで き ま し た。

3 日 目 は東 の 沢 と 玉辻 山 へ 歩 い て行 き ま し た。 虫 の
大嫌 い な私 に と っ て は恐怖の体験で し た。 ち ょ う ど 同
じ 日 に エ イ サ ー の 合 同 練習 を し ま し た。 最 高 で し た。
私 も ア ルゼ ン チ ン で祭 り 太 鼓 の メ ン バ ー を し て い る
た め、 と ても楽 し む こ と がで き ま し た。 そ の後、 前 の
ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー に 参加 を し た 人た ち がバー

ベ キ ュ ー に 加わ り さ ら に キ ャ ン プ フ ァ イ ヤ ー を 囲 んだ
ゲー ム な ど を し て気がつ い た ら みん な で踊 っ て い ま し
た。

4 日 目 に は首里城 に 行 き ま し た。 サ ン シ ン の 教室 に
も参加 を し 、 最後は美術館 に も行 き ま し た。

夜はルー ム メ イ ト が 日 ご と に変わ る 仕組み に な っ て
い たお か げで ほ と ん ど の 女 の 子達 と 話す こ と がで き ま
し た。 遅 く ま で互 い の 国 の 習慣 に つ い て の 話な ど を し
な が ら 少 しずつすて き な友情が芽生 え て き ま し た。

5 日 目 は平和 に つ い て学び ま し た。 平和祈念館で戦
争 を 生 き 延びた看護師 の 話が と ても衝撃的で し た。 話
が終っ た と き 手 を差 し 出 さ れ挨拶 を か わ し ま し た。 そ
の 時、 す ごい 時代 を 生 き た女性 に対 し 尊敬 の 念 を 抱 き
ま し た。

6 日 目 に は沖縄移民 に つ い て学びま し た。 こ の 日 は
ウ チナ ン チ ュ ー で あ る こ と の 本 当 の 意味 を そ の 場 に い
た全員が学ぶ こ と がで き た と 思 い ま す。

こ の 日 の 夜がみんな と 過 ごす最後 の 夜 だ と わ か っ て
い た た め みん な 家 に 帰 る の を惜 し んで い ま し た。 ミ ニ
パ ー テ ィ ー が大広 間 で 開 かれた後、 平和通 り で の パ レ
ー ド に 出演す る た め の 最後 の 練習 を し ま し た。 帰 り 道
で は ホ ー ム ス テ ィ が 1 日 でもい い か ら 延びな い か と い
う 思 い に な り 、 み ん な と 別れが近づ い て い る と 思 う と 、
みんなで泣 い て し ま い ま し た。

お じ さ ん達が待 っ て い る 家 に 帰 っ た時みんな と い る
時間が少な く な っ て い る の を感 じ 切な さ と 同 時 に お じ
さ ん達 と 過 ごせて い る こ と に幸せ を 感 じ ま し た。

次 の 日 みん な と 会 っ た 瞬間抱 き 合 い ま し た。 ま る で
長 い 間会 っ て い な い か の よ う で し た。 一 人 一 人 ジ ュ ニ
ア ス タ デ ィ ー ヘ の 感謝 の 気持ち を 書 き 、 そ れ を 読み上
げ る 時、 涙が溢れ言葉 に つ ま り ま し た。

みんなで励 ま し あ い な が ら 読み あ げ ま し た。 一緒 に
い れ る 最後 の 時だっ た の です。 そ の後各国 の プ レゼ ン
テ ー シ ョ ン が行われ と て も楽 し か っ た です。 “ 島 ん ち
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ゅ の 宝
”

を みんなで歌い な が ら 泣い て い ま し た。 ジ ュ
ニ ア ス タ デ ィ ー の T シ ャ ツ を 着て い た の で お 互 い メ ッ
セ ー ジ を 書 き あ い ま し た。

お別れが一番つ ら か っ た です。 た く さ ん の 素敵 な 人
と 知 り 合 え た喜び を 感 じ て い ま し た が別れて し ま う の
は本 当 に つ ら か っ た です。

こ の た く さ ん の 忘れ難 い 瞬間 と こ の 2 週間沖縄で過
ご し た 日 々 、 家族 と 再会で き た こ と 、 沖縄 に 行 っ て 4 1
人 の 違 う 国 の 兄弟た ち に 会 え た こ と 、 こ の 全て を 実現
に し て く れた 沖縄県庁 の 皆様 に お 礼 を 申 し 上げ ま す。
本 当 に あ り が と う ござ い ま し た。 カ ラ オケ、 笑 い 、 会
話、 た く さ ん の

“
愛 し て る

”
を あ り が と う 。 毎朝起 き

る た びに、 ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー に選ばれて本 当 に 恵 ま
れて い る と い う 気持ち に な り ま す。 お 陰様でた く さ ん
の 素敵、 か けが い の な い思 い 出 を 作 る こ と が で き ま し
た。

い つ か ま た沖縄でみんな に 再会で き る こ と を夢見て
い ま す。 こ の経験 に よ り 私た ち は血でつ な が っ て い る
と い う

“
絆

”
に よ り た と え 言葉が ち が う と い え ども壁

は越え ら れ る と い う こ と を 全員実感 し た の だ と 思 い ま
す。

み ん な を愛 し て ま す ！ ！ 

"Ichariha___c_h_oode" 

En primer lugar quiero presentarme, Soy Paula Goya y 

tengo 1 7  afios. 

Al principio siempre escuchaba a mis amigos hablar sobre 

la beca a Okinawa y sus experiencias, anecdotas y siempre 

me decia que al afio siguiente intentaria ir a la entrevista 

pero por al邸n motivo u otro nunca pude presentarme. 

Este afio al volver de mis vacaciones, mis amigos me 

alentaron y me anime a ser una de las aspirantes para viajar. 

No me tenia mucha fe, ya que algunos de los chi cos que se 

habian presentado estaban en mejores condiciones que yo. 

Sin embargo me eligieron y sen.ti una alegria inmensa en mi 

coraz6n, no podia creerlo, estaba at6nita. 

Al emprender el viaje  pude conocer mej or a mi compa 

fiera Erika. Estaba ansiosa, con miedo de perderme en el 

aeropuerto, ya que era la primera vez que viajaba sola y 

nerviosa porque iba a conocer a mis familiares y a otros 40 

chicos que compartian este sentimiento conmigo. 

Cuando l l egue  a Okinawa no pod ia  creer lo ,  era  

mi primera vez en la t ierra de mis  abuelos y muchas 

emociones juntas pasaron por mi cabeza. En esos primeros 

5 dias que pude pasar en la casa de mis tios abuelos me 

llevaron a conocer la casa donde vivi6 mi obachan de 

pequefia y a toda mi familia que vivia en Okinawa. A pesar 

de que no hablo japones, mis tios abuelos se esforzaban 

por explicarme y contarme acerca de mis antepasados, de 

la cultura de Okinawa y de hacerme sentir lo mas c6moda 

posible. 

Cuando l leg6 el momento de ir a encontrarme con 

los chi cos del JS T estaba realmente ansiosa y nerviosa, 

pensaba que iba a ser muy dificil entablar una conversaci6n 

y mas aun una amistad con ellos pero por mi parte iba a dar 

todo mi esfuerzo. 

Ese primer dia hubo actividades de integraci6n y una 

fiesta de bienvenida que nos ayud6 a apartar la timidez 

y a acercarnos y conocernos .  Fue una tarde/noche muy 

divertida y dinamica. 

E l  segundo dia me encant6 porque fue el dia de la 

naturaleza. Conocimos e l  acuario Chura Umi, e l  mas 

hermoso que vi en mi vida ! , fuimos al  show de delfines y 

por ultimo a la playa. Cada dia iba conociendo un pocQ mas 

acerca de los chicos. 

El tercer dia fue el dia de la caminata por Higashi no sawa 

y el monte Tamatsuji ,  fue muy impresionante por lo menos 

para mi, ya que les tengo terror a los insectos． ロ

Ese dia tuvimos la primera practica de Eisa que fue genial 

ya que yo soy miembro de Matsuri Daiko y lo disfrute 

muchisimo. Ademas fue la noche de la parrillada en donde 

los ex participantes hicieron juegos muy divertidos y luego 

vino la fogata que fue muy l inda ya que nos pusimos a 

bailar. 

Al cuarto dia me gusto mucho conocer el castillo Shuri y 

el taller de sanshin y tambien fuimos a un museo de bellas 

artes. 

Todas las  noches d i stribuian de manera di st inta las  

personas en los cuartos, y era una de las  cosas que mas 

me gustaba ya que gracias a ello pude conversar con casi 

todas las chicas . Nos quedabamos hablando hasta tarde 

de las diferentes cosas que haciamos en nuestros paises y 

de a poco y sin darnos cuenta se iba formando una linda 

amistad. 

Al quinto dia nos toc6 el estudio sobre la paz .  Creo 

que fue uno de los dias mas emotivos para mi porque 

recorrimos el museo de la paz y escuchamos a una de las 

enfermeras que sobrevivi6 de la guerra. Cuando termin6 

de hablar y me estrech6 la mano para saludarme, senti una 

sensaci6n de respeto y adrniraci6n hacia ella, ya que es una 

mujer muy fuerte que super6 el sufrimiento para que las 

personas conozcan de verdad acerca de lo que se vivi6 en 

esa epoca. 

Al sexto dia pude aprender y conocer acerca de la 

emigraci6n okinawense, de la historia de Okinawa. Fue 

muy importante ese dia porque todos supimos la verdadera 

importancia de ser un uch i nanchu. 

Ese dia sabiamos que era nuestra ultima noche juntos ,  
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entonces hicimos una minifiesta en la sala de recepci6n. 
N adie queria irse a dormir. 

.Luego de ese taller tuvimos nuestra ultima practica de 
E i s a  ya q u e  n o s  i b a m o s  a p r e s entar en la e s qu i n a  
d e  H e i w a d or i . C ua n d o  t e r m i n a m o s  n a d i e  q u e r i a  
vo lver a s u  homestay auque sea por u n  dia. Desde ese dia 
ya comenzabamos a sentir que se acercaba el momento de 
despedimos y comenzamos a llorar. 

Cuando volvi con mis tios abuelos por un lado me sentia 
muy triste porque me estaba separando de los chicos por 
un dia pero al verlos a ellos tambien senti felicidad, los 
extrafiaba. 

Al otro dia cuando volvi a ver a los chicos, nos abrazamos 
como si nos hubiesemos separado por un tiempo largo. En 
el ultimo dia nos tocaba la presentaci6n final de cada uno. 
Ese fue un momento indescriptible, cada uno debia escribir 
un pequefio agradecimiento dedicado al JST. Cuando 
fue mi turno para leer, las lagrimas no cesaban. Todos nos 
alentabamos ya que estabamos todos llorando o al horde de 
las lagrimas. Todos sabiamos que ese era nuestro ultimo dia 

juntos. 
Al terminar de expresar nuestros agradecimientos, cada 

pais hizo su presentaci6n y fue muy divertido. 
Cuando comenzamos a cantar Shimanchu nu Takara las 

l agrimas continuaron .  Por  ult imo nos  firmamos  con 
mensaj es hermosos  las  remeras  que JST nos  hab ian 
obsequiado. 

La despedida fue lo mas triste,  fue un momento de 

abrazos y l lantos, de alegria y tristeza. Alegria por haber 

conocido a estas hermosas personas y tristeza porque era 
nuestra despedida. 

Por todos estos momentos tan inolvidables que pase en 
esas 2 semanas, por haber conocido mas acerca de la vida 
de mis abuelos, por permitirme conocer y abrazar a mis 
tios abuelos y por llevarme de Okinawa a 4 1 hermanos mas 
que aunque seamos de distintas partes del mundo nos une 
la sangre Okinawense, quiero agradecer a la prefectura de 
Okinawa por darme esta oportunidad alucinante que supe 
aprovechar con todas mis fuerzas. 

Gracias por los karaokes, las risas, las charlas, los "TE 
AMO".  Cada dia me levanto y pienso en lo afortunada que 
fui por haber sido seleccionada y compartir estos hermosos 
recuerdos del JST con ellos. 

Tengo la esperanza de que algun dia pueda volver a 
viajar y reencontrarnos todos.  Fina_lmente todos pudimos 
comprobar que el  idioma no es una barrera cuando la  
sangre nos une. 
Los amo a todos ! ! ! ! !  
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在亜沖縄県人連合会

2010年沖縄 ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー

私 は ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー に参加 を し てか ら 世
界 を 今 ま で と は違 う 観点か ら 見 る よ う に な り ま し た。
そ し て私 の 祖先や新 し い仲間 を 見つ け る こ と がで き た
こ と に 感謝 し ま す。

今 ま で会 っ た こ と の な い 親戚 に 会 え た こ と な ど、 こ
の機会つ く っ て く れたそ し て現実 に し て く れた ツ ア ー

関係者や参加者へ の気持ち は言葉では表せ ません。
沖縄 に 着 い た 日 は 自 分がそ こ に い る と い う 事が信 じ

ら れ ませんで し た。 夜 に な っ ておばさ ん と ご飯 を 食べ
に 出か け ま し た。 タ コ ス ラ イ ス と い う 料理 を 食べ本 当
に お い し か っ たです。 それか ら 他の親戚 を 訪ねた り 、
本部町や ヤ ン バ ル の 花火 を 楽 し ん だ り 玉 泉洞 で は お
土産 を 買 い ま し た。 他の ツ ア ー参加者 と 初 め て あ っ た
と き は凄 く 緊張 を し て い ま し た。 私の言葉はみんな に
理解 し て も ら え る のだろ う か ？ 逆 に私はみんな の言葉
を 理解で き る のだろ う か ？ と い う 不安でい っ ぱい で し
た。 で も みんな必死 に 自 分の言い た い こ と を伝 え よ う
と し て い る の を みて安心 し ま し た。 そ し てみんな と コ
ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン が と れて い く よ う に な り ま し た。

か んぽ レ ク セ ン タ ー で の オ リ エ ン テ ー シ ョ ン が お
わ っ た後、 ゲー ム を行 い （い く つ か の ゲー ム は前 回 ツ
ア ー参加者が企画） みんな と の距離 を 縮 め る こ と がで
き ま し た。

そ の あ と 各 国 の 紹介 を 行 い 、 最後 に は ウ ェ ル カ ム
パ ー テ ィ ー を 行 い ま し た。 そ の次 の 日 は県庁 を訪問 し
ま し た。 そ こ で私た ち を 迎 い 入れて く れた の は副知事
で し た。 こ の ツ ア ー は こ の方な し で は現実化 さ れ る も
の で はな い と 思 っ て い た の で こ の よ う な方た ち の 前 に
し て感激 し て い た の は い う ま で も あ り ま せ ん。

美 ら 海水族館、 エ メ ラ ル ド ビ ー チ に も 行 き ま し た。
水族館は驚 く ほ ど 美 し く 大 き か っ たです。 ア ルゼ ン チ
ン の 水族館では見る こ と の で き な い魚 を見 る こ と がで
き ま し た。

それか ら 美 ら 海は世界で 2 番 目 に 大 き な水族館だ と
い う こ と を知 り ま し た。 ビ ー チ は と て も 美 し く ア ルゼ
ン チ ン の そ れ と は 少 し 違 っ て い ま し た。 砂 は 白 く 水
は透 き通っ て い て水温 も そ ん な に低 く あ り ま せんで し
た。 ホテルで は各国紹介の続き を し ま し た。

翌 日 は朝 早 く か ら 東 の 沢 を ト レ ッ キ ン グ し ま し た。
谷 の 深 い と こ ろ ま で行 き た い組 と 、 そ う で な い 組 に 分
か れ ま し た。 私は深い と こ ろ ま で行 く 組 に 入 り 他の組
み よ り 早 く 歩き お わ り ま し た。 そ の あ と ミ ネ ラ ル水 の
水源 に 行 き 、 驚 く ほ ど大 き な ダム を 見 ま し た。 こ の 日
は 自 然 に つ い て、 た く さ ん学びま し た。

それ と 今 ま で に みた こ と も な い 動物 を た く さ ん み る
こ と がで き ま し た。 私 に と っ て 山 を 歩 く の は初 め て の
体験で し た。 そ の あ と エイ サー の練習 を し ま し た。

そ れ か ら 前 回 ツ ア ー 参加者 と バ ー ベ キ ュ ー し ま し
た。 最後はキ ャ ン プ フ ァ イ ヤ ー で遊んだ り 踊 っ た り し
ま し た。

首里城へ も 行 き ま し た。 城 内 の説明 に よ る と こ の城
は、 日 本だけではな く 中 国 の 建築構造 も 取 り 入れ ら れ
て い る と 聞 き ま し た。 し か し 第 2 次世界大戦の と き に
破壊 さ れて現在の首里城は殆ん ど復元さ れて い る 建物
だ と 知 り ま し た。 首里金城、 県立美術館 も 行き ま し た。
少 し し か ま わ る こ と がで き ませんで し た が美 し いデザ
イ ン に触れる こ と がで き ま し た。 そ の後は三線 を 弾 き
ま し た。

初 め て の 経験で し た が と て も 気 に 入 り ま し た。 私 の
2 人 の お じ さ ん と おば さ ん も 三線 を 弾け る た め 少 し 彼
ら に 近づけた気持 ち で し た。 そ の 後、 紅型染 め を し ま
し た。 楽 し く 奇麗で し た が と て も 難 し い も の だ と わ か
り ま し た。 ホテル に 帰 っ た あ と はエイ サー の 練習 を し
ま し た。 5 日 目 は 一番悲 し い 日 で し た。 みんな で平和
記念館 に行き、 戦争の ビデオ を見 ま し た。 そ こ で は ア
メ リ カ 軍 に つ い て の 説明 と 沖縄の 人がそれ に対 し て ど
の よ う に 戦 っ た の 力＼ 戦争の犠牲者の 数な ど を 知 る こ
と がで き ま し た。 記念館 を 見学 し て戦没者 の 名 前が彫
ら れて い る 碑 を み ま し た。 そ こ で タ ク ヤ君は 自 分の 親
戚 の 名 前 を 見つ け ま し た。 宮原ル リ さ ん の 自 伝 を 聞 き
ま し た。 戦争 を 生 き 延びた女性で あ り 戦争 の 話 を し て
く れた の です。 話が終わ る と 1 人 1 人握手 を し て く れ
ま し た。 そ の 瞬間みんな感動 し て い ま し た。 少 し 落ち
つ い てか ら 、 ま ち ぐわ ぁ ー 、 平和通 り 、 国 際通 り をす
べて の参加者 と 歩 き ま し た。 戦争時代か ら そ の ま ま に
し て あ る 通 り も 歩 き ま し た。 陶器 を 売 っ て い る 店がた
く さ ん あ り ま し た。 ホテル に 戻 り エイ サー の 練習 を し
ま し た。 私 と 何人 か の 踊 り がで き て い な い 人 た ち は 1
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時間居残 り 練習 を し ま し た。 と ても疲れて い た の です
が先生も一緒 に な り 頑張 り ま し た。

文化て ん ぶす館 の 教室 に参加 を し 、 そ こ では沖縄移
民 の 話 を 聞 き ま し た。 少 し 体 を 動か し た後、 お 昼 ご飯
を 食ベエイ サ ー の 練習 の あ と 発表会 を し ま し た。 亀井
ひでかず さ ん の 生 の 歌声 に 合わせて踊 り ま し た。 こ れ
は 一 生 の 思 い 出 に な り ま す。 そ の 夜 は何人か の親戚 と
一緒 に ご飯 を 食べ ま し た。 帰国前 日 、 文化て んぶす館
で最後 の 合 同練習 を し て発表会 に 備 え ま し た。 それ ら
が終わ っ た後は さ よな ら パ ー テ ィ ー が始 ま り パ ウ ラ と
一緒 に タ ン ゴ を 踊 り ま し ・た。 最後 に みん な で エ イ サ ー

を 踊 り 、 舞台 の 上で シ マ ン チ ュ ー の 宝 を 歌 い ま し た。
お 互 い の T シ ャ ツ にサイ ンや寄せ書 き を し ま し た。 お
別れ を し た あ と 、 何だか ツ ア ー が終わ っ た こ と が信 じ
ら れな い 気持ち で い っ ぱい に な り ま し た。 空港で はた
く さ ん泣 き ま し た。 早朝 にもかかわ ら ず他 の 参加者が
見送 り に き て く れ ま し た。

ア ウ ロ レ と 3 人帰 り ま し た。 ア ルゼ ン チ ン に つ い て
は じ め て し た こ と は沖縄で 出 会 っ た 1 人 と イ ン タ ー ネ
ッ ト で の 会話で し た。 来年 ウ チナ ー ン チ ュ 大会があ る
の でそ こ で会 え た ら と 思 っ て ま す。 新し い 友 人 た ち と
の 出会 い と こ の ツ ア ー を 通 し て得 る こ と がで き た 知識
を い つ ま で も大切 に し た い と 思 い ま す。

こ の ツ ア ー を こ れか ら もず っ と 続けて欲 し い と 願 っ
て い ま す。 なぜな ら こ の よ う な体験は他で は得 る こ と
がで き な い こ と で あ り 、 沖縄の 文化 を 世界 中 に 残 し て
い っ て欲 し い か ら です。 本 当 に あ り が と う ござい ま し
た。

Okinawa, JST 2010 

Haber participado del Junior Study Tour logr6 que viera 
el mundo desde un punto de vista diferente, conocer mis raices, 
las de mis antepasados y nuevos amigos ;  sin mencionar 
que me dio la oportunidad de conocer a fami liares que 
en mi vida habia visto, y por todo ello no tengo palabras 
suficientes para describir que tan agradecida estoy hacia 
todos los que hicieron posible este tour y tambien los 

participantes, muchisimas gracias. 
El dia que llegue a Okinawa no podia creer que estaba 

alli, siempre habia querido ir. Llegamos a la noche y fui a 
comer con mi tia y probe el "taco rice" realmente me gusto. 
Los siguientes dias visite a mis familiares, vi los hanabi en 
Motobu, Yanbaru, fui a Gyokusendou y compre regalos. 

El primer dia con los chicos del tour estaba algo nerviosa 
porque no sabia c6mo seria, si me entenderian o si seria 
capaz de entenderles. Cuando vi que todos hacian lo posible 
p ara entender y hacerse entender me quede al iviada, 
podia comunicarme.  Luego de hacer la orientaci6n en 
e l  Kamporekucenter, nos conocimos mej or mediante 

juegos (algunos organizados por los ex-becarios), hicimos 
la presentaci6n de algunos paises y al final del dia e l  
"Welcome Party". 

Al dia siguiente visitamos al gobemador, donde nos recibi6 
la vice-gobemadora, se que el gobiemo de Okinawa fue el 
responsable del viaje ,  por lo que estaba emocionada, sin 
mencionar que estabamos ante una persona tan importante ! 
Fuimos al Acuario C hura Umi y a la p laya Emerald 
Beach. Es increible lo grande que es el acuario, la verdad 
es hermoso, pude ver anima�es acuaticos que no hay en 
los acuarios de Argentina y aprendi que Chura Umi es 
el segundo acuario mas grande del mundo . La playa es 
espectacular, practicamente lo contrario a las p layas de 
Argentina, la arena b lanca, e l  agua cristalina y tib ia… 
De vuelta en el hotel terminamos las presentaciones de los 
pa1ses. 

Comenzamos el dia con una caminata por Higashi no 
Sawa donde nos separaron en dos grupos, quienes querian 
entrar al rio profundo y quienes no, yo estaba con los que 
no entraron y terminamos antes el recorrido y fuimos a 
una planta mineralizadora de agua, donde habia un dique 
impresionante; ese dia aprendi mucho sobre la naturaleza y 
vi muchos animales que nunca crei ver. Esta fue mi primera 
caminata por las montafias . Tuvimos nuestra primera 
practica de eisa y luego hicimos una parril lada con los 
ex-becarios, por ultimo el "camp fire" donde jugamos y 
bailamos. 

La primera parada fue el Shuri-j o , pudimos entrar y 
nos exp l icaron que e l  casti l lo  t iene influencias tanto 
chinas como j aponesas ,  por eso posee  ambos  esti los  
de arqu itectura y que fue completamente destruido 
en la S egunda Guerra Mundial ,  lo  que se ve ahora es 
l a  reconstrucc i6n total de l  c asti l l o .  Caminamos por 
Shuri-Kinj o .  Fuimos al Museo Prefectural y Museo de 
Bellas Artes, donde estuvimos poco tiempo pero aun asi 
pude ver hermosos disefios. Luego tocamos shanshin, fue 
la primera vez que lo hice y sinceramente me encant6, mis 
dos abuelos tocaban y mi tia tambien me hace sentir un 

poco mas cerca de ellos; despues tefiimos bingatas, fue muy 
divertido y me pareci6 muy lindo, no sabia que tan dificil 
podia ser. Volvimos al hotel y tuvimos practica de eisa. 

El quinto dia fue el mas triste de todos porque fuimos al 
Museo Conmemorativo de la Paz, donde vimos un video 
sobre la guerra donde explicaban c6mo fue la tactica de los 
Estados Unidos, c6mo los enfrentaron los Okinawenses 
y cuantas personas murieron; recorrimos el museo y 
fuimos a ver las lapidas donde estan los nombres de las 
personas fallecidas, alli Takuya encontr6 a un pariente 
suyo. Escuchamos el relato de la senora Ruri Miyara, una 
sobreviviente que nos explic6 sobre su experiencia durante 
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la guerra, cuando termin6 nos agradeci6 a todos por haberla 
escuchado y nos salud6 dandonos la mano a cada uno, lo 

que nos co_nmovi6 aun mas. Despues de tranquil izarnos 
fuimos a caminar por el mercado Machigawa, Heiwa dori 

y Kokusaidori con los ex-becarios ;  pasamos por unas 

calles que siguen en pie desde la Segunda Guerra y alli  
hay muchos locales donde se hacen y venden ceramicas. 
Volvimos al hotel y tuvimos la practica de eisa, un par de 

chicos y yo que no nos salia la coreografia nos quedamos 
una hora mas, a pesar de la hora y lo cansados que estabamos 
todos, incluyendo al sensei, hicimos lo mejor que pudimos. 

Fuimos a un taller en Bunka Tembusu Kan, donde nos 
hablaron sobre los inmigrantes okinawenses e hicimos un 
pequefio ejercicio, luego de almorzar seguimos con el taller 
hasta que empezara la ultima practica de eisa. Despues de 
los ultimos preparativos hicimos la presentaci6n y estuvo 
cantando Hidekatsu Kamei-san en vivo mientras bailabamos, 
fui inolvidable. Ese dia era homestay y cene con algunos de 
mis parientes. 

El ult imo dia antes de volver  nos  encontramos en 
Tembusukan , ensayamos y nos preparamo s  para la  
presentaci6n final, terminamos y empez6 el "Sayounara 
Party" donde tuve que bailar tango junto con Paula, al final 
todos hicimos eisa otra vez y cantamos "Shimanchu un 
Takara" arriba del escenario, firmamos las remeras y nos 
despedimos; no parecia una despedida y yo no podia creer 
que ya hubiese terminado. 

El dia de vuelta estabamos l lorando en el aeropuerto 
porque algunos de los chicos del tour nos fueron a despedir 
aunque fuese muy temprano, eramos las primeras en volver 
junto con Aurore. A penas llegue a Argentina empece a 
hablar con los chicos por internet y los extrafiaba mucho, 
seria muy l indo encontrarnos en el U chinanchu Taikai el 
pr6x

i rox1mo ano. 
Por todo esto vuelvo a agradecerles por todo, las nuevas 

amistades y el nuevo conocimiento . Espero que se siga 
realizando el tour porque es una experiencia unica y deberia 
seguir difundiendose la cultura de Okinawa alrededor del 
mundo, muchisimas gracias. 
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JST に つ い て 聞 い た と き は 不安 も あ り ま し が、 参加
し て み よ う と い う 気持ち に な り ま し た。 ボ リ ビ ア か ら
外 国 に 行 く と い う こ と は今 回が初 め て で し たが、 日 本
の 沖縄 を知 る チ ャ ン ス だ と 思 い 、 応募す る こ と を決意
し ま し た。

と て も 緊張す る 旅行 で し た が、 沖縄 に 向か う 途 中 、
引 率者の新垣 さ ん の お かげで緊張 も 少 し ずつ ほ ぐれて
い き ま し た。 ブ ラ ジルヘ着 い た 時 に は ブ ラ ジルの参加
者 の 皆 さ ん と 出会 い 、 沖縄 に 着 く ま で に は も う 友達 に
な っ て い ま し た。

ホ ー ム ス テイ 先では親戚 の 方 々 の お か げで楽 し い 毎
日 を 過せ ま し た。 従兄弟達 と も 会 い ま し た。 ま た、 伯
父 の お かげで、 私 た ち よ り 後 に 着 い た ス ー ッ ケ ー ス も
無事 に私の と こ ろ に 届 き ま し た。

ホ ー ム ス テ イ 先 で の 4 日 間 は と て も 短 く 感 じ ま し
た。 そ し て、 い よ い よ JSTが始 ま り ま し た。 日 本語が
分か ら な い こ と に と て も 不安 を 感 じ て い ま し た。 みん
な に 励 ま さ れ、 「大 丈夫、 日 本語が分か ら な く て も 心
配 な い よ」 と 言わ れ ま し たが、 不安は募る ばか り で し
た 。 そ の不安 を抱え、 ブ ラ ジル の 参加者 と 再会 し ま し
た。 ブ ラ ジルか ら 沖縄 ま で 一緒だ っ た と い う だけで昔
か ら 知 っ て い る 友達 に 再会 し た よ う で し た。 最初 の プ
ロ グ ラ ム の ゲー ム や ダ ン ス を と お し て 少 しずつ不安 も
消 え て い き ま し た。 そ の た め、 一 日 目 の終わ り に は 同
じ 言葉 を 話 さ な く て も 、 と に か く 分か っ て も ら お う と
い う 気持 ち が、 お 互 い の 気持 ち を通わせて い る こ と に
気づき ま し た。

た だ沖縄の文化、 歴史、 習慣な どだけで な く 、 沖縄
に住んで い る 人た ち の 愛情 と 心 の ぬ く も り を感 じ ま し
た。 沖縄 を 知 る こ と で ウ チナ ー ン チ ュ と し て の ア イ デ
ン テ イ テ ィ ー を 認識 し ま し た。

移動 中 の バス の 中 で参加者全員で カ ラ オケ を し ま し
た。 一緒 に 歌 っ た歌や、 他の参加者の 歌 っ て い る 声は、
今で も 耳 に 残 っ て い て、 な つ か し く 思 い 出 し ま す。

エ イ サ ー の練習期 間 は短か っ た けれ ど も 、 そ の 短 い
時 間 を フ ル に利用 し 、 皆で、 力 を 合わせて、 練習 し ま
し た。 私は、 初 め て エ イ サー を 踊 り ま し た。 と て も 貴
重な体験で し た。 エ イ サー を 教 え て く れた先生、 あ り

が と う ござい ま し た。
JSTで は た く さ ん の こ と を学び、 経験 し、 訪問 し ま

し た。 短 い 期間で こ ん な に た く さ ん の こ と を体験 で き
た こ と は、 言葉で言 い尽 く せな い ほ ど です。

J ST を と お し て 一番印 象 に の こ っ た こ と は、 平和祈
念資料館 を 見学 し た と き で し た。 そ こ で、 私 た ち の こ
れか ら の課題 と し て人 と 人、 国 と 国が仲良 く し な けれ
ばい けな い こ と を 強 く 感 じ ま し た。

最終 日 は皆 と （新 し い 家族 と ） 別れる と 思 う と 寂 し
く な り ま し た。 色んな国 の ダ ンス を 見 る こ と がで き ま
し た。 そ し て、 みん なで練習 し た エ イ サー の成果を披
露 し ま し た。 最後 に、 全員 の 感想 を 発表す る 場があ り 、
みんな の 声 を 聞 い て い る と 涙が あ ふれて き ま し た。
周 に 言わ れ た よ う に 「イ チ ャ リ バチ ョ ーデー」 、 国 は
関係な く 、 みん な と 家族に な る こ と がで き ま し た。

た だ、 あ り が と う ！ と い う 気持 ち で い っ ぱ い です。
こ の ツ ア ー を企画 し て く だ さ っ た皆様 あ り が と う ござ
い ま し た。

こ れか ら も こ の イ ベ ン ト が毎年で き る よ う 祈っ て い
ま す。 「 ど う も 、 あ り が と う ござい ま し た。 」

P. S. 皆 さ ん の こ と は忘れ ません。 こ れか ら も 日 本
語 を も っ と 勉強 し 、 ま た も う 一度沖縄 に 戻 っ て き ま す
か ら 待 っ て い て く ださ い。

JUNIOR STUDY TOUR 2010 

Cuando supe sobre este Tour yo me anime a participar 
pero tuve un poco de miedo, pues seria la primera vez que 
conoceria Okinawa-Jap6n y tambien la primera vez que 
saldria fuera de mi pais Bolivia. 

Fue un viaj e  realmente cansador, pero en el viaj e  fui 
perdiendo la timidez gracias a mi tutora la Sra. Mayumi, 
ademas c onoci  a l o s  p artic ipantes de Bras i l  que s e  
volvieron mis amigos antes de  que comenzara e l  programa 
JST. 

Los dias que estuve con mis familiares pude conocerlos, 
me trataron muy bien y gracias a Dios ellos me ayudaron 
con el retraso de mis maletas ,  realmente e stoy muy 
agradecida con mi tio y mi prima que me abrieron las 
puertas de su hogar. 
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Los cuatro dia de estadia pasaron muy rapido, el primer 

dia del programa estaba muy nerviosa y aunque varias 

personas me hab ian dicho que el no saber j apones no 

importaba mucho, no podia evitar preocuparme por eso, 

con esa misma inquietud me volvia a reencontrar con mis 

amigos de Brasil. Despues de los juegos, y bailes gracias a 

los voluntarios parecia que todos eran amigos desde hace 

mucho tiempo atras, lo mas impresionante y algo que me 

impulso fue que entre nosotros no importaba el idioma; 

todos traほbamos de comunicamos en japones, ingles, espafiol 

y h  asta con sen.as. 

Los dias que pase en JST no solo conoci tantas cosas 

de Okinawa sino tambien lo calido y carifiosa que puede 

llegar a ser su gente, tambien que los descendientes nos 

identificamos y llegamos a sentir a Okinawa como si fuera 

nuestra tierra. Era "kawaii" verlos y oirlos cantar a los 

chicos en el karaoke del bus, era gracioso realmente, nunca 

voy a olvidar sus voces. 

Las practicas de E i sa  fueron pocas ,  pero supimos 

aprovecharlas a lo maximo, fue la primera vez que bailaba 

Eisa, me gusto mucho, muchas gracias sensei .  Aunque se 

que hemos visitado tantos lugares, aprendido, visto y vivido 

tantas cosas juntos no me alcanzarian las palabras para 

expresarlo todo. 

Una de las actividades que me impact6 fue la visita al 

Museo De La Paz. Es algo que nunca olvidare, todo lo 

que aprendimos sobre la Paz y que importante es que 

nosotros como hermanos o como N aci6n tengamos una 

buena relaci6n. 

El ultimo dia debo confesar que estaba muy triste y 

sentia que me iba a separar de mi gran familia que habi 

a conseguido, varias personas lloramos al escuchar lo que 

cada uno habia pasado en JST, Disfrutamos mucho los 

bailes tipicos de otros paises y bailamos Eisa por ultima 

vez. No importaba que seamos de diferentes lugares, como 

mi madre dice ICHARIBA CHOUDEE. 

Solo me queda agradecer a cada uno de los participantes 

y a los  organizadores por  haber  hecho este Tour tan 

especial, por favor no dejen de realizar este Tour pues 

vale la pena, realmente cambia vidas . DOMO ARIGATO 

GOZAIMASHITA. 

Posdata: 

Los amo a todos, prometo que me esforzare en aprender 

japones para poder volver a Okinawa. 
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参加す る 前、 友達 を 作 る こ と 、 文化交流 をす る こ と 、
先祖 に 関 し て た く さ ん学び、 そ し て行 き た か っ た場所
に 行 く こ と が 自 分 を 成長 さ せて く れ、 帰 っ て き て か ら
役 に 立つ こ と を い ろ い ろ と 学び、 人 生 の すば ら し い経
験 に な る と 期待 し て い ま し た。 で も 、 みん な と コ ミ ュ
ニ ケ ー シ ョ ンがで き、 楽 し く 過 ごす こ と がで き る ほ ど
特別な 物 に な る と は想像 も し て い ま せ ん で し た。

初 日 は、 新し い 友達 を 作 っ た り 、 習慣 ・ 文化交流、
お 互 い 学び あ っ た り す る と い う 期待で一杯だっ た と い
う こ と を思 い 出 し ま す。 実施 し たゲー ム や各国紹介の
プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン で い ろ い ろ な こ と を 学ぶ こ と がで
き ま し た。

2 日 目 は、 沖縄県庁 を訪問 し た後は様 々 な 国 が参加
し た会議が行われた万 国津梁館 も 訪問 し ま し た。 それ
か ら 、 間違 い で な ければ世界で 2 番 目 に 大 き い 美 ら 海
水族館 に も 行 き ま し た。 ビ ー チ に行 く 前 に 、 イ ル カ シ
ョ ー を 見 ま し た が、 天気がよ く な か っ た の に も か かわ
ら ず濡れ る た め に 一番前 に座 り ま し た が、 結局濡れ ま
せ ん で し た。 そ の 後、 ビ ー チ に 連れて 行 っ て も ら い、
お 互 い を し る こ と がで き ま し た。 サ ッ カ ー を し た り 、
海 に 入 っ た り 、 楽 し い 時間 を過 ごす こ と がで き ま し た。

3 日 目 は、 前 日 に 夜遅 く ま でみ ん な で 自 分の 国 に つ
い て 話 し 合 っ て た か ら お互 い を も っ と 知 る こ と がで き
ま し た が、 疲れて い ま し た。 午前 中 は 自 然へ の ハ イ キ
ン グ で し た。 1 つ の グルー プは濡れ る 道 を 通 り ま し た。
と て も 楽 し か っ た し 、 み ん な で助 け合 い な が ら 進んで
い き ま し た。 午後は、 初 め て の エ イ サ ー の 練習 と バー

ベ キ ュ ー が あ り ま し た。 と て も お い し く て、 た く さ ん
食 べ ま し た。 夜はゲー ム が あ り 、 キ ャ ン プ フ ァ イ ア も
あ り ま し た。 こ の 日 の 最後 に は み ん な がか けがえ の な
い 友達 に な っ て い た こ と に 気付き ま し た。

4 日 目 は、 首里城 に 行 き ま し た。 前か ら 行 き た か っ
た 場所だっ た し 、 写真で し か見 た こ と がなか っ た か ら
貴重な体験 に な り ま し た。 それか ら 、 沖縄そばを食べ
ま し た。 と て も お い し か っ た です。 そ の後美術館 に行
き 、 三線 の 弾 き 方、 染色 の 仕方 を 学び ま し た。 夜は部
屋 の 1 室で集 ま り が あ り 、 写真 を た く さ ん撮 り ま し た。
で も 、 う る さ く し て い た の で 自 分た ち の 部屋 に 戻 さ れ

ま し た。
5 日 目 は、 平和祈念資料館 に行き ま し た。 あ る おば

あ さ んが戦時 中 の攻撃 に よっ て 苦 し んだ体験 を話 し て
く れ ま し た。 彼女 は 同 じ 過 ち を私 た ち が繰 り 返 さ な い
よ う に 知 っ て ほ し か っ た の です。 午後は 国 際通 り に行
き ま し た。 国 際通 り をず っ と 歩 き 重要な場所 を 訪 問 し
ま し た。 太 陽 が 出て い た の で と て も 喉が渇 い て い ま し
た が、 と て も お い し い ジ ュ ー ス を も ら い、 飲み終わ っ
た ら 着 い た と き よ り も 喉が渇 い て い た こ と を覚 え て い
ま す。 夜 は最後の エイ サー の 練習 と ミ ニ ミ ー テ ィ ン グ
が あ り ま し た。 み ん なで い る 最後の夜だっ た の で写真
を た く さ ん撮 り ま し た。

6 日 目 は、 疲労が溜 ま っ て い ま し た。 それは、 全然
寝て い なか っ た か ら です。 各国 に移民 し た沖縄の祖先
に よる 歴史 の ク ラ ス が あ り ま し た。 そ こ で 自 分 の ア イ
デ ン テ イ テ ィ や 自 分の 先祖 に つ い て学ぶ こ と がで き ま
し た。 午後はエイ サー の 発表 の 準備 に 取 り 掛か り ま し
た。 リ ハ ーサル の 時 ま だ振 り 付け を 間違 え て い ま し た
が、 発表の 時、 一 生懸命や っ て 間 違 え な か っ たか ら と
て も 嬉 し か っ たです。 琉球国祭 り 太鼓 と ミ ル ク ム ナ リ
の 歌 手 の シ ョ ー を 見 る こ と がで き と て も 光栄で し た。
夜は 自 分た ち の 家 に 戻 り ま し た が、 みんな の こ と を思
い 出 し て い ま し た。 そ し て遅 く ま で ス ピ ー チ の原稿 を
書 い て い ま し た。

7 日 目 は、 み ん な を 見 る 最後 の 日 で し た。 「 さ よ う
な ら パ ー テ ィ ー」 の た め に 国 際通 り に 集合 し ま し た。
パ ー テ ィ ー は私た ち の ス ピ ー チで始 ま り ま し た が、 僕
は と て も 緊 張 し て い て、 ち ゃ ん と 発 音 で き な か っ た
か ら み ん な 理解 し て く れ た の か ど う か がわ か り ま せ
ん。 1 人 1 人が気持ち の こ も っ た メ ッ セ ー ジ を伝 え た
の で僕は決 し て忘れ ま せ ん。 そ の後、 ナ ミ エ と 一緒 に
ペ ル ー の プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン を 行 い ま し た。 と て も
お も し ろ く 、 楽 し い ダ ン ス 「エ ル ・ ア ル カ ト ラ ス (El
Alcatraz) 」 を踊 り ま し た。 そ し て、 最後 に エ イ サ ー を
踊 り ま し た。 それか ら 、 別れの時が来 ま し た。 みんな
抱 き 付 き 合 っ た り 、 み ん な で分か ち 合 っ た貴重な時間
を 振 り 返 っ て い ま し た。 一緒 に 楽 し い 時 間 を 過 ご し 、
短期間でお互 い を 知 り 、 全て を捧げ、 そ し て残念な こ
と に も し か し た ら も う 2 度 と 会わ な い か も し れな い か
けがえ の な い友達、 兄 弟 の よ う な 人た ち と 別れ る こ と
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が僕 に と っ でソ ア ー の 中 で 一番つ ら い 時間 で し た。
次 の 日 に 帰国便が出 る こ と に な っ て い ま し た、 僕達

よ り も先 に 出た 人 た ち と 会 え な か っ た こ と が と ても残
念で し た。 でも、 JSTの ス タ ッ フ の 人 た ち が見送 り に
来て く れて、 写真 を た く さ ん撮 り 、 別れ を 告げ ま し た。
最後 に 会 っ た 一時 を 懐か し く 思 い 出 し ま す。 それは、
最後 に 見 る 時だ と 思 い 、 残念で、 涙が落 ち て い き ま し
た。 「 帰 り た く な い ！ 」 「み ん な と こ こ に 残 り た い ！ 」
でも、 僕は ま た会 え る と 思 い ま す。 ど う や っ て か わ か
り ま せ ん が、 必ず ま た会 え ま す。 今 ま で あ り が と う 。

と ても気分が い い です。 こ の機会 を 最大限 に活かす
こ と がで き、 い つ でも 自 分 ら し さ を 発揮す る こ と がで
き ま し た。 か け がえ の な い友達 を 作 り 、 一 時も無駄 に
し なか っ た の です。

僕 の よ う な 自 分の 先祖 の 国 を 知 り た が っ て い る 人た
ち に こ の よ う な研修 を提供 し て く れ る 沖縄県 に 感謝 し
て い ま す。 そ し て、 こ の よ う な貴重な経験 を 与 え て く
れたペルー沖縄県人会 に 感謝 を す る と 共 に 、 さ ら に協
力 す る と い う 義務感 を 感 じ て い ま す。

「 人 間 の 友 情 を 超 え る 物 は な い。 なぜな ら 、 最も 自
由 で、 純粋で、 濃厚で あ る か ら 」

ヘ ン リ ・ ラ コ ルダイ レ

JUNIOR STUDY TOUR 2010 

Antes de ir  al tour, tenia muchas expectativas, queria 
hacer amigos, intercambiar culturas, aprender mas sobre 
mis origenes, y conocer lugares que yo anhelaba, sabia que 
seria una gran experiencia para mi vida, que me ayudari 

a a madurar como persona, aprenderia muchas cosas, que 
despues me iban a servir, pero nunca imagine que todo esto 
seria algo tan especial, que llegaria a poder comunicarme 
con todos, que la iba a pasar tan bien. 

E l  pr imer  d i a  lo recuerdo como un d i a  l l eno  de 
esperanzas por conocer gente nueva, poder intercambiar 
costumbres y culturas , y aprender uno del  otro . Pude 
aprender mucho con los j uegos que realizaron y con la 
presentaci6n de los paises. 

E l  segundo dia vi sitamos la  prefectura de Okinawa, 
despues el Centro de Convenciones Bankoku Shinryokan 
en donde ocurri6 una reunion importante entre diversos 
paises. Despues visitamos al acuario de churaumi el cual 
tengo entendido que es el 2do mas grande del mundo, y 
antes de imos a la playa vimos una presentaci6n de delfines 
en el cual a pesar del sol nos sentamos en las primeras 
filas para mojarnos, pero nunca nos mojamos. Luego nos 
l levaron a la playa, en donde nos pudimos conocernos 
mejor, jugamos futbol, nos bafiamos y pasamos grandes 
momentos. 

El tercer dia estabamos cansados ya que una parte de la 

noche la pasamos conversando cosas sobre nuestros paises 
y nos pudimos ·conocer mas. En la mafiana nos reunimos 
para ir al paseo natural, en el cual un grupo pasamos por 
e l  camino en donde te moj abas, fue muy divertido, nos 
apoyamos entre todos para poder seguir adelante . En la 
tarde hubo el primer ensayo de EISA y una barbacoa, 
estuvo muy rico, comi un mont6n.  En la noche realizaron 
juegos y luego hubo una fogata. Al final del dia me sorprendi6 
mucho ver que todos ya eramos grandes amigos. 

El cuarto dia fuimos al castillo shuri y me pareci6 una 
gran experiencia ya que yo tenia muchas ganas de conocer 
ese lugar, ya que solo lo habia visto por fotos despues en 
la tarde fuimos a comer Okinawa soba, y estuvo muy rico, 
despues fuimos al museo de bellas artes y aprendimos a 
tocar sanshin y a  tefiir una tela. En la noche tuvimos una 
reunion en un cuarto, y nos tomamos muchas fotos, pero 
tuvimos que regresar a las habitaciones porque haciamos 
mucha bulla. 

El quinto dia fuimos al museo de la paz, una oba-san 
nos dio un testimonio de los momentos que paso en la 
guerra y lo mucho que sufri6 con los ataques que ocurrian, 
y sus intenciones eran que aprendamos de ella para que 
no volvamos a realizar los mismos errores del pasado . 
En la tarde fuimos a kokusai dori en donde nos llevaron 
a caminar y a conocer lugares importantes, recuerdo que 
tenia mucha sed, por el sol,  y despues nos invitaron, un 
jugo muy rico, cuando lo acabe, tenia mas sed, que cuando 
llegue. En la noche tuvimos el ultimo ensayo de EISA, y 
luego una pequefia reunion, era nuestra ultima noche que 

ibamos a pasar juntos y nos tomamos muchas fotos. 
El sexto dia fue muy cansado, ya que no habia dormido 

cas i  nada,  y tuv imos  c la ses  de h i stor ia  sobre otro s 
descendientes de okinawenses que emigraron de Okinawa 
a diferentes paises, pude aprender mas sobre mi identidad, 
y sobre mis  origenes .  En la tarde nos a l istamos para 
la  presentac i6n de EISA,  ensayamos pero todavia me 
equivocaba en algunos pasos, tuvimos la presentaci6n, y 
me senti b ien porque lo hice con muchas ganas y no me 
equivoque, tuvimos el  honor de ver la presentaci6n de 
Ryukyu koku Matsuri Daiko y del cantante de la canci6n 
Mirukumunari. En la noche regresamos a nuestras casas, 
y yo ya extrafiaba mucho al grupo, y me pase la noche 
escribiendo mi discurso. 

El septimo dia, era el ultimo dia que iba a poder ver a 
todos, nos reunimos en kokusai dori para el sayonara party, 
empez6 la presentaci6n con nuestros discursos, y no tengo 
idea si me abran entendido, ya que me puse muy nervioso 
y no pronunciaba bien.  Cada uno dio un �ensaj e  muy 
especial Ueno de sentimientos que nunca olvidare. Despues 
realice junto a Namie la presentaci6n de Peru, bailamos 
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"el alcatraz" un baile muy gracioso y divertido, y despues 
bailamos por ultima vez EISA. Luego vino la despedida, 
todos nos abrazamos y recordamos los momentos que 
compartimos,  para mi  fue la parte mas difici l  del tour, 
despedirme de grandes amigos, hermanos de coraz6n que 
pasamos muy buenos momentos juntos y me gusto mucho 
lograr conocerlos en poco tiempo y entregarles todo y me 
dio mucha pena porque pensaba que ya no nos ibamos a 
volver a ver. 

Al dia s iguiente partia el vuelo y me dio mucha pena 
no volver a ver a los demas participantes de otros paises, 
ya que sus vuelos salieron antes ,  pero amigos del JST 
nos  fueron a despedir, nos  tomamos muchas fotos, nos 
despedimos,  y aun recuerdo con mucha nostalgia los 
ultimos momentos que nos vimos, ya que pense que era 
la ultima vez que los iba a poder ver, me dio mucha pena 
y cayeron muchas lagrimas, jya no me queria ir! jQueria 
quedarme con ustedes ! Pero yo se que si nos vamos a ver, 
de al邸n modo pero los voy a volver a ver. GRACIAS POR 
TODO. 

Me siento bien, ya que pude aprovechar esta oportunidad 
al maximo, di lo mejor de mi en todo momento, ice grandes 
amigos y no desperdicie ningun momento. 
Estoy muy agradecido con la prefectura de Okinawa 
por brindar este t ipo de becas a personas como yo, que 
tienen muchos deseos de conocer el pais donde vienen sus 

antepasados. Y me siento comprometido de apoyar mas a 
mi kenj inkai, al cual estoy muy agradecido por brindarme 
esta gran oportunidad. 

"La  amistad es e l  mas perfecto  de l o s  sent imi entos 
del hombre, pues es el mas libre, el mas puro y el mas 
profundo." 

Henry lacordaire 
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ペルー沖縄県人会

2010年ジュニアス タディ ー ツ ア ー

20 1 0年 のJST に 参加す る 機会 を 与 え て く れ た 沖縄 に
感謝 し て い ま す。

誕生 日 の 日 に私は友達 と 一緒 に い ま し た。 す る と 突
然母か ら 電話が あ り ま し た。

「ナ ミ エ、 あ んた沖縄へ行 け る の よ。 」
私は興奮 の あ ま り 大声で叫んで し ま い 一緒 に い た友

達が驚い て し ま い ま し た。 長 い 間 答 え を 待 っ て い た
の です。 毎週土曜 日 に ペル ー 沖縄県 人 会 に 行 っ て は、
「回答来て る ？ 」 と 聞 い て い ま し た。 でも答え は い つ
も 「 ま だ。 」 で し た。 私 に と っ て こ れ は 最高 の 誕生 日
プ レゼ ン ト で し た。

移動は長か っ た です が、 や っ と 沖縄 に 着 き ま し た。
信 じ ら れな い暑 さ で し た ！

荷物 を ピ ッ ク ア ッ プ し、 外 で はJSTの 人 た ち が待 っ
て い ま し た。 でも と てもおも し ろ か っ た の が、 彼 ら は
私た ち が こ んな に 早 く 着 く と は思 っ てもい なか っ た み
た い だか ら です。 でも … 「着 い た の です ！ ！ 」 ペ ルー

の 国旗 を 出 し 、 写真 を 何枚か撮 ら れ ま し た。
JSTの 1 日 目 はす ご く 緊 張 し て い ま し た。 何 を し て

い い の か がわか ら なか っ た か ら です。 大ホ ー ル に 入 り
JST に つ い て 説 明 さ れ ま し た。 そ の 後 み ん な 自 己紹 介
を し ま し た。 それか ら 、 元参加者の 人 た ち と ゲテ ム を
し ま し た。

み ん な で 踊 っ た ラ ・ マ カ レ ナ (La Macarena) は 一 生
忘れ ら れ ま せん。 ダ ン ス が苦手な私が踊 っ て い た の で
すか ら 。

2 日 目 は ビ ー チ、 そ し て水族館へ行 き ま し た。 バ ス
停 ま で行 く の に 階段 を 上が ら な ければな ら な い こ と を
覚 え て い ま す。 エス カ レ タ ー と 普通 の 階段があ り ま し
た が、 男 の 子たち が上 ま で上 が る 競争 を し て い た の が
と てもお か し か っ た です。

カ ラ オケも忘れる こ と がで き ま せん。 み ん な で 歌 っ
て い る 姿が と てもおも し ろ か っ た です。

3 日 目 は 山 登 り を し ま し た。 道 中、 「 あ ぶ な い ！ ！ ！ 」
や 「だい じ ょ う ぶ ？ 」 な ど お互い を 気遣 う 声が頻繁 に
聞 こ え ま し た。

5 日 目 は糸満 と ひめ ゆ り へ行 き ま し た。 戦争 に つ い
て 見 た り 聞 い た り す る の は と て も悲 し か っ た け れ ど、

前へ進む こ と を 抱かせて く れ ま し た。
そ の 日 は、 エイ サー の 最後の練習 の 日 でも あ り ま し た。
振 り 付 けが覚え ら れな か っ た 1 グルー プは遅 く ま で練
習 し ま し た。 でもで き る ま で頑張 り ま し た。 途 中 で止
め る こ と は あ り ま せ ん で し た。 そ の 努力 は 自 分の 誇 り
で あ り 、 自 分 を も っ と ウ チナ ン チ ュ ー だ と 感 じ さ せ て
く れ ま し た。

6 日 目 は、 国 際通 り で、 練習 し た エイ サ ー を 踊 り ま
し た。 そ の 日 は、 翌 日 の さ よな ら パ ー テ ィ ー の た め に
ま た 戻 っ て く る た め に ホ ー ム ス テイ 先 に 帰 り ま し た。
さ よな ら パ ー テ ィ ー の 日 は ほ と ん ど の 人 が 泣 き ま し
た。 初 め はみんな こ の ツ ア ー で学んだ こ と を 発表 し ま
し た。 それか ら 、 ま だや っ て い な か っ た 出 し 物 を し ま
し た。 カ ル ロ ス く ん と 私は た く さ ん練習 を し て い ま し
た。 出来栄え の ほ ど は わ か り ま せ ん が、 う ま く い っ た
と 思 い ま す。

そ の 日 はた く さ ん の 友達 と お別れを し ま し た。 悲 し
か っ た で す。 「 い つ ま た 会 え る の か な ？ 」 と 、 考 え て
い ま し た。

そ の夜楽 し く 過 ご し た こ と を考え て い ま し た。 色 々
な場所 を 知 り 、 お じ い ち ゃ んが 生 ま れた沖縄 に つ い て
も知 り 、 た く さ ん の 思 い 出 を 一緒 に 作 っ た友達も出来
ま し た。

空港で はJSTの 友達が見送 り に 来て く れ ま し た。 別
れ る の はつ ら く て、 泣 く の を 我慢 し て い た けれ ど、 や
っ ぱ り 泣 い て し ま い ま し た。 飛行機 の 中 で はも っ と 泣
き 、 沖縄で楽 し ん だ 日 々 を 思 い 出 し 、 帰 り た く な か っ
た の です。
心 に 残 る 素晴 ら し い 日 々 に 、 あ り が と う ！
みんな、 お疲れ様で し た ！
Muchas gracias ! Thank you! Muito obrigado ！ あ り が と う
ご ざ い ま す ！ DANKE SCHON! merci beaucoup ！ に ふ ぇ
ー で 一 びる ！

JUNIOR STUDY TOUR 2010 

Quiero agradecer a Okinawa por haberme dado la  

oportunidad de participar en este JST 20 10 .  
El dia de mi cumpleafios estaba con un grupo de amigos y 

en eso recibo una Hamada de mi mama y me dijo:  
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j Hija te vas a Okinawa! 

Estaba emocionadisima, grite y mis amigos se quedaron 

mirando raro . Hab ia esperado mucho t iempo, todos 

los sabados iba al kenj inkai y preguntaba : しya esta la 

respuesta? Y siempre la respuesta era un no. Ese fue el 

mejor regalo de cumpleafios. 

Fue un largo viaje, pero al fin llegamos a Okinawa. jQue 

calor hacia! 

Recogimos las maletas y afuera nos esperaba un grupo de 

JST. Fue muy gracioso por que pensaron que nuestro vuelo 

iba llegar mas tarde pero… jya estabamos alli ! Sacaron la 

bandera de Peru y nos tomaron unas cuantas fotos. 

El primer dia del tour estaba muy nerviosa, la verdad 

no sabia que hacer. Entramos al auditorio en donde nos 

explicaron de que trataba el tour. Despues de eso cada uno 

se presento. Luego hicimos unos juegos de integraci6n con 

los exJuniors, 

La Macarena, lo que bailamos, no lo voy a olvidar, a mi 

que no me gusta bailar. . .  estaba bailando. 

El segundo dia fuimos a la playa j Y  al acuari o !  Me 

acuerdo que para ir al  bus teniamos ·que subir escaleras, 

habia la electrica y la normal y me dio mucha risa cuando 

vi a los chicos haciendo una carrera hasta arriba. 

Algo que no voy a olvidar va a ser el karaoke . Todos 

cantando, fue muy gracioso. 

El tercer dia subimos el cerro . En el camino todos nos 

cuidabamos a cada rato se escuchaba un j Abunai ! 0 un 

註Daijoubu?

El quinto dia fuimos a Itoman y a Himeyuri, la verdad ver 

y escuchar todo lo que decian sobre la guerra era muy triste 

pero me inspiro a seguir adelante. 

Ese dia tambien tuvimos nuestro ultimo ensayo de eisa. 

Un grupo nos quedamos hasta tarde ensayando, ya que 

no nos salia, pero ganbatteamos hasta que nos saliera. No 

paramos. Ese esfuerzo que hacia me enorgulleci6, me hacia 

sentir mas uchinanchu. 

El sexto dia bailamos en kokusai dori lo que practicamos 

en eisa. Ese dia teniamos que regresar a nuestro home stay 

para al dia siguiente volver para el Sayonara Party. 

El dia del sayonara party muchos lloraron, al principio de 

la ceremonia cada uno hablo de lo que apendio en el tour. 

Luego pasamos con las presentacioes que faltaban. Carlos y 

yo habimos practicado bastante, la verdad no se como sali6, 

espero que bien. 

Ese dia me despedi de mucha gente, estaba muy triste, し
Cuando nos volveremos a encontrar? Pensaba. 

Esa noche me quede pensando de lo bien que habia 

pasado. Conoci muchos lugares, conoci mas sobre la tierra 

de mis oj ichans e hice muchos amigos con los que tengo 

muchos recuerdos. 

En el aereopuerto un grupo del JST fueron a despedimos. 

Fue muy dificil dejarlos y la verdad no queria llorar pero 

termine llorando. En el avi6n llore mucho mas, me acorde 

de todo los buenos momentos y de verdad no queria irme. 

Por todos los momentos que guardo en mi coraz6n, 

Arigatou 

Minna! Otsukaresama deshita! 

Muchas gracias ! Thank you ! Muito obrigado ! Arigatou 

gozaimasu ! DANKE SCHON ! merci beaucoup ! NIGEE 

DEBIRU! 
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メキシコ沖縄県人会

ジュ ニ アスタディ ツ ア ー

ジ ュ ニ ア ー ス タ ーデイ ー に参加 し た こ と は一生忘れ
ら れな い経験です。 こ の機会では沖縄の親戚 と ふれあ
う こ と がで き て、 と っ て も よ か っ た と 思 い ま す。

親戚 の皆 さ ん と 一緒 に 本家 の墓 に 行 っ て、 祖先 の話
を 聞 き ま し た。 そ の後、 おばあ さ ん の 家 に つ れて も ら
い ま し た。 おばあ さ んは と っ て も 親切で、 折 り 紙 を 教
え て も ら っ た り 、 一緒 に 手作 り 巾 着 を縫 っ た り し ま し
た。 初 め て の裁縫で と っ て も 印象 に残 り ま し た。 従姉
妹た ち と 一緒 に ビ ー チや 買 い物は と っ て も 楽 し か っ た
です。

JSTの 最 初 の パ ー テイ？で は、 と っ て も 緊張 し て い ま
し た。 い ろ ん な 国、 それぞれの言葉だっ た け ど。 。 。 き っ
と みんな 同 じ 気持 ち で い た と 思 い ま す。 で も 、 少 しず
つ、 違 う 言葉で も な ん と か コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン がで き
て、 す ぐに友達 に な り ま し た。

美 ら 海水族館 に 行 っ た 日 は と て も 楽 し か っ た です。
大 き な魚、 面 白 い魚、 不思議な魚、 怖 い 魚 も 見 る こ と
がで き ま し た。 そ の 後 ビ ー チ に行き ま し た。 海で泳 ぐ
事が大好な の で と っ て も う れ し か っ たです。

つ つ じ エ コ パ ー ク の遠足では い ろ ん な経験がで き ま
し た。 多分、 JSTの 中 で 一番楽 し か っ た 日 で し た。 山
の 中 を 歩 く の は面 白 か っ た です。 何人かが ド キ ド キ し
て い ま し た。 そ の 理 由 は虫が怖か っ たか ら です。 誰か
が冗談で 『川 の 中 で蛇 を見た よ』 と 言 っ た時、 みんな
びっ く り し た け ど、 そ の後は大笑い し ま し た。 夜はお
い し い バー ベ キ ュ ー 、 キ ャ ン プ フ ァ イ ヤ ー 、 みん な と
一緒 に 踊 っ て、 ゲー ム を し て、 と て も 楽 し か っ た です。
翌 日 、 平 和 記 念 公 園 の 見 学 で はJSTの 中 で 一 番 心 に
残 っ た思い 出です。 太平洋戦で沖縄 の 人 た ち が苦 し ん
だ事は想像 も で き ま せん。 資料館で は こ の 戦争で看護
士の活動 し た女性の 話 を 聞 い て、 我慢がで きず、 涙 を
溢れて し ま い ま し た。 戦争は二度 と 送 る の も で は あ り
ま せん。 戦争では苦 し みばか り で、 勝ち 組はあ り ま せ
ん。

みんな と 一緒 に エ イ サ ー を踊 る 事がで き た の は素晴
ら し か っ た です。 メ キ シ コ で ミ ル ク ム ナ リ を 習 っ た け
ど、 沖縄の練習や教え方は 同 じ ではな い の で、 と っ て
も い い 経験で し た。 本番沖縄の グルー プのパ ー フ ォ ー

マ ス と フ ェ ー シ ー は言葉で伝 え ら れな い 素晴 ら し さ で
し た。

JST に 参加 で き た 事 は 一 生 忘 れ ら れ な い と 思 い ま
す。 こ こ で学んだ事は他の と こ ろ で学ぶ事がで き ま せ
ん。 祖先 の 古里 を も っ と 知 る 事がで き て、 沖縄県 と 沖
縄 の皆 さ ん のすば ら し さ と 優 し さ をわ か り ま し た。

沖縄でた く さ ん の友達がで き 、 い ろ ん な 人 に お 世話
に な り ま し た。 みんな と 一緒 に過 ご し た時間 は短か っ
た け ど、 幼 い 頃の友人 の よ う な感 じ で し た。 こ れか ら
も こ の ま ま い い友達で い て ほ し い です。 みんなが 自 分
の 国 に 帰 っ て も 、 連絡 を 取 る よ う に約束 を し ま し た。

初 め て の 一人旅行で、 い ろ んな経験が出来た こ と は
両親の応援が あ っ た か ら です。

最後 に、 こ の機会 を 与 え て く れた沖縄県庁 と ス タ ッ
フ の みな さ ん に 心か ら 感謝 し て い ま す。

JUNIOR STUDY TOUR 2010 

Ir al JST fue una experiencia inolvidable ya que en este 

viaje pude convivir y conocer aun mas a mi familia que se 

encuentra en okinawa. 

Cuando estuve con mi familia visite la ohaka, esto me 

encanto porque es muy interesante aprender acerca de mis 

antepasados, luego mis tios me llavaron con mi abuela y 

me gusto mucho estar con ella porque me ensefi6 a hacer 

manualidades como el origami pero lo que mas me gusto 

fue que me ensefio a hacer unas bolsas de mano que yo 

misma hice cosiendo; cuando estuve con mis primas fue 

muy divertido porque me l levaron a la playa y a hacer 

algunas compras. 

Me acuerdo que cuando llegue con las personas del JST 

estaba muy nerviosa y la verdad es que todos nos sentiamos 

asi ya que eramos muchos y todos hablabamos diferentes 

idiomas pero a pesar de eso nos logramos comunicar y nos 

fuimos haciendo amigos conforme pasaba el tiempo. 

El dia que fuimos al acuario yo estaba muy emocionada 

porque pude ir de nuevo al acuario mas grande del mundo 

en donde hay distintos t ipos de peces ,  algunos muy 

graciosos, otros que dan algo de miedo y uno que otro era 

muy raro; despues del acuario fuimos a la playa y como a 
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mi me encanta el mar y nadar realmente lo disfrute mucho. 

Cuando llegamos al tsutsuj i  eco park hicimos muchas 

cosas y creo que fue la parte del tour en la que me diverti 

bastante porque fuimos a la caminata en la montafia y 

muchos le tenian miedo a los insectos que luego veiamos, 

pero yo me asuste cuando ibamos en el rio y de repente los 

compafieros que iban conmigo hicieron una broma diciendo 

que habian visto una serpiente en el agua, eso fue muy 

divertido pero aterrador a la vez; cuando anocheci6 hubo 

una parrillada y la parte mas divertida de esa noche fue 

la fogata que fue muy divertida porque bailamos y luego 

hicimos juegos muy divertidos. 

Luego de ese dia fuimos al museo de la paz fue una de las 

cosas mas interesantes y mas tristes que vi y hasta llegue 

a l lorar porque en este museo me conmovio demasiado 

ya que se habla de la segunda guerra mundial y de c6mo 

la vivieron las personas que vivian en okinawa en ese 

entonces. Lo que mas me interes6 fue que pudimos concer 

a una de las enfermeras que vivi6 el terror y el dolor de 

aquella guerra, ella nos pudo platicar algunas cosas de lo 

que recuerda y nos .dijo que no podia existir otra guerra 

mundial porque habria mucho sufrimiento. 

Otra parte que disfrute mucho en este viaje  fue cuando 

practicamos eisa, y me encant6 ensayar mirukumunari 

porque a pesar de que yo sabia el baile me senti diferente al 

practicarlo en el pais en donde naci6 el taiko. Y me encant6 

cuando vi al grupo de taiko de okinawa bai lar en una 

presentaci6n, porque tenian cuando gritaban transmitian 

una sensaci6n completamente indescriptible. 

Esta ha s ido una gran experiencia que nunca voy a 

olvidar porque en este viaj e  aprendi muchisimas cosas 

nuevas para mi sobre la bella Okinawa, t ierrra de mis 

bisabuelos. Ademas de que conoci a muchas personas que 

me apoyaron en todo momento y que poco a poco se fueron 

convirtiendo en grandes y muy buenos amigos a los que 

siempre voy a querer,recordar y que en estos momentos los 

extrafio como si los hubiera conocido de toda la vida. 

Agradezco a mis padres por su apoyo en este viaje, pues 

a pesar de ser todavia muy pequena es la primera vez que 

viaj o  sola sin su compafiia y ha sido una experiencia que 

me ha dejado muchas ensefianzas, muchos amigos y mucha 

gente buena con la que espero seguir en contacto. 

Gracias al gobiemo de Okinawa por esta oportunidad y a 

todos los que colaboraron. 
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沖縄滞在の感想

ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー は私 の 人 生 に あ っ た最高

の イ ベ ン ト の 一つ だ と い う だけでは な く 、 最 も 素晴 ら

し い こ と だっ た と 言 う こ と がで き ま す。 何故か と い う

と 、 親戚や、 素晴 ら し く て忘れ ら れな い 人 々 と の 出会

いや、 全然違 う 文化 と 伝統 も 知 り 、 料理な ど も 経験す

る こ と がで き た か ら です。

学んだ こ と 、 経験 し た こ と が多す ぎて、 国 に 帰 っ て

も ほ と ん ど毎 日 、 沖縄で で き た友達 と 一緒 に 沖縄 に い

る 夢 を 見て い ま す。 彼 ら は友達 と い う よ り 、 私 の 兄弟

です。 話 し 方、 文化、 肌 の 色、 考 え 方が違 い ま す が、

み ん な 同 じ よ う に 、 沖縄の 血が流れて い る お かげで繋

が っ て い ま す。 出 身地が ど ん な に 遠 く 離れ て い て も 、
一生断ち 切れな い絆で結ばれて い る と 思 い ま す。

最初 はス ペイ ン語 を 話せ なか っ た 人 と 友達 に な る の

は少 し 難 し か っ た け ど、 お 互 い に み ん な の こ と を深 く

知 り た か っ た の で、 コ ミ ュ ニケ ー シ ョ ン を 取 る た め に

色 々 な方法 を探 し な が ら 話 し 、 ま た、 身振 り 手振 り で

表現 し て会話 し ま し た。

滞在 中 の 一週 間、 家 に い る よ う な、 そ し て 自 国か ら

出 た と 言 う こ と を感 じ ませんで し た。 5 分お き と 言 っ

て も い い く ら い に 、 性別 に 関係 な く 「TE AMO （愛 し

て い る ） 」 と 叫ん で い た こ と が印象に残 り ま し た。
一番悲 し か っ た の は最後の 日 で し た。 ず っ と 泣 い て

い ま し た。 日 本語が分か ら な か っ た ス ペイ ン語圏 の 参

加者はみん な理解の た め に準備 さ れて い た通訳用 の ト

ラ ン シーバー を も ら い、 使 っ て い ま し た が、 通訳 を 聞

い て し ま っ た ら 泣 い て し ま う の で、 泣か な い よ う に 何

回 も そ の ト ラ ン シーバー を外 し ま し た。

Testimonio de mi estancia en OKINAWA. 

El Junior Study ha s ido uno de los mej ores sucesos 

de mi vida, hasta se puede decir lo mas maravilloso; ya 

que en este me dieron la oportunidad de conocer a mi 

familia, a personas maravillosas e inolvidables, otra cultura 

totalmente diferente a la mia, otra tradici6n, otra comida, 

etc. Fueron tan impresionantes las cosas que aprendi que 

casi todos los dias suefio que estoy en OKINAWA junto 

a todos los amigos y amigas que hice en mi estancia, mas 

bien hermanos y hermanas. 

Pues me pude dar cuenta que nos diferenciamos en 

nuestra forma de hablar, en nuestra cultura, en nuestro 

co lor, en nuestra forma de pensar ;  pero nos une una 

cosa, por todos nosotros corre por nuestras venas sangre 

Okinawense, y, esto nos une para toda la vida aunque 

nuestro lugar de origen este a mil millas . Al principio fue 

un poco dificil hacer amistad con los participantes que no 

hablaban espafiol, pero despues era tanto nuestro anhelo 

de conocernos que buscabamos cualquier via o forma de 

comunicarnos (hasta con mimicas o gestos) .  En toda esa 

semana me senti como si nunca hubiera salido de mi pais, 

me sentia en casa. Recuerdo tambien que cada 5 minutos 

nos gritabamos "Te amo" sin importar el sexo a quien se lo 

decias. El ultimo dia fue el mas triste, ya que no parabamos 

de llorar a los hispanos que no sabiamos hablar japones nos 

dieron traductores para poder entender, yo cada rato me lo 

tenia que quitar para poder de esta forma parar de llorar. 
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ミシガン沖縄県人会

ジ ュ ニ アス タ デ ィ ツ ア ー 2010

ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ツ ア ー は沖縄 に つ い て 沢 山 の 事 を
学ぶ場 を 私 に 与 え て く れた の は他 に は あ り え ま せ ん。
ま た、 私の祖先 に つ い て よ り 理解が出来 ま し た。

ツ ア ー の初 日 に私は世界各 国 の 人達 と 出会 え ま し た
し 、 こ ん な に も 沢 山 の 人 々 に 出会 え る と は思 っ てお り
ま せ ん で し た。 ま た、 英語圏住ん で い る 私 に は多 く の
言語 を聴 く の は驚き で も あ り ま し た が、 他国の事を学
べ る 場 を作 っ た の が沖縄で し た。

次 の 日 は、 と て も 独特な こ と を学び ま し た。 私は今
回が初 め て の 美 ら 海水族館 の 訪れですが、 実際 こ ん な
に も 凄 い 所だ と は思 っ て お り ま せ ん で し た。 と て も 大
き な水槽の 中 に は今 ま でテ レ ビで も 観た こ と な い魚達
が泳い でお り 、 後 に沖縄 の友人が言 う に は い く つ か の
魚達は沖縄だけ に発見さ れた種類 と の事で し た。 沖縄
独特の種類の魚が存在す る の に は驚 き ま し た。

ト レ ッ キ ン グ で は 沖 縄 の 自 然 の 美 し さ を 学び ま し
た。 広大な草木の 生 い 茂 っ た 中 を私達は歩 き 巨大 に 成
長 し た木の幹 を観察 の 際、 ガ イ ド に よ る 説明で は世界
ー大 き な ど ん ぐ り が幹の 中 で成長 し てお り 、 ま た 向か
い側方向 に は世界一小 さ い ど ん ぐ り が沖縄 に 生存 し て
い る 事で し た。 ま た、 私達は森の 中 の 小川 を 通 る と そ
の 小 川 は甘 く 安全な飲み水 だ と ガイ ド の 説 明 が あ り 、
私 は試 し に そ の 水 を飲んでみた ら 甘 く 、 自 然の 中 に 新
鮮な小川 の水が存在す る こ の 島 に 驚 き ま し た。

ツ ア ー の 4 日 目 、 私達は広大な歴史 と 美 し い 建物 の
首里城 を 見学 し ま し た。 首里城 の第一 印象は外観 と 中
も 中 国風な建物だ と 思 い ま し た。 私達は 中 に 入 り 城の
歴史 に つ い て沢 山 の 事 を学び、 初期 の 城は大昔 に 建造
し た が戦争 と 悲惨な火事 に よ り 観測者の 記憶 に よ り 再
建築 さ れた と の事で し た。 ま た、 沖縄は 中 国 と 交友 関
係 の歴史があ り 中 国 は 日 本国対沖縄 の戦 い の 際 に保護
を し 、 沖縄か ら は奴隷達 と 産物 を 中 国 に 送っ たそ う で
す。 そ の 為、 城は 中 国 の 強い影響 を 受 け建造 さ れ、 金
の ド ラ ゴ ン、 赤色 と ゴール ド の特徴の あ る 内装が い た
る 所 に観 ら れ ま し た。 深い歴史 を 持 っ た 城は と て も 興
味深 い事で し た。

翌 日 、 私達は平和祈念公園 を 訪れ沖縄戦の 興味深 い
記録映画 を 観 ま し た。 ア メ リ カ の 学校教育で は何ひ と

つ 破壊的な沖縄戦 に つ い て学ぶ事がな く 、 それ故 に私
は平和祈念公園 に 訪れ る ま で戦争 に つ い て ま っ た ＜ 何
も 知 り ませんで し た。

日 本軍 の 防衛 は ア メ リ カ と 比べ劣 っ て い た 為、 民間
人が脱 出す る 前 に ア メ リ カ は陸 を 占領 し ま し た。 民間
人 は戦火の狭間で殺 さ れた り 、 田 舎 に 逃走す る がそ の
後飢え 死 に し た事実 を 知 り ま し た。 沖縄は第二次世界
大戦で悲惨な戦場 に な り 、 そ の後連続的な爆弾投下 と
敗北 に よ り 日 本軍は最終的 に 降服 し ま し た。 現在は 日
本 と ア メ リ カ は連合国 と な り ア メ リ カ軍の基地が沖縄
に 健在 し 平和はニカ 国 間 で確保 さ れて い ま す。

祈念公園の後 に私達は ひめ ゆ り 平和祈念資料館 を 訪
れ ま し た。 最初 に宮良ル リ 先生の 戦争体験談 を 聞 き ま
し た。 体験談は詳細な情緒で彼女が学生時代 に ク ラ ス
メ イ ト 達 と 負傷 し た兵士 ら を 手 当 て し た事で し た。 救
急医療は洞窟の 中 で あ り 、 飲み水 を得る に は大変で彼
女の役割はそ の 水 を汲み に い く 事で し た。 敵の兵士 に
破裂弾 と 爆弾投下 に 用 心 し た の は戦時 中 は 民間人で あ
ろ う が子供な ど も 日 本兵 と 同 じ く ア メ リ カ 軍 に 残忍 に
殺 さ れた事実で し た。 女学生達の 日 々 は全て の 事 に 用
心 し なが ら 仲間が希望 を 見失えば励 ま し あ い救助活動
を 行 な っ た そ う です。 それは と て も 感動 し た語 り で、
私は忘れ る 事は無 い で し ょ う 。

最後 に ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ツ ア ー で私は沖縄の 人 々 や
文化な ど沢 山 の事 を学び ま し た。 最 も 重要な こ と を学
んだのは、 平和祈念公園で平和 は私 た ち の 世界で 一番
大切な こ と だ と 悲惨な過去があ っ た が明 る い未来は築
け る 、 ま た 良 い方向 に 変化す る こ と は途絶え な い だ ろ
う 。 世界は過去 の過ち を 学び、 そ し て 明 る ＜ 安全な未
来 を 築 け る こ と だ。

私 に ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ツ ア ー の 素晴 ら し い機会 を 与
え て く れた事 に と て も 感謝 し ま す。 ま た忘れ る 事の 無
い 素晴 ら し い 思 い 出 に な り ま し た。

Junior Study Tour 2010 

The Junior Study Tour allowed me to learn so much about 

Okinawa, I wouldn't learn any other way. The Junior Study 

Tour let me understand my heritage at a greater level. 

On the first day of the Junior Study Tour, I met people 
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from all around the world. I really didn't  expect to see so 

many people, all in the Junior Study Tour. I was so shocked 

to hear so many languages being spoken, because everyone 

that lives around me, speak English. During the country 

introductions, I learned so much about other countries, and 

how they are connected to Okinawa. 

The very next day, I learned something very peculiar. It 

was my first time visiting an aquarium, so I really didn 't 

know what to expect. Walking by the immensely large fish 

tanks, I saw fish that I have never seen before, not even on 

television. My Okinawan friend later told me that some 

fish in the aquarium were exclusively found in Okinawa. It 
surprised me to learn that Okinawa had its own species of 

fish. 

When we went trekking in the forest, I learned so much 

about Okinawa's beautiful nature. While going through the 

vast wilderness, we saw a tree that had a huge growth on 

the trunk, and the guide told us that it was an acorn inside 

the trunk. In fact, that tree had the largest acorn growth in 

the world. The guide then pointed in the opposite direction, 

towards a tree .  He explained that Okinawa also has a 

tree with the smallest acorn growth in the world. We also 

encountered a stream in the woods. The guide told us that 

the water was sweet and safe to drink, and we could barely 

believe it ! I tried the water, and it did taste sweet. It was 

so unbelievable to know that an island would have a fresh 

water stream. 

During the next day, we went to Shuri-jo  Castle, and I 

was astounded by the immense beauty and history of that 

place. I first noticed how the Shuri-jo  Castle looked very 

Chinese, inside and out. We walked through the Castle, and 

I learned so much about the history of the castle itself. The 

original Castle was built many many years ago, but after 

the battles and a terrible fire, it was rebuilt, based on only 

the memory of observers . I also learned about Okinawa' 

s relationship with China. China used to provide Okinawa 

with protection against Japan, and in return, Okinawa gave 

slaves and products to China. Chinese influences were very 

prominent throughout the castle. Golden dragons, the color 

red, and gold accents were seen everywhere in the interior. 

It was so interesting to look through a place that holds so 

much history. 

The day after, we visited the Peace Memorial Park. We 

watched a documentary of the Battle of Okinawa, and 

it was so very interesting . In my American school, the 

curriculum doesn't even mention Okinawa, not to mention 

the devastating battle that took place there. Therefore, 

I knew nothing of the battle, before going to the Peace 

Memorial Park. I learned that Japan 's defenses were no 

match for the United States ' ,  and so the United States 

was taking up land before the civilians could escape. The 

civilians either were killed in the crossfire, or fled to the 

countryside, where they later died of starvation. Okinawa 

was the worst place to be during World War I I .  After 

consecutive bombings and terrible defeats, the Japanese 

military finally surrendered. Now years later, Japan and 

the United States are allies, and United States even has a 

military base in Okinawa. Peace has been secured between 

these two nations. 

After leaving the Peace Memorial Park, we went to 

the Himeyuri Peace Monument. Upon entering, we went 

straight to a room to hear Ms.  Ruri Miyara speak about 

her war experience. She spoke in great detail and emotion, 

telling us about how as a young school girl, she and her 

fe llow school mates had to help wounded soldiers . She 

spoke of how the hospital was in a cave, and just to get 

water was a great challenge . She had the j ob of fetching 

water, and to do so, she had to be cautious of enemy 

soldiers, shells, and bombs. Because at that time, American 

soldiers would ruthlessly kill the Japanese people; soldier, 

civilian, child, it didn't matter. Therefore, the girls had to 

take great caution in everything they did. She also told 

about when her companions were los ing hope, and her 

encouraging words helped them back up. It was such an 

inspiring speech; I don't think I could ever forget it. 

All in al l ,  from the Junior Study Tour, I learned so 

much about Okinawa, the people, and the culture . Most 

importantly, I learned from the Peace Memorial Park, that 

peace is the most factor in our world. The past may be 

horrid, but the future must be bright. There is no stopping 

of change for the better. Our world must learn from past 

mistakes, and create a brighter, safer future. 

I am truly grateful to have had this amazing opportunity 

to take part in the Junior  S tudy Tour; and it w i l l  be  

something I will always remember. 
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コ ロラ ド州沖縄県人会

ジ ュ ニ ア ース タ ディ ー ツ ア ー を終えて

JSTの 申 し 込 み を 提 出 し て か ら 、 連絡が届 く の を 心

待 ち に し て い ま し た。 沖縄 に 久 し ぶ り に 行 け る こ と 、

それ も 独 り で旅がで き る こ と を 知 っ た と き ずいぶん

う れ し か っ た です。 で も あ の 時 に 頭 に浮かん だ こ と と

実 際 にJSTで体験 し た こ と と は全然比べ ら れ な い も

の で し た。 こ の ジ ュ ニ ア ー ス タ デ ィ ー ツ ア ー は私 の 期

待 を は る か に超え て い ま し た。

ツ ア ー は一週 間 と い う 短 い も の で し た けれ ど、 沖縄

の 自 然 ・ 歴史 ・ 文化 な ど、 沖縄の すべて の部分 を 教 え

て く れ ま し た。 島 の 美 し さ と 自 然 を 守 る こ と の 大切 さ

を 学び ま し た。 私達の ルー ツ と 悲 し い歴史 も 詳 し く 勉

強 し て、 平和 の大事さ が分か り ま し た。 県人会で は経

験で き な い 、 沖縄の 文化 に 直接ふれあ う 機会 に な り ま

し た。

そ し て こ の ツ ア ー で は、 世界中 か ら の 人達 と ふれ あ

う 機会 に も な り ま し た。 同 じ ルー ツ を 持 っ て い る 同 世

代 の ウ チナ ン チ ュ ー と 話せ る 機会 は初 め てで し た。 ま

た 、 沖縄 の 学生 の 参加者 と も 、 貴重な時間 を過 ご し ま

し た。 海外 の参加者は、 それぞれ違 う 言葉 を 話す けれ

ど、 何人か と 協力 し て、 通訳や、 ジ ェ ス チ ャ ー で理解

し 合 っ た り 、 新 し い 単語 を 学び ま し た。

言葉の壁だけではな く 、 他 に も い ろ い ろ な壁 を 乗 り

越 え ま し た。 こ の ツ ア ー の お か げで 初 め て独 り で旅

を し た り 、 ホー ム ス テイ を経験 し た り し ま し た。 緊張

し なが ら も 、 大勢の 人 の 前で あ い さ つ し た り 発表 し

た り し ま し た。 周 り の 状況 に す ぐ適応 に で き る 柔軟性

の あ る 能力 は、 す ごい こ と で、 そ し て私達 の 世代 に必

要な も の だ と 思 い ま す。 ジ ュ ニ ア ー ス タ デ ィ ツ ア ー の

体験か ら も ら っ た こ の能力 と 沖縄 に つ い て学ん だ こ と

を 力 に し 、 き っ と 世界 を 改善 で き ま す。

母 国 に 帰 っ て き て、 私 の 体 験 し て き た ウ チ ナ ン

チ ュ ー の 文化 を 周 り の 人 達 に 伝 え た い と い う あ ふ れ

る 思 い で い っ ぱ い で し た。 沖 縄 空 手 の ク ラ ス で 今 回

の体験 を 写真 を使 っ て発表 し てお 土産の黒糖 を 皆で試

食 し ま し た。 そ し て沖縄県人会 の ピ ッ ク ニ ッ ク で も 会

員やそ の 家族の方に黒糖 を ふ る ま い 、 ツ ア ー で の体験

を伝え ま し た。 私が入 っ て い る コ ロ ラ ド 州 沖縄県人会

に も っ と 役立ち た い です。 メ ン バ ー の 少 な い県人会 に

若 い 世代 の 人達 を 増や し て盛 り 上げて い き た い です。
ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー 20 1 0年 に 参加 で き た こ と

を 大変感謝 し て い ま す。

In Retrospect: Junior Study Tour 

As I wrote my application essay for the Junior Study 

Tour, I did not know whether I would be selected to go 

to Okinawa or not, and I anxiously waited to hear back. 

When I finally did, I was elated to find out that I would 

in fact be going back to Okinawa. In anticipation for the 

trip, I envisioned my splendid time there . However, the 

experiences JST ended up giving me cannot be compared 

to what I imagined it would be—JST  surpassed my 

expectations exceptionally. 

The tour was a short seven days ,  but it gave us a 

complete 360° perspective of Okinawa. We studied the 

island's nature, history and culture, leaving out nothing. 

We saw the beauty and purity of the island, and learned the 

importance of protecting nature. We studied the story of our 

ancestors, from history of the people to the bitter stories of 

war. Through this, we learned necessity and importance for 

world peace. Most memorably, we experienced first hand 

the culture of Okinawa-something that is not possible to 

experience only at our respective local Kenjinkais. 

In addition to everything that we learned about Okinawa 

itself, JST gave us the opportunity to meet people from 

around the world who share a history and culture. This was 

my first time being able to connect with people who are 

so similar to me in age, experiences, and ancestral roots. 

Interacting with the local students outside of the classroom 

was a new experience as well. Although the participants in 

JST came from all over the world, and therefore spoke a 

huge variety of languages, we sometimes had a difficulties 

communicating. But this did not stop us .  We worked 

together translating from language to language, figuring 

out different ways to express what we wanted to ask or say, 

and in the end ended up learning new words and phrases in 

other languages. 

Over the course of the tour, we not only overcame 
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the language-barrier, but also several other obstacles as 
well. It was the first time for many of us to travel without 
our family or to home-stay. We also had to overcome 

stage-fright, as we gave speeches, presentations,  and 

performed eisa dance and other talents in front of large 
audiences. 

This abil ity-the capability to be flexible and to adjust 
with our surroundings and overcome any sudden obstacles 
—is something amazing and also a necessity for the people 
of our generation. Along with this abi lity, the history we 

learned and the passion for peace we obtained from taking 
part in this tour can definitely allow us to better the world. 

After returning home, I was overflowing with the urge 

to share my experiences with everyone around me. I gave 

an extensive presentation of Okinawa to my karate c lass 
to help them better understand the origin of the martial 
art they were practicing. And at my Kenj inkai 's  summer 
picnic, I told shared my experiences in Okinawa in front 
of everyone and shared the notorious brown sugar candy. 
My appreciation for my heritage has grown extensively; I 
would like to help out my Kenj inkai in any way possible. 
There are very few members, and I plan to promote the 
club and spread its interest among the younger generation 
in my community. I couldn 't  be more grateful for being 
able to participate in the Junior Study Tour 20 1 0. 
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北米沖縄県人会

ジ ュ ニ アスタディ ー ツ ア ー 20 1 0

幼少の頃か ら 、 僕は家族の沖縄のルー ツ に は、 め っ
た に触れ合 う 事は あ り ませんで し た。 ペルー の文化の
中 で育 っ た僕は、 沖縄 に つ い て 聞 こ う と も 思わ な か っ
た です。 中 学時代 に 家族の友人が 「 ち ゅ ら さ ん」 と 言
う ド ラ マ が始 ま る よ と 紹介 さ れ ま し た。 最初は、 あ ま
り 見た い と い う 気持ち は なか っ た けれ ど、 第 1 回 の エ
ピ ソ ー ド を見てか ら す っ か り 沖縄 の 文化 に興味が湧 き
ま し た。 それか ら 、 沖縄へ も 行 っ て見た い と 思 う よ う
に な り ま し た。 9 歳 の 時、 僕は、 琉球民謡 を 教 え て い
ま す石原先生か ら 三線 を 学び、 沖縄 に つ い て の 本 を 読
み、 そ し て両親 に 沖縄は ど ん な所か尋ね ま し た。 や っ
と 、 ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ツ ア ー で沖縄 に 行 け る 機会が与
え ら れ 自 分 自 身 の新 し い体験 に 直面 し ま し た。

飛行機 の 旅は長 く て疲れて い ま し た が、 沖縄 に 到着
し た 瞬間か ら エネルギー が湧 き ま し た。 次の 日 の朝 に
な っ て始め て沖縄の暑 さ と 湿気 に気づき ま し た。 ホー

ム ス テイ の 一週間は、 朝 早 く 起 き て、 叔父 さ ん の仕事
を 手伝 い ま し た。 そ の後、 買 い 物や観光 に も 連れて行っ
て も ら い ま し た。 沖縄 の 美 し い 白 い砂浜 を見た途端そ
の風景 に す っ か り ほれて し ま い ま し た。 高速道路 を 走
る の も 楽 し か っ た し 、 色 々 な沖縄 の 木や 自 然 も 見 ま し
た。 ホ ー ム ス テイ の 一週間は、 沖縄 に い る 親戚 と も っ
て親 し く 話 し 、 買 い 物 も し て、 そ し て体験 し た こ と の
な い事ばっ か り で、 と て も 有 り 難 く 思 い ま し た。

ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー (JST) の 初 日 は、 標準の
手続 き、 登録、 そ し てルー ム の 説明等があ り 、 他の参
加者 と ゲー ム を や り 始め て か ら 、 や っ と 楽 し め ま し た。
ゲー ム の後、 部屋の割 り 当 てがあ り 他 の 参加者 に 自 己
紹介 を し ま し た。 英語 と ス ペイ ン 語 を 話せ る 北米 と 南
米 の メ ンバ ー と は、 わ り と 早 く 打 ち 解 け て話す事が出
来 ま し た が、 日 本人 の 参加者 と は話 し 合 い た い と い う
気が し な か っ たが、 みんながコ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 努
力 を し て い る の を 見て、 自 己紹介す る 気 に な り ま し た。
短 期 間 な の に、 皆はす ぐ仲 良 く な り 、 結局、 こ のJST
で 出会 っ た方々 は、 僕 の 人 生 の 中 に 大 き い 印象 を 残 し
ま し た。

二 日 目 と 三 日 目 は 「 自 然学習」 の 日 々 で し た。 僕が
一番楽 し んだの は水族館で し た。 そ こ の イ ル カ ・ シ ョ ー

は、 見た こ と も な い物で、 す ごか っ たです。 シ ョ ー が
終 了 し た後は、 みんな無言で し た。 ア メ リ カ に あ る 遊
園地、 シ ー ワ ール ド の よ う な体験 を 期待 し て い ま し た
が、 こ の シ ョ ー は、 し と やか で リ ラ ッ ク ス し た気分で
し た。 水族館 の後、 ビ ー チで泳 い だ り し て遊ぶ時間が
あ り ま し た。 沖縄の温かいすみ き っ た海 と 白 い砂浜は、
カ リ フ ォ ルニ ア 州 の こ と を す っ か り 忘れて い ま し た。
そ し て、 プ ロ グ ラ ム に順次 し て ど ん ど ん進む必要があ
り ま し た。

次 の 日 は 東 の 沢 を 散策 し て、 ハ ブ に 出 合 い ま し た。
危険な た め 、 す ぐ殺す必要があ り ま し た。 4 時間 ほ ど
ハ イ キ ン グ し た後、 バー ベ キ ュ ー と キ ャ ン プ フ ァ イ ア
があ り ま し た。 そ の 夜は、 も っ てゲー ム し た り 、 エイ
サ ー を 習 っ た り 、 お互 い と 知 り 合 っ た り す る 時間で も
あ り ま し た。 集 ま っ て い た みな さ ん は、 同 じ 言葉は話
せな く て も 家族の よ う に い い コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ンが出
来、 キ ャ ン プ フ ァ イ ア で ゲー ム で遊ぶ時間 を 過 ごせた
事が一つ の 良 い 思 い 出 と な り ま す。 ゲー ム で の 競争心
は激 し か っ た けれ ど、 で も みな協 力 的で し た し 、 だれ
も 批判せず酷評 さ れなか っ た です。 こ れは、 ツ ア ー の
中 で感激 し た思 い 出 と な り ま し た。

四 日 目 は 「歴史学習」 で し た。 首里城では、 沖縄の
文化は、 中 国 か ら の影響が大 き い 事 を 学び ま し た。 首
里城は ど の よ う に潰 し て再建 さ れたか と の 説明 も あ り
ま し た。 そ の 後、 自 分の ペ ー ス で友達 と 首里城内 を見
学 し ま し た。 そ の 日 は、 那覇市伝統工芸セ ン タ ー に寄っ
て、 三線の練習 も し ま し た。 沖縄で実際 に 三線講師 と
会 え る の も 、 か っ こ い い と 思 い ま し た。 簡単な会話 も
出来た し 、 先生は、 僕の三線 を 線 引 く レ ベ ル に つ い て
ほ め て く れ ま し た。 その後、 紅型 を 作 り ま し たが、 自
分で は、 あ ま り 良 く 出来て な い と 思 い ま し た が、 講習
会では先生 に ほ め ら れ ま し た。 う れ し い思 い で一 日 が
終わ り 、 そ し て糸満青年 の 家で一泊 し て、 又エイ サー

の練習 を し ま し た。
五 日 目 は と て も 感 動 的 な 一 日 で し た。 ひ め ゆ り 平

和記念 を 表敬訪問 し 、 そ し て マ チ グ ヮ ー を 散歩 し ま し
た。 ひめ ゆ り の塔では、 高 い タ ワ ー を友達 と 見つ けて、
1 5分間 ぐ ら い 周 囲の風景 を カ メ ラ で写 し ま し た。 マ チ
グ ワ ー で は、 い ろ んな物 を 見 ま し た が、 サ ン グ ラ ス を
か けて い る 豚 の顔は と て も 珍 し く お も し ろ い と 思 い ま
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し た。 ぶ ら ぶ ら し て、 ホ テル に 帰 る 時、 バ ス で カ ラ オ
ケ を し ま し た。 カ ラ オ ケ も 非常 に い い思 い 出 に な り ま
し た。 歌え る 、 歌え な い は関係な く 又、 ど の 国 の 言葉
に 限 ら ず、 全員で歌っ た り 、 手拍子で楽 し ん だ り し ま
し た。 こ れが、 みんな と 過 ごせ る 最後の夜で し た の で、
ス タ ッ フ は簡単な さ よ な ら パ ー テ ィ ー を 開 き、 写真ば
か り を写 し た り 、 みんな と 会 え な い さ び し さ を お 互 い
に伝 え あ い ま し た。

ツ ア ー の最後の 日 は、 気が狂 い そ う で し た。 そ の 日
の 一部は ワ ー ク シ ョ ッ プがあ り 、 沖縄の文化が世界 に
広が っ て い る こ と を 学んだ り 、 エイ サ ー の最終お稽古
も し ま し た。 長 い 時間頑張 っ て稽古 し た た め 、 結構 う
ま く 出 来 ま し た。 太鼓の た た き も う ま く 合 っ て い て、
と て も い い感 じ で し た。 や っ と 終わ っ て、 周 り の 人 の
拍手 を 聞 い た 時、 と て も 安心 し ま し た。 エイ サ ー のパ
フ ォ ー マ ンス が終わ っ て、 ホー ム ス テ ィ に 戻 ら な けれ
ばな ら な い か と 思 う と 少 々 悲 し く な り ま し た。

車 に 乗 る 瞬間、 も う すで に、 ツ ア ー で 出 合 っ たお友
達が い な く な っ て寂 し い と おば さ ん に 話 し ま し た。 僕
は、 ス ピ ー チ を 書 く 時 に は、 心 に あ る すべての感情 を
書 き た い と 思 い ま し た。

さ よ な ら パ ー テ ィ ー は、 わ ら い と 涙ばか り で し た。
ス ピ ー チ を し な が ら 、 泣 い た 人 も 多か っ た です。 男 生
徒の方 も 泣 い て い ま し た。 僕は、 深 い 悲 し み を感 じ ま
し た。 パ ー テ ィ ー は、 午後5 時 に 終わ り ま し たが、 皆は、
抱 き 合 っ た り 、 写真 を 写 し た り し て7時 ま で残 り ま し
た。 現在、 電子 メ ー ルや フ ェ イ ス ブ ッ ク の サイ ト で連
絡 し 合 っ て い ま す。 それぞれ の状況 を 知 ら せた り し て、
参加者達 と の 再 会 を 楽 し み に し て い ま す。 ニ フ ェ ー

デー ビル。 ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー の 皆 さ ん、 20 1 0
年の 夏は僕 に と っ て最高 の 夏で あ っ た事 に心か ら 感謝
し て お り ま す。

Junior Study Tour 2009 

Growing up as a child, I was rarely ever exposed to the 

Okinawan roots of my family. I was always raised by the 

Peruvian culture, and it never crossed my mind to ask 

about the Okinawan side of my family. It wasn't until my 

middle school years, that a family friend of ours introduced 

an Okinawan drama to us called "Churasan" .  I was a little 

hesitant at first to watch the drama, but it only took the first 

episode to get me interested in learning more about the 

Okinawan culture. I yearned to learn the Sanshin, more 

about Okinawa, and most of all, having the opportunity to 

visit Okinawa. At the age of nine, I was already enrolled in 

Sanshin classes with Ishihara Sensei, reading books about 

Okinawa, and asking my parents what it was like there . 

Now that I had the opportunity to go, I feel as though I 

have discovered a whole new side of me. 

When I finally reached Okinawa after the long and tiring 

flight, my energy level rose. I was excited, for it was my 

first time being in Japan. It wasn't until the morning of 

the next day, that the humidity and heat of Okinawa had 

really hit me. Throughout the whole week of homestay, I 

would wake up early and help my Uncle with his work. 

Afterwards, he w叫d take me shopping and sight-seeing. 

The moment I saw the beautiful white beaches of Okinawa, 

I fel l  in love with the scenery. Even the freeway was 

enjoyable to drive through, seeing all the trees and natural 

beauty of Okinawa. I was able to get closer to the family 

I have that resides in Okinawa, finish my shopping, and 

appreciate a lot of new things that I've never experienced 

before, during the week of my homestay. 

The first day of the Junior Study Tour was all standard 

procedure. We registered, they went over the rules, etc. It 

wasn't until we played small games with each other, that I 

began to enjoy the time. After the games, we were assigned 

our rooms and during that time, I decided to introduce 

myself to the other participants. I was able to connect with 

the North American and South American members really 

quickly, mainly because I know how to speak both Spanish 

and English. I was hesitant at first to speak to the Japanese 

participants, but after seeing everyone else putting forth 

effort, I decided to happily introduce myself. Everyone 

got along so well in such a short time, and in the long run, 

these people that I had met in the tour have made such a 

huge impact on my life. 

The second day and third day were "Nature Study" 

days. One place I really enjoyed was the aquarium. The 

dolphin show was the first I had ever seen, and it was so 

amazing ! I was speechless at the end of the show. I was 

expecting some kind of Seaworld experience, but this was 

so much more graceful and relaxing. After the aquarium, 

we had time to swim and play in the beach. The warm and 

clear Okinawan water and white beaches seemed to just 

make me forget all about California, and I didn't want to 

leave anytime soon. The ending of the second day was 

bittersweet, only because I wanted to stay at the beach 

longer, but we needed to stay on track. 

The next day, we went trekking through Higashi no Sawa 

where we actually encountered a live Habu next to the trail 

we were walking. They actually had to kill it right away, 

in order for us to not be in danger of getting bitten. We 

hiked for about 4 hours, followed by a big barbecue and 

campfire afterwards to satisfy our stomachs. We spent the 

night playing more games, learning Eisa, and just getting 

to know each other a little more. I'd actually have to say 

that the campfire was one of the most memorable moments 

because, during the games, we all acted like family and just 
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had such good communication, regardless of the fact that 

not all of us speak the same language. Everyone showed 

support in the competitive games, and no one was ever let 

down. I feel this was the most inspiring and influential part 

of the tour. 

Day four was History Study day. We were able to go to 

Shuri-Jo Castle and we learned a lot about the Chinese 

influence on Okinawan culture. They had explained to us 

how they re-built the castle and how it became destroyed 

in the first place. We were given time later to just look 

around and see the building ourselves, with friends . That 

same day, we went to the Naha City Traditional Arts and 

Crafts Center, where we practiced Sanshin. It was cool 

seeing an actual Sanshin instructor in Okinawa. We were 

able to lightly conversate and she had complimented me 

in my Sanshin skills . After, we began making "Bingata" 

fabrics, and although from my perspective, mine looked 

somewhat bad, the instructor had complimented me in my 

finished product. I was flattered and smiling the whole day. 

We stayed overnight at ltoman Seinen no le where we also 

practiced Eisa once again. 

The fifth day of the tour was intense .  We visited the 

Himeyuri Peace Monument, where we paid our respects, 

and strolled through the Machigwa Marketplace .  In the 

Himeyuri memorial, there was a large tower that me and 

my friend found, where we spent about 1 5  minutes taking 

pictures of the view around us. In the marketplace, we all 

were allowed to look around, though I wasn't used to seeing 

the heads of dead pigs with sunglasses on. After the stroll, 

we made our way back to the hotel, killing time by singing 

karaoke in the tour bus. The karaoke had also been a very 

memorable part of the trip. It didn't matter if you could sing 

or not, or what language the song was, we all just either 

clapped or sang together. Because this was the last time we 

would be spending the night together, the staff had allowed 

us to have a short farewell  party, where we j ust took 

pictures with each other, and told how much we would miss 

each other. 

The last day of the tour was nervewracking.  F irst, 

we spent the beginning of he day doing workshops and 

learning about how Okinawan culture spread through many 

parts of the world, then came our last practice of Eisa. 

We practiced long and hard, and in the end it payed off. It 

sounded so good when everyone was on beat and in sync. A 

feeling of relief had broken through when we were finally 

done and all we could hear was the applause of the crowd. 

Sadly, everything comes to an end, and right after the Eisa 

performance, we had to return to our homestay. 

I remember telling my Aunt the moment I stepped into 

the car to go to homestay, that I had already began missing 

my friends from the tour. When I prepared my speech, I 

literally poured my heart out and put all emotion into what 

I wanted to say. 

The Sayonara Party was filled with smiles and tears. 

Many people had cried while giving their speech. Some 

of the guys were crying too, while I felt a deep sadness in 

my chest. The party ended at five o' clock, but everyone 

stayed until seven, just hugging and taking photos with 

everyone . We all still communicate through e-mail and 

even Facebook. We're constantly updating each other on 

how we are, and I really can not wait, until  the day I see 

these people again. "Nihe Debiru". Thank you Junior Study 

Tour for making Summer 20 1 0  my best summer ever. 
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サンフ ラ ンシス コ沖縄県人会

サ ン フ ラ ン シス コ県人会の皆様

去 っ た 7 月 に 沖縄 ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー に 参加
し ま し た。 それは、 私 に と っ て、 と ても大 き な贈 り 物
で し た。 時 間 と 労力 を 割 い て 私 を 支 え て く ださ り 、 こ
の 素晴 ら し いユニ ー ク な体験 を 実現 さ せて く だ さ っ た
県人会 の 皆様、 大変 あ り が と う ござい ま す。

こ の 旅行で感 じ たもの を 少 な い 言葉で表現す る の は
と ても難 し い の ですが、 振 り 返 っ て み る と 、 記憶、 コ
ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン、 尊重 と い っ た い く つ か の思 い が浮
かび上が っ て き ま す。

私 は沖縄 の 人 々 の、 勇気 の あ る 歴史 の と ら え方 に 感
銘 を受 け ま し た。 沖縄の 人 々 は暴力や抑圧 に つ い て過
去 と 現在 の 実態 を認識 し て い ま すが、 それは罪悪感や
報復 を促すた め に、 騒ぎ立てた り 話 を 言 い 換 え た り す
る た め で は あ り ま せん。 資料、 博物館、 ス ピ ー チ の 中
の個人 の視点は、 聞かせ る と い う 目 的 の た め に は っ き
り と シ ン プル に 表現 さ れて い ま す。 で き る だけ た く さ
ん の 人 の 声 を 聞 く こ と は、 歴史がで き る 限 り 真実 に 迫
る と い う こ と です。

看護婦 と し て徴兵 さ れ、 蒸 し 暑 く 重苦 し い壕の 中 で
働 い た 生存者の体験談 を 聞 い た後、 私 は疑問 に 思 い ま
し た。 彼女が亡 く な っ て し ま っ た ら 、 そ の 真実は消え
て し ま う の だ ろ う か ？
も し それぞれ の 聞 き 手一 人 一 人が覚 え て い る の で あ れ
ば、 それが忘れ さ ら れ る こ と はな い で し ょ う 。

すべて の 人 々 が し つ か り と 落ち 着 き 、 か つ 、 力 強 く
覚 え 続 け、 そ の視点 を共有すれば、 い つ の 日 か 人 々 は
平和 の 価値 を 理解す る よ う に な る かも し れ ま せん。

ま た、 そ れぞれ が 同 じ 言語 を 話す 際 の 、 コ ミ ュ ニ
ケ ー シ ョ ン の 自 由 と 限界 に つ い て 考 え る 機会 を 与 え
ら れ ま し た。 今回、 ボ リ ビ ア 、 ペルー 、 メ キ シ コ 、 キ
ュ ー バ、 ポル ト ガル、 ニ ュ ー カ レ ド ニ ア 、 沖縄か ら の
女子参加者 と 相部屋 に な る 素睛 ら し い機会があ り ま し
た。 少 な い 言葉でも し ば し ば、 よ り は っ き り と 意思 を
伝え る こ と がで き た と 思 い ま す。 ま た、 動作 を解読 し
よ う と みん な 唖然 と し て座 っ て い た、 と い う よ う な可
笑 し な 瞬間 が何度か あ り ま し た。

あ る 晩、 黒 い ム カ デが床 を は っ て き て、 沖縄の子た
ち 4 人が悲鳴 を 上げて飛びあが り ま し た。 美人で、 そ

し て 生意気な キ ュ ー バ の キ レ イ はサ ン ダル を 拾 う と 、
躊躇な く ム カ デ を 叩 き ま し た。 「 あ り が と う ！ 」 「 あ り
が と う ！ 」 「 あ り が と う ！ 」 そ れぞれが 叫 ぶ と 、 キ レ
イ は ス ペ イ ン 語 で た ずね ま し た。 「 あ の 子た ち は ど う
し て 叫んだの ？ 」 ま た、 私 た ち に は共通の 自 意識、 恐
怖感、 そ し てユ ー モ ア も あ り ま し た。 あ る 夜は、 眠 り
に 落ち な が ら 、 ま た と な い 瞬間 を見逃 し て い る よ う な
気す ら し ま し た。

伝統、 年齢、 経験、 差異、 歴史、 神聖な場所へ の 畏
敬の念は、 沖縄の社会 を特徴づけて い ま す。

沖縄 の 人 々 は 外見、 貧富、 社会 的地位 に 関 係 な く 、
内 に 秘 め た 尊厳 と 自 信 を 抱 い て い る こ と が分 か り ま
す。 ま た、 公共施設 は よ く 維持管理 さ れて い る と 感 じ
ま し た。 そ し て、 人 々 が高齢 の 方 々 に対 し て尊敬 と 愛
情 を 抱 い て い る 様子 に は と て も心 を 動か さ れ ま し た。
精神的、 物理的な協調性 の 衰退が起 こ り 、 それが評価
さ れ、 受 け入れ ら れ る の は、 それが 自 然の こ と だか ら
です。 誰 の 手 に も負 え な い こ と に 面 と 向か い合 い なが
ら 、 恐れ を 知 ら な い そ の様子 に 驚か さ れ ま し た。

伝統的な舞踊で あ る エ イ サ ー は、 沖縄 の こ の よ う な
特徴が入 り 混 じ っ て い る も の の 典型 と も い え ま す。 そ
れぞれ の 動 き に 、 怒 り 、 勇 ま し さ 、 反抗心、 優美 さ 、
喜び、 安堵、 緊張感、 楽観主義、 そ し て喪失感 が こ め
ら れた 凄 ま じ い パ ワ ー を もつ 壮大な踊 り です。

沖縄で の学びは 主 に 、 日 本 に 対す る 米国 の視点 と 比
較で き る よ う な、 よ り 包括的な歴史評価への興味心 を
さ ら に あ お り 、 私 の こ こ で の勉学に影響 を 与 え ま し た。
大規模な軍事基地へ対 し 、 米政府 と 沖縄の 人 の 間 に 衝
突が あ る こ と は以前か ら 知 っ て い ま し た が、 日本本土
と 異な る 沖縄 の 文化的、 歴史的差異 と い う 概念 に つ い
て は深 く 考 え た こ と が あ り ま せ ん で し た。

自 身 の ア イ デ ンテ イ テ ィ や歴史 に 対す る 沖縄 の 人 々
の と ら え方 に つ い て、 建設的な政策や教育 を考え る た
め に 、 過去の背景 を 取 り 入れてみよ う と 思 い ま す。 デ
イ ベ ー ト の 授 業 は、 こ れ ら の 問 題 を 指摘 し 、 日 本 を
自 治 国家で あ る と 捉 え る こ と に 異 を 唱 え る デ ィ ス カ ッ
シ ョ ン をもっ た め の理想的な フ ォ ー ラ ム に な っ て い ま
す。 沖縄が今 日 の外交政策分析か ら 避 け ら れて い る こ
と へ の苛立ち を 表 し た沖縄県 に よる 学術誌 を滞在 中 に
も ら い ま し たが、 まずは こ の 雑誌か ら リ サ ー チ を始 め
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た い と 思 い ま す。 第二次世界大戦中、 沖縄は野蛮で発
展が遅れて い る と 日本本土か ら 言われ ま し た が、 それ
でも 日本人 と し て 同 じ よ う に徴兵 さ れ ま し た。

沖縄で の 経験は、 私 の 言語、 地理、 時 間 の違 い に対
す る 理解 に 影響 を 与え ま し た。 ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ
ア ー ヘ の 参加 を 通 し て、 私 は 世 界 中 の 人 々 と 会 話 し 、
一 人 一 人か ら そ の 経験や思 い 出 を 聞 き 集 め 、 自 分 のも
の へ と 吸収す る こ と がで き る よ う に な り ま し た。 歴史
が止 ま る こ と は あ り ま せん。 理解 し よ う と い う 個 々 の
努力 に よっ て 生 き たもの と な る の です。

Kenjinakai San Francisco, 

July of last summer I participated in the Okinawa Junior 

Study Tour. It was a tremendous gift . Thank you so much 

to each member of this community who supported me with 

their time and energy, making my unique and wonderful 

experience possible. 

It is difficult to describe my feelings about the trip in 

a few words, but some ideas seem to surface throughout 

my r eflec t i on s :  t h e  import ance  of r emember ing ,  

communication, and respect. 

I was inspired by Okinawa's courageous view of history. 

The past and present realities of violence and subjugation 

have been acknowledged but not sensationalized or retold 

to inspire guilt or retal iation. Personal perspectives ,  in 

literature, museums, and speech are expressed with clarity 

and simply for the purpose of being heard. Listening to as 

many voices as possible is as c lose to the truth as history 

can come. After hearing the personal story of a survivor 

conscripted to work as a nurse in damp and stifling caves 

I wondered if that truth would disappear after her death. It 

cannot be forgotten if each listener remembers . Powerful 

and composed women and men push themselves daily to 

remember, to share these perspectives so people may one 

day understand the value of peace. 

I was also given the opportunity to think about the 

freedoms and boundari e s  of commun i c at ion  when 

individuals speak the same language. Sharing a room with 

girls from Bolivia, Peru, Cuba, Mexico, Portugal, New 

Caledonia, and Okinawa was a fantastic experience .  In 

fewer words, I often communicated with greater clarity. 

There were also many wonderful moments in which we 

all sat dumbfounded, trying to decipher movements . One 

night a black centipede inched across the floor and the four 

Okinawan girls jumped up, screaming. Kirey, a beautiful 

and sassy Cuban girl picked up her sandal and slapped it 

against the centipede without reservation. "Thank you ! 

Thank you ! Thank you ! " , each exclaimed. Kirey asked in 

Spansish, "Why did they scream?" .  Yet, we shared the same 

self- consciousness, fear, and humor. Each night when I fell 

asleep I felt as though I was missing a unique moment. 

Reverence towards tradition, age, experience, difference, 

the past, and sacred spaces mark Okinawan society. I found 

that Okinawan people carry themselves with a quiet respect 

and confidence uncorrelated with their physical appearance, 

weal th ,  or soc i al stand ing .  Communal spaces  were 

treated with care . I was extremely moved by the respect 

and love with which elderly people are regarded. The 

decline of mental and physical cooperation is experienced, 

appreciated, and accepted because it is natural. Fearlessness 

in the face of something no one has control over was 

shocking. . 

Eisa, the dance of tradition, typifies the intersection of 

these characteristics of Okinawa. It is an immense dance 

with tremendous power in each movement- anger, bravery, 

rebellion, grace, joy, release, tension, optimism, and loss. 

My studies in Okinawa chiefly impacted my education 

here by further piquing my curiosity about a more inclusive 

evaluation of h istory that balances the perspective of 

the US with that of Japan and the US.  I was previously 

familiar with the conflict between the US government and 

Okinawans as Japanese citizens in response to the large 

active bases, but a concept I had not considered in depth 

was Okinawa's cultural and historical distinction from 

mainland Japan. 

In respect to the way in which Okinawans regard their 

identity and history, I am attempting to integrate the past 

into thinking about productive pol icy and education .  

Debate class has become an ideal forum to articulate 

these thoughts and open up a discussion that challenges 

representations of Japan as an autonomous country. This 

research began with Scientific Journals by Okinawan public 

officials given to me while in Okinawa that described the 

frustration of being circumvented in foreign policy analysis 

today. During WWII, Okinawa was classified as barbaric 

and backwards by mainland Japan yet conscripted as one. 

My exper ience in Okinawa  influenced the way I 

understand the distinctions of language, geography, and 

time. Through my participation in the Junior Study Tour 

I was able to l isten and speak to people from all over the 

world, collecting the experiences and memories from each 

person and making them my own. History is not static, but 

alive through our attempts to understand it as individuals. 
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ペ ンサコ ーラ 沖縄県人会

沖縄ジ ュ ニ アスタディ ーツ ア ー について

20 1 0年 の ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー (JST) に 参加
し た ジ ェ シー ボ ロ ウ ス です。 ア メ リ カ の フ ロ リ ダ州
ペ ンサ コ ー ラ 県人会か ら 選ばれ ま し た。 今回の ツ ア ー

は私 の 今 ま で の 中 で も っ と も 充実 し た も の で し た。 ア
メ リ カ か ら 参加 し た 7 人 の 中 の 一人 と し て選ばれ と て
も光栄 に 思 っ てお り ま す。 今回の ツ ア ー は今 ま で の ど
の ツ ア ー に も 比べ ら れな い ほ ど思 い 出 に残 る も の で し
た。 世界各国か ら 集 ま っ た42人、 ド イ ツ 、 ニ ュ ー カ レ
ド ニ ア 、 ペル ー 、 ア ルゼ ン チ ン、 ブ ラ ジル、 ボ リ ビ ア 、
キ ュ ーバ、 メ キ シ コ 、 カ ナ ダ、 ア メ リ カ 、 そ し て沖縄
そ の 人 た ち と 知 り 合え て と て も よ か っ た と 思 い ま す。

初 め てみんな と 交流 を持つ 日 に、 ど う や っ てみんな
と 知 り あ い に なれ る か と 思 い 緊張 し て ま し た。 部屋 に
入 り 周 り の 人 々 を 見 て “ こ こ に い る み ん な と 友達 に
な る こ と がで き た ら ど ん な に すば ら し い こ と が

’ と 思
い ま し た。 そ し て こ の ツ ア ー の終わ り に は想像以上 に
みんな と 親 し く なれ、 こ の 1 週間で41 人 と い う か けが
え の な い友 を 得 る こ と がで き ま し た。 今回知 り 合 っ た
人 々 、 も ち ろ ん県関係者の方々 の こ と は決 し て忘れ る
こ と がな い と 思 い ま す。 誰一人孤立す る こ と な く 、 一

人一 人が結ばれ一つ に な っ た。 こ う い う 風 に 強 く 結ば
れ る こ と がで き た の は私 た ち みんなが “ ウ チ ナ ー ン チ
ュ ” の 血 を 引 い て る か ら だ と 思 い ま す。 ど こ の 国か ら
来て い よ う が、 私た ち はみんな沖縄 と い う 1 つ の共通
点 を 持っ て い ま す。

私は フ ロ リ ダ に住んで い ま すが、 こ こ に い る 友達で
沖縄の 血 を 引 い て る の は ほ ん の 少 し で、 残 り の友達は
沖縄の こ と を 知 ら な い 人 が ほ と ん ど です。 JST に 参加
し た 人 々 と は特別 な 関係ができ、 そ の 関係は決 し て な
く な る も の で は な い と 信 じ て ま す。

私 は 1 3歳 の 時 にJST に 申 請 し ま し た が あ の 時 は選ば
れ ま せんで し た。 今 に な っ て思えばあ の と き に選ばれ
な く て よ か っ た と 。 3 年前の私は現在 に 比べ る と い ろ
んな面で ま だま だ経験が足 り な か っ た。 で も 今回沖縄
に 行 っ て私は沖縄 に つ い て い ろ ん な こ と を 知 り た い と
い う 気持ち で満ち 溢れて い ま し た。 そ し て 世界各国か
ら 来た 人 た ち と も 3 年前 に 比べ る と も っ と 深 く 知 り 合
え る こ と がで き た と 思 い ま す。

今 回 のJSTは県関係者の方 々 の 協 力 がな ければ こ こ
ま ですば ら し い も の に は な ら な か っ た と 思 い ま す。 ス
タ ッ フ の 皆 さ ん は と て も 優秀ですべて の面で十分得 る
準備がな さ れて い ま し た。 皆 さ ん と て も 楽 し く 、 エ ネ
ルギ ッ シ ュ で、 そ し て い つ も 笑顔の耐え な い方 々 で し
た。 最高 の ス タ ッ フ の 皆 さ ん、 こ れ以上何 も 言 う こ と
があ り ま せん。 そ し て ア メ リ カ 、 キ ュ ー バ、 ボ リ ビ ア 、
ド イ ツ、 ニ ュ ー カ レ ド ニ ア、 ブ ラ ジルか ら の 引 率者の

方 々 も と て も すば ら し い 人で し た。
人 と 知 り 合 う と い う こ と は 時 に は 困難な こ と です。

で も 4 1 人 の ウ チ ナ ー ン チ ュ と 知 り 合 え た の は何か特別
な も の で も あ り ま す。 それは と て も 自 然でたやす い も
の で も あ り ま し た。 1 つ の 方法 と し て み ん な で や っ
たゲー ム は 1 つ の 緊張 ほ ぐ し の き っ か け に も な っ た と
思 い ま す。 ゲー ム の おかげでみんなが親 し く なれ 1 つ
に なれた こ と 。 特 に感 じ た の は初 日 に ゲー ム を 行 っ た
こ と に よ っ て みんな が リ ラ ッ ク ス で き た こ と それ は と
て も い い考 え だ と 思 い ま す。 それ と ほ か に も みん な と
親 し く な れ る 方法 と し て と に か く い ろ ん な 人 と 接す る
事、 初 日 の 部屋割 り で私 は誰か ア メ リ カ か ら 来た 人 と
同 室 に な り た い と 思 っ て た け ど、 それ と は逆 に ペル ー

か ら 来 た カ ー ロ ス と 同室 に な り 、 で も 結果 と し て はそ
の彼が今回 の ツ ア ー では私 の ベ ス ト フ レ ン ド に な り ま
し た。 1 つ 感謝 し て る こ と は学校でス ペイ ン語 を 習 っ
て た こ と が役 に 立 っ た と い う こ と 。 英語、 日 本語、 ス
ペイ ン語の 3 カ 国語 を通訳で き た こ と 。 お 互 い に 片言
の言葉で コ ミ ュ ニ ケ ー ト を取 り 、 すべて理解で き な く
て も 相手の気持ち がわか る ほ ど に な っ て ま し た。

JSTの 前 に 数 回沖縄 に 旅行で行 き、 私 自 身沖縄 に つ
い て は ほ と ん ど知 っ て る つ も り で し た。 し か し それは
私の勘違 い で あ る こ と に 気がつ き ま し た。 沖縄は と て
も 歴史が深 く 、 と て も 美 し い 島で あ る こ と 。 せ め て あ
と 数 日 あ れば も っ と い ろ ん な こ と を 学べた の で は な い
か と 思 う と 残念です。 それ と 玉線胴や伊江島な ど に も
行 く こ と がで き た ら も っ と よ か っ た と 。 私 の 曾お じ い
さ ん は第二次世界大戦の と き 米軍 と し て伊江島 に 滞在
し て ま し た。 私の母方 と は別 に 父方の方 も 何か沖縄 と
のかか わ り が あ っ た と い う こ と 、 今後機会があ れば是
非沖縄 を 訪ね、 も っ と 沖縄 に つ い て深 く 調べた い と 思
い ま す。
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JSTの プ ロ グ ラ ム は と て も すば ら し い も の で し た。

思 い 出 に 残 っ て る 1 つ の 中 に み ん な で 夜 遅 く ま で お

し ゃ べ り を し てす ご し た こ と 。 そ の お か げで も っ と 相

手 の こ と を 知 る こ と がで き 、 ま た私 の こ と も みん な に

知 っ て も ら う き っ か けがで き ま し た。 み ん な で E ー メ
ール、 住所、 フ ェ イ ス ブ ッ ク を 交換 し あ い ま し た。 私

は 人 と の つ な が り は と て も 大切 な こ と だ と 信 じ て い ま

す。 も し お互 い の 交流がな ければ こ こ ま で の友情を築

く こ と がで き な か っ た と 思 い ま す。 JSTで得た 関 係 を

ず っ と 大切 に 築 い て 生 き た い と 思 い ま す。

も う 一つ 楽 し か っ た 思 い 出 と し てバ ス の 中 で カ ラ オ

ケ を し た こ と です。 い ろ ん な 歌 を 歌 っ た け ど、 特 に み

ん な の 好 き な 曲 は
“

ト ト ロ
”

です。 よ く みん な で 口 ず

さ ん で ま し た。 それ と み ん な が好 き な言葉
”

テ ア モ
“

ス
ペ イ ン語で意味は愛 し て る よ 。 友情 の愛 と い う 意味で、

お 互 い に忘れ る こ と な く ま た い つ の 日 か再会す る 日 が

来 る こ と がで き る の を 信 じ て ま す。

先 に も 述べ ま し た がJSTで学ん だ こ と や 得た友達は
一生忘れ る こ と の な い ほ ど思 い 出 に 残る も の です。 現

在 も 多 く の 人 と 連絡 を 取 り 合 っ て い ま す。

こ のJSTの プ ロ グ ラ ム は ほ ん と に すば ら し い も の で

こ れか ら も ず っ と 続 けて ほ し い と 願 っ て ま す。 ウ チナ
ー ン チ ュ の 血 を 引 い て い る 人で ま だ 1 度 も 沖縄 を訪れ

た こ と がな い 人や数回 し か沖縄 に行っ た こ と がな い 人
に と っ て、 沖縄の 歴史や文化 を 学ぶ の に 絶好 の機会だ

と 思 い ま す。 そ し て い つ の 日 か私 は ア メ リ カ か ら の 引

率 者 と し て JST に 参加 で き た ら い い と 。 そ し て すば ら

し い 機会 を 与 え て く れた県人会 と 会長さ ん に も と て も

感謝 し て ま す。 今回得た こ と はすべてが心 の 中 に 刻 ま

れ て て、 決 し て忘れ る こ と はな い と 思 い ま す。

Okinawa JST Report 

Hi ,  my name is Jessey Burroughs, and I went on the 

20 1 0  Junior Study Tour from Pensacola, Florida, Kenjinkai 

USA.  It was one of the best experiences in my l ife .  I 

am glad and lucky to have been one of seven chosen in 

America. I wouldn't have traded the trip and experience for 

anything. I am so thankful and blessed that I got to meet 

4 1  other people from all over the world like Germany, 

New Caledonia, Peru, Argentina, Brazil, Bolivia, Cuba, 

Mex ico ,  America ,  Canada, and of course Okinawa .  

When I first went, I was kind of  nervous, I didn't know 

what to expect. I didn't know how the people were that I 

was going to meet. When I first walked into the conference 

room, where everyone first met, I looked around and said 

to myself, "It would be awesome if I got to be friends 

with everyone in here ! "  At the end of the Junior Study 

Tour 20 1 0 , I made more friends than I could have ever 

imagined to make. 4 1  new friends in one week was an 

absolutely amazing experience. I will never forget the faces 

of everyone I met, including the staff. I loved how easily 

everyone got along, there were no separate groups between 

everyone and everyone came together as one. I think it was 

easy because we are all part uchinanchu. No matter where 

we came from, we all had that one thing in common, and 

it was phenomenal. In Florida, my home, I only know of 

a small handful of people who are uchinanchu and the rest 

of my friends are American with no Okinawan lineage . 

There was a special connection between everyone and that 

connection will never diminish or disappear. 

I applied for Junior Study Tour three years ago and wasn' 

t chosen, I was bummed at that time. But now that I think 

of it, I am glad that I didn 't get to go three years ago , 

because three years ago my want to expand my knowledge 

was limited compared to now. This past summer when I 

went to Okinawa, my mind was ready to soak up as much 

information as I could. Plus, if I went three years ago, I 

wouldn' t  have met such great people from all over the 

world, my amigos, my friends. 

Junior Study Tour 20 1 0  wouldn't have been successful 

without the amazing staff. The staff was so organized 

and always on top of everything. They were all so much 

fun and were always energetic with the biggest smiles on 

their faces when seeing us. I believe we had the best staff 

members and I wouldn't have wanted anyone else. Included 

with the amazing staff were the represent�tives from the 

countries,  like America, Cuba, Bolivia, Germany, New 

Caledonia, and Brazil. 

Meeting new people is not always an easy thing to do. 

But meeting the 4 1  uchinanchu was something spectacular. 

It seemed so natural and easy. I think that the games we 

played helped a lot because they served as ice breakers. The 

games made everyone interact with each other and work 

together as one. Doing that on the first day was the best 

thing to do to start the trend for everyon-e to start interacting 

with each other. I think another factor that helped start 

communication with the others is that we had different 

roommates almost every night. At first, I had hoped I got 

to room with someone from America so communication 

would be easy, but I got to room with Carlos, who became 

my best friend from this trip, and he was from Peru. Thank 

goodness I learned Spanish in school because that helped 

out a lot through the Junior Study Tour as I ended up 

translating between English, Japanese, and Spanish. He 

knew as much English as I knew Spanish. Communication 

was fun and yet an interesting experience .  We ea�i ly 

figured out what we were trying to tell each other. That 

easy communication clicked between everyone. 

I 've been to Okinawa a few times before the Junior Study 
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Tour and I figured I knew pretty much all about Okinawa, 

but I was proven incorrect. Okinawa is full of so much 

history, fun, and beauty. I was disappointed when I found 

out we couldn't do everything in Okinawa because of the 

short amount of time we had. I wish we would have had 

at least a couple more days together. I would have liked 

to have gone to the Okinawa caves and le Jima. My great 

grandfather served in the United States Army and helped 

defend Okinawa from the Japanese on le Jima. So part of 

my family history is in Okinawa, besides my mom's side of 

the family. I would love to visit Okinawa again in the future 

to explore and learn more. 

What an awesome program the Junior Study Tour is ! 

I had the best time in my l ife.  My best memories of the 

Junior Study Tour are the night everyone stayed up until 

2 in the morning, just hanging out and talking with each 

other. I got to learn more about other people and their lives 

in their home country, and they got to learn about me. We 

shared each other 's email addresses, home addresses, and 

Facebook usernames so will always be in contact with 

each other. I believe communication is very important 

between people. If we lose communication with each other, 

relationships will be lost and I never want to lose all the 

friendships that were created on the Junior Study Tour, 

memories I will always remember and keep in my heart. 

Another amazing memory I have of Junior Study Tour 

was karaoke on the bus. That was so much fun ! We sang 

a lot of original songs that everyone knew, especially 

TOTORO. When everyone was first introduced to this  

song on the bus ,  Totoro was always being mentioned. 

Another phrase that became latched on to everyone was 

"Te Amo ! "  which means " I  love you" . The friendship 

" love" in the phrase is saying that we will never forget 

each other and we wil l  all meet again some day. And 

I rea l ly  do hope  we w i l l  a l l  mee t  aga in  s ome day.  

Like I mentioned earlier, Junior Study Tour 20 10  was one 

of the best experiences in my life and I will never forget 

all the fun memories and friends I have made . I still, up 

to this day, keep in contact with all the Junior Study Tour 

members, including the staff and the representatives. 

I hope this great program continues for a really long time. 

It is a perfect opportunity for those who are uchinanchu but 

have never been or rarely been to Okinawa to study their 

culture and history. And one day, I would love to get the 

opportunity to be a representative for America or a staff 

member of the Junior Study Tour in the future. Thank you 

Okinawa Kenj inkai and Kazuko san, the president of the 

Pensacola, Florida branch of the Kenj inkai , for such an 

amazing experience that will never perish from me. I will 

never forget everyone and everything we did together. 
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2010年JST レポー ト

今回は， 人 生 に 一度 あ る か な い か っ て言 う ぐ ら い の
チ ャ ン ス が， 私 に お と ずれ ま し た。 私 は 1 999年 に ア メ
リ カ に来てか ら ， 一度も外 国 へ行 き ま せ ん で し た。 ア
メ リ カ に 来 て か ら の 1 1 年 間 は， ＂ メ ル テ ィ ン グ ・ ポ ッ
ト ＂

の 文化 を 私 の 中 の 日 本 と ペル ー の 文化 に 取 り 入れ
て暮 ら し て き ま し た。 私は 自 分 の 祖先 の事 は あ ま り 知
ら な く っ て， お じ い ち ゃ ん達は沖縄か ら ペルー に 渡 っ
た移民で， も っ と 豊か な 生活 が 出来 る よ う に頑張っ た
と 話は 聞 い て い ま し た。 し か し 最近 に な っ て私 は沖縄
に も っ と 興 味 を抱 く よ う に な り ま し た。

2007年 に 私 と 私 の家族はニ ュ ー ヨ ー ク 沖縄県人会の
メ ンバー に な り ま し た。 それ以来， 会 の 集 ま り が あ る
度 に 私 は ダ ン ス ， 歌， 食 べ 物 言 葉 な ど と ， 沖縄 の
文化 に も っ と 触れ る よ う に な っ て い き ま し た。 私 は 自
分 の バ ッ ク グ ラ ウ ン ド の事 を も っ と 学べて と ても嬉 し
か っ た ですが， 沖縄 に 行 っ て 本 当 の 自 分 の 故郷 に 行 っ
て み た い っ て 言 う 気持 ち が 少 し ず つ 芽 生 え て き ま し
た。

兄か ら ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー の事 を 聞 い た時は
驚 き ま し た。 こ ん な に 素敵 な プ ロ グ ラ ム が存在す る ん
だ と 私 は 感 動 し ま し た。 私 はJST に 応募 し た と こ ろ ，
数 日後 に受か っ た と 言 う 連絡 を 聞 き ま し た。 私 は 驚 き
と 喜びで い っ ぱい で し た。 なぜな ら ， 私 は ア メ リ カ に
来てか ら 一度も外国へ行 っ た事はな か っ た です し ， そ
の 上夢だっ た念願 の 沖縄行 き が決 ま っ た か ら です。 私
に と っ て 7 月 は本 当 に 長か っ た 月 で す。 JSTが待 ち 遠
し く て落ち 着 い て い ら れ ま せ ん で し た。 そ し て， 早 く
沖縄 に 着 い て沖縄独特 の 開放感 あ ふれ る 私 の 故郷 に 行
き た い と 思 っ て い ま し た。

1 4時 間 の 旅 の あ と ， 私 と 兄 は那覇空港 に 着 き ま し た。
す で に 違 う 雰囲気で し た。 人 を 出 向か う 他の 人 々 ， メ
ン ソ ～ レ ～ と 言 っ て い る シ ー サー な ど早速沖縄 の雰囲
気 ま んせんで し た。 そ し て私達の ホ ー ム ス テイ 先 の友
達 が 出 迎 え て く れ ま し た。 そ の 人 は 兄 の 友達です け ど，
私も彼女 に 会 う の は数年ぶ り で し た。 そ し て彼女の家
に 行 き ま し た。 最 初 の 五 日 間 の 自 由 時 間 は 色 ん な 事
を し ま し た。 兄， 友達 私 の 3 人 で伊江 島 に 行 き ま し
た。 色ん な と こ ろ で美味 し い 物 を 食べた り ， 海な ど に

行 っ た り し て 自 然の写真を た く さ ん撮 り ま し た。 国 際
道 り に も行 っ て 買 い物 を し ま し た。 那覇の街は と ても
賑やか で た く さ ん の 人達が と ても元気 に 商売 を し た り
シ ョ ッ ピ ン グ を 楽 し ん だ り し て ま し た。 こ の雰囲気も
あ っ た せ い か， 私 は 日 を追 う ご と に沖縄がもっ と も っ
と 好 き に な っ て い き ま し た。

5 日 目 の 終わ り が近づ く に 連れて， 私は少 しずつ緊
張 し て い き ま し た。 私は 日本語がそ ん な に流暢 に 喋れ
な い か ら ， JSTが始 ま っ た ら 私 は友達が作れ る の か ど
う か心配 に な っ て い き ま し た。 し か し 当 日， カ ン ポ ホ
テ ル に 着 く と ， 私 と 同 じ ぐ ら い の 年齢 の 人達がい っ ぱ
い集 ま っ てて， ス タ ッ フ の 一人が私 を カ ナ ダ組の参加
者達 に 紹介 し て く れ ま し た。 私は早速みんな と 意気投
合 し て急 に 楽 し く な っ て き ま し た。 そ し て 少 し ずつ ，
他 の 国 の 参加者達 と も話 し を し て 緊張がだんだん な く
な っ て い き ま し た。 私は最初 の ミ ー テ ィ ン グで と な り
に座 っ た コ ロ ラ ド 州 出 身 の リ ア ナ ち ゃ ん と と ても仲 良
く な り ま し た。 30分も し な い う ち に， 私は早 く 参加者
達みんな と お話が し た い な と 思 っ てわ く わ く し て い ま
し た。

最初はゲー ム を し た り ， 自 己紹介 を し た り と お互 い
の事が学べ る 事 を し ま し た。 そ し て， 参加者達 の 出 身
国 の 勉強 を し た り と 結構も り あ が り ま し た。 JSTの ス
タ ッ フ 達はみんなが楽 し め る 事 を た く さ ん考 え て く れ
ま し た。 こ の 日 の デ ィ ナ ー で は み ん な で一緒 に 乾杯 を
し ， 一緒 に 食べて， 一緒 に 笑 っ た り し て こ こ か ら みん
な だんだん仲良 く な っ て い き ま し た。 8時 ぐ ら い に な っ
た ら み ん な で ブ ラ ジ ル の ダ ン ス を 踊 っ た り ， BEG INの
島 人 ぬ宝 を 歌 っ た り し て ウ エル カ ム ・ パ ー テ ィ ー を 無
事終え ま し た。 凄 く 楽 し い 一 日 と な っ て， 私 はそ の 日
の 夜 は な ん の 心配 も い ら な い ん だ ！ と 思 っ て ほ っ と し
ま し た。

次 の 日 は荷造 り を し て県庁 に 向か い ま し た。 私達は
国 ご と に な ら び， 沖縄県知事の挨拶 を待ち ま し た。 沖
縄県 の 代表者達 の挨拶 の 後， み ん な はJSTの 参加者達
の沖縄訪問 を心か ら 喜んで く れて る んだな と 私は思い
ま し た。

自 然学習 は美 ら 海水族館か ら 始 ま り ま し た。 さ すが
世界で一番大 き い 水族館の 一つ と 言われて い る 美 ら 海
水族館はみんな の 笑顔 を 見て 分か る よ う に， 入 る 前か
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ら みんな に期待 と 興奮 を 与 え て い ま す。 あ る 人達は一

番人気 の サ メ や マ ン タ ， エイ な ど を 見て 一番喜んで い
ま し たが， 他 に も 珍 し い魚や生 き物達 滅多 に見 ら れ
な い も の を た く さ ん観察 し て い る 者 も た く さ ん い ま し
た。 み ん な は興味深々 で水族館 内 を ま る でス ロ ー モ ー

シ ョ ンで歩 く か の よ う に見学 し ま し た。 水族館 を 出 た
後はイ ル カ ・ シ ョ ー を 見 ま し た。 凄 く 高 く 飛ぶイ ル カ
達 を 観た後は， み ん な は暑 さ でへ と へ と で し た。 次は
真夏の 日 差 し で熱 く な っ た体 を 冷や し に， エ メ ラ ル ド
ビー チ と 言 う と こ ろ に行 き ま し た。 みん な は ビ ー チバ
レ ー を し た り ， 陰で涼 し んだ り し て 一旦 リ フ レ ッ シ ュ
する 事が出来 ま し た。 そ し てその後は， つ つ じ エ コ パ ー

ク に 向か い ま し た。
ェ コ パ ー ク は も し か し た ら 私が一番気 に 入 っ た場所

か も し れ ま せん。 なぜな ら 一番 自 然 に 触れて い ら れた
場所だか ら です。 つ つ じ エ コ パ ー ク に い た 二 日 間 の 間
私達はバー ベ キ ュ ー を し た り し て みんなで 一緒 に 楽 し
い時間 を す ご し ま し た。 他 に も 川 で の ト レ ッ キ ン グや
キ ャ ン プ フ ァ イ ヤ ー な ど も し ま し た。 こ の 二 日 間で，
私達は 自 分達が どれだけ う ち と け こ んで い る の か を 証
明 出来た と 思 っ て い ま す。 例 えば ト レ ッ キ ン グな どで
は， 男 の子達は， 他のみんな が溺れな い よ う に見守 っ
て く れて ま し た。 こ う 言 う 機会で も な い と グルー プで
の 団結 力 っ て言 う の はなかなか試せ ら れ な い と 思 う ん
ですけ ど こ の時みんなは， ま さ に 一致団結で し た。

も う 一 つJSTで と て も 楽 し か っ た事は部屋割 り で し
た。 2 日 お き に違 う グルー プ と 部屋 を 組ん で色んな仲
間 と 話 を す る 事でお互い の 事 を も っ と 学ぶ事が 出来 ま
し た。 と て も い い経験 に な っ た の は， 言葉が完全 に通
じ な く て も ジ ェ ス チ ャ ー な ど を使 っ て 自 分 の言い た い
事 を 一 生懸命伝え よ う と すれば相手 も 一生懸命 聞 い て
く れて， 最後は伝 え た い 事が相手 に 分か っ て も ら え る
んだな っ て分か っ た事です。

4 日 目 は首里城 を 訪れ ま し た。 そ こ で は， 琉球國で
の か つ て の ラ イ フ ス タ イ ルや 王様達の事な ど を学び ま
し た。 1 4世紀で行われて い た貿 易や戦争の事な ど も 学
びま し た。 そ の次は美術館 に も 行 っ て， 沖縄 に 生息す
る 動物達 を た く さ ん見 る 事が出来ま し た。 そ し て沖縄
に は蛇がた く さ ん い る ん だな と 思 い ま し た。

こ の 日 は し め く く り は ト シ 先 生 と の 2 回 目 の エ イ
サー ダ ン ス の練習で し た。 糸満青年 の 家の体育館では
1 時間 半 に わ た っ て エイ サ ー初心者達はス テ ッ プの 一

個一個 を 一生懸命覚 え て， エイ サー経験者達は他 の み
ん な の サ ポ ー ト に 回 り ま し た。 こ の時 私 は ま だ ま だ
練習 が必要で し た。

5 日 目 の 戦争 と 平和 を テ ー マ に し た見学は， 非常 に
考え さ せ ら れ る 一 日 と な り ま し た。 平和祈念公園では
戦争の 残酷な写真 を見て 目 に 涙 を 浮か べ る 人 も い ま し
た。 私 に と っ て 一番 シ ョ ッ キ ン グだっ た物は も し か し
た ら 資料館 の 中 で みた復元 の 戦争 当 時 の洞窟で し た。

中 に 入 っ て み る と ， 家族 と 兵隊の モデルがあ り ま し た。
赤 ち ゃ んが泣 き 止 ま な い と 殺 さ れ る 状況 の 中 ， 母親は
一 生懸命赤ん坊の 口 を塞 い で静か に 苦 し み を こ ら え て
い ま し た。 戦争 の 間 どれだ け の 家族が どれだ け の 辛
い思 い を し た の だろ う と 考 え よ う と す る と ， 胸が痛 く
な っ て き ま す。

ひ め ゆ り の 塔 で は私 達 は ひ め ゆ り 学徒 隊 の 一 員 で
あ っ た 一人 の御方か ら お話 を 聞 く 事が出来 ま し た。 彼
女の語っ た様々 な悲惨な話は， 本 当 に信 じ がた い 残酷
な も のばか り で し た。 彼女の “ あ り が と う ” と 言 う 言
葉 と 握手 は私は絶対 に 忘れ ま せ ん。 彼女の戦争に対す
る 教え は， 私 に 非常に強 く 伝わ り ま し た。

私達 は い よ い よ 那 覇 市 の 国 際道 り に や っ て き ま し
た。 国 際道 り は元々 何件か し か店がなか っ た ら し い で
すけ ど， 色 ん な 人達が ビ ジ ネ ス を始め て あ っ と 言 う 間
に店は増え続けた と 聞 き ま し た。 国 際道 り は戦争直後
に 生 ま れた賑やかな場所 と な っ て い た の で沖縄県 民 に
希望 を 与 え ま し た。 長 い 那覇 市 内 で の 散歩 の 後 は J ST
の ス タ ッ フ か ら 冷 え た デザ ー ト の ご馳 走 が あ り ま し
た。 ス タ ッ フ の みんな あ り が と う ！

6 日 且 私達は ワ ー ク シ ョ ッ プ に 参加 し て世界の色
ん な 国 に 渡 っ た ウ チナ ン チ ュ ー達の話 を 聞 い て お 互 い
の意見 を交わ し あ い ま し た。 ハ ワ イ ， ペルー ， ブ ラ ジ
ル， ア メ リ カ な ど に渡 っ た 人達の体験談 を 聞 き ま し た。
特 に ペルー育ち の沖縄人 の方のお話 を 聞 い た 時 に は 同
感す る も の が い く つ か あ り ま し た。 私 も 元 々 はペルー

で 生 ま れた 日 本人な の で， 正直， 自 分の ア イ デ ン テ ィ
テ ィ ー っ て言 う の は今 ま で よ く 分か ら な か っ た です。
で も こ の ワ ー ク シ ョし ッ プの後 自 分 っ て何人な んだろ
う ？ っ て考 え た 結果， 私 は沖縄人 な ん だな ぁ っ て言 え
る よ う に な り ま し た。 今回 は沖縄の文化や歴史， 人 々
や 他 の 色 ん な 事 を 学ぶ に あ た っ て， 私 は や っ ぱ り 沖
縄 人 な ん だ ！ っ て思 え る よ う に な っ た 事 に 凄 く 嬉 し く
思 っ て い ま す。 こ の 日 の 最後はみんなで ミ ル ク ム ナ リ
を た く さ ん の 人 の 前で踊 り ま し た。 私は何回か 間違え
ま し た け ど， 少 な い 練習 の 中 ， こ こ ま で 出来た事は私
は嬉 し か っ た です。 エイ サー 本番の後はみんな涙で し
た。 なぜな ら ， 次の 日 が い よ い よ お別れだっ て分か っ
て い た か ら です。 さ よ な ら パ ー テ ィ ー がみん な で一緒
に 入れ る 最後の時間 っ て思 う と 心は裂けそ う に な っ た
け ど， み ん な は一 生懸命笑お う と し て い ま し た。

最後 の お 別れパ ー テ ィ ー は本 当 に 楽 し か っ た です。
み ん な は， 個 々 の 国 の踊 り を や っ た り ， 楽器 を 弾 い た
り な ど し て色 ん な才能 を 持 っ て い る 事 に 驚 き ま し た。
ペルー ， ボ リ ビ ア ， ア ルゼ ン チ ン， キ ュ ーパ の踊 り や
ド イ ツ の楽曲 を ピ ア ノ で弾 く 仲間 沖縄 の 歌 ま で 出来
る 仲 間 が い た の でみんなびっ く り で し た。 こ の 日 の 夜
は， 色んな違っ た文化が一つ と な っ た よ う な気が し ま
し た。 参加者達が一 人 ひ と り 最後 の ス ピ ー チ を す る 時
間 は と て も 切な く な り ま し た。 し か し ， 最後はみんな
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で 一緒 に 踊 っ て， 一緒 に 歌 っ た の で， そ の 瞬間私達の
絆は 一層深 ま っ た と 私は信 じ て い ま す。 最後はた く さ
ん の 思 い 出 を 心の 中 に お さ ま り き ら な い ぐ ら い に い っ
ぱ い に 詰め て， 私達は最後 の さ よな ら パ ー テ ィ ー を終
え ま し た。 今回JSTで作 っ た 色 ん な 国 の 友達はずっ と
ず っ と 私 の 大切な宝物 と し て私 の 心 の 中 に し ま っ てお
き ま す。 私達は今はお互い遠 く 離れて い る け ど， イ ン
タ ー ネ ッ ト が あ る の で い つ で も 話が 出 来 ま す。

最後の 空港で の お別れは と て も 辛 い 時間 で し た。 た
く さ ん の仲間が涙 し て， ＂ 帰 ら な い で ’' と 言 っ て き ま す。
毎年の よ う に 沖縄 に 帰 っ て来れた ら い い の に な ぁ と 私
は思い ま し た。 最後の 記念撮影 の た め に み ん な は カ メ
ラ を 回 し あ い ま し た。 お 互 い の 連絡先な ど も ， 最後 に
も う 一度確認です。 時間が迫 る に つ れ， 空気 は寂 し い
も の に変わ っ て い き ま し た。 で も ， ウ チナ ー ン チ ュ ー

が 言 う よ う に ， こ れ は さ よな ら な ん か じ ゃ な い。 そ
う ， こ れは た だの

“
ま た あ と でね

”
な の です。 私 は こ

のJSTで の 1 週 間 で， 学校で学ぶ 1 年分以 上 の 物 を 学
ん だ と 思 い ま す。 私は沖縄 と 関係者の方々 に 私 の 長年
の 夢 を 叶 えて下 さ っ た 事 を 心 よ り 感謝 し て い ま す。 そ
し て， JSTの ス タ ッ フ と 引 率者 の 方 々 ， 参加者達全員
の安全 と 通訳 を 最後 ま でや っ て下 さ っ て ど う も あ り が
と う ござい ま す。 み ん な の お かげで こ の プ ロ グ ラ ム は
大成功 し ま し た。 JST20 1 0年 ！ ど う も あ り が と う ！

2010 JST Report 

An opportunity of a lifetime was unraveled to me when 

I least expected it. Ever since I came to the United States 

in 1 999, I have not left the country. In the 1 1  years that 

I grew accustomed to the "melting pot" of this nation, I 

combined American culture into my Japanese-Peruvian life. 

I began to realize how little I knew about my ancestors ' 

background; all I knew from my Japanese descendants 

were that they were Okinawans and they moved to Peru 

in hopes of a better home and a stable job. It was not until 

recently that I became more interested of my heritage. 

After my family and I became a member of the Okinawa 

American Association of New York in 2007, I began to 

appreciate my cultural inheritance ;  we celebrated our 

tradition by means of food, dance, and songs to sing. It was 

interesting that I learned more about my people and felt the 

close-knit togetherness of the Okinawans. However, in the 

back of my mind, I truly wanted to visit the country where 

my ancestors were descended from. 

It was a surprise when my older brother told me about the 

yearly Junior Study Tour Program, funded by the Okinawan 

Government. This program enables students to travel to 

Okinawa for free and learn about the social, historical, and 

economical aspects of the once independent country. It also 

brings together the students alike to fortify a friendship 

linked with a common bond―being U chinanchu. 

When my acceptance to this year 's Junior Study Tour 

was notified, I was in shock, yet in awe.  I have not had 

the chance to travel since my immigration to the United 

States and my chance to actually learn first-hand about 

my motherland was a thought I only saw in my dreams. 

Waiting for the month of July was a torture ! I could not 

wait to be in the relaxing atmosphere of the island, meet 

new people, and embark in a once-in-a-lifetime journey. 

Upon arrival to Okinawa after an intense 1 4-hour flight, I 

noticed the clean and fresh environment right away. Around 

me, people were welcoming at the airport and the signs on 

the walls had shiisas saying, "mensore~ ! " I was smiling 

already. My brother and I met our home stay friend, whom 

I did not see in years, and off we went to her home. Within 

the first five days of my newfound freedom, I went to IE 

Island, ate at several different restaurants, took numerous of 

photographs, and shopped at Kokusai-dori Street! My love 

for the people of Okinawa and the land grew as the days 

went by because of the loving nature of the ambience in the 

air; everyone 's mood was about as happy as a child. 

As our five-day freedom came to an end, I was hesitant 

and nervous to start the JST program: hesitant because 

I felt as though I did not know enough Japanese to hold 

a conversation and nervous that I would not make many 

fri ends .  When I arrived at the Kampo Hotel  for the 

welcoming party and introduction of the program, I delayed 

my entrance for a couple of minutes and embraced myself. 

When I entered the fourth floor, I saw many teens my age 

clustered in groups already and I felt left out .  Thanks to 

the some of the staff who got me talking to the Canadian 

representative of JST I felt more at ease. Minute by minute, 

I discovered students from Peru, Mexico, New Caledonia, 

and Okinawa itself. Once everyone was settled in the 

welcoming room, I befriend Liana, a representative from 

Colorado and we immediately got along. I was surprised by 

the vast amount of students from all over the world. After a 

half hour, I actually became impatient to meet them all ! 

We played games to talk to each other, introduce one 

another, and learn about the countries the students were 

coming from. The JST staff made the atmosphere of the 

room very fun and enj oyab le .  During our welcoming 

dinner, the governor of Okinawa introduced himself and a 

toast was shared. Everyone began eating together, laughing 

together, and most importantly, bonding together. Never 

have I seen the many smiles on people's faces at the same 

time. By eight o ' clock, the party came to a close after we 

danced to some Brazilian music and sang Shimanchu Nu 

Takara by BEGIN. It was an overall a highly hospitable 
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night and I was glad I had nothing to worry about after all. 

The next day, we packed our bags and headed towards the 
Government Building where the respective countries lined 

up with their flags, waiting to hear from the governor about 
our visit. With it, I learned that Okinawa was very delighted 

to have every member of the Junior Study Tour learning 
together about their ties with the peaceful island. 

We kick-started the nature study of the program by going 
to the Churaumi Aquarium ! Once known as the biggest 
aquarium of the world, everyone 's excitement to see the 
underwater animals was displayed with smiles. Although 
some people went on their own to see the sharks and 
fish, collective groups was pointing at nature 's wonders . 
Curiosity filled the different rooms as we all walked slowly 

at the different exhibitions. I met more friends on the way 
as we walked to see the dolphin show. The intense heat 
from the sun left everyone hot and tired as we all sat and 

watched the dolphins jumping around the air. We went to 
Emerald beach to cool down, play volleyball, or just sit by 
the shade for an hour, and went to our next camping site at 

Eco Park. 
Eco Park was probably my favorite part of the program 

because of its c lose  proximity to nature . During our 

two-day stay, we had a barbeque to get everyone along, 
a trekking journey through the river, and a bonfire party. 
Those two days proved to be the most crucial time to bond 
because during the trekking, fellow students helped one 
another to stay afloat from the water, something I could not 

have achieved by myself. I learned to trust my new friends 
and they learned to trust me as we watched each other 's 
way to not slip and fall. 

Most importantly, the rooming accommodations were 
really exciting throughout this whole trip. Having to dorm 
with different girls every other night, I learned more about 
them and their countries. Even if I could not speak perfect 
Japanese, or some Spanish-speaking girls could not speak 
perfect English, we all used gestures to understand one 
another and it was an interesting experience. We never gave 
up trying to figure out what we were saying to one another, 
which made me keep my hopes up high of communicating 
after the program was to end. 

On the fourth day, I learned the most about the cultural 
aspect of Okinawa. On our trip to the Shuri-jo Castle and 

the Prefectural and Art Museum, the predecessor emperors 
of the country were discussed. Their way of l ife,  war, 
and business was traced as far as th the 1 4lfl century. At the 

museum, Okinawa 's aesthetic nature and animals were 
displayed in glass cases about its impact and importance to 
the island. A lot of snakes like to crawl around the grounds 
of Okinawa! 

The day came to a close with our second Eisa class with 
our teacher "Toshi sensei" at the gym of the ltoman Seinen 
no le .  For an intense hour and a half, the beginners tried 
their best to remember the steps of the dance,  while the 
already learned members of the group patiently helped 
around. At the time, I was yet to remember the steps very 
vigorously. 

The peace study segment of the program during day five 
was the most thought-provoking and emotional day of the 
week. The visit to the Peace Memorial Museum brought 
some to tears as they viewed photographs of helpless 
children and military soldiers wounded during the Second 
World War. One exhibit room shook me the most; a room 
had a replica of a cave hiding a family with a soldier and a 
crying baby. Apparently, if the baby did not keep quiet, the 
soldier was forced to kill the baby and I saw the tears in the 
mother 's eyes . . . I could not imagine the pain and suffering 
many families had to go through during these hard times. 

At the Himeyuri Momnument, we were honored and 
lucky enough to have a surviving member of the Himeyuri 
students recall about her experience during the war. Her 
accounts were very graphic that I could not believe it were 
real. To have her say "thank you" to me and shake my hand 
was something I could never forget. Her speech about 
wishing to spread the word about the cruelty of war had me 
at the edge of my seat. To say she is no superhero would be 
an understatement. 

On a lighter note, we strolled down Kokusai-dori Street 
to learn about the social portion of Okinawa. Kokusai-dori 

Street was originally a street were all the entrepreneurs 
began their small business that boomed to more stores 
like a domino effect. It was after the struggle of the World 
Wars that brought hope to the community as the economic 
status began to rise again. After walking around window 
shopping, everyone got a frozen treat to enjoy the summer 
day ! Thank you again to the staff members who gave us a 
nice dessert! 

On the second to the last day, a workshop was held 
to discuss  more h istorical  and soc ial facts about the 
Uchinanchu peop le .  This t ime,  we  l earned about the 
immigration of  Okinawans to Hawaii ,  Brazil, Peru, and 
America.  It was interesting listening to a story about the 
cultural identity about a Japanese-Peruvian girl, just l ike 
me. I used to be confused with my identity, as to whether 
or not I was e ither or, though I am Japanese by blood.  
However, during the last days of the program, I began to 
realize that I feel more Okinawan after I learned so much 
about my past, my people, and traditions. I learned to view 
the world in a more nature-loving way and learned to be 
more understanding after all the cultural and historical 
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studies. I felt more at home. 

The day ended with lots of music and dancing as the 

members of the Junior Study Tour performed the Miruku 

Minari Eisa dance in front of the public !  I made minor 

m istakes ,  but the thri l l  to show the people how much 

I learned in so  l itt le days made me happy that I am 

Okinawan. The performance ended in tears because of 

the departure from our new found friends .  Although it 

was not our last day together, knowing that we all  had to 

bid farewell tomorrow at the party was devastating, but 

everyone did their best to smile. 

The farewell party on the last day was enjoyable ! Many 

students shared performances from their country, l ike 

dances from Peru, Bolivia, Argentina, and Cuba. Others 

did musical performances from Germany, while some sang 

Okinawan songs. It made me happy to see how different 

cultures all came together in that one night, topped off with 

testimonial speeches by every member of the group. It truly 

was a sad evening, but as we sang and danced away into 

the night, the memories will be forever bonded and kept 

within our deepest memories. All the friends I made from 

different countries are eternally kept in my heart and in 

touch via internet. It makes me happy that even though the 

distances are apparent, we will still in touch. 

Our offic ial farewell to each other at the airport was 

very difficult, due to the tears many have shed and their 

begging demands to not leave. It would be much easier and 

comforting to come back every year, but wishful thinking 

has its faults. Cameras were passed around to have our last 

por打aits of our smiling faces, and personal information was 

passed to keep in contact. The air was indeed saddening, 

but l ike the Okinawans say, it was not a goodbye, only a, 

"see you later. " Within one week, I learned more than what 

I could have learned in a full year 's worth in school, and 

I would not have it any other way. I wish to deeply thank 

Okinawa for the gratifying opportunity I always wished 

for. For all the staff and chaperones who made sure of our 

safety and understanding during translations, having their 

aid had made the program a great success!  JST 20 1 0  thank 

you! 
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沖米沖縄県人会

ジ ュ ニアスタディ ツ ア ー 2010

20 1 0年 ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー ヘ の 参加 の 機 会
は、 本 当 に 人生 に 一度 き り の も の で、 僕 自 身 を 変 え る
き っ か け と な り ま し た。 ツ ア ー は ウ チナ ー ン チ ュ の 遺
産 と し て残 さ れたもの と 僕 を 密接 に つ なげ、 と 同 時 に 、
世界 中 の 人 々 と 友情 を 築 く 機会 を 与 え て く れ ま し た。
こ の ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー に 参加す る チ ャ ン ス を
得、 本 当 に 恵 ま れて い る と 感 じ て い ま す。

今 回 は 僕 に と っ て 初 め て の 沖縄 訪 問 と な り ま し た
が、 こ の 初体験が と ても思 い 出深 い も の に な っ て う れ
し く 思 い ま す。 ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー の グルー プ
と 過 ご し た短 い 一週間 の 中 で、 新し い友達 を た く さ ん
作 り 、 様 々 な 文化 を体験す る こ と が で き ま し た。 私た
ち は異な る 言語や 国 々 で分かれて い た けれ ども、 ウ チ
ナ ー ン チ ュ の 遺産 と い う 共通点でつ な が っ て い ま す。
沖縄の 人 々 はみんな親 し みやす く 包容 力 が あ る と い う
気質 を も っ て い ま す。 す ぐ に 子供 た ち は友情 を 築 き、
自 国 の 言語 を 教 え 合 い ま し た。 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン、
文化 と い っ たバ リ ア は私 た ち を 隔て て し ま う ほ ど強 い
も の で は あ り ま せ ん で し た。

ツ ア ー の プ ロ グ ラ ム はすべて、 と ても楽 し む こ と が
で き ま し た。 中 でもエイ サー 、 キ ャ ン プ フ ァ イ ヤ ー の
時間、 ト レ ッ キ ン グ は格別で し た が、 一番面 白 か っ た
の はエイ サー で し た。 僕た ち は様々 な ス キル と 経験 を
持つ メ ンバ ー と 、 4 日 間か けてエイ サ ー の 練習 を 行 い
ま し た。

僕は幼い こ ろ か ら 祭太鼓 に 参加 し て い る の で、 エイ
サ ー は よ り 自 然 に感 じ ら れた よ う です。 そ の他 に もた
く さ ん の子供た ち が僕 と 同 じ よ う な状況で、 一 日 目 の
う ち に振付を覚え ま し た。 そ し て、 振付 を 覚 え て い る
み ん な が、 他 の 人 た ち を 助 け て い た様子 に 感心 し ま し
た。 みんな がそれぞれの 県 人会で、 ど れ ほ ど 思 い や り
があ り 思慮深 い か がよ く 伝わ り ま し た。 僕た ち みんな
が、 こ れは個人 で の 踊 り で はな く 、 グルー プ と し そ演
じ る もの な ん だ と 実感す る こ と がで き ま し た。 こ の演
技 に は私 た ち が重ね て き た頑張 り が表れて い ま し た。
祭太鼓の大切 さ が今分か り ま す。 それは、 演技だけで
な く 、 活動 を 通 し て 人 々 を つ なげる と い う こ と です。

3 日 目 は キ ャ ン プ フ ァ イ ヤ ー を 囲 ん で ゲ ー ム を し 、

み ん な が一 つ に な り ま し た。 ゆ っ く り と 島 の 美 し さ を
堪能す る 良 い機会 と な り 、 と ても刺激的で し た。 ゲー

ム を 終え た後は、 キ ャ ン プ フ ァ イ ヤ ー を 囲 んで一 つ に
な り 、 歌 を 歌 い ま し た。 こ の キ ャ ン プ フ ァ イ ヤ ー は私
た ち が結んだ絆 を 象徴 し て い ま し た。

東 の 沢 と 玉辻 山 の ト レ ッ キ ン グは僕に と っ て一 番刺
激的な体験で し た。 みんな何が起 こ る の かも分か ら ず
道 を進 ん で い き ま し た。 途 中 、 ハ ブ、 う なぎな ど 沖縄
な ら で は の 生 き 物 に 遭遇す る 経験 を し ま し た。 こ の よ
う に 多様 な 生物が息づ く 川 が沖縄 に あ る と は、 思 い も
よ り ま せ ん で し た。 こ の ハ イ キ ン グで、 参加者全員 と
話 を し てお 互 い の 出 身国 の こ と に つ い て 話す機会が与
え ら れ ま し た。 こ れ ら の プ ロ グ ラ ム で は僕の 先入観 と
異な る 沖縄 を 発見 し 、 僕た ち はみんな似 た よ う な抱負
や 目 標 を も っ て ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー に 参加 し た
生徒な んだ と い う こ と が理解で き ま し た。

ツ ア ー に 参加 し た 時点では、 僕 の 沖縄 の歴史文化 の
理解は 限 ら れた もの で し た。 平和祈念資料館では、 沖
縄の 人 々 が長年耐え て い る 暗 く 厳 し い体験 に つ い て理
解す る よ う に な り ま し た。 資料館 の ツ ア ー で は、 先ず、
1 945年 に 起 こ っ た 日 米 間 の 沖縄戦の 残忍性 を 表現 し た
ビデオ を 鑑賞 し ま し た。 ビデオは偽 り の な い 戦争 を描
き 、 流血、 苦痛、 非道 さ を 映 し 出 し て い ま し た。 県民
で は な い 僕 の 立場か ら 見ても、 なぜ人が こ の 平和 な 島
に あ れ ほ ど の 暴 力 を押 し 付 け る こ と がで き る の か理解
し かね ま す。 そ の よ う な疑問 を 胸 に 、 資料館 を 見 て 回
り ま し た。 僕 と 同 じ 年代で亡 く な っ た 1 0代 の若者の 写
真 を 見 て 考 え ま し た。 「彼 ら が何 を し た か ら こ ん な 苦
し みや痛み を 味わ わ な け ればな ら な か っ た ん だ。 」 納
得で きず苦 い 気持 ち で残 り の 展示 を 見て い ま し た。 「 こ
の よ う に 激戦が繰 り 広げ ら れた こ の 島 を 僕が楽 し んで
い る の に、 こ の子供た ち は ど う し て 苦 し ま な ければな
ら な か っ た の か。 」 資料館 を 更 に 進 む と 、 戦 争 を 止 め
る よ う に 強 く 求 め た 一 遍 の 詩 を 見 つ け ま し た。 「 戦争
がもた ら すの は苦 し み と 痛みだけ … … 私た ち は厳 し い
教訓 を 学んだ。 過去 を 思 い 出 し 、 学び、 平和 の た め に
努 力 す る … … 今 は 平和 の 島、 決 し て忘れな い。 」 こ の
詩は、 生存者の 視点か ら 戦争 の 意味 を 説 明 し て お り 、
僕は深 く 考え さ せ ら れ ま し た。 過去 を 白 紙 に 戻す こ と
はで き な い と 私た ち は知 っ て い ま すが、 沖縄の 人 々 は
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過 ち か ら 教訓 を得、 平和 に 向 け て 前進 し 続 け よ う と 努
力 し て い ま す。 戦争 に 耐 え な ければな ら な か っ た沖縄
の 住民 の運命 を 考 え る と 悲痛な思 い に な り ますが、 平
和 で満た さ れた沖縄の 未来への期待 も 僕は 抱 い て い ま
す。

沖縄 の 歴史 を学んだ後で、 僕は沖縄 の 美 し さ の あ り
がたみがよ り よ く 分か り ま し た。 こ の 島が通 っ て き た
苦 し み を理解 し た後は、 海 の 水 の 静 け さ 、 空 の 青 さ そ
し て太陽の輝き を 前 に も ま し て強 く 感 じ る よ う に な り
ま し た。 沖縄 の 人 々 は単に避難場所 の 確保 の た め だ け
で な く 、 子供た ち に 島 の あ り の ま ま の 美 し さ を経験す
る 機会 を 与 え る た め に、 故郷 を 守 っ て 戦 い ま し た。 ジ ュ
ニ ア ス タ デ ィ ツ ア ー で与え ら れた機会 に は、 言葉で表
す こ と がで き な い ほ ど感謝 し て い ま す。 こ の ツ ア ー で
養 っ た友情は一生 も の です。 僕の ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー

ツ ア ー の 目 的は、 自 分 自 身 の遺産 を 知 り 、 人 と し て成
長する こ と で し た。 そ し て ま た、 僕は こ の 経験 と 知識
を そ の ほ か の 1 0代の若者に、 ネ ッ ト ワ ー ク を 通 し て広
げて い く 必要が あ る こ と に気が付き ま し た。 ま た い つ
か 沖縄 を 訪ね、 日 本語 と 方言で コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を
と れ る よ う に な り 、 沖縄県政府 の助 け に な り た い と 思
い ま す。 僕た ち を 歓迎 し て く れ た 人 た ち み ん な と も 、
連絡 を 取 り 続け る つ も り です。

仲 井 慎弘多沖縄県知事、 交流推進課長、 担 当 者の 伊
地 さ んへ、 沖縄の すべて を 見せて く だ さ っ た こ と に感
謝 し た い と 思 い ま す。 そ し て 特 に 、 李久高勝子県人会
長へ、 グル ー プ を 代表す る 機会 を 与え、 僕 の 願 い を 叶
え て く だ さ り あ り が と う ござい ま す。 両親、 兄弟、 親
戚、 友人か ら も 支 え て も ら い、 と て も 感謝 し て い ま す。
ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー の 一員 と な る こ と を 叶 え て
下 さ り 、 本 当 に あ り が と う ござい ま す。

20 1 0年 ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー の 参加者 と し て僕
を選ん で く だ さ り 、 沖縄県 に 感謝の意 を 表 し た い と 思
い ま す。 皆 さ ん に心か ら 感謝致 し ま す。 ど う か皆 さ ん
で僕が将来、 活発 に 多 く を 生み 出す沖縄人 に なれ る よ
う 、 教 え 導 い て く だ さ る よ う 、 お 願 い し た い と 思 い ま
す。
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バ ン ク ーバ ー沖縄県友愛会

沖縄

沖縄は僕 の 人 生 の 中 で最 良 の 経験 と な り ま し た。

そ こ で 出 会 っ た た く さ ん の 印 象深 い 若者 達 の こ と を、
一生忘れな い こ と で し ょ う 。 そ し て平和祈念資料館
や、 と ても美 し く 熱い砂浜、 東 の沢 ト レ ッ キ ン グ、 美
ら 海水族館な ど と てもた く さ ん の興味深 く 、 楽 し い体
験 を し ま し た。

僕が最も楽 し ん だ東 の 沢 ト レ ッ キ ン グで は、 ち ょ っ
と 見 か け た 川 う なぎ、 手づかみ し よう と し て 噛 ま れた
川 エ ビな ど、 数 々 の 面 白 い 生 き物た ち を 見 ま し た。
そ し て こ の ト レ ッ キ ン グ の 途 中 で、 ハ ブ に 出 く わ し た
の は怖か っ た けれ ども、 一生忘れ ら れな い 思 い 出 と な
る で し ょ う 。 美 ら 海水族館では、 と ても珍 し い海 の
生 き 物 た ち を 見 る こ と が出来ま し た。 多数 の エイ （エ
イ の保有数は こ の 水族館が最も多 い） が泳ぎ回 っ てお
り 、 同 じ 水槽 の 中 に い る 3 匹 の 巨大 く じ ら サ メ 、 そ し
て常時片 目 を 開 け て 海 の 底で寝て い る と い う サ メ 、 ま
た ミ ミ ズ の よ う な 舌 を 発光 さ せなが ら 、 小 さ な魚 を お
びき寄せる 深海魚な ど、 ほん と に す ご い 水族館で し た。

こ れ ら の 自 然体験もそ う で す が、 そ こ で 出 会 っ た
人 々 の こ と も決 し て忘れ ま せ ん。 僕が ジ ュ ニ ア ・ ス タ
デ ィ ー ツ ア ー で 素晴 ら し い経験がで き た の は、 す ご く
い い 人 た ち と そ の愛 と 親切 に は ぐ く ま れて い た か ら だ
と 思 い ま す。 そ し て、 僕達何人か は 同 じ 言葉 を 話 し
ま せ んが、 それが壁 に な る と い う 事はな く 、 む し ろ 言
葉は文化的なもので、 それぞれ の ルー ツ を 知 る 手がか
り に な る と 思 い ま す。

僕達 の 宿 泊 先 は と て も快適 で し た。 そ の う ち で
も特 に気 に 入 っ た の は、 東 (H i gash i ) キ ャ ン プです。

皆で何時間もポ ー カ ー を し た り 、 そ れ に 場所 の名前
が僕 の 名字 のH i ga と 似て い る こ と も あ り ま す。 （もち
ろ ん漢字は違 う の です が） 比嘉 と い う 名字は沖縄で
は、 た く さ ん あ る こ と を知 り ま し た。 僕は比嘉 と つ い
て あ る も の は、 何でも写真 に 撮 る こ と が好 き で、 浜比
嘉 島 に あ る 浜 と 比嘉 の交通標識、 電話帳 の 比嘉ペ ー ジ、
そ し て比嘉時計修理店 の看板な ど、 数多 く 写真 を 撮 り
ま し た。

ま た、 沖縄 に 山 ほ ど あ る 自 動販売機は飲み物 を 売 っ
て い ま すが、 食べ物 を 売 っ て い な い こ と 、 マ ク ド ナル

ド で ビ ッ ク マ ッ ク は な く て、 そ の 代わ り に サ ム ラ イ ・
ポ ー ク バー ガー が あ る の に は非常 に 驚 き ま し た。

Okinawa 

Okinawa was one of the greatest experiences that I have 

ever had in my life. There I met many very interesting kids 

that I will remember for the rest of my life. There we did 

tons of amazing things such as visiting the war memorial 

museum, going to the beautiful hot and sandy beaches, 

hiking up an amazing river and going to the Okinawan 

aquanum. 

The excursions that I liked the most were when our group 

hiked up the river and we encountered a habu (poisonous 

snake) in Japanese and even though it was a frightening 

experience, it is one that I will remember for the rest of my 

life. As we continued hiking the river we found many more 

exciting creatures crawling, swimming and jumping about 

such as the river eel we briefly saw or the river shrimp that 

pinched me when I grabbed it. Another amazing time I had 

was when we visited the amazing aquarium in Okinawa; 

there we saw the most amazing sea creatures .  There were 

manta rays (the only aquarium to have that many manta 

rays), 3 giant whale sharks (all in one tank), sleeping sharks 

that would lay down on the ground all the time but always 

had one eye open and finally deep sea fish that have worm 

l ike tongues that glow to attract smaller fish. These two 

experiences were the most amazing thing for me to see 

there except an unforgettable thing were all the people. I 

think my experience was so great because everyone was so 

great and loved to be with the other kids even though some 

of us didn't speak the same language. A great thing about 

my trip was that I found language was not a barrier but 

more of a cultural thing that helped me understand where 

everyone came from. 

The places we stayed were incredible ;  my personal 

favourite was the Higashi camp site because all of the guys 

played poker for hours and the campsites so similar to my 

last name Higa even though in kanj i they 're different. I 

also found out that Higa is quite a common last name in 
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Okinawa and I loved to take pictures of anything that had 

it such as Hama-Higa Island (Half Hama, Half Higa), all 

the Higa's in the Telephone books or the Higa watch repair 

shop. 

An amus ing thing about Okinawa was there were 

hundreds upon hundreds of vending machines except 

none of them served food, only drinks ! Not only were the 

vending machines different but even the mcdonalds were 

different, there they didn 't have a big mac but instead 

a samurai pork burger which I thought was absolutely 

incredible ! 
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交流 を通 し て 沖縄の再発見

今回、 ジ ュ ニ ア ・ ス タ デ ィ ー ツ ア ー に 参加 し て、 こ
の企画が と ても貴重なも の だ と 実感 し ま し た。 ツ ア ー

中 の プ ロ グ ラ ム も凄 く 良 く て、 そ し て何よ り も こ の企
画 の 関係者の方々 、 ボ ラ ン テ ィ ア の 皆 さ ん の親切 さ と
熱気 に は、 と ても感動 し ま し た。 僕は ツ ア ー 期 間 中、
一刻も退屈する こ と な く 、 本 当 に 楽 し い 時 間 を 過 ご し
ま し た。

ツ ア ー 当 初、 僕 は 日 本語 が 話せ な い の で、 と っ て
も緊張 し て い ま し た。 し か し 、 言葉が壁 に な る よ り
は、 む し ろ そ の 困難 を 乗 り 越 え て の 楽 し みが生 ま れ ま
し た。 僕は他 の 参加者達 の 英会話 を 補助 し て、 他 の
参加者達は僕の 日本語が上達す る よ う 助 けて く れ ま し
た。 最も楽 し か っ た の は、 世界 中 か ら 集 っ た参加者
た ち と 団 ら ん し 、 友人 に なれた事です。 こ の 交流 を
通 し て、 う ち な ん ち ゅ う が世界の 隅々 ま で広 が っ て 生
活 し て い る こ と を 学び ま し た。

ツ ア ー 期 間 中 、 多種多様 な フ ィ ー ル ド ・ ト リ ッ プ と
ワ ー ク シ ョ ッ プがあ り ま し た。 それぞれが と ても興
味深 く 、 楽 し く て 良 い 学習 に な り ま し た。 平和祈念
資料館で沖縄戦の 悲惨な実態 を 知 り 、 ど う や っ て あ の
よう な 状態 を 生 き 抜 い て き た の か、 想像で き ま せ ん で
し た。

ま た、 野外活動で東の沢 ト レ ッ キ ン グでは、 沖縄の
亜熱帯 の 自 然 を満喫 し ま し た。 豊か に 生 い 茂 る 森林 の
深 さ 、 巨大な く も、 そ し て突然現れたハ ブな ど。

そ し て、 と てもエキサイ ト な経験は 日 出克の ラ イ ブ ・
ミ ュ ー ジ ッ ク で琉球国祭 り 太鼓 と エイ サー を 踊 っ た こ
と です。 と ても光栄な こ と で多分、 僕の 一 生 に 一度
の経験だ と 思 い ま す。

ジ ュ ニ ア ・ ス タ デ ィ ー ツ ア ー で体験 し た沖縄 の文化、
芸能、 慣習 な ど は、 僕 に と っ て本 当 に い い 経験で し た。

僕 の 生活す る 場所は、 沖縄か ら 世界の 反対側ですが、
僕達 の 内 に 存在す る う ち な ん ち ゅ う の魂で繋が っ て い
る と 感 じ ま す。 こ の ツ ア ー で経験 し た事、 学んだ事
を 僕 の 県人会 の 同 世代 の 若者達 と 分か ち 合 い な が ら 、
沖縄の 文化遺産 を活性 さ せて い き た い と 思 い ま す。

Re discovering Okinawa though the Junior Study Tour 

I think that the Junior  Study Tour program i s  an 

incredible program to experience. The trips were great and 

especially I was impressed by the kindness and the energy 

of the organizers and the volunteers. I was always having a 

good time and wasn't bored once during the entire trip. 

When I first met all the other members of the tour I was 

really nervous because I don't speak any Japanese. But that 

didn't really prove to be a problem. If anything it made 

everything more fun. I got to help some kids speak more 

English and they helped me to improve my Japanese (and 

other languages too). One of the things that I enjoyed most 

about the trip was just talking to other participants from all 

around the world and getting to know them. I had no idea 

that there were other Okinawans spread so far and wide. 

During the tour we went on many fie ld  tr ips  and 

workshops. They were really fun but also very interesting 

and especially educational. At the Peace memorial museum 

L learned so much about Okinawan hardships it was hard to 

believe that anyone could go anything like that. The out trip 

that I enjoyed the most was the trekking through the forest 

of Higashi no sawa. During that hike I really got the feel 

of how tropical Okinawa was, from the lush growth to the 

over large spiders and sudden appearance of Habu. 

For me the most exciting part of the trip was the Eisa 

performance with Ryukyu koku Matsuri Daiko . I was 

also much honored to have performed to the live music of 

Hidekatsu. It was a once in a lifetime experience. 

Junior Study Tour was definitely a great experience for 

me, I had a great time and I learned a lot about Okinawan 

culture and heritage. Even though I l ive on the opposite 

side of the world I still feel connected to all Okinawans 

by the Uchinanchu spirit within us .  I want to share my 

experiences with Junior Study Tour with the younger 

generations in my kenj inkai to keep the Okinawan culture 

alive. 
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ドイ ツ沖縄県人会

「ジ ュ ニ ア ス タディ ー ツ ア ー 20 10」

初 め に私は こ の 素晴 ら し い 一週 間 の 為 に お 礼 を述べ
た い と 思 い ま す。 と ても良 く オ ーガザナ イ ズ さ れた ツ
ア ー で本 当 に 楽 し み、 それ と 共 に、 私 の 人 生 へ の 沢 山
の 経験 を積み ま し た。

まず、 第一 日 目 ： 私 に は 全 て の事が新し く 、 コ ン タ
ク ト も う ま く い き ま せ ん で し た。 たぶん他の 人達もそ
う だ っ た 事で し ょ う 。 私 は と て も興昴 し て い て、 自
己紹介や 自 国紹介 の 時な ど は、 と ても緊張 し て い ま し
た が、 それ に 続 く リ ク レ ー シ ョ ン で雰 囲気も和 ら ぎ、
他 の 人達 と も少 し 仲 良 く り ま し た。

“
ウ ェ ル カ ム パ ー

テ ィ
”

で は も っ と 沢 山 の 人達 と 知 り 合 う こ と がで き、
県 や 主賓 の 方 々 の お 話や、 例 え ば ジ ェ シ ー の 空手や、
マ ホ さ ん と ア カ リ さ ん の三線演奏な ど が、 と ても印象
に 残 っ て い ま す。

2 日 目 ： 朝 食 の 後 に県庁 を訪問 し 副知事か ら 、 印象
深 い 歓待 を 受 け ま し た。 セ レ モ ニ ー の 後、

“
万 国津梁

館
”

へ向か い、 そ こ で接待 さ れ説明 を 受 け た 時 に 、 初
め て

“
万 国津梁

”
の 意 味 を 知 り 、 沖縄が 当 時、 中 国や

日 本そ し て東南 ア ジ ア の 国 々 へ の 架 け 橋で あ り た か っ
た 事 を 知 り ま し た。 2000年 に催 さ れた

“ G 8 沖縄サ
ミ ッ ト

’
' はそ の 意 味でも大変興味 深 い と 思 い ま し た。

そ の後
“
エキス ポパ ー グ

＇
を訪れ、 沢 山 の 色 と り ど り

の魚が泳 ぐ大水族館や、 そ れ に 続 い た 、 イ ル カ シ ョ ー

な ど が印象 に 残 っ て い ま す。 最後 に ビー チサ ッ カ ー を
や っ た り 美 し い海 に 入 っ た り し ま し た が、 私 た ち に は
短すぎた の が残念です。

さ て、 そ の 日 の 宿、
“
つ つ じ エ コ パ ー ク

’
' 到着 の 後、

く つ ろ い だ夕 食が あ り 、 二 回 目 の 自 国紹介があ り ま し
た。 し か し 、 自 然の 中 の丸太小屋で泊 ま る の は最高で
し た ！

次 の 朝 ( 3 日 目 ） ヤ ンバルの ジ ャ ン グル の 中 へ入 り 、
そ の 自 然 を体感す る 事は、 他 に 比較で き な い程 の 冒 険
で し た。 葉 月 と 私 と お 喋 り を し なが ら 歩 き 、 何気な く
後 ろ を振 り 返 っ た 時 に、 そ こ に い た

“
ハ ブ

”
の 上 を ま

た い だ事 に 気づき、 と ても不安 に な っ て し ま い ま し た。
し か し 、 胸 の 高 さ ま で あ る 水 中 を泳ぎ、 沢 山 色鮮や か
な昆 虫 を 見て、 蜘蛛の 巣 を 顔か ら は ら い の け、 そ し て
蜘蛛 を顔前 に受 けても、 そ の 楽 し さ は 少 し もそがれ る

-｀̀ ～ ヘ9•`／
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事な く 、 私達の共同体意識は更 に 深 ま り ま し た。 休憩
の後、 午後 に は最初 の エイ サ ー の レ ッ ス ンが あ り 、 そ
れは と てもおも し ろ く 、 ク ールで し た が、 足 の運びや
上体の 正 し い 動 き方な どが、 簡単で は あ り ま せんで し
た。

夜 に は、 すば ら し い バ ー ベ キ ュ ーや楽 し い リ ク レ ー

シ ョ ン が あ り 、 そ し てそ の 夜 の 最大 フ ィ ナ ー レ
“
キ ャ

ン プ フ ァ イ ヤ ー’
' と ても感動的で、 そ の 瞬間は、 で き

る も の な ら 何度でも味わ い た いもの です。
4 日 目 ： 首里城 と 周 囲 の 散策 （金城町） があ り 、 首

里城 と 国 王 に つ い て の 興味深いガイ ド が あ り ま し た。
午後 に は、 沖縄県立博物館で沖縄 の 自 然 と 歴史 に つ い
て学び ま し た。 そ の後、 那覇市伝統工芸館 （テ ン ブス
館） へ行 き 、 三線 の 弾 き 方 を 習 い ま し たが、 五音部皆
や 楽 譜 の 記譜法な ど の 違 い が、 興味深 く 思 い ま し た。
ま た各 々 、 色 と り ど り の紅型も染め ま し た。 夜 に は二
回 目 の エイ サ ー の レ ッ ス ンが あ り ま し た が、 こ の 日 の
印象 と し て は、 こ の 小 さ な 島 に こ れだ け の 高 い 文化や
伝統が栄えた事 に感嘆 し ま し た。

5 日 目 ： 初 め に沖縄平和記念資料館 に 到着 し ま し た
が、 そ こ に は重苦 し い雰囲気があ り が あ り ま し た。 そ
こ で、 沖縄戦 の フ ィ ル ム を 見、 破壊や、 沢 山 の 人 々
の 死や悲劇 を 目 の あ た り に し 、 も う 2 度 と 戦争があ っ
て は な ら な い と 思 い ま し た。 私 の 祖母も 1 6オ の 娘時代
に幾人もの 人 の 死や ク ラ ス の仲 間 の 死 を体験 し て い ま
す。 平和公園では、 そ の 戦争で亡 く な っ た祖 々 母 の 名
前 を

‘‘
礎

’
で紙の 上 に なぞ り ま し た。 そ の 後

“
ひめ ゆ

り 記念館
”

に て は、 宮良ル リ さ ん の感動的な戦争体験
を お 伺 い し 、 記念館も見学 し ま し た。 見学 の 後 に は、
ド イ ツ で兵役 に つ か な い事へのも う 一 つ の 確信がで き
ま し た。 （訳者注 ： ド イ ツ で は 1 8オ か ら 男子 の 9 ヵ 月
間 の 兵役 の 義務があ り 、 それ を 拒否 す る 者は、 そ の 期
間 よ り も長 い、． 例 えば、 病院や、 介護施設な ど で の ボ
ラ ン テ ィ ア に つ き ま す。 ）

午後 に は平和通 り に 出て、 そ の 界隈 と 壺屋通 り 周辺
の 散策 し ま し た が、 公設市場 の 中 では偶然 に 、 ド イ ツ
の テ レ ビ （訳者注 ： 長寿 を テー マ に し た沖縄 を 取材 し
た番組） に 出 て い た 9 2 オ の 売 り 子の おばあ さ ん と 一緒
に写真を と ら せて い た だき ま し た。 そ の 夜もエイ サ ー

の レ ッ ス ンが あ り ま し た。
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6 日 目 ： 再び
“
て ん ぶす館

’
ペルー と 日本 の 間 の ア

イ デ ン テ イ テ ィ ー の 問題 に悩むサオ リ さ ん の テ ー マ な
ど の おも し ろ い 問題提示や、 リ ク レ ー シ ョ ンも あ っ た
ヲ ォ ー ク シ ョ ッ プが あ り ま し た。 私 自 身は、 半分 ド イ
ツ 人、 半分 日本人 （ ウ チ ナ ン チ ュ ） で、 それで 良 い と
思 っ て い ま す。 」 4 日 目 の エイ サ ー レ ッ ス ン、 同 時 に
演舞へ の 最終稽古の後、 い よい よ本番です。 コ ス テ ュ ー

ム に着がえ、 両頬 に ド イ ツ と 沖縄の旗の シ ー ル を は り
つ け、 テ ン ブス 館前の広場で、 テ レ ビ の取材が あ り ま
し た が、 祖母、 そ し て知 人 の 前 に勇気づけ ら れて、 無
事、 踊 り 終え る 事がで き ま し た。 エイ サ ー の演舞の後
に カ チ ャ ー シ ー 、 そ の 後 に は安堵感 の 為 に涙 を 流す仲
間もい て、 名残惜 し く そ の 日 が終わ り ま し た。

最終 日 ： お別れパ ー テ ィ ー 、 涙 を 流 し なが ら 読んだ
一人一 人 の メ ッ セ ー ジ、 金 々 緑取 ら れた、 格式高 い 認
証状授与、 世界各地か ら の 友人達 の パ フ ォ ー マ ン ス 、
そ し て、 も う 一度 エ イ サ ー の 演舞 を さ せて い た だ き 、
皆で

“
島 人 の 宝

”
を 歌 っ た事お互 い に T ー シ ャ ツ に 落

書 き し た事、 だれも こ の グルー プの 中 か ら 離れた く な
か っ た事、 そ の どれもが感動的で し た。

全体 の 印象 と し て、 私 の 今 ま で の 人 生 の 中 で、 一番
素晴 ら し い 一週間が過 ごせも う 一週 間 で きればや り た
か っ た程です。 こ の仲間達は、 二度 と な いも の で、 そ
し て誇 り に で き る 共通 の も の を 持 っ て い ま す。 ル ー ツ
が沖縄だ と い う こ と 。

辛 抱 強 く 、 少 な く と も 1 000枚 は く 下 ら な い 写 真 を
撮 っ て く れた マ リ ア さ ん、 感受性があ り 、 あ け っ ぴろ
げで、 ユー モ ア い っ ぱい で楽 し か っ た伊地 さ ん、 私達
の 為 に 裏方 で オ ー ガニゼイ シ ョ ン に徹 し た 卓也 さ ん、
忍耐強 く エイ サー の指導 を し て下 さ っ た ト シ さ ん、 最
後 ま で こ の ツ ア ー を 導 き 、 指揮 さ れた勝連 さ ん、 そ し
て最後 に、 私 に こ の 素晴 ら し い 機会 と 思 い 出 を 与 え て
く れた私の第 2 の 故郷沖縄 に も う 一度

“
心か ら の感謝'

と そ し て
“
テ ア ー モ ！

”
を 送 り ま す。

des Drittgouverneurs und die Performances von Jessey 

(Karate), Maho und Akari (Sanshin) u. a. haben mich sehr 

beeindruckt. 

2 .  Tag : Nach  dem F ruhstuck be suchten w i r  das  

Prefectural Government Bu i ld ing ,  wo  wir  von der  

Vize-Gouvemeurin eindrucksvoll empfangen wurden. Nach 

der Zeremonie machten wir uns auf in Richtung Bankoku 

Shinryoukan. Als wir empfangen und gefuhrt wurden, 

erfuhren wir, was ,,Bankoku Shinryo" bedeutet und dass 

Okinawa damals die Rolle der Briicke zur Welt sein wollte. 

(z. B.  zu Japan, China, Sudostasien u. s. w.) 

Das ist  deswegen umso interessanter, wei l  dort im 

Jahr 2000 der G-8-Gipfel stattfand .  Danach besuchten 

wir den Expo-Park. Das Riesenaquarium mit v ie len 

verschiedenen faszinierenden Fischen und die folgende 

Delphin-Show haben mich sehr beeindruckt. Am Schluss 

des Expo-Park-Besuchs waren wir am Strand und spielten 

FuBball und badeten im schonen blauen Meer. Das war 

aber fur uns I eider viel zu kurz . N ach der Ankunft im ,, 

Tsutsuji Eco-Park" gab es ein gemutliches Essen und die 2 .  

Landervorstellung. Das Wohnen in einer Hutte in der Natur 

war so toll !  

Am nachsten Morgen ( 3 .  Tag) machten wir uns auf in  

den Yanbaru-Dschungel. D ie  Natur am eigenen Karper zu 

erfahren war e in e inziges Abenteuer. Hazuki und ich 

unterh ie lten uns gerade ,  a ls  wir  uns umdrehten und 

bemerkten, dass wir uber eine ,,Habu" gelaufen waren. Das 

hat uns total verunsichert. Durch brusthohes Wasser zu 

schwimmen, viele Insekten zu sehen, sich die Spinnennetze 

aus dem Gesicht zu wischen und Angst zu haben,  die 

Spinnen im Gesicht zu haben, hat uns trotzdem nichts von 

dem SpaB genommen und unsere Gemeinschaft noch einmal 

gestarkt. Nachmittags hatten wir die erste Eisa-Lesson. 

Diese war sehr interessant und cool, es war aber n icht 

Junior Study Tour 2010 

敬具 einfach, die richtigen Schritte und Korperbewegungen zu 

lernen .  Am Abend gab es das himmlisch schmeckende 

BBQ und einige lustige Spiele und dann das groBe Finale, 

das Campfeuer. Es war einfach wunderschon ! Solche 

Zunachst einmal mochte ich mich fur diese tolle Woche 

bedanken. Sie haben die Tour sehr gut organisiert, es hat 

mir eine Menge SpaB gemacht und ich habe sehr viele 

Erfahrungen furs Leben gesammelt. 

Am ersten Tag war alles noch sehr neu fur mich und 

ich fand zunachst nicht richtig Kontakt zu den anderen. 

Ich denke , ihnen ging e s  n icht ander s .  Ich war sehr 

aufgeregt, als wir die Selbstvorstellung machten und auch 

bei der Landervorstellung war ich recht nervos. Doch die 

nachfolgenden Spiele lockerten die Atmosphare und wir 

lemten uns dadurch besser kennen. Bei der Welcomeparty 

lernte ich viele verschiedene Leute kennen, und die Rede 

Momente 咄rde man geme wiederholen, wenn man konnte. 

Am 4. Tag ging es zur Shurijo-Castle-Besichtigung und 

zum Kennenlernen der Umgebung (Kinjo-Town) . Unser 

Guide erklarte uns viel uber das Schloss und den Kaiser. 

Am Nachmittag besuchten wir das Okinawa Prefectural 

Museum, wo wir vie l  iiber die Natur und Geschichte 

Okinawas lemten. Danach fuhren wir zum Naha-City-Tr 

aditional-Arts-and-Craft (Tembusu-Kan), wo wir Sanshin 

spielen lemten. Es hat mir personlich RiesenspaB gemacht, 

den Unterschied von Pentatonik und Notation von Noten 

kennenzulemen. Spater fertigten wir dann bunte Bingata 

an. Am Abend gab es die 2. Eisa-Lesson. Fazit des Tages: 
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Es ist bewundemswert, dass sich auf einer so kleinen Insel 

eine hohe Kultur entwickelt hat! 

Tag 5 :  Zuerst be suchten wir  das Okinawa Peace 

Museum. Die Stimmung dort war sehr bedrtickend. Wir 

sahen uns einen Film tiber den Krieg an und sahen die 

Zerstorung und den Tod und das Leid vieler Menschen. 

Uns allen war klar: Es soll nie wieder Krieg geben ! Meine 

Oma hat dies alles als 1 6-j ahriges Madchen erlebt und 

gesehen, wie unzahlige Kameradinnen starben oder sich 

selbst umbrachten. Danach gingen wir noch in den Peace 

Memorial Park, wo ich am Grab meiner Uroma die Zeichen 

ihres Namens mit Papier abpauste. SchlieBlich besichtigten 

wir das Himeyuri Peace Monument, wo wir zunachst Ruri 

Miyuras bewegenden Kriegserfahrungen zuhorten und 

dann das Museum besuchten. Nach dem Besuch gab es fur 

mich einen Grund mehr, warum ich nie in den Wehrdienst 

in Deutschland gehen werde. Am N achmittag ga� es eine 

Besichtigung in der Heiwadori und in der Umgebung, z. B. 

im Topferviertel. Auf dem Markt trafen wir eine 92-jahrige 

Verkauferin, die wir im deutschen Femsehen schon einmal 

gesehen batten und machten ein Foto mit ihr. Nach dem 

Abendessen war wieder eine Eisa-Lesson angesagt. 

Tag 6 :  wieder im Tembusu-Kan. Wir machten einen 

interessanten Workshop mit Spielen und Prasentationen. 

Darunter waren Themen wie z. B. Saori und ihr Problem 

mit ihrer peruanisch-japanischen Identitat. Ich bin halb 

deutsch und halb j apanisch und das ist gut so. Nach dem 

4. Eisa-Training, das zugleich die Generalprobe fur unsere 

Performance war, ging es endlich los. Wir zogen unsere 

Kosttime an und tatowierten uns die Flaggen von unserem 

Land und von Okinawa auf die Backen. Auf dem groBen 

Vorplatz vom Tembusu-Kan tanzten wir in Anwesenheit 

des Fernsehens und vieler Zuschauer. Darunter waren 

meine Oma und Bekannte, die mir Mut und Energie gaben. 

Nachdem wir unsere Performance ohne groBere Pehler 

bestanden batten und dann alle auf dem Platz tanzten, war 

die Stimmung gelost. Einige waren zu Tranen gertihrt. 

Leider war dann auch schon Schluss des Tages. 

Der letzte Tag: die Abschlussfeier. Alles war so beriihrend: 

dass wir fast al le unter Tranen den Abschlussbericht 

gelesen haben, dass wir alle eine edle, mit Gold verzierte 

Urkunde bekamen, dass wir die Performance unserer 

Freunde aus aller Welt sahen, dass wir noch mal Eisa tanzen 

durften, dass wir alle zusammen ,,Shimanchu no Takara" 

sangen, dass wir uns gegenseitig unsere T-Shirts bemalten 

und dass sich niemand von unserer Gemeinschaft trennen 

wollte. Es waren alles sehr schone Momente. Im GroBen 

und Ganzen kann ich sagen, dass dies die schonste Woche 

meines Lebens war und dass ich auch noch eine Woche 

langer hatte bleiben konnen. Diese Gemeinschaft war 

einmalig und wir alle hatten etwas gemeinsam, worauf wir 

wirklich stolz sein konnen: Wurzeln in Okinawa. 

Viel en Dank an Maria, die geduldig bestimmt I 000 F otos 

gemacht hat, Ij i ,  der aufgeschlossen und humorvoll mi_t 

uns SpaBe gemacht hat (Mousse au chocolat ! ) ,  Takuya, der 

sehr viel fi.ir uns im organisatorischen Bereich getan hat, 

Toshi, der uns mit viel Geduld Eisa-Tanzen beigebracht 

hat und Katsuren-San, der uns bis zum Schluss und zur 

letzten Sekunde gefi.ihrt und geleitet hat . Es hatte ohne 

diese Menschen nicht geklappt! Und zu guter Letzt mochte 

ich Okinawa, meiner zweiten Heimat, danken, die mir diese 

fantastische Gelegenheit und unvergessliche Erinnerungen 

geschenkt hat. N och einmal ,,Herzl ichen Dank ! "  und ,, 

Teamo", 

- 60 -



ボナ ヴ ァ ンチ ュ ー ル オ ロ ー ル
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ニ ュ ー カ レ ド ニ ア沖縄日系人会

沖縄旅行 レポー ト

ま ず初 め に 、 私 を 受 け 入れて く だ さ っ た皆 さ ん 、 あ
り が と う ご ざい ま し た 、 三木 さ ん 、 日 本語の本 あ り が
と う ご ざい ま す。 伊地 さ ん、 私が伊地 さ ん と と 過 ご し
た時間 はいつ も 幸福感 に満 ち て い ま し た。 へ ぐみ （ ？ ）
と と も み、 私の 二人の通訳、 大好 き で し た。 と も み さ
ん、 写真 あ り が と う ご ざい ま す。 私の ホ ー ム ス テ イ 先
の え が わ さ ん 、 バ ーベ キ ュ ー は と て も す て き で し た。
ホ ー ム ス テ イ の お父 さ ん と お母 さ ん は何 と 優 し かっ た
こ と で し ょ う 。 山 歩 き は最高で し た よ 。 お世話 し て く
だ さ っ た ス タ ッ フ の み な さ ま 、 何 と 寛大だ っ た こ と で
し ょ う 。 特に キ ャ ン プの 時やゲー ム の 時、 、 、 本 当 に と
て も 楽 し か っ た です。 それか ら 、 それ以外 に お世話 に
な っ た皆 さ ま 、 私の旅行 を 実現 さ せ る た め に尽力 し て
く だ さ っ た 方々 、 い く ら 感謝 し て も し き れ ま せん。

沖縄では私 は あ の 巨 大 な 水族館 に圧倒 さ れ ま し た。
あ の よ う に 大 き な水族館は見た こ と が あ り ま せん。 首
里城は と て も 美 し かっ た し 、 博物館に は感動 と 衝撃 を
覚 え ま し た。 沖縄の戦時中 の歴史や、 エ イ サ ー は大変
勉強 に な り ま し た。 エ イ サ ー を 教 え て く だ さ っ た先 生
は と て も 忍耐強かっ た と 思い ま す。 こ の ダ ン ス の踊 り
方は、 と て も 気に入 り ま し た。 初 め は と て も 難 し か っ
た です。 け れ ど も 終わ り の 時 も や っ ぱ り 難 し かっ た で
す。 で も ハ ー ト ス ケ ジ ュ ールの 日 程の後 の エ イ サ ー は
楽 し く て リ ラ ッ ク ス で き ま し た。

沖 縄 で経験 で き た こ と は すべ て が 、 ひ と つ ひ と つ
が ド ラ マ の よ う で語 り き れ な い く ら い 、 心 に 響 き ま し
た。 お会い し たみ な さ んすべて が 大好 き な 人 に な り ま
し た。 ま た 、 ぜひ来年お会い し た い です。
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島袋 安生
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
AKI SHIM庫UKURO· - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ツ ア ー

兼城 中 学校三年 1 日 目
私は、 と て も 人見知 り がはげ し か っ た の で、 顔合わせ ＆

ミ ー テ ィ ン グは ち ょ ー ド キ ド キ し ま し た。 け ど、 一緒 に 座 っ た しずかQが話 し か け て く れ て と っ て も ホ ッ と し ま
し た。

2 日 目
み ん な と 顔合わせ し た け ど、 ま たぎ こ ち な く て、 怖か っ たです … 。
で も 、 外 人 さ ん と の対面 も あ り 、 だんだん仲良 く 女 な っ て い き ま し た ！ （

＾ ＾
）

ま り えQ さ ん も 話 し か け て く れて、 自 分 も 積極的 に 皆 に 話 し か けて い き ま し た ！
＾

皿みん な、 優 し く て0 と っ て も
楽 し か っ たです ！ （

＾ ＾
） ／

そ の 日 で、 県内組 と は、 ほ と ん ど友達⑳に な り ま し た ！ ！
泊 ま る 時 も 、 自 分か ら 積極的 に 話 し か けて、 みんな と 仲良 く な り ま し た

3 日 目
美 ら 海水族館 … ( ^ ^ ) ! ！ 
や っ ぱ り ち ょ ー キ レ イ で し た ッ ！ ！ ジ ン ベイ ザ メ す ごい 迫 力 で し た 一

＾
o ^

皆 と 写真パチパ チ し ま し た ！
そ し て、 な ん と 言 っ て も … ！ 0エ メ ラ ル ド ビ ー チ ッ ！ ！
も ぉ ー ！ な ん と い っ て も こ の透明感

＾ ＾ 
！ ！ 

みんな、 大は し ゃ ぎで海 に ダー イ ブ ッ し ま し た
＾

皿
＾

少 し の 時間だっ た け ど も ぉ ー 最高 に 楽 し か っ たですQ

4 日 目
つ つ じ エ コ パ ー ク で ・ ・ ！ ト レ ッ キ ン グ と っ て も ヤバか っ たです …

＾
口

＾

初 め は、 余裕 と 思 っ てや り ま し た が • • と っ て も ビ ッ ク リ し ま し た ！
水が冷た く てそ し て、 水位が 2 • 3m あ っ て溺れ る か と 思 い ま し た … 。
そ し て、 お も し ろ い魚がい っ ぱい い ま し た （ 笑 ） ）
な んか、 カ レ イ みた い な 小 さ な魚がい ま し た。
と っ て も 可愛か っ た です◎
そ し て ． • ． ! ！ B. B. Q ! キ ャ ン プ フ ァ イ ヤ ー ！ ！ ！ 
も お、 言 い あ ら わせな い程、 サイ コ ー で し た ！
こ ん な に 楽 し い 時 間 は 一 生 の う ち に な い と 思 い ま し た。
B. B. Q は、 肉 が、 も ぉ ー ハ ン パ な く 美 味 し か っ たです ！ お にぎ り も ！
キ ャ ン プ フ ァ イ ヤ ー は ！ 感動 し ま し た。 泣 け る ＜ ら い で し た

＾
皿

＾

一 生 の 想 い 出叫こ な り ま し た ( ^ ^ ） /～ 

5 日 目
首里城 に行き ま し た ！ 
や っ ぱ り 、 城は大 き か っ た です ～ ！ ！ 
そ し て、 ひな さ んが迷子 に な っ た の が ビ ッ ク リ し ま し た （ 笑 ）
県立博物館は、 テル ミ と ゆ め 子 と ま わ り ま し た。
テル ミ は と っ て も 可愛 く て、 カ エル の 標本 を 見て 叫んで い ま し た （ 笑 ）
「私、 カ エル き ら い ～」 っ と 叫ん で い ま し た

＾
皿

＾

次 に テ ン ブス 館で三線 を 弾 き ま し た ！
全然セ ン ス がな く て、 弾 け ま せ ん で し た … （ 泣 ）
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6 日 目

平和学習で、 ひめ ゆ り 資料館へ行 き ま し た。
戦争は残酷だ。 と 思 い ま し た … 。
そ し て、 マ チ ク ワ ー散策では、 い ろ ん な と こ ろ を 回 っ た り し ま し た。
と っ て も 暑か っ た け ど、 楽 し か っ たです (^ ^ ) ／

7 日 目

ワ ー ク シ ョ ッ プ を 行 っ た後の 弁 当 t i me が た の し か っ たです ！
そ し て、 テ ン ブス 館前で 「 ミ ル ク ム ナ リ 」 を 踊 り ま し た ッ ！ ！
と っ て も 緊張 し で怖か っ たです ！
で も 、 終わ っ た後は、 ち ょ ー た の し か っ たです ！ 涙がで ま し た ． ．

学習成果発表会では、 絶対 ！ 泣か な い と 決 め て た の に、 話 し て る 時 に、 一週間が フ ラ ッ シ ュ パ ッ ク し て、 別れた
く な い と 思 っ た ら 、 自 然 に涙があ ふれて い っ て、 と っ て も ヤバか っ たです … （ 泣 ）

私は、 Jun i or S t udy Tour に参加で き … 。
と て も 、 光栄 に 思 っ て ま す ！ ！
私 に、 一 生 の 思 い 出 に 残 る 経験 を さ せて く れて
本 当 に、 あ り が と う ござい ま し た ！ （

＾ ＾
） 

来年、 琉球國祭 り 太鼓入 る 予定な の で … ！
ボ ラ ン テ ィ ア と し て参加 し た い と 思 う の で、 よ ろ し く お願 い し ま す ！
Jun i or S t udy Tour 
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比嘉 優仁
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
YUl刀ゞI HIGA · - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - J STの 思 い 出

与那原 中 学校二年 僕はJSTで 一番年下 な の で、 と っ て も 緊張 し て い ま し
た。 し か し 、 1 9 日 の オ リ エ ン テ ー シ ョ ンで い ろ い ろ な 人

が話 し か けて く れて少 し 気が楽 に な り な が ら 、 次 の 日 の ツ ア ー を むか え ま し た。 今思 う と 、 こ の 一週間は あ っ と
い う 間で し た。 僕は こ の ツ ア ー では、 数え き れ な い く ら い の思 い 出 を 作 る こ と と 様 々 な文化 に 触れた り 、 海外の
人 た ち と コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を と る こ と が 目 的で し た。

初 日 、 緊張 し なが ら も 海外参加者 に 自 己紹介 を 上手 く す る こ と がで き ま し た。 海外参加者 の 人 た ち は、 と て も
優 し く お も し ろ か っ たです。 文化や言葉は違 っ て も 、 大切な の は心だ と 感 じ ま し た。

二 日 目 の 夜は、 男子全員 で ポ ー カ ー を し て遊んだ こ と を と て も 覚 え て い ま す。 僕は普段は早 く 眠た く な り ま す
が、 ツ ア ー の 間 は毎 日 が楽 し く て遅 く ま で起 き て、 た く さ ん の 人 と 遊ん で交流 を 深め て い ま し た。

三 日 目 は、 東村で ト レ ッ キ ン グで し た。 ハ プが 出 た り と 最初は怖か っ た ですが、 奥に進む に つ れで怖 さ を 忘れ、
大 自 然の 中 で楽 し く 過 ごす こ と がで き ま し た。 夜はキ ャ ン プ フ ァ イ ヤ ー があ り 、 ボ ラ ン テ ィ ア の 方 々 がた く さ ん
の ゲー ム を 用 意 し て く れて、 さ ら に参加者 と の 交流 を 深め る こ と がで き ま し た。

四 日 目 は首里城へ行 き沖縄 の 歴史 を し る こ と がで き 感動 し ま し た。 夜 は僕た ち の 部屋 の で、 みんな の 連絡先の
交換 を し た り し て と て も さ わぎま し た海外の 話 も き け ま し た。

五 日 目 は、 三線 を 弾 い た り 、 びんがた を つ く り し た夜は、 最終の 泊 な の で、 広間でみん な と 話 し た り し ま し た。
六 日 目 は、 エイ サ ー を踊 り ま し た。 練習で は上手 く 踊れなか っ た けれ ど、 本番で は ち ゃ ん と 踊れた の で よ か っ

た です。
最後 の 日 の さ よ な ら パ ー テ ィ ー では、 ツ ア ー が終わ っ て し ま う の で と て も 複雑な気持 ち で し た が、 み ん な に 会

う と 嬉 し い 気持ち に な り ま し た。 ま たそれぞれ の 場所 に 帰 っ て離れ離れ に な り ま すが、 み ん な に 会 え な い わ けで
な く 、 遠 く て も 心が繋がっ て る と 思 う と 嬉 し く 思 い ま す。

こ の ツ ア ー を 通 し て僕は い ろ い ろ な事 を感 じ ま し た。 まず、 県民で あ り 沖縄 に す ん で い て も 分か ら な い沖縄の
歴史な ど あ る こ と に 気付 き ま し た。 そ し て、 言葉が伝わ ら な く て も 心が大事であ る こ と も わ か り ま し た。

こ ん な さ ま ざ ま な経験がで き る ツ ア ー で無事成功で き た の も 、 ス タ ッ フ の 皆 さ ん と 共 にす ご し た参加者 の 皆 さ
ん の お かげです。

本 当 に あ り が と う ござい ま す。 こ の ツ ア ー で経験 し た こ と を 今後 い か し て い き た い です。
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前盛 よ も ぎ
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

YOMOGI MAEMORI - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

伊原間 中 学校三年

ます。

ノ

国 際交流の 第一歩

私 は 今 回、 こ の ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー （ 以 下
JST) に 参加 さ せても ら っ た こ と を 、 と て も感謝 し て い

41 人 の 仲 間達 と 過 ご し た 七 日 間。 短 い 期 間 の 中 で、 沖縄の 自 然や 歴史 に つ い て学び、 文化や伝統 に 触れ、 た
く さ ん の こ と を体験 さ せても ら い ま し た。

初 日 は、 慣れな い 場 へ の 不安や、 言葉の 壁が あ る 中 で初対面 の 人 と 活動 し て い く こ と に 緊張があ り ま し た。 け
れ ど、 ツ ア ー が始 ま っ て み る と 、 そ んな 不安だ っ た 気持ち を 忘れて し ま う く ら い に、 初 日 か ら みん な で盛 り 上が
り ま し た。 互 い に 自 己紹介 を す る と こ ろ か ら 始 ま り 、 自 国 の 話な ど を し て い る う ち に あ っ と い う 間 に う ち と け あ
い、 意味の分か ら な い言葉 を し ゃ べ り あ い な が ら も、 と ても楽 し い 時 間 を 過 ご し ま し た。

共 に沖縄の歴史や文化 に つ い て学習 し 、 共 に 沖縄の伝統 を 感 じ 、 同 じ ウ チナ ン チ ュ と し て過 ご し た 1 週間。 活
動 し て い く 中 で、 “い ち ゃ り ばち ょ ー で 一” の 精神 を 改 め て実感 し 、 海外参加者も含 め 、 皆 同 じ 根 っ こ で 繋 が っ
て い る んだ と 感 じ ま し た。 そ し て、 色 々 な 国 の 人 と 話 を す る う ち に 、 世界中 に住んで い る 県系 人 の方 々 が沖縄 の
人々 と 今もなお こ ん な に 強 く 結びつ い て い る こ と に と ても驚 き ま し た。 ． 海外か ら の 参加者 の 中 に は、 舞踊や空手、
エイ サー な ど、 沖縄 の 文化 に 日 頃か ら 慣れ親 し ん で い る 人 が多 く い ま し た。 私 た ち の 祖先が、 何代も前 に移民 し
て以来、 異国 の 地 に 根 を 下 ろ し なが ら も、 故郷で あ る 沖縄 の 文化 を 、 途切れ さ す こ と な く 受け継 い で き て い る の
です。 そ し て、 沖縄 と の 繋が り を と ても大切 に し 、 強 い ウ チナ ン チ ュ ネ ッ ト ワ ー ク を 作 り 上げて く れ ま し た。 今
こ う し て世界中 の県人会 の 人 々 が沖縄で 出会え た の も、 大勢の ウ チ ナ ン チ ュ が 同 じ 根 っ こ で繋がっ て い る か ら で
す。 私は、 こ の ネ ッ ト ワ ー ク を 作 っ て く れた祖先 の 方 々 へ と ても感謝 し ま す。

私がツ ア ー 中 に 印象 に 残 っ て い る こ と は、 エ イ サ ー講習 と 、 伝統工芸体験 を し た と き の こ と です。 み ん な で エ
イ サー の練習 を し た時間は と ても楽 し く 、 最後 に エ イ サー を 披露 し た と き に は と ても感動 し て泣 い て し ま い ま し
た。 こ の エイ サー の と き に使 っ た衣装 ・ パ ー ラ ン ク ー と 伝統工芸体験でつ く っ た 巾 着は、 た く さ ん の 思 い 出 が詰
ま っ た私の宝物です。 ま た、 移 動 の バ ス の 中や、 部屋で みん な と 話す と き が 1 番盛 り 上が る 時間 で し た。 バ ス の
中 でみ ん な で 「島人ぬ宝」 を 歌っ た り 、 部屋でガー ルズ ト ー ク を し た り 。 や っ ぱ り 女の子に と っ て恋バナ は世界
共通な ん だ と 感 じ ま し た ｝ 夜 中 に男子も皆で 1 つ の 部屋 に 集 ま っ て、 一緒 に ト ラ ン プ を し た り 、 騒 い だ り し て、
怒 ら れな が ら も、 本 当 に楽 し く 忘れ ら れな い 時 間 を 過 ご し ま し た。 そ し て何よ り 、 ウ ェ ル カ ム パ ー テ ィ ー 、 キ ャ
ン プ フ ァ イ ヤ ー 、 ま ち ぐ ぁ ー 散策、 さ よな ら パ ー テ ィ ー ？？ OB · OGの 心配 り の お かげで、

自 然 に 皆 と 言葉 を 交わす こ と が出来、 と ても貴重な思 い 出 に な り ま し た。 ウ ェ ル カ ム パ ー テ ィ ー の と き は控 え
め だ っ たJST メ ン バー も、 さ よな ら パ ー テ ィ ー で は 心 を 一 つ に と ても盛 り 上が り 、 み ん な で は し ゃぎ ま く り ま し
た。 パ ー テ ィ ー で披露 し た エ イ サーも大成功 に終わ り 、 最後 に 肩 を 組んで歌っ た と き に はみんなで号泣で し た。

JSTを 通 じ て た く さ ん の 人 々 が出会え た の は、 私 た ち の 祖先が大切 に織 り な し て き た 深 い 歴史があ る か ら です。
平和 の 礎 を 見 に 行 っ た と き に、 海外参加者の子が、 礎 に彫 ら れた先祖の名前 を 紙 に写 し て い る の を見て、 改 め て
そ の こ と を 感 じ ま し た。 そ し て 同 時 に、 「私は沖縄 に 住ん で い な が ら 、 沖縄の 伝統や歴史、 そ し て今 の 沖縄 の 現
状 を き ち ん と 学ばず に 暮 ら し て き た の で は な い か」 と は っ と し ま し た。 し か し 、 JST に 参加 し た こ と で、 ウ チ ナ
ン チ ュ の ネ ッ ト ワ ー ク を 守 っ て い く た め に は、 ウ チ ナ ン チ ュ の 一 人 一 人 が 自 分 の 根 っ こ 見つ め 直 し 、 未来 を 考 え
て い く こ と が必要だ と 知 り 、 沖縄の こ と を ち ゃ ん と 考 え て い こ う と 思 う よ う に な っ て い ま す。

そ し て ま た、 国際交流 に と ても魅力 を感 じ ま し た。 伊地 さ んや通訳 さ ん の よ う に 、 人 と 人 と を 繋ぎ、 国際間 の
架け橋 と な っ て働 く こ と は、 と ても素敵な仕事だ と 思 い ま し た。 私は ま だ英語もき ち ん と 話す こ と がで きず、 知
ら な い こ と がた く さ ん あ り ま す。 けれ ど、 こ のJSTの 場 を ス タ ー ト 地点 と し て、 一歩ずつ 歩ん で い き 、 い つ か は
JSTで 出 会 っ た方々 の よう な、 広 い視野 を 持 っ て活動 し て い け る 大 人 に な り た い と 思 っ て い ま す。

私が今回、 JSTに応募 し た の は 「外国 の 人 々 と 交流 し た い ！ 」 と い う 気持 ち と 「ツ ア ー の 内容が と ても楽 し そ
う だか ら 」 と い う 単純な思 い か ら で し た。 し か し 、 今 こ う し てJSTで の 日 々 を 思 い 返 し て み る と 、 た く さ ん の 出
会 い が あ り 、 素晴 ら し い体験がで き 、 今 ま で気づか な か っ た こ と 、 知 ら な か っ た こ と 、 感 じ た こ と の な い思 い と
出 会 い ま し た。 ま だ上手 く 言 い 表せな い けれ ど、 胸 に 一杯詰 ま っ て い る こ の 思 い は き っ と い つ か 、 私 に と っ て 大
切な糧 と な り 、 将来 に つ な が っ て い く もの に な る と 強 く 感 じ て い ま す。
好 き な こ と 、 興味が あ る こ と を発信す る と 同 じ 気持ち を 持 っ た仲間が集 ま り 、 居場所がで き る 。 た っ た 1 週 間 一
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緒 に 過 ご し ただけだっ た の に 、 私 に と っ て み ん な は、 と て も 大切 な友達です。 それぞれが 自 分の 場所へ帰 り 、 海
を 隔てて離れて し ま っ た けれ ど、 今 も 、 深 い と こ ろ で繋がっ て い る 気が し て い ま す。
こ の ツ ア ー で学んだ こ と が、 私 の 中 で ど ん な 形 に な っ て将来へ繋が っ て い く の か は、 私 自 身 も わ か り ません。 け
れ ど、 努力する 方 向 は見え て き ま し た。 まずはた く さ ん の 事 に挑戦 し て 自 分の可能性 を 広げて い く こ と 。 こ の 新
た な 目 標 に 向か っ て、 日 々 、 頑張 っ て行 き た い と 思 い ま す。 そ し て、 自 分 の ア イ デ ンテ イ テ ィ をずっ と ず っ と 大
切 に し て い こ う と 思 っ て い ま す。
夢 へ の 第一歩 を 踏 み 出 さ せて く れ たJST。 こ のJSTを 運営 し 、 盛 り 上げて く れた勝連 さ ん、 伊地 さ ん を は じ め 多
く の ス タ ッ フ の方 々 、 引 率 の 方 々 、 OB、 OGの み な さ ん、 た く さ ん迷惑 を か けた の に あ た た か く サポ ー ト し て く
だ さ っ て、 本 当 に あ り が と う ござい ま し た。 私 は、 こ のJSTが、 沖縄 に ルー ツ を持つ 子供達 に と っ て、 自 分の ア
イ デ ン テ イ テ ィ を 考 え る 機会 に な り 、 交流 し 合 う 場 と な っ て、 継続 さ れて い く こ と を願 っ て い ま す。

そ し て 最後 に、 41 人 の み ん な 女 共 に 学んで、 共 に 騒 い で、 み ん な と 笑 っ て、 み ん な と 泣 い て ・ ・ ・ 一緒 に
過 ご し た時間は私 の 宝物です。 本 当 に、 本 当 に あ り が と う ！
こ のJSTに 関わ っ て く だ さ っ た多 く の 方 々 へ、
し か い と う か ら みー ふ あ い ゆ ー ！ ！ Te amo<v 
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赤嶺 英美
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

EIMI AKAMINE ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ツ ア ー が終わ っ て

小禄 中 学校二年 l、� � 最初 の オ リ エ ン テ ー シ ョ ン で は、 と て も 緊張 し て い て、
頭 の 中 が真 っ 白 で し た。

ま た皆でゲー ム をす る 時な ど は あ ま り 話せな く て、 こ の 先が と て も 不安で た ま り ま せんで し た。
ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ツ ア ー の 初 日 、 歓迎パ ー テ ィ ー が 開 かれ ま し た。
私はそ の 時 初 め て友達がで き ま し た。
知念志鶴河 と い う 子でサバサバ と し て い て 明 る ＜ す ぐ に友達 に なれ ま し た
その 日 は皆 と 親睦 を深め る た め に ゲー ム を し た り 、 色 々 の 国か ら 来た 人達が 自 分の 国 の 良 い所や 名 物、 そ の 国 に
つ い て紹介 をや っ た り し て い ま し た。
紹介は英語やス ペイ ン語な ど の 自 分 の 国 の 言葉で、 よ く 分か り ま せ ん で し た が紹介 し て く れ た 国 に つ い て 前 よ り
分か っ た の で勉強 に な り 又興味 も 湧 き ま し た。
次の 日 のバス の 中 でた ま た ま 、 同 じ 席 に な っ た エ リ カ さ ん と い う ア ルゼ ン チ ン か ら 来た 人 と 話 し てみ る と 、 エ リ
力 さ ん は 日 本語が と て も 上手で話 し やす く 、 く っ た く がな く てす ぐ に 仲良 く な る こ と がで き ま し た。
こ の 日 は海洋博 に 行 く 予定でバス の移動 中 、 エ リ カ さ ん が 「沖縄の海は青 く て綺麗で 良 い ね」 と 、 言 っ て い た の
で私はす ぐ に な んで ？ と 聞 き 返す と 「 ア ルゼ ン チ ン の 海は茶色 く て あ ま り 泳 ぎた く な い」 と 答 え て く れ ま し た。
そ う い う 話 を し て い る 内 に海洋博 に 着 き ま し た。
着いた の がお昼だっ た の で ま ず昼 ご飯 に な り ま し た。
私 を ふ く め て 計 7 人で海が良 く 見え る と こ ろ で食べた り 、 食べた あ と は ゆ っ く り し て ボ ー っ と し て い た り と し て
水族館 を見て 回 り ま し た。
水族館 の 中 は色 と り ど り の魚やギ ネ ス 記録 に な っ て い る 巨大水槽 を見た後はイ ル カ シ ョ ー を 見 ま し た。 私は始
め て イ ル カ シ ョ ー を見て感動 し ま し た。
バス の 中 で寝て い る と な に か う る さ く て起 き て み る と カ ラ オ ケ を や っ て い ま し た
眠気が覚 め 聞 い て い る と ア イ ミ が歌 を 歌 っ て い てす ご く 上手か っ た こ と に び っ く り し ま し た。 ま た途 中 、 海洋博
近 く の海で泳い だ り し て遊び疲れ ま し た。
次 に 泊 ま る 場所 は ロ グハ ウ ス で食事 を す る 所 と 少 し 離れて い る け ど と て も い い と こ ろ で し た。 そ の 日 は風 呂 に
入 っ て布団 を かぶっ た ら す ぐ に 寝て し ま い ま し た。
3 日 目 は 山や川 で の 自 然学習で川 く だ り が あ り 私 は濡れ る ほ う を選び進んで い く と 最初 は く る ぶ し ぐ ら い ま で し
か な か っ た水が い き な り 膝、 全 身 ま で濡れて し ま い ま し た。 それ に 加 え て ス リ ッ パ の 中 に砂や砂利が入 っ て く る
ので足が と て も 痛か っ た です。
3 時間 ほ ど歩 い き 、 ま た と て も 滑 り やすい の で と て も 疲れ、 終わ っ た あ と 風 呂 に は い っ て昼寝 を し た ら グ ッ ス リ
と 寝て し ま い ま し た。
起 こ さ れて起 き る と バー ベ キ ュ ウ が始 ま る 3 0 分前だっ た の で ゆ っ く り と 行 く と 思 い の ほか け っ こ う 集 ま っ て い
て、 い そ い で準備 を 手伝 い 、 終わ っ た あ と 誰かがボ ー ル を 持 っ て き て い て、 なぜか バ レ ー に な っ て い ま し た。 そ
の後、 キ ョ ン プ フ ァ イ ヤ ー が始 ま り 、 そ の あ と ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ツ ア ー の卒業生 の 皆 さ んが企画 し て く れたゲー

ム な ど をや っ て楽 し み ま し た。 ま た ス ナ ッ ク パ イ ン を も ら っ て食べた り な ど い い 思 い 出 に な る 夜で し た ま たそ
の 日 か ら エイ サー の練習が始 ま り ま し た
4 日 目 は三線 を 習 っ た り 、 紅型 を や っ た り サ ミ ッ ト が実際 に 行わ れ た 場所 も 行 き ま し た が 中 で も 私 は 首里城 に
行 っ た の が と て も う れ し か っ た です。
首里城 の こ と を 詳 し く 説 明 す る も の も あ り す ご く 楽 し か っ たです 博物館等 に も い け てす ご く う れ し か っ た で
す。
こ の 日 は糸満 ま で移動 を し て、 糸満青年 の 家で 泊 ま り ま し た。 だけ ど、 私達の グルー プが泊 ま る こ と に な っ た部
屋は ア ル コ ール臭が し て部屋 を か え て も ら う と い う こ と も お き ま し た。 ま た、 一つ の部屋 に ほ と ん ど の 人が集 ま
り 、 電話や住所の交換 を し た り 楽 し か っ た です。
次の 日 は平和学習で平和記念公園やひめ ゆ り の 塔 に 行 き ま し た。 平和記念公園 は小学校 の 時 に 行 っ た こ と が あ っ
た け ど、 ひめ ゆ り の塔は初 め て な の です こ し 複雑で し た。
そ こ で 聞 い た の は ひめ ゆ り 学徒隊の戦争で の話 し で し た。 聞 い て、 と て も 考え さ せ ら れ ま し た。 最後 に ひ め ゆ
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り 学徒隊の 中 の 一 人で話 し て く れ た 人 が私達 の 手 を 握 っ て 「 あ り が と う ござい ま す あ り が と う ござい ます」 と
頭 を さ げて い っ て い る の を 見て私 は こ の こ と は絶対 に 忘れな い よ う に し よ う と 思 い ま し た
平和学習 は戦争 の こ と を と て も 考え さ せ ら れ ま し た。 ま た、 こ の 日 で泊 ま る の が終わ り で少 し 寂 し く 思 い ま し た。
6 日 目 こ の 日 はエイ サー の 本番で、 実 際 に 人 の 前で踊 る し 、 踊 る 場所が国際通 り な の で と て も 恥ずか し か っ た で
す。 で も 、 目 の 前 で あ の 琉球祭 り 太鼓 さ ん た ち の踊 り を 見れて と て も よか っ た です。 み ご と エ イ サ ー は成功 し 、
良か っ た。 こ の 日 は ど こ に も 泊 ま ら ず 自 分 の 家や親戚の家な ど に 帰 っ て い き ま し た。
最後の 日 は さ よな ら パ ー テ ィ ー で、 昨 日 披露 し たエイ サー を や っ た り 、 自 分た ち で用 意 し た そ の 国 々 の踊 り な ど
を 披露 し た り し て、 会 場 に は家族や親戚、 関係者の方た ち がた く さ ん来て い ま し た。
最後は も う 大泣 き で、 楽 し か っ た 1 週間 の ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ イ ツアー は終わ り ま し た。
私は ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ツ ア ー が終わ っ て 国 際交流 に つ い て と て も 興味 を も ち ま し た。
色 々 な 国 の 人 と 友達 に な れ る の は と て も い い こ と だ し 、 自 分た ち の 国 の こ と も 教 え ら れ、 そ の 結果多 く の こ と が
分か り ま す。 それで私は も っ と 国 際交流 の 幅 を広げてみた い と 思 っ て い ま す。
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知念 志鶴河
· - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
SHIZUKA CHINEN 

知念 中 学校三年

新 し い絆

私達二十一人 に加 え 、 各国か ら 来 た 二十一人 の 四 十二
人。 こ の 四 十二人 に新 し い絆 が 出 来 ま し た。

私達に と っ て 、 ツ ア ー期 間 の 一週 間 は 、 と て も 短かっ た です。
前 日 の オ リ エ ン テ ー シ ョ ン で は、 不安が つ の っ て い く ばか り で、 怖 か っ た です。 当 日 で も 、 「何 を 話 し た ら い

い の か分か ら な い。 」 と 会話の広げ方が分か ら な い ま ま 一 日 目 が 終わ っ て し ま い ま し た。 で も 、 二 日 目 か ら 気づ
き 始め た こ と は、 「何で も い い か ら と に か く 話 し て み る 。 そ し た ら き っ と 相 手 も 応 え て く れ る 。 」 と い う 事で し た。
意味が少 し違っ て い て も 、 言 っ て い る 事な ど は だい た い伝わ り 、 ど ん ど ん会話が広が っ て い き ま し た。 水族館や
ビー チで交流 も さ ら に深ま っ て い き ま し た。 話は、 広げて も ら う も の じ ゃ な く て 、 広 げ る 物 だ っ て 知 り ま し た。

三 日 目 の ト レ ッ キ ン グ に は 、 持病 の た め 、 行 け ま せん で し た が 、 洗濯 を し た り 、 ス ペイ ン語を勉強す る 事が 出
来ま し た。 ま た 、 エ イ サ ー練習 は 、 つ い て い く の が 大変で し た。 そ の 後 の キ ャ ン プ フ ァ イ ヤ ー で の ゲー ム や ダ ン
ス は と っ て も 楽 し か っ た です。 そ の 日 「今 日 か ら ず っ と 時間 が止 ま ればいい。 」 と 思い ま し た。 で も 、 や っ ぱ り
止 ま ら な い ま ま 四 日 目 に入 り ま し た。
四 日 目 は 、 博物館へ行 き 、 ま だ足 り な い 沖縄の事 な ど を頭に入れま し た。 そ の後 の伝統工芸体験の 三 味線、 紅型 は 、
上手 に 出来 ま し た。 こ の夜の エ イ サー も 大変 で し た。 で も 、 そ の後 の夜 は 、 皆 でた く さ ん写真 を撮 っ た り 、 メ ー

ルア ド レ ス や住所 を書い て も ら っ た り と 、 夜 中 ま で起 き て遊ん で い ま し た。
五 日 目 は、 戦争の事につ い て 聞 き ま し た。 よ く 聞 い て い る 話で も 、 話者 に よ っ て 、 体験 し た 事や苦 し さ な ど の

伝わ り 方が異な っ て い る こ と に気付 き ま し た。 そ の後 の社会学習 で は 、 い ろ ん な 人 と 、 た く さ ん話が 出来た の で、
良 か っ た です。 で も 、 足 が と っ て も 痛 く な り 、 大変で し た。 五 日 目 で、 エ イ サ ー の 本格的 な練習 は最後 だ っ た の
で、 と っ て も 頑張 り ま し た。 「 自 分 は他 の 人 と 違っ て 出来 な い。 」 と 始 め は考 え て い た け ど 、 「 出 来 る 出 来 な い は
後 に し て 、 ま ず はや っ て み る 。 」 と い う 事が と っ て も 大切 な ん だ な と 知 り ま し た。 そ の 日 はみ ん な で一つ の屋根
に寝 る 事は 出 来 る 最後 の 日 だ っ た の で、 何十枚 と い う 数の写真 を撮 り ま し た。
六 日 目 の ワ ー ク シ ョ ッ プは 、 自 分達の意 見 を よ く 聞 かれ た り 、 言い合 っ た り し ま し た。 「 自 分の 考 え を し つ か り
持つ」 と い う の は、 私 の 大 き な課題で、 ペ ン を持 っ て も 、 な か な か書 け ず に い ま し た。 そ の 時葉月 君 が 、 「 志鶴
河は ど う 思 う ？ 」 と 聞 かれ て 、 自 分は答 え る 事が 出来ず に い ま し た。 で も 、 昼食後 に再開 し た ワ ー ク シ ョ ッ プで
は 、 少 し 自 分の意見 を言 え る よ う にな り ま し た。

最終 日 は 、 と っ て も 楽 し む事が 出 来 ま し た。 さ よ な ら パ ー テ ィ ー でみん な で書 き 合い を し た T シ ャ ツ は、 今 、
自 分の 宝物 に な っ て い ま す。 今 ま で楽 し く 過 ご し て き た みん な と も 、 も う 今 回が最後 だ と 思 う と 、 と て も 悲 し く
な り 、 涙が 出 て き ま し た。 た と え も う 会 う 事は な く て も 、 思い 出 は た く さ ん作っ た し 、 写真 も た く さ ん あ る の で 、
絶対に 忘れ る 事は な い と 思い ま す。

私達二十一人 に加 え 、 各 国 か ら 来 た 二十一人 で 四 十二人。 こ の 四 十二人が作 っ た新 し い絆 が 出 来 ま し た。 そ の
絆の名 は 「 友情」 で し た。
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高里 夢子
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YUMEKO T AKAZATO r•, 架 け橋 に な り た く て

上 山 中 学校三年 私 は、 「 ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー」 と い う 海外 に 住
んで い る 沖縄系 人 の 人達 と 交流す る こ と が 出来て と て も

良 か っ た です。 私が こ の ツ ア ー に参加 し た き っ か け は、 海外 の 人 と 交流 し て みた い と 思 っ た こ と と 、 国 際交流 の
架 け橋 と し て沖縄の 文化 を 伝 え る 役 目 を 果た し た い と 思 っ たか ら です。

四泊五 日 と い う 長 い よ う で短か っ た 会で し た が、 い ろ ん な 国 の 方 と 触れあ え た こ と は こ れ ま で の 私 の 人生で特
に 印 象 に 残 る 経験 に な り ま し た。 中 で も 楽 し か っ た 思 い 出 は、 みんなで 「てんぶす館」 の 前でエイ サー を披露 し
た こ と です。 練習期 間 は と て も 短か っ た の ですが、 限 ら れた時間で片言の 日 本語や英語、 ジ ェ ス チ ャ ー を 交 え な
が ら 一 生懸命会話 し な が ら 覚 え ま し た。 国 際通 り を 歩 く 沢 山 の 人達 の 前で演技 を す る こ と は と て も 緊張 し ま し た
が、 最後 ま で演技 を 披露す る こ と が出来て良か っ た な と 思 い ま し た。 一緒 に 覚 え た 葉 月 さ んや オ ー ロ ル さ ん達 も
か っ こ よ く 踊れた よ う で満足 し て い ま し た。

こ の 会で大変だ っ た の は、 言葉 の 違 い です。 英語 を 話す の が苦手な私 は コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を と る の に周 り の
人 よ り も 時間がかか り ま し た。 けれ ど も 、 ジ ェ ス チ ャ ー な ど を 交 え て相手 と コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を と る こ と が 出
来た の で相手 に気持ち が通 じ た と き は嬉 し か っ た し ほ っ と し ま し た。 ま た、 言葉がわか ら な く て も 一 生懸命 に伝
え よ う と す る 気持 ち を も つ こ と が 出来て 自 分 自 身 の た め に な る 良 い 経験が出来た と 思 い ま す。

一つ だ け心残 り な の は、 私 は ツ ア ー 中 に体調不良でみん な と 一緒 に 行動 出来なか っ た 日 が あ り ま し た。 一番楽
し み に し て い た グルー プ対抗の ゲー ム も 出来な く て 本 当 に残念な気持ち で し た。 けれ ど も 、 翌 日 に グルー プ の み
んなか ら ゲー ム で て に し た 景品 を 貰 っ た 時は参加は 出来 ま せ ん で し た が、 みんな の優 し さ が と て も 嬉 し い 気持ち
に な り ま し た。

最後の 「さ よな ら パ ー テ ィ ー」 で は、 こ の会 に 参加 し た喜びを 一 人 一 人発表 し ま し た。 参加 し た メ ン バー 全員
が号泣です。 私 も 、 涙で言 い た い こ と を う ま く 話せ な く て 困 り ま し た。 こ の と き みん な に 伝 え た か っ た こ と は、 「 こ
の メ ン バ ー に 会 え て 良 か っ た。 一緒 に 過 ごせ て 毎 日 が楽 し か っ た。 ま た会 い た い。 」 と い う 気持ち です。 こ の 会
の みん な が流 し た涙は別れの 涙 じ ゃ な く 、 ま た会 う と き の涙 な の か な っ と 私な り に 思 い ま し た。 四泊五 日 は あ っ
と い う 間 に過ぎて し ま い ま し た が、 来年は、 こ の 沖縄で 「世界 の う ち な 一 ん ち ゅ 大会」 が 開 かれ る の で、 で き る
の な ら そ の と き に み ん な に ま た会 い た い です。

私 は、 「 ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー」 に 参加 出来た こ と を 誇 り に 思 い ま す。 ま た、 学校 に 戻 っ て も こ の 経験 を
生か し て勉強 に も 取 り 組み大好 き な旗頭や生徒会活動 に も 積極的 に頑張 り 、 こ れか ら も 沢 山 の仲間 を 作 っ て い き
ま す。 参加 さ せて下 さ っ て あ り が と う ござ い ま し た。
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神谷 美帆
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MIHO KAMIYA - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - ·  ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー を終えての感想

糸満高等学校二年 私が こ の ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー に 応募 し た き っ か け
は、 「外国人 と 触れ合 い た い ！ 」

そんな軽い気持ち で し た。 正直言葉 の壁が薄れ る こ と は あ っ て も 、 無 く な る こ と は な い。 と 思 っ て い ま し た。 し
か し 、 実際 に 会 う と 、 確か に最初は壁 を感 じ た も の の、 い つ し か言葉は壁で は な く 、 私達 を 繋 ぐた め の大切な手
段 に な っ て い た の です。
そ し て、 時間がた つ に つ れて、 お 互 い の 文化や違 い が見 え て き ま し た。
例 えば、 ブ ラ ジル と 日 本 の 高校教育 の違 い な どです。
私達 日 本 の学校は普通、 朝 7 時30分～夕方 5 時 ま で授業があ り ま すが、 基本ブ ラ ジルでは朝 7 時～昼の 1 2 時 ま で
で、 優秀な大学 に 入 り た い ！ も っ と 勉強 し た い ！ と い う 人で さ え も 3 時 ま で の 学習時間だそ う です。
し か し 、 ブ ラ ジル は ポル ト ガル語 を 使 う はずな の に、 みん な英語がす ご く 上手で し た。
理 由 を 聞 い て み る と 、 ブ ラ ジルでは大半の テ レ ビ番組が英語だそ う で、 小 さ い 頃か ら 慣れ親 し ん で い る か ら だ と
い う こ と で し た。
ま た、 ア メ リ カ 人 も ス ペイ ン語が と て も 悠長で、 日 本人がカ タ コ ト の英語で頑張 っ て伝えた事を、 ア メ リ カ 人が
ス ペイ ン 系 の 人 た ち に 通訳す る 。 と い う 部分 も あ っ て、 正直悔 し か っ た です。

こ の よ う に た っ た 1 週間 の 間 に お互 い の 国 の長所や短所 も み る こ と がで き ま し た。
私が こ の ツ ア ー で一番思 い 出深か っ た の は、 ト レ ッ キ ン グです。 山 の 中 の 川 に 入 っ た り し て 自 然 を 学び ま し た。

そ の と き に思 っ た の は、 外国人 は想像通 り の レデ ィ ー フ ァ ー ス ト 、 と い う こ と です。 日 本 の男子 と 違 っ て、 外国
人の男子は女子が転ばな い よ う に エ ス コ ー ト を し て く れ、 後 ろ の 女子 の ペ ー ス に 合わせて、 危険な と こ ろ は 自 分
か ら 行 っ て、 女子 に は安全ルー ト を教 え る な ど本 当 に 大切 に し て く れ ま し た。
そ こ で私は 「結婚す る な ら 外国 人 に し よ う 。 」 と 心の 中 で決め ま し た。
あ と 思 い 出 に残 っ て い る の は糸満青年 の 家 の夜 の こ と です。
みんなで 1 つ の部屋 に 集 ま り 、 マ ジ ッ ク を し た り 、 メ ール ア ド レ ス を 交換 し た り 、 自 分の住んでい る 国 の 話 を し
た り 、 韓国 の 話 を し た り 、 東方神起やB IGBANGの 話 を し た り ・ ・ ・

と て も た わ い の な い話ばか り で し た が、 あ の 時間がみ ん な の仲 を と て も 深 め て く れた と 思 い ま す。
さ て、 最初 に 書 い た よ う に、 言葉は い つ の ま に か私達 を繋 ぐ手段で し た。

特 に ス ペイ ン語は 日 本人みんなが興味 を も ち 、 1 週間で単語 を い く つ も 覚 え る こ と がで き ま し た。 そ の と き に、
「留学 し た ら 英語がぺ ら ぺ ら に な る 。 」 と い う の は本当 だ と 思 い ま し た。
私 自 身 も ス ペイ ン 語 に と て も 関心がわ き 、 ス ペイ ン語圏 の 人 た ち と と て も 仲 良 く な る こ と がで き ま し た。

最後 に、 こ の ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー を 支 え て く だ さ っ た皆様 に 本 当 に 感謝の気持ち で い っ ぱい です。 キ ャ
ン プ フ ァ イ ヤー や、 ゲ ームな ど を 一生懸命考え て く だ さ っ たOB を は じ め、 ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー を 計画 し て く
れた方、 伊地 さ んやマ リ ア さ ん。
こ ん な にすば ら し い ツ ア ー は今後沖縄 と 世界 を 繋 ぐ架け橋 に き っ と な る と 思 い ま す。 な の で、 今後 も ず っ と 続 け
て ほ し い と 思 い ま し た。

JST最高 ！ ！ ！ 
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ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ツ ア ー

糸満高等学校三年 私 は 今 回 こ の ス タ デ ィ ー ツ ア ー に 参加 し て 本物 に
か っ た と 思 っ て い ま す。 最初 は海外か ら 訪れ る ウ チナ

チ ュ に 会 う の を 楽 し み に し て ま し た が、 同 じ 沖縄在住 の 参加者も誰一 人知 ら な か っ た の で、 最初は と ても緊
し ま し た。 まず初 め に 参加者 と 対面 し た 時 は、 す ぐ に でも慣れ よ う と 自 分か ら 進ん で話 を か け ま し た。 や は
最初は緊張 し て、 言葉は通 じ る の か と か不安が あ り ま し た が、 皆本 当 に 話 し やす く てそ の不安も一気 に な く な
ま し た。

こ の ス タ デ ィ ー ツ ア ー で は、 皆で美 ら 海水族館や首里城 を 訪問 し ま し た。 沖縄 に住んで い る 私でも、 首里城ヽ
行 く の は初 め て だ っ た の で本 当 に 良 い 機会だ と 思 い ま し た。 ま た、 現地 に 向か う バス の 中 では、 海外参加者や；
縄在住 の 参加者達 と よ り 仲 良 く な る こ と がで き ま し た。

朝 早 く か ら の ア ス レ チ ッ ク 体験 は、 初 め て だ っ た の で 本 当 に 楽 し か っ た です。 朝 起 き る の は き つ か っ た け と
皆で長い 間探険す る こ と は滅多 に で き な い こ と だ と 思 い ま す。 そ の ア ス レ チ ッ ク の後 の バー ベ キ ュ ー は と キ ャ
プ フ ァ イ ア も と て も印象 に残 っ て い ま す。 キ ャ ン プ フ ァ イ ア で は皆で ダ ン ス を し た り 、 私 は リ ー ダー だ っ た I

で 火 を 受け継 ぐ役も し ま し た。 そ の 後 の グルー プ対抗の ゲー ム も、 皆 と 協力 し 合 っ て と ても楽 し か っ たです。
皆で観光 を し た り 、 ア ス レ チ ッ ク や キ ャ ン プ フ ァ イ ア も楽 し か っ た の ですが、 私が一番楽 し か っ た の は就寝I

や部屋待機 の 時 に、 皆で話 を し た こ と で す。 言葉や文化も違 う 人達 と 恋愛話や い ろ い ろ な話 を す る こ と は、 中
で き な い こ と な の で夜 は本 当 に盛 り 上が り ま し た。 一 つ の 部屋 に 皆で集 ま っ て 遊 ん だ時も 本 当 に 楽 し か っ た
す。

毎 日汗 を 流 し て練習 し た エ イ サ ー は、 団結力も生 ま れ ま し た。 実際、 テ ン ブス 前で披露 し た エイ サー は本物
か っ こ 良 く 踊れ ま し た。

沖縄の 歴史勉強 の 時 に 訪れた平和 資料館では、 地元でもあ る の でニ ・ 三回は訪れた こ と が あ り ま す。 海外の l

チナ ン チ ュ と 行 っ た時は、 なぜかわ か ら な い けれ ど 不思議な気持ち に な り ま し た。 ま た、 皆先祖が体験 し て き
こ と を よ り 深 く 考え ら れた と 思 い ま す。 私もよ り 一層感 じ ら れ ま し た。 今回皆で平和資料館 に 行 っ て 良 か っ ；
です。

私は今回 こ の ス タ デ ィ ー ツ ア ー に 参加す る 前は、 英語 に し か あ ま り 興味があ り ま せ ん で し た が、 今で は い ろ l
ろ な言語 に と ても興味が湧 い て き ま し た。 まず、 言葉が通 じ な く ても伝 え た い と い う 気持ち が あ れば、 世界 中 （
人 々 と 話す こ と がで き る んだな と と て も強 く 感 じ ま し た。 私は将来、 国際関係 の 仕事 に 就 き た い と 思 っ て い
す。 今 回 の 経験 を 生かせて い き た い と 思 い ま す。 ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー 最高 ！ Te Amo ! 
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浦添高等学校三年

き ま し た。

ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ツ ア ー を 終 え て

こ の 7 日 間 の ジ ュ ニ ア ス タ デ イ ツ ア ー 、 振 り 返 っ て み
る と 本 当 に楽 し く て 、 勉 強 に な る 、 と て も 良 い体験が で

最初 は 、 言葉や文化の違いで、 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン と れ る か、 な ど 、 い ろ い ろ と 不安 だ ら け で 、 正直、 う ま く
やっ て い け な い ん じ ゃ な い か と 思 っ て い ま し た。 で も 、 みん な フ レ ン ド リ ー で、 話 しやす く 、 す ぐ に 仲 良 く なれ
ま し た。

初 日 の ウ ェ ル カ ム パー テ ィ ー の 空 手や三線、 みん な で踊 っ た サ ンバ は今 で も 忘れ ら れ ま せん。 ま た 、 ブ ラ ジ
ルやカ ナ ダ な ど 、 い ろ ん な 国 の 話 を 聞 い て 、 日 本 と は 違 っ た 文化 も 学べ て 勉強 に な り ま し た。 二 日 目 は 、 み ん
な で海 に行 っ た の が 印象 に残 っ て い ま す。 ビー チサ ッ カ ー で は 、 カ ナ ダ の ハ ズ キ 、 ドイ ツ の タ ク ヤ 、 ブ ラ ジル
のユ ウ ゾ ウ が本場の サ ッ カ ー を 見せて く れて 、 本 当 にす ごかっ た です。 海で飛 ん だ り 、 肩車 し た り し て 、 楽 し か っ
たです。 こ の 日 の夜 に 夜 中 2 時ま で ポー カ ー し て遊んだの はいい思い 出 です。

ト レ ッ キ ン グ で は、 山 を 登 っ た り 、 川 を 泳 い だ り 、 き っ か っ た け ど海外 か ら の 参加者が リ ー ド し て く れ て 、
と て も 紳士的で し た。 こ う い う と こ ろ も し つ か り 学ぶ こ と が で き ま し た。 自 分が ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ツ ア ー で一 番
楽 し かっ た の は 、 な ん と い っ て も バ ー ベ キ ュ ー です。 卒業生 の み な さ ん が 考 え て く れ た ゲー ム は本 当 に盛 り 上
が っ て 、 あ っ と い う 間 に 時間 が過 ぎ て い き ま し た。 や っ ぱ り 、 楽 し む心 は ど こ も 一緒だ な 、 と 感 じ ま し た。

ま た 、 首里城や県立博物館、 紅型 を作 っ た り し て 、 沖縄の歴史や文化 を 学ぶ こ と が で き ま し た。 こ う い っ た
歴史、 文化 を 守 り 、 受 け継いでい く の が 自 分達の役 目 だ と 実感 し ま し た。 マ チ グ ァ ー散策 で は 、 自 分達の沖縄を
た く さ ん紹介す る こ と が で き て 楽 し かっ た です。 エ イ サ ー も 練習 し た かい あ っ て 、 み ん な で心 を 一 つ に し 、 大
成功 で終わ る こ と が で き ま し た。

こ う や っ て 、 振 り 返 っ て み て 、 本 当 に 沖縄で生 ま れ て 良 か っ た な 、 ウ チナー ン チ ュ で 良 か っ た な 、 と 強 く 感 じ 、
ま た 、 ウ チナー ン チ ュ と し て の誇 り が持て ま し た。 最後の さ よ な ら パ ー テ ィ ー で は 、 本 当 に涙が止 ま ら な い ぐ
ら い感動的 で 、 みんな と 別れた く な か っ た です。 で も 、 こ れで終わ り じ ゃ な く 、 ウ チナー ン チ ュ の 絆で繋が っ て
い る と 信 じ て い ま す。 ま た 、 海外か ら の 参加者は、 遠 く は なれた場所か ら で も 沖縄 の 文化 を し つ か り 受 け継 い
でい る の で 、 沖縄に い る 自 分達が 文化 を 守 り 、 受 け継 ぐ こ と が 大切 だ と 思 っ て い ま す。 こ の ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ
ツ ア ー が こ ん な に成功で き た の も 、 影 で支 え て く れた ス タ ッ フ の み な さ んや卒業生 の み な さ ん の お かげで し た。
本 当 に感謝 し て い ま す。 こ の 夏、 一 生 に残 る 思い 出 が で き ま し た。 あ り が と う ご ざ い ま し た。
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南部農林高等学校二年

る こ と を学ぶ こ と がで き ま し た。

ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー に参加 し て

私は、 ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー に参加す る こ と がで、
様 々 な 国 の 人 々 と 交流 し 、 い ろ い ろ な文化や価値観が あ

ま た、 首里城の見学やエイ サ 一体験な ど、 沖縄の 文化 を 再確認す る こ と もで き、 すば ら し い キ ズナ で結ばれて
い る う ち な 一 ん ち ゅ の心や誇 り を感 じ 、 自 分が う ち な 一 ん ち ゅ で あ る こ と に誇 り を持つ こ と がで き ま し た。
7 月 1 9 日 ・ オ リ エ ン テ ー シ ョ ン で外国か ら 来た参加者 と の 初対面 の 日 です。 み ん な 緊張 し て い る 様子で し た が、
キ ャ ン デ ィ ー ゲー ム や写真 当 てゲ ー ム な ど い ろ い ろ なゲ ー ム を 楽 し み ま し た。 ゲー ム が終わ る こ ろ に はみ ん な仲
良 く な っ て い ま し た。
7 月 2 1 日 県庁で の歓迎セ レ モ ニ ー の 日 です。 参加者 の 国 の 旗 を 持 っ て 整列 し 、 副知事か ら 歓迎 の 言葉 を い た だ
き ま し た。 私 は、 新聞記者や テ レ ビ局 の カ メ ラ が回 っ て い て 、 と ても緊張 し ま し た。
7 月 2 2 日 交流会で発表す る た め に エイ サー の練習が始 ま り ま し た。 な ん と 先生 は カ メ ラ マ ン を担 当 し て い る 国
吉先生で し た。 教 え 方が と っ ても上手で、 わ か り やすか っ た です。 6 日 目 の演舞 の 日 ま で き ち ん と 踊れ る よ う に
頑張 り ま す。
7 月 23 日 那覇市伝統工芸館で三線 と 紅型 を体験 し ま し た。 三線はず っ と 前か ら 「習 い た い」 と 思 っ て い た の で、
う れ し か っ た です。
三線は右手で糸 を 弾 き 、 左手で糸 を お さ え る こ と を 同時 に行 う の で、 初心者の私 に は、 と ても難 し い も の で し た。
でも、 最後 に みん な で弾い た 「安里屋ユ ン タ 」 は美 し い 音色で 自 分が弾 い て い る こ と がす ご く う れ し か っ た です。
三線 の練習 は 家 に 帰 っ ても、 練習 を続けてもっ と 上手 に 弾 け る よ う に な り た い と 思 い ま し た。
7 月 24 日 平和祈念資料館 と ひめ ゆ り 平和祈念資料館の 見学 を し ま し た。
こ の 美 し い 島沖縄が、 ま る で地獄の よ う で あ っ た と い わ れ る 戦 争 の 記録がい ろ い ろ と 展示 さ れて い ま す。
私 と 同 じ 年頃な の に、 神風特攻隊や ひめ ゆ り 学徒隊 と し て動員 さ れて、 そ の 記録 を 見 る と 涙が 出 て き ま す。
戦争は恐 ろ し いもの で あ る と 改め て認識 さ せ ら れ ま し た。 戦争はた く さ ん の 人 の 命や家や学校や大切なものも全
て失 っ て し ま い ま す。
も う 二度 と 起 こ し て は い け な い と 思 う けれ ど、 私た ち の 頭上 を 飛ぶ米軍 の ヘ リ コ プタ ーや住宅や学校 の す ぐ側 に
あ る 基地、 常 に 危険 と 隣 り 合わせ の 状況で私達は 生 き て い ま す。
私は世界 中 か ら 戦争 を な く すた め に、 沖縄県民全員で戦争 の 悲惨 さ 、 平和 の 尊 さ を 訴 え る べ き だ と 思 い ま す。
7 月 25 日 エイ サ ー演舞の 日 です。 覚 え た て の エイ サー を那覇市伝統工芸館前 の 広場で披露 し ま し た。 楽 し か っ
た です。
7 月 26 日 最終 日 の さ よな ら パ ー テ ィ ー の 日 です。 私 は こ ん な に 素敵な仲間達 に 出会 え た こ と に 感謝 し て い ま す。
ツ ア ー を企画 し て 下 さ っ た 皆様や支え て 下 さ っ た皆様本 当 に あ り が と う ござい ま し た。 こ れか ら もず っ と 続 け て
ほ し い です。
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冨 名 腰 明里
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AKARI FUNAKOSHI ジ ュ ニ ア ス タ テ ィ ー ツ ア ー

開 邦高等学校一年 ／ i （ 11111 � 「本 当 に楽 し か っ た よ 。 あ り が と う 」 こ れは、 J r． ス タ
デ ィ ツ ア ー を 終 え て、 私 の 心 に あ っ た 言葉です。 正 直、

初め は 「海外 の 人達 と 友達 に な り た い」 そ ん な軽い気持 ち で参加 し て い ま し た。 本 当 に、 こ の体験が私 の 人 生 に
大 き な影響 を 与 え る よ う に な る な んて思っ て い ませんで し た。

ツ ア ー の初 日 、 た く さ ん の不安 と た く さ ん の期待 を 胸 に、 参加者のみんな と 話 し ま し た。 最初はみんな他人行
儀だっ た け ど、 す ぐ に う ち と け る 事がで き ま し た。 海外参加者 の み ん な も 、 私 の 下手な英語 を 一生懸命 き い て く
れ ま し た。 そ し て 少 し ずつ 会話がで き る よ う に な り 、 嬉 し か っ た の を よ く 覚 え て い ま す。

みんな と 仲 良 く な っ てか ら は、 と て も 充実 し た楽 し い 日 々 で し た。 1 日 1 日 が と て も 短 く 感 じ ま し た。 み ん な
と い ろ ん な所 に い っ た け ど、 思 い だす の はや っ ぱ り 、 他愛 も な い こ と ばか り です。 バス の 中 で み ん なで歌っ た り 、
みんなで通訳 し あ い な が ら 恋バナ し た り … 。 思 い だす と 涙がでて き て し ま い ま す。 海外参加者が帰る 時は、 空港
で泣 い てばか り で し た。 み ん な と お 別れす る の が と て も 辛か っ た です。 「 出 会 い あ れば別れ あ り 」 こ の 言葉 を 初
め て強 く 実感 し ま し た。 ツ ア ー終了後は本当 に 辛 く て、 脱力感 に襲われた 日 々 を す ご し て い ま し た。 し か し 、 今
は違 い ま す。 世界は と て も 広 い け ど、 ひ と つ です。 みんな と ま た会 え る こ と を 信 じ て い ま す。

ま た、 一週間で こ れだけ海外 の 人達 と 仲 良 く なれ る んだっ た ら 、 世界平和 も 夢ではな い気が し ま し た。 戦争が
世界か ら な く な る 日 が く る ん じ ゃ な い か と 考 え る よ う に な り ま し た。 私達子供で も 、 互 い の文化 を 理解す る こ と
がで き ま し た。 私達子供で も 、 言葉の壁 を 乗 り 越 え て友達 に な る こ と がで き ま し た。 だっ た ら 、 国 を運営す る 大
人 た ち も で き る に違 い あ り ま せ ん。 き っ と 、 こ の事 に だれ も が気づ く 時が く る に 違 い あ り ま せ ん。 そ し て私は、
世界が少 し で も 平和 に 近づ く の に 貢献で き る 人 に な り た い です。 こ の ツ ア ー を通 し て こ の よ う に考 え る よ う に な
り ま し た。

最後 に、 私 は、 本 当 に こ の J r. ス タ デ ィ ツ ア ー に 参加 で き た こ と を 感謝 し て い ま す。 最後 の 最後 ま で た く さ ん
の ス タ ッ フ の皆様 に迷惑 を か け て し ま い ま し た。 ごめ ん な さ い。 そ し て、 寝 る 間 も お し ず、 支 え て く れたおかげ
で、 楽 し く 一週間過 ごす こ と がで き ま し た。 あ り が と う ござい ま し た。

J r． ス タ デ ィ ツ ア ー で の 貴重な体験は、 私 の 宝物です。 こ の 広 い 世界 の 中 で み ん な に 出会 え た奇跡 に感謝 し
て い ま す。 こ の体験 を 胸 に 、 こ れか ら も 将来 に む けてがんばっ て い き た い です。
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根路銘 真歩
MONEROME

― 
J u n i o r S t u d y  Tou r 

開 邦高等学杯一年 にi� 私が パの ジ 一
又 (.__ ュ ＿ ァ ス タ 丁 イ ーツ アー に参加す る き っ

か け と な っ た の は、 友達の 勧め か ら です。 私は英語科で
も あ り 、 外 国 の 人 と の交流に は大変興味があ り ま し た。 そ の た め、 自 分 の語学力 が どれ く ら い通用 す る か、 チ ャ
レ ン ジ し て み た い と い う 程度で応募 し ま し た。

ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ーツ アーでは、 始 め は 皆 の 名前 を 覚 え る 事 に必死で し た。 ま た、 少 し で も 自 分の 事 を 覚 え て
も ら お う と 下手 く そな英語で コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ン を 図 り ま し た。 皆は私 の 聞 き 取 り に く い英語 を 一 生懸命、 瞬 き
1 つ せず聞 い て く れ ま し た。 自 分の 語学力 に 自 信があ っ たわ け で は あ り ま せんが、 皆が優 し く 、 温か い の で、 楽
し い 1 週間 に な り ま し た。

様 々 な国か ら 沖縄 と い う 1 つ の場所 に集 ま っ て 一緒 に 生活 を す る と い う の は、 と て も 不思議な感 じ で、 こ の 出
会 い は奇跡の よ う に 感 じ ま し た。

し か し 、 出 会 い が あ れば、 別れ も あ り ま す。 別れの 日 、 私は朝か ら 晩 ま で飛行場 に 滞在 し 、 仲 間 の 一人 一 人が
それぞれ の 国 に 帰 っ て い っ て し ま う の を、 見送 り ま し た。 そ の 時、 み ん な がそれぞれ の 国へ帰 っ て し ま っ た ら 、
も う 二度 と 会 え な い か も し れな い。 と い う 思 い が頭 を よぎ り 、 私は赤ち ゃ ん に 退行 し て い る か の よ う に泣き崩れ
ま し た。

始 め は、 1 週間 と い う 短 い 期 間 の 上、 言葉 の 違 い や 文化 の 違 い と い う 壁 も あ る た め、 外国 の 人 と 「友情関係」
を築 く こ と が 出来る と は思 っ て も い ま せ ん で し た。 し か し 、 言葉が通 じ な く て も 、 一緒 に 笑 い 合 い ま し た。 文化
の 違 い が あ っ て も 、 お 互 い がお 互 い を 理解 し 、 認 め 合 い ま し た。 そ う し て気付 い て み る と 、 素晴 ら し い 「友情関
係」 を 築 い て い ま し た。 私 は、 み ん な か ら こ の よ う な と て も 大切な こ と を 学び ま し た。 それは、 言葉 の違 いや文
化 の 違 い な ど と い っ た壁な ど よ り も 、 遥か に 大切な も の で し た。

こ れか ら の 私 の 人 生 の 先 に は 星 の 数程多 く の 「新し い 出会 い」 が あ る で し ょ う 。 そ の 時 に は ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ
ーツ アーの 仲 間 か 教 え て く れた こ と を胸 に 、 新し い 「友情関係」 を 築 い て い け る よ う 努め て い き た い と 思 い ま す。
と て も 大切な こ と を教 え て く れ た み ん な、 ほん と う に あ り が と う 。
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SUZUKA HAMAKA WA ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー

那覇西高等学校一年 1 _j� I 私は今回の J STで学んだ事や楽 し か っ た事、 初 め て体験
し た こ と がた く さ ん あ り ま す。

学んだ事は、 沖縄の歴史や文化や戦争の悲劇 と か 各国の文化な ど です。 特 に 心 に 残 っ た の は、 戦争 を体験 し た
人 の話ですひめ ゆ り 学徒 隊 の 人 と で話の 内容が凄 く て、 本 当 に こ ん な こ と を体験 し て き た ん だ と 思 い ま し た。 も
う 二度 と こ んな体験 を す る 人が い な い よ う に し な い と い け な い な あ と 思 い ま し た。

体験 し た こ と は、 びん型体験 と エイ サー体験ですびん型体験は こ の色 に は こ れ っ て決 ま っ て い る か ら と て も 難
し く て、 色んなバ ラ ン ス と か考 え な い と い けな い んだな あ と 思 い ま し た。
エイ サ 一体験は、 初 め てや る のだっ たか ら め ち ゃ く ち ゃ 難 し か っ たです。
練習 は大変だっ た け ど、 皆、 毎 日 上達 し て い っ てす こ し づつ 楽 し く な っ て い っ て、 本番の 日 に は皆で頑張 っ て合
わせて、 み る ＜ むな り 歌 っ て る ひ と に も 会 え た し よ か っ たです ！ ！

夜 と か の お 泊 り は、 め っ ち ゃ 楽 し か っ た で す ！ 各 国 の 言 葉 を 教 え て も ら っ た り 、 JST参加 し て る 男 を 皆 で
YESorNO と か で言っ た り し て し に爆笑で し た他 に も 、 夜第一 回ぱー り な い と し てそ こ で皆 と 初 め て 喋 っ て、 写真
と かばん な い撮 っ て、 騒 い で怒 ら れて 一 みた い な感 じ で め ち ゃ く ち ゃ 楽 し か っ た です ！ ！
第二回 のぱー り な い と で は、 ビ リ ー がマ ジ ッ ク 見せて く れた り し て め っ ち ゃ 凄か っ たです ( . w . ) 
皆、 打 ち 解けやす く て、 違 う 国 の 言葉喋 っ て る の に なぜか通 じ 合 っ た り し てや っ ぱ沖縄人魂があ る ん だな あ と 思
い ま し た。

私 は正直、 最初JST に参加 し た と き は言葉通 じ な い だろ う な と か な ん か 喋 り か け る の が怖 い と か で あ ん ま 喋 っ た
り し な く て、 一週間 と か し に 長い 一 、 と か で あ ん ま ー だっ た の に、 一 日 皆 と 過 ごす と 少 し 打 ち 解け、 二 日 た つ と
皆で冗談言 っ た り 爆笑 し た り し て、 一週間が本 当 に あ っ と ゆ う ま で、 あ ん な に 大変 と か思 っ て た 一週間が も う 一

度あ っ て ほ し い と 思 い ま し た。
最後の皆が帰国す る 日 は皆で空港 ま で見送 り い き ま し た。 一人一 人飛行機 に 乗 る の を見 る と 、 一 日 一 日 の 楽 し

か っ た思いでが浮か んで き て本 当 に 悲 し く な り ま し た。
最後の二 人 を 見送 っ た 時 に は号泣で涙が止 ま ら なか っ た です。 い つ か、 海外組 に 会 い に 行 き た い と 思 い ま す。

JSTで私は本 当 に 成長 し た し 、 こ の 一週間は私 に と っ て の か けがえ の な い宝物 に な り ま し た。 JSTで知 り 合 っ た友
達は、 一生 も の だ し こ れか ら も 一生友達です。
本 当 に 皆 に逢え て よ か っ た です。

皆TEAMO\ (
＾
o^ ) ／ 
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ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー

那覇高等学校一年 私が最初 に こ の ツ ア ー を 知 っ た の は、 姉や友人が以前
； に こ の ツ ア ー に 参加 し て い た こ と が き っ か け で し た。

も と も と 英語が好 き だ っ た し 、 ツ ア ー に 参加 し た 人か ら 勧 め ら れて楽 し そ う だか ら や っ て み よ う ！ と 思 っ て参加
し ま し た。

し か し ツ ア ー に 参加す る 以前 の 私 は 人見知 り す る し 、 直接海外 の 人 と 会話 を す る と い っ た経験が ま っ た く な
か っ た の で、 ち ゃ ん と 話す こ と がで き な く て仲良 く なれなか っ た ら ど う し よ う 、 と 不安 を 抱 い て い ま し た。

最初は、 せ っ か く の 話 を す る 機会 を 目 の 前 に し ても緊張 し て し ま っ て い て、
自 分の 気持ち を う ま く 伝 え る こ と がで き ず に い ま し た。 けれ ど、 ツ ア ー で企画 さ れて い た交流プ ロ グ ラ ム や ウ ェ

ル カ ム パ ー テ ィ ー を通 し て 少 し ず つ 話 を す る こ と がで き て い き、 寝 る 前 の 部屋での時間で は緊張もす っ か り 忘れ
て し ま い す ご く 楽 し い物 と な っ て い て、 一 日 目 が終わ る の がす ご く 短 く 感 じ ま し た。

そ し て、 二 日 目 か ら は楽 し み に し て い た本格的 な ツ ア ー が始 ま り 、 みんな と 徐 々 に仲 良 く な る こ と が 出来ま し
た。

三 日 目 の ト レ ッ キ ン グで は グルー プで助 け 合 い な が ら 、 大 自 然の 中 、 危な っ か し い 山道 を 歩 い た り 、 ． 川 を泳 い
だ り な ど普段で き な い 体験 を し て と っ ても楽 し か っ た です。 ま た、 こ の 日 は一番楽 し み に し て い た キ ャ ン プ フ ァ
イ ヤ ー もあ り グルー プ対抗 の ゲー ムや、 ダ ン ス 踊 っ た り し た こ と で と ても忘れ ら れな い もの と な り ま し た。

四 日 目 は、 三味線や紅型な ど沖縄の伝統工芸 を体験 な ど私 に と っ て は じ め て の 経験 に な る ものもい く つ か あ り
す ご く い い 思 い 出 と な り ま し た。

五 日 目 は、 平和記念資料館で宮良ル リ さ ん の 戦争体験 を 聞 き 、 戦争 に つ い て 改 め て考 え さ せ ら れ ま し た。
そ し て 最終 日 、 今 ま でみんな で練習 し て き た エイ サー の 発表会があ り ま し た。 進んで 自 主練習 に参加 し て、 質

問 し た り な ど 一緒 に 練習 に 取 り 組ん で き て、 大成功 し た の で と ても踊 っ て い て楽 し か っ たです。
私 は こ の ツ ア ー で多 く の 人 と 多 く 出会 う こ と がで き 、 そ の 出会 い の 中 で普段の 生活で は決 し て学ぶ こ と の で き

な い もの を 多 く 学ぶ こ と がで き ま し た。 こ こ で 出会 う こ と の で き た仲 間 は、 一週間 を と も に 過 ご し た こ と で私 に
と っ て家族の よ う な存在 に な り ま し た。 そ ん な 素晴 ら し い 出会 い を く れた こ の ツ ア ー に 参加 し て、 こ こ で し か得
る こ と の で き な い 素晴 ら し い経験 と 、 か け が え の な い仲 間 に 出会 う こ と が出来て本 当 に 参加 し て よか っ た ！ と 思
い ま す。 こ の ツ ア ー で 過 ご し た 一週 間 は、 将来の私 に と っ て の 大 き な財産 と な り 、 忘れ る こ と の な い 一 生 の 思 い
出 に な る こ と だ と 思 い ま す。 参加者の 皆 さ ん、 ス タ ッ フ の 皆 さ ん、 ほん と う に あ り が と う ござい ま し た。
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那覇西高等学校二年 本 当 に い い体験 に な り ま し た。
初 め は他の県内参加者が積極的 に海外参加者 に話 し か け

て い る の を 見て驚き な が ら 焦 っ て い ま し た。
今考 え る と 、 変 な と こ ろ で人見知 り を発揮 し て い る な っ て 思い ま す。
で も 2 日 目 か ら は 、 積極的 に話 し か け な い と な っ て 思い 自 分か ら 話 し か け る よ う に し ま し た。
私は英語が苦手で本 当 に簡単な文 し か言 う 事が で き な い の で知 っ て い る 単語を繋 ぎ な が ら 話 し か け て い ま し たg
文法 も 全然わ か ら な く て 、 海外参加者に話 し か け て も く ？ ？ ？ ＞ み た い な顔 を さ れた け ど 、 み ん な 一生懸命
ど う ゆ う 意味 な の か考 え て く れて 、 いつ も 笑顔で答 え て く れ ま し た ！
ど ん ど ん 日 が経つ う ち に本 当 に 仲 良 く な っ て い て 、 「 も っ と 一緒 に い た いね」 「 あ と 1 年一緒 に い た い ！ 1 週 間 じ ゃ
全然足 り な い ！ 」 つ て 会話が増 え ま し た （笑）
移動 のバ ス の 中 で はいつ も カ ラ オケ 大会 ？ が あ っ て本 当 に盛 り 上が っ て て 楽 し か っ た ！ ！

海外参加者 と 一 緒 に 沖縄 の こ と を 学 ん で み て 沖縄 に 住 ん で い て も な か な か行 く こ と が な い と こ ろ に 行 け た
り ． ． ． ． 自 分の知 ら な い沖縄 を沢 山 知 る 事が で き ま し た。
Junior Study Tour に参加 し な けれ ば 自 分の住んでい る 沖縄 に つ い て も 深 く 知 る こ と が で き な か っ た と 思 う し 、
こ ん な に 大切 に 思 え る 仲 間 に も 会 う 事が で き な か っ た し 、 面 白 く てや さ し い ス タ ッ フ や先輩ボ ラ ン テ ィ ア の皆 に
も 会 う 事が で き な か っ た と 思い ま す。 本 当 に感謝の言葉 し か出 て き ま せん

＾ ＾

1 週 間 と い う と て も 短い期 間 で 、 言葉や国 の壁を乗 り 越 え る こ と が で き ま し た。
そ し て 、 仲 良 く な る の に言葉 と か関係 な い な っ て ． ． ． o

こ れか ら も こ の JST20 10 汝 で 出逢 え た素敵な仲間 た ち と 頻繁に連絡 を 取 り 合 っ て い き た い です ！ ！
こ れか ら も ず っ と こ の JST を続けて く れ る と 嬉 し い です

＾ ＾
P 

で き れば 5 年後 く ら い に ま た こ の メ ンバー で会お う ！ と い う 企画 も ． ． ． ． ． （笑）
本 当 に あ り が と う ご ざい ま し た ～ ！ ！ ！ ！ 
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浦添高等学校三年

よ り 人 と 人が繋が り あ え る 瞬間 を と て も感 じ ま し た。

ジ ュ ニ ア ス タ テ ィ ー ツ ア ー

私は、 ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ツ ア ー に 参加 し、 沖縄の 人 々
の 心 の 奥底 に あ る 繋が り を感 じ た気が し ま し た。 と い う

私は、 こ の ツ ア ー に外国 の 人 々 と 交流がで き る と 思 っ て参加 し ま し た。 こ の ツ ア ー では沖縄の数々 の文化的施
設 に 行 き 、 改 め て沖縄 の 文化 を 確認す る こ と がで き ま し た。 ツ ア ー の 前 日 の オ リ エ ン テ ー シ ョ ン で県 内 参加者
と も あ ま り 交流す る こ と もで き な い ま ま 迎 え た 初 日 は と て つ もな く 不安で し た。 そ の 時は来た の 間違 い だ っ たか
な と 思 っ た り も し ま し た。 そ ん な 中 で、 県外参加者 と 交流す る と き は不安で い っ ぱ い で し た。 だけ ど、 勇 気 を
も っ てわか る 範 囲 の言葉で、 話 し か け た ら 笑顔で 触れ合 っ て く れた の で、 話 し か け て 良か っ た と 安心 し ま し た。
そ の 後ボ ラ ン テ ィ ア ス タ ッ フ の 方 々 が行 っ て く れた交流プ ロ グ ラ ム の お かげ で、 全参加者 と の 距離が縮 ま っ た
の を 覚 え て い ま す大浴場 に 入 っ て お 風 呂 パ ー テ ィ ー と 大喜び し て る 県外参加者 と 一緒 に お風呂 を楽 し み ま し た。

二 日 目 、 バ ス 移動が多い 一 日 で し た。 そ し て移動 の 間 はず っ と カ ラ オ ケ を 歌 っ て と て も楽 し か っ た です。 最
初 は、 県内参加者、 県外参加者が互 い に 固 ま っ て っ た の ですが、 県外参加者が私 の 名前 を 呼んで後 ろ の 席 に 誘 っ
て く れ た 時 は と て も嬉 し か っ た です。 短 い 時 間 だ っ た け ど み ん な でや っ た ビ ー チサ ッ カ ー はみ ん な の う ま さ に
び っ く り し ま し た。

三 日 目 の つ つ じ エ コ パ ー ク で の ト レ ッ キ ン グは予想以上の距離、 予想以上 の 深 さ に体力 に は 自 信は あ る つ も り
だ っ た け ど、 と て も疲れ ま し た。 そ の後 の 休憩時間 に、 公 園 でユ ウ ゾ ウ と ユ ウ キ と い ろ ん な 話 を し て と ても仲
良 く な り ま し た。 そ し て待 ち に 待 っ たバー ベ キ ュ ー 、 み ん な で頑張 っ て つ く っ た の で と てもお い し か っ たです。
そ し て キ ャ ン プ フ ァ イ ヤ ー 、 ゲー ム や ダ ン ス を 通 し てみ ん な と の 距離が と ても縮 ま り ま し た。 そ し て そ の 日 の夜、
私 の 部屋は県外参加者だけで、 さ ら に 日 本語 を う ま く 話せ る 人も い な く て不安だ っ た け ど、 知 っ て る 限 り の 英
語で話に 交 じ る こ と がで き て そ の 日 の 夜は遅 く ま で話 し た の を覚 え て い ま す。

四 日 目 は、 沖縄の歴史 を 学びな が ら 、 県外参加者の意見な ども聞 き な が ら 学ぶ こ と がで き た の で 一 つ の考え
だ け が正 し く な い こ と を知 り ま し た。

五 日 目 に 、 戦争 の 恐 ろ し さ を 学び ま し た。 戦争 に つ い て知 っ て い る つ も り だ っ た け ど、 ま だ ま だ無知だな と
思 い ま し た。 沖縄 の伝統工 芸 に 触れ ら れた こ と もい い経験 に な り ま し た。

六 日 目 に 沖縄移民 の 歴史 を 学び ま し た。 そ し て こ の 日 の た め に練 習 し て き た エ イ サ ー 演舞の披露が あ り ま し
た。 と て も緊張 し た け ど終わ っ た 時 に は喜びが こ み あ げて き ま し た。

七 日 目 の サ ヨ ナ ラ パ ー テ ィ ー は、 終わ る ん だ と い う 実感 が あ り ま せ ん で し た。 で も、 発表 の 時 に み ん な が泣
い て る の を見て、 あ あ 本 当 に 終わ る ん だ と 分か り ま し た。 みん な の 出 し 物 を 見て、 み ん な で 島人ぬ宝 を 歌 っ て笑
顔でパ ー テ ィ を 終え ま し た。 次 の 日見送 り で、 自 然 と 泣 い て ま し た。 私が思 っ てた以上 に こ の ツ ア ー の 参加者が
強 い 絆で繋がっ て る こ と に気づき ま し た。 言葉の壁も、 文化 の違 い も越え て心で通 じ 合 え る こ と がで き ま し た。
き っ と こ の 繋が り が い つ か世界の う ち な ん ち ゅ を 繋 ぐ手助 け を す る と 私は信 じ て い ま す。 こ の ツ ア ー私 の考え方
を い い意味で変 え て く れて ま し た。 私は こ の 経験が私 の 人生で重要な こ と だ っ た と い つ か 知 る はずです。 最後 に、
こ の ツ ア ー を 成功 さ せ る た め に 尽 力 し て く れ た 人 々 に感謝 し た い と 思 い ま す。
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那覇国 際高等学校二年 守
J ST に 参加 し て

私はJun i or S t udy Tour i n  20 1 0 に 参加で き て本 当 に
良か っ た と 思 っ て い ま す。 予想 し て い た以上の経験 ． 感

動 を 得 る こ と がで き た と 実感 し て い ま す。
初 め て県 内 メ ン バー と 対面 し た事前研修。 ボ ラ ン テ ィ ア ス タ ッ フ の 協 力 も あ っ て 1 週 間 を 共 に 過 ごす県 内 に暮

ら す仲間 と 打 ち 解 け る 事がで き ま し た。
本研修 1 日 目 。 海外 メ ン バー と 初 め て の対面。 そ し て 1 週間 の 旅 の 始 ま り 。 楽 し みや期待 に胸 を膨 ら ま せ な が

ら も、 不安 ・ 緊張で い っ ぱい で し た。 し か し 、 自 己紹介やゲー ム 、 パ ー テ ィ ー を 通 し て交流 し て い く 中 で メ ン バー

と コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 取 る こ と がで き 、 不安や 緊張が薄れて い く の がわ か り ま し た。
2 日 目 。 県知事表敬式典では各国旗 を 持ち 、 県 内 メ ン バー は沖縄県代表 と し て研修 に 向 けて の あ い さ つ を し ま

し た。 そ の あ と 、 サ ミ ッ ト が開催さ れ た 万国津梁館 を 見学 し た あ と に、 美 ら 海水族館、 エ メ ラ ル ド ビ ー チ で の 海
水浴 を 楽 し み ま し た。 美 ら 海水族館は過去 に 何度も行 っ た事があ っ た の で、 飽 き た よう な 目 で見て い た の ですが、
海外 メ ン バー の 質 問 に 答 え ら れなか っ た り 説明で き な か っ た り し た こ と に と ても衝撃 を 受 け、 真剣 に 見学 し 、 学
習 し ま し た。 そ う す る こ と で、 それ ま で知 ら なか っ た沖縄 の 海 の 現状 に つ い て よ り 深 く 知 る こ と がで き 、 私 に 出
来る こ と は何か、 と い う こ と を考え さ せ ら れ る 時間 と な り ま し た。

3 日 目 。 こ の 日 は ト レ ッ キ ン グ を し ま し た。 9 時か ら 1 2時 ま で の 3 時間 と い う 長丁場で し た が、 お 互 い が助 け
合 い 、 協 力 し なが ら 全員 で ゴールする こ と が で き ま し た。 こ の体験 を 通 し て、 世界でも生 き る ユイ マ ー ル精神を
強 く 感 じ 、 と ても印象 に 残 っ て い ま す。 ま た、 こ の 日 か ら エ イ サ ー の 練習 が始 ま り ま し た。 ミ ル ク ム ナ リ は踊 っ
た経験があ る の で楽勝だろ う と 思 っ て い た の です が、 細か い タ イ ミ ン グ等 を 意識 し て み る と 難 し い 曲 な の だ と わ
か り ま し た。 そ し て、 楽 し み に し て い た キ ャ ン プ フ ァ イ ヤ ー 。 バー ベ キ ュ ー も食べて テ ン シ ョ ンも高 く な っ て と
ても楽 し か っ た です。 灯火儀式 を し た り 、 班対抗 の ゲー ム を し た り 、 ダ ン ス も し た り と と ても充実 し た 一夜で し
た。

歴史 ・ 文化学習 を 行 っ た 4 日 目 。 首里城見学や石畳 を 歩い た り 、 博物館 を 見学 し 、 実際 に 三線体験 ・ 紅型体験
もす る こ と がで き ま し た。 正真正銘 の ウ チナ ー ン チ ュ に近付けた気が し て嬉 し か っ たです。

5 日 目 は平和 ・ 社会学習 を し ま し た。 平和祈念公 園 に 訪れた事は あ り ま し た が、 ひ め ゆ り 平和祈念公園 を 訪れ
る の は初 め て で し た。 ま た、 平和 の礎で は タ ク ヤが名前 を 写 し て い て、 こ の よ う な光 景 を見 る の は初 め て だ っ た
の で と ても印象 に 残 っ て い ま す。 午後の社会学習 で は 国 際通 り を 散策 し ま し た。 普段は行か な い 裏道も散策 で き 、
違 っ た視点か ら の 国 際通 り を見 る こ と がで き 、 と ても面 白 か っ たです。

6 日 目 はテ ン ブス 館で色ん な 国 と 沖縄 の歴史的関わ り や、 移民 に つ い て勉強 し ま し た。 中 山 さ ん の 体験談も聞
く こ と がで き 、 と ても勉強 に な り ま し た。 午後はテ ン ブス 館前でエイ サ ー演舞が あ り ま し た。 1 週間 と い う 短期
間でお互 い に 協 力 し あ い 、 一 生懸命練習 し た成果 を 披露す る こ と がで き 、 と ても感動 し ま し た。

そ し て最終 日 の 7 日 目 。 一晩皆 と 離れただけでも寂 し か っ た の に、 皆 と こ う し て騒げる の は今 日 が最後 な ん だ
と 考 え る と と ても悲 し く な り ま し た。 さ よな ら パ ー テ ィ ー では、 修 了 式 を 受 け た り 、 エ イ サー演舞 を した り 、 一
人ずつ ス ピ ー チ を し た り 、 と ても感動的な 一 日 で し た。 あ の 日 皆か ら た く さ ん の寄せ書 き を も ら っ た T シ ャ ツ は
と ても大事な宝物です。

こ の旅 を 通 し て、 た く さ ん の 物 を 得 る こ と がで き ま し た。 一番 の 目 的で あ っ た英語力 の 向上はもち ろ ん の こ と 、
英語圏外 に住んで い る メ ンバ ー と も話す 中 で、 ス ペイ ン語やポル ト ガル語、 ド イ ツ語、 フ ラ ン ス 語 に も興味 を 持
ち ま し た。 各 国 の 文 化 に も触れ る こ と がで き 、 お 互 い を 認 め 合 い 、 言語な ど の 障害 を 超 え て心が通 じ 合 っ た 時 の
感動 を 味わ う 事がで き ま し た。 ま た、 海外 に も受け継がれて い る 沖縄 の 血 を肌で感 じ る こ と がで き 、 と ても嬉 し
く 思 い ま し た。 き っ と こ の プ ロ グ ラ ム に 参加 し な ければ出会 え な か っ た仲間達。 短 い 期 間 で し たが こ ん な に も仲
良 く な り 、 一緒 に 笑 い 合 え た 事 を 誇 り に思 い ま す。 こ の 一週間で学校では学べな い よ う な こ と がた く さ ん学ぶ こ
と がで き ま し た。 こ の 経験 を活か し 、 学校 ・ 地域生活 を 送 っ て い き た い です。 Jun i or S t udy Tour に 参加 さ せて
頂 き 、 本 当 に あ り が と う ござ い ま し た。 こ れか ら のTou r の 発展 に期待す る と 共 に、 ボ ラ ン テ ィ ア と い う 立場か ら
サポ ー ト し て い き た い と 思 っ て い ま す。
T e  a m o  
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崎本 未来
MIRAI SAKIMOTO ジ ュ ニ ア ス タ テ ィ ー ツ ア ー

那覇西高等学校二年 ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー に 参加 し て、 私は素晴 ら し い
体験がで き ま し た。

国が違 っ て も 、 言語が違 っ て も 、 み ん な ウ チ ナ ン チ ュ っ て こ と がわ か り ま し た。
言葉が通 じ な く て も 、 ジ ェ ス チ ャ ー で表せば伝わ り ま す。
最初は、 恥ずか し く て喋れなか っ た け ど
後か ら 、 なれて き て仲良 く なれ ま し た。
恥ずか し が っ て た 時間 が も っ た い な い と
み ん な と 過 ご し て い く う ち に 思 い ま し た。
1 週間 と い う 長 く て短 い 期 間 は

参加者みんなが成長で き た と 思 い ま す。
2 日 目 の キ ャ ン プ フ ァ イ ヤ ー は、 と て も 楽 し く 踊 っ た り 、
チ ー ム 対抗でゲー ム を し た り な ど
こ こ か ら 少 し ずつ絆が深 ま り ま し た。
自 由 時間では、 サ ッ カ ー やバ レ ー を し た り
今、 思 い 出す と 泣き そ う な く ら い 充実 し て ま し た。
そ し て、 みんなでエ イ サ ー 練習 し た の も 良 い 経験 に な り ま し た。
最初 の こ ろ は、 体調 を崩す人な ど い ま し た が
一 人残 ら ず国 際通 り でエ イ サー を 披露で き て 良か っ た です。
最終 日 では、 みんな と 離れ る の が嫌で
た く さ ん泣 き ま し たが、 み ん なか ら の メ ッ セ ー ジが書かれて い る
ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー の T ー シ ャ ツ を宝物 と し 、
寂 し く な っ た ら 、 い つ で も 読みた い と お も い ま す。
最初は、 こ ん な に 仲良 く な れ る と は思わな く て、 と て も 素晴 ら し い
体験、 仲間、 思 い 出、 絆がで き た と 思 い ま す。
こ の ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ツ ア ー に 応募 し て よ か っ たです。
こ の 経験 を 忘れず、 こ れか ら の 生 活 に い か し た い と 思 い ま す。
そ し て、 私がお金 を稼げる よ う に な っ た ら
み ん な の 国へ行 き た い と 思 い ま す。
い つ で も J S T の心は一 つ ！ ！ ！ 
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岸本 麻衣
M--KISHIMOTo ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー

那覇西高等学校二年 l a\. ―，� 私わ こ の ジ ュ ニア ス タ デ ィ ー ツ ア ー を参加 し て沢 山 の事
を学びま し た。

初めて他国 と の交流 を深め、 楽 し い事もあれば辛い事もあ り ま し た。
こ のス タデ ィ ー ツ ア ーでは海外か ら 参加 し た人 と県内参加者が五泊 ともに過 ご し て、 沖縄の 自 然や文化 にふれ交流

を し絆を深め る事が出来 る のです。 私は、 興味があ っ た し、 それに何よ り も外国人 と 話た い と い う 気持ち があ っ たの
で参加 し ま し た ！

まず初 日はかんぽ レ ク セ ン タ ー と い う 場所で宿泊 し ま し た。 初 日 な の で オ リ エ ン テー シ ョ ン をや り ま し た。 参加
者の 自 己紹介や班分け、 班長紹介な ど を や り ま し た ！ それか ら We l come パ ー テ ィ ー をや り ま し た ！ みんなでバイ キ
ング形式で夕食 を 食べ ま し た。 私は初め わ全然話せ な い し、 人見知 り を し て し ま い話せ ませんで し た。 し か し 海外
参加者の アルゼ ン チ ン の子が話を し て く れて話す事がで き ま し た ！ 食べた後は、 それぞれ出 し 物 を し て県内参加者
の ま ほち ゃ ん、 あ か り ち ゃ んが三線 を弾い た り 、 ア メ リ カ 出 身の ジ ェ イ シ ー が空手 を、 ブ ラ ジル出身の友三 と ユー

キ と 照美がブ ラ ジルダ ン ス を披露 し て く れ ま し た。 ブ ラ ジルダ ン ス で はみん なで舞台で踊 り 、 初 日 と は思 え な い ほ
どみんな打ち 解けて最高で し た。 私は、 初 日 は絶対打ち解け な い な ー と 思 っ て い ま し たが、 予想 と は違 い と ～ ～ っ
ても楽 し み ま し た ！

二 日 目 わ 自 然学習で海洋博や美 ら 海水族館に行き、 イ ルカ シ ョ ーや ジ ンベイ ザメ を見ま し た。 私はアルゼンチ ン 出
身のパ ウ ラ と 周 り ま し た。 沢山英語で質問 さ れて初め は戸惑い ま し たが、 私の得意な ジ ェ ス チ ャ ーで何 と か通 じ ま し
た ！ （ 笑 ） 水族館の後は ビ ーチ に行き、 みんなで海で泳いだ り 、 お に ごっ こ し た り し ま し た ！ ホテル に 戻 る バス では
みんな仲良 く な り 話 した り 、 写メ を写 し て、 徐々 に慣れて き ま し た。 話す時にも私が ど う し ても分か ら な い会話を 日
本語が上手な ジ ェ イ シーが中継を し て、 話を し た り 、 一番バス の 中 が楽 し か っ たです }

3 日 目 はホテルの山で ト ッ キ ングを し ま し た。 初めての体験で ま だ話 して な い 人も多々 いて正直不安で し た …。 し
か し みんな フ レ ン ド リ ー で私の不安が一気 に 吹 き 飛びま し た ！ 男女関係な く ハイ タ ッ チ し た り 、 冗談 を い っ た り し
て楽 し か っ たです。 途中で道を間違え る と い う ハ プニ ングもあ っ て大変で し たが、 みんな文句 を言わず、 逆 に楽 し ん
でい ま し た。 一番お お ～ ！ っ と驚 い た の は 日本人 に は中 々 見 ら れな い男子が と てもジ ェ ン ト ルマ ンでガールズに手 を
貸 し て く れた り 、 エス コ ー ト し て く れま し た。 少 し胸キ ュ ン し ま し た （ 笑 ） 結婚す る な ら 外人がい い なー と思い ま し
た ！ ！ （ 笑 ） こ の ト ッ キ ングで凄 く 距離が縮 ま り 男女仲良 く なれ ま し た。 3 日 目 か ら 、 エイ サー練習 を初め ま し た。

4 日 目 か ら 6 日 目 も色々 な事をや り ま し た。 文化学習で沖縄博物館や、 首里城にも行き ま し た。 三線 を習 っ た り 、
びん型作 り を体験 し た り し ま し た ！ 県内参加者も海外参加者もみんなで色々 な体験が出来て よか っ た と思い ます ！ 私
は今まで沖縄の文化な ど知 ら な い部分も沢山 あ り ま し たが、 こ の ツ ア ー に参加 し て沢山知 る 事が出来ま し た。

6 日 目 はテ ンブス でみんなで教わ っ たエイ サー をお客 の前で披露 し ま し た ！ みんなで教え あ っ て と ても練習 し た
か い が あ り 、 無事沢 山 の拍手をも ら い成功 し ま し た。 そ の瞬間みんなで抱 き 合 い ま だ別れでもな い の に と ても涙が
止ま り ませんで し た。 私わ前ま では他人だっ た の に こ んな に打ち解けて し かも共 に感動 を 味わ う なんて思っ て ませ
んで し た。

そ し でソ ア ー最終 日わお別れパ ー テ ィ ー をや り ま し た。 私 は海外参加者みん な に お土産 を プ レゼ ン ト し ま し た ！
みんな と ても喜ん で い て ケ ン に は、 ま い Te amo. . ！ ！ ！ と 抱 き つ かれ ま し た （ 笑 ） 私わ こ の ツ ア ー で こ んな に仲良 く
なれる と は思い ませんで し た }

最後 に ツ ア ー参加者全員一分間ス ピ ー チ をや り ま し た。 みんな ほ と ん どが泣 い て い ま し た。 私もも ら い泣き を し
て し ま い 上手 く 話せ ま せ んで し た ． ． ． ． そ ん な 時 に も ジ ェ イ シ ーや マ ッ ケ ン ジ ー がマイ ～ガ ンバ レ ！ と 励 ま し て
く れて余計 に 泣 い て し ま い ま し た。 最後 に全員で島ち ゅ ぬ宝 を 歌っ て 5 泊 6 日 の J r. ス タ デ ィ ー が終わ り ま し た。
最後はみんなで抱 き 合 い、 T シ ャ ツ に メ ッ セ ー ジ を書 い た り 、 写 メ を写 し た り 、 それぞれ最後の思い 出 を作 り ま し た。

正直私は別れが こ ん な に 辛 い と 思 い ま せ ん で し た。 こ の ツ ア ー に 参加で き て よか っ た と 思 い ま す ｝ こ の ツ ア ー

は 中 々 な い機会だ と 思 い ま す。 ま た こ の ツ ア ー を 通 し て将来 の 道も広が る と 思 い ま す。
こ の ツ ア ー を企画 し て く れた勝連 さ ん を 初 め 、 Jr . ス タ デ ィ ー ツ ア ー の ス タ ッ フ 、 こ の ツ ア ー を盛 り 上げて く

だ さ っ た ボ ラ ン テ ィ ア の 皆 さ ん ！ ！ 最高 な J r. ス タ デ ィ ー ツ ア ー に 参加 さ せ て 頂 き あ り が と う ござ い ま す。 感謝
感謝で い つ ばい です ！ 来年はボ ラ ンテ ィ ア と し て頑張 っ て い き た い で す ！
J r. ス タ デ ィ ー ツ ア ー 最高 ！ ！ ！ T E  A M O O O O O  ! ! ! ! ! ! ! !  
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名嘉真 千咲
cmsA-NAK叩 ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー

那覇国際高等学校二年 i ←� ' 私は ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー に参加 し て、 多 く の事
を学ぶ こ と がで き ま し た。

1 日 目 、 私は期待 と 不安で胸が い っ ぱい で し た。 あ ん な に多 く の外国 人 と 交流する の は初めてで、 仲良 く なれ
る か心配だっ た のです。 し か し、 私がい き な り 話 し か けた り 、 カ タ コ ト の笑顔を 喋 っ て も 笑顔で対応 し て く れて
そ の不安はす ぐに消え ま し た。 ま た、 一緒 に レ ク やダンス を し た り 、 外国 に つ い て学んだ り し てす ぐに打ち解け
る こ と がで き、 と て も嬉 し か っ たです。 言葉が通 じ な く て も、 身振 り 手振 り で伝 えた い と 思 っ た ら ち ゃ ん と 伝わ
る と分か っ た 1 日 で し た。

2 日 目 は、 みんなで美 ら 海水族館や エ メ ラ ル ド ビーチ に行き ま し た。 移動 中 のバ ス で、 お喋 り を し た り し て楽
し か っ た の を覚えてい ます。 みんな個性的で、 し か も 日 本語 を 上手 に話せる 人が何人 も いて驚き ま し た。 こ の 日
は、 前 日 よ り 外国 の 人 と 一緒 に行動す る こ と が多 く て、 一緒 に ご飯 を 食べた り 遊んだ り し て、 も っ と仲良 く な る
こ と ができ ま し た。 ま た、 外国 の 人 と部屋も 一緒で、 緊張 し ま したがい ろ んな話が出来て と て も充実 し ま し た。

3 日 目 は、 人生初の ト レ ッ キ ングを し ま し た。 私は泳 ぐ こ と が苦手で、 途中何度 も深 い 場所があ っ て大変で し
たが、 みんなが助けて く れて と て も 助か り ま し た。 みんな優 し く て、 良 い 人た ち だ と 改めて分か り ま し た。 そ の
後は、 私が楽 し み に し て い たバーベ キ ュ ー と キ ャ ン プ フ ァ イ ヤー を し ま し た。 キ ャ ンプフ ァ イ ヤー の前の レ ク で
は、 ボ ラ ンテ ィ ア の方々 の おかげ楽 し い時間を送る こ と がで き ま した。 沖縄にずっ と住ん で い る 私 よ り 、 外国の
人 の方が沖縄に つ いて詳 し か っ た気が し て焦 り ま し た （笑）

3 日 目 は、 みんなが大好き に な っ たて、 も っ と みん な に つ い て知 り た い と思 っ た 1 日 で し た。
4 日 目 は、 首里城や博物館 に行き ま し た。 こ の 日 は移動中 のバ ス で、 ず っ と ス ペイ ン語を習 い ま し た。 今 ま で

は英語 に し か興味がなか っ た私で し たが、 こ の時に も っ と い ろ んな国 の言葉や文化 に つ い て知 り た い と 強 く 思い
ま し た。 夜 に な る と 、 みんなで 1 つ の部屋に集ま っ て い つ ばい騒ぎま し た。 今思えばス タ ッ フ や周 り の人 に と て
も迷惑をかけて い た と 思 い ます （笑） で も、 と っ て も 面 白 か っ たです。

5 日 目 は、 平和記念公園やひめゆ り に行 っ て戦争の悲惨さ 、 平和の尊さ に つ いて学習 し ま し た。 体験談 を 聞 い
た と き、 本当 に戦争は恐ろ し い と 思 い ま し た。 今、 こ う して平和な毎 日 を送れて い る こ と が と て も 幸せだ と 感 じ
ま し た。 そ の後は、 那覇に戻 っ てマチグ ワ ー散策 を し ま し た。 今 ま で行っ た こ と の無い場所に案内 し て も ら っ て、
と て も 楽 し か っ たです。

6 日 目 は移民 につ いて勉強 し た あ と、 私 た ち がずっ と 練習 し て き たエイ サー を発表 し ま し た。 今 ま で頑張っ て
き た の で、 間違えずに最後ま で踊れた と き は思わず涙がでて し ま い ま し た。 ま た、 こ のみんな と 宿泊せず各 自 の

家へ帰宅だっ た の で、 と て も寂 し か っ たです。
7 日 目 は と う と う 最終 日 で、 さ よ な ら パー テ ィ ー を し ま し た。 みんな の ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ アー の感想 を 聞

い た と き、 一 日 一 日 の思い 出が頭 の 中 に鮮明浮かんで、 も っ と みんな と 一緒 に い た い と 強 く 思 い ま し た。 みんな
の 出 し 物や、 写真を見て と て も 充実 し た長い よ う で短い 一週間だっ たな と 感 じ ま し た。 こ の ツ ア ー に参加 して、
本当 に 良 か っ たです。

ス タ ッ フ や、 ボ ラ ンテ ィ ア、 JST関係者の皆 さ ん、 色々 と あ り が と う ござ い ま し た。 た く さ ん迷惑 を か けて し
ま っ た と 思 い ますが、 皆 さ ん のおかげで今までで一番楽 し く 思 い 出 に残る 一週間を送る こ と が出来 ま し た。 そ し
て、 10期の こ の メ ンバー に 出会 え て、 本 当 に私は幸せです。 みんな優 し く て良い と こ ろ を沢山持っ て いて、 大好
き です。 一週間 と 短 い 間で し たが、 みんな と 過 ご し た 日 々 は私 に と っ て と て も大切な思い 出ばか り です。 ジ ュ ニ
ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー に 参加 し て、 本 当 に 良か っ た と 思 い ます。 みんなの事は こ れか ら 先絶対に忘れ ま せん。 ま た
みんなで会え る こ と を楽 し み に し て い ま す。 T e Am o ! ! 

- 84 -



楚南 琴子
· - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
KOTONE SONAN - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

那覇西高等学校一年 3
 

ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー

私 ゎ こ の J ST に 参加 し て 本 当 に 良 か っ た と 思 い ま す っ
! ! J> 

最初． 参加 し た 時 ゎ と て も 不安だっ た し ． こ の 1 週間が と て も 心配で し た （〉＿〈）
だけ ど． STAFFの 皆 さ んが最初か ら 盛 り 上げて く れて皆 と 仲 良 く なれ る こ と が出来 ま し た っ (o ^ V ^o)

1 日 目 ゎ 外国 人 の 自 己紹介やゲー ム な ど を や り ま し た ！ ！
初 め ゎ コ ミ ュ ニケ ー シ ョ ン が上手 く 出来ず． 相手が何 を 言 っ て る の か も わ か ら な く ． 自 分が言 い た い事 も 上手 く 伝
え ら れ ま せ んで し た し か し ． 一緒 に 過 ご し て る う ち に言葉 と か 関係な く 無条件で友達 に な る こ と がで き ま し た ！
仲 良 く な っ て い く う ち に相 手 の 国 の事や ． 学校の事 を 知 る こ と も で き ま し た っ (* ^ o ^ ＊）
夜 ゎ We l come par t yで沢 山美味 し い 食べ物 を 食べ ま し た っ J> 笑

2 月 目 ゎ 美 ら 海水族館 に 行 き ま し た っ ！ ！ 最初 ゎ 自 由 に 回 っ て． 水族館 の 生 き 物 を 見 ま し た っ ＊ そ こ で外 国 人
と 写真 を 撮 っ た り し ま し た J> 次 ゎ イ ル カ シ ョ ー を 見 ま し た ！ ま い サ ン と キ レ イ と 一緒 に メ ッ チ ャ 興奮 し ま し た
(＊ ^ o ^ ＊） 笑
イ ル カ シ ョ ー を見た後 ゎ 皆で ビ ー チ に行 き ま し た ｝ ～ （

＾
0

＾
） 

メ ッ チ ャ 天気 も 良 く て気持ち 良か ッ た です っ ！ ！ 女子だけで鬼 ご ッ こ も し ま し た っ ＊ 日 焼 け し た け ど と て も 楽 し
か っ たデス ！ ！ 
こ の 日 ゎ ッ ツ ジェ コ パ ー ク に 泊 ま り ま し た っ (o^ V ^o)
Member ゎ ． 美鈴サ ン． ジ ャ イ ア ン ． ゆ め こ ． オ ー ロ ル． エ リ カ ． ユ キ． ア イ リ ち ゃ ん で し た J> J> 
夜 ゎ 皆で フ ラ ン ス 語や ス ペ イ ン語を習 ッ た り し ま し た ( ^ V ^ )

3 日 目 ゎ 川 登 り に 行 き ま し た ＊
ち ょ っ と だけ雨が降 っ て い た け ど ち ゃ ん と 最後 ま で登 る こ と がで き ま し た っ (o ^ V ^o)
初 め て川 登 リ を し た の で 疲れた け ど い い思 い 出が作れま し た ！ ！
川 登 リ の 後 ゎ 2時間 ぐ ら い の休憩があ り ま し た っ J>
私達 ゎ グル ー プみん な で恋話を し ま し た っ （こ ▽ ニ ） 笑
メ ッ チ ャ 楽 し か っ たデス ！ ！
休憩が終わ っ た後 ゎ BBQで し た ！ ！ 自 分達で肉 を 焼 い て． 焼 き そば を 作 り ま し た っ ( ^ V ^ )
作 っ た後 ゎ カ イ ル の dance を 見 ま し た っ ！ ！ メ ッ チ ャ カ ッ コ 良 か っ た ！ ！ ！ 笑 そ し た ら ． 天気が ど ん ど ん 良 く な っ て
き て虹が出て き ま し た ！ ！ ←感動っ
BBQが終わ っ た ら キ ャ ン プ フ ァ イ ヤ ー で し た ！ ！ ！
キ ャ ン プ フ ァ イ ヤ ー ゎ 皆でゲ ー ム を や り ま し た っ (o ^ V ^o)
書 い た絵 を 当 て た り ジ ェ ス チ ャ ー ゲ ー ム も や り ま し た ( ^ V ^ ）
メ ッ チ ャ 盛 り 上が り ま し た ！
私達グル ー プ わ な ん と 2位 に な り ま し た J> ~ （

＾
0 ^ ） ま さ か な れ る と ゎ 思わ な か っ た の で メ ッ チ ャ メ ッ チ ャ 嬉 し

カ ッ たデス ！ ！ そ の 後 ゎ Dance を し ま し た J> J> 
こ の 日 ゎ 本 当 に最高 の 1 日 で し た （こ ▽ �)

4 日 目 ゎ 沖縄の 色 々 な所を
回 り ま し た っ ＊
首里城 に行 っ た り 紅型 を 作 っ た り し ま し た (o ^ V ^ o)
初 め て の体験だっ た け ど
お話 し な が ら 出来て 良か っ たです J>

5 日 目 ゎ 国際通 り を グルー プで 回 り ま し た （こ ▽ �)
沖縄 に住んで い て も
ま だ ま だわか ら な い 事があ る ん だな ぁ ～ と 思 い ま し た ！ ！ 笑
そ の 日 ゎ 最後の宿泊だっ た の で． 1 時過 ぎ ま で皆でPa r t y を し ま し た ！ メ ッ チ ャ く ち ゃ 楽 し か っ たデス ！

6 日 目 ゎ 国 際通 リ の て ん ぶす館前で今 ま で練習 し た エ イ サ ー を 披露 し ま し た ！ ！ 緊張 し た け ど． 皆 と 最後 ま で踊
る こ と が出来て 本 当 に嬉 し か っ たデス ！ ！
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こ の 日 ゎ 私達 県内参加者 ゎ 自 分達 の 家 に 帰 り ． 国外参加者 ゎ Home s t ayで し た っ 誦 l 日 離れ る だけで も と て も 寂 し
か っ た です ！ ！ 
最終 日 ゎ さ よな ら par t yで し た （〉＿〈）
さ よな ら pa r t yだ け ゎ や り た く あ り ま せ ん で し た ！
も っ と 皆 と い た か っ た し ． も っ と 仲 良 く な り た か っ たか ら デス ！ ！
1 週間 と い う 長 い よ う で短い こ の 時間 ゎ と て も 貴重な物 に な り ま し た (o ^ V ^ o)

離れ る の ゎ と て も 寂 し い け ど
大 人 に な っ た ら ． い つ か会 え る と 信 じ て い ま す っ ！ ！ 
空港で皆 と 抱 き 合 っ て大泣き し た事 も 皆 と バ ス で歌 っ た こ と と か も 絶対忘れ ませ ん っ ！ ！
だか ら 皆 も 忘れな い でね？？
み ん な っ し ！ 大好き っ ！

TE AMO （こ ▽ �)
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呉屋 新城 春美- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - ·  
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ブラ ジル連邦共和国
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ブラ ジル沖縄県人会

2 0 1 0 年度ジュ ニアスタディ ー ツ ア ー 報告書

5 月 半ば頃、 私 は ブ ラ ジル沖縄県人会会長か ら 今年
の ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー に参加す る 3 人 の 引 率 を
依頼 さ れ ま し た。 私 に と っ て貴重な経験 に な る と 思 っ
た こ と に 加 え て、 沖縄の 多 く の 知 人友 人 に も会 え る 絶
好な機会で あ り 、 ま た溜 ま っ た休暇が利用 で き る と い
う こ と も重な り 、 私は こ の 話 に 飛びつ き ま し た。

県人会の理事会で正式 に 承認 さ れ る ま で の 間、 先輩
引 率者 の 垣花キ メ イ さ ん、 与儀哲夫 さ ん、 会 長 の 与儀
昭雄 さ ん に 色 々 教 え て 頂 き ま し た。 先輩方が 口 を 揃え
て言 う の は、 学生達の 勉強で あ る が 引 率者 に と っ ても
沖縄の文化、 地理な ど多 く 勉強 さ せ ら れ る と の こ と で、
私は大き な期待 を 持 ち ま し た。

サ ン パ ウ ロ の 与儀 ・ ウ イ リ ア ン ・ 勇 貴 さ ん と 玉寄 ・

マ リ ア ・ エ ド ウ ア ルダ ・ 輝美 さ ん両名 の 参加 者 と 話 を
す る 機会があ り ま し たが、 子が い な い 自 分が他人 の子
の 面倒 を見な ければな ら な い こ と も あ り 、 他 人 の 子 を
世話す る こ と の 責任の重 さ を 感 じ ま し た。

私達は 7 月 1 3 日サ ンパ ウ ロ の グ ア ルー リ オ ス 空港で
マ ッ ト ・ グ ロ ッ ソ ・ ド ・ ス ー ル州、 カ ン ポ ・ グ ラ ンデ
市の新里イ ル ト ン友三 さ ん、 ボ リ ビ ア か ら 参加 し た喜
久山愛理 さ ん、 引 率者 の 責任 を 分か ち 合 え る 責任者の
新垣マユ ミ さ ん と 合流 し 、 沖縄へ 出発 し ま し た。

那覇 に は 7 月 1 5 日午後1 1 時 に 到着 し 、 在那覇ブ ラ ジ
ル名誉領事西原篤ー先 生 ご夫妻 を始め、 沖縄県交流推
進課の伊地 さ ん、 今 回 の ツ ア ー を企画 し たサ ン ・ エ ー

ジ ェ ン シ ー の 責任者の方、 親戚の方々 な ど大勢の お 出
迎 え を 受け ま し た。 そ こ か ら 参加者はそれぞれ 4 日 間
の ホ ー ム ス テイ 先で あ る 親戚の方々 の 家へ と 向か い ま
し た。
沖縄の 夏は大変暑 く 湿気が多い と い う こ と を 聞 い て 随
分心配 し ま し た が、 実際は話 に 聞 く ほ ど で は あ り ま せ
ん で し た。 ア マ ゾ ンや ブ ラ ジル北の地域の 暑 さ に比べ
る と 過 ご し や す い もの で し た。

7 月 20 日 は、 か んぽ レ ク セ ン タ ー で20 1 0 JST プ
ロ グ ラ ム に 関す る 会議が開 かれ ま し た。 第 1 回 の活動
は オ リ エ ン テ ー エ シ ョ ン会議で、 ニ ュ ー ヨ ー ク 、 ド イ
ツ 、 ボ リ ビ ア 、 キ ュ ー バ と ブ ラ ジルの 引 率者、 イ ベ ン
ト の 責任者、 県庁 の 方 々 が参加 し ま し た。 自 己紹介の

後 J ST の 概要 と プ ロ グ ラ ム に そ っ て ど の よ う に 行 動
す る か と い う こ と の 説明があ り ま し た。

昼食後、 ブ ラ ジル 3 名 ； ペルー 2 名 ； ア ルゼ ン チ ン
2 名 ； ボ リ ビ ア 1 名 ； メ キ シ コ 1 名 ； キ ュ ー バ 1 名 ；
ア メ リ カ 7 名 ； カ ナ ダ 2 名 ； ド イ ツ 1 名 ； ニ ュ ー カ レ
ド ニ ア 1 名、 1 0 ヶ 国 か ら 2 1 名、 沖縄県か ら 2 1 名、 合
計42名で会議が 開 か れ ま し た。 概要 の 説明や資料が手
渡 さ れ ま し た。 一般説明 の と き 、 参加者 の気分や具合
が悪 く な っ ても決 し て パ ニ ッ ク を お こ さ な い こ と 、 周
り の も の が適正な救援がで き る よ う 落 ち 着 い て対処す
る こ と な ど の 注意があ り ま し た。

参加者の 自 己紹介 の後、 各国 の参加者達か ら それぞ
れの 国 に つ い て の 紹介があ り ま し た。 国 に つ い て の紹
介 は ブ ラ ジルか ら の 参加者 を 皮 切 り に、 皆 さ ん緊張は
し て い ま し たが何 と か準備 し て い たもの を 伝 え る こ と
がで き て い た よ う に 思 い ま す。

各 国 の 参加者の 発言は大変興味深 いも の で し た。 感
動的な こ と は 日 本語 を 話す た め に 大変な努力 を し て い
る 子達も い る と い う こ と で し た。

初 日 の プ ロ グ ラ ム と し て、 前年 の 先輩方か ら の協 力
も得て、 参加者間 の 交流ゲー ム が行われ ま し た。 こ の
ゲー ム 中 に 沖縄 の学生が気分 を悪 く し 、 引 き つ け を 起
こ し ま し た。 こ こ で感銘 を 受 け た の は こ う し た事態 に
あ っ ても責任者が慌て る こ と な く 対応 し て い る こ と で
し た。 会議の始め に注意 を 受 け た こ と が こ ん な に 早 く
実行 さ れた こ と に私は驚 き ま し た。 私はつ い ブ ラ ジ ル
人 の行動 と 比較 し て考え て い ま し た、 予 め 注意 を 受 け
て い ても普通の ブ ラ ジル人な ら 大声 を 上げて、 為す こ
と を 知 ら ず絶望的 に な る で し ょ う 。 幸 い に し てそ の学
生は数分後 に は治 ま り ま し た。 念 の た め 病院で診察 を
受け ま し た が、 何事も無か っ た の で、 コ ー デ ィ ネ ー タ ー

が お 母 さ ん と 相 談 の 上J ST活 動 を 続 け ま し た。 こ の と
き 思春期 の 若者達の体調が い か に予測出来な い もの で
あ る こ と 、 そ し て こ の子達 を 引 率す る 責任 の 重 さ を 感
じ 、 こ の プ ロ グ ラ ム の 責任者で あ る 勝連雅晴 さ ん の 統
率力 と リ ー ダー シ ッ プ に は頭が下が り ま し た。

こ の ゲー ム の後は、 県庁 関係の来賓、 参加国 に 関係
の あ る 方 々 1 50人が集 ま り

”
ウ ェ ル カ ム ・ パ ー テ ィ ー ”

が 開 かれ ま し た。
翌 日 は県庁 を 表敬訪問 し 、 安里 カ ツ子副知事か ら 歓
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迎 の お 言葉 を 頂 き ま し た。 ア メ リ カ と 沖縄の学生が御
礼 の 言葉 を述べ ま し た。 そ の 後、 副知事 を 囲 んで記念
写真 を 撮 り ま し た。

万国津梁館 を 訪問 し た と き 、 こ の 会場で2000年 にG8
の 会議が開催 さ れ た こ と を 知 り 、 当 時全世界の ニ ュ ー

ス の 焦点 と な っ た こ の 会議が沖縄で 開催 さ れた こ と に
大 き な誇 り を 感 じ ま し た。 ま た海 の 自 然 を 知 る た め の
勉強 の 一環 と し て、

’
' 美 ら 海水族館

”
を 訪問 し 、

“
エ メ

ラ ル ド ビ ー ヂ
’

で 足 を 濡 ら し ま し た。 沖縄 の 海は珊瑚
と 魚が多 く 生息 し て い ま すが、 飛行機で観た

“
て い だ

か ん か ん
”

と 言 う 映画で、 沖縄の珊瑚が死滅 し つ つ あ
る こ と を 知 り ま し た。 そ こ で、 海 を愛 し 、 昔 の 綺麗な
海 を 取 り 返そ う と す る 環境保全家の 金城浩二 さ ん の よ
う な 人が い る こ と を 知 り ま し た。 色 々 な 障害 と 闘 い、
資金的な 問題 も 解決 し 、 人工的 に珊瑚 を 産卵で き る こ
と に 成功 し 飼育す る 環境 を 作 り 沖縄の 海 に珊瑚 を 育て
る 事業 を 続 け て い る と い う お 話です。 彼 の 人生史の 中
で最 も 感動す る こ と は資金不足 に悩みなが ら も 、 再び
沖縄 の 海 に 珊瑚が成長す る の を 見届 け る ま で、 そ し て
夢 を 実現 さ せ る た め に 家族全員が一丸 と な っ て行動 し
た こ と です。 そ ん な 立派な ウ チナ ー ン チ ュ が い る こ と
に 誇 り を も ち 感動 し ま し た。

そ の 夜は、 沖縄本 島 の 北 に 位置す る 東村の
”

つ つ
じ エ コ パ ー グ

’
に 泊 ま り ま し た。 つ つ じ エ コ パ ー ク に

は学生や観光客 を 収容す る た め の 施設が整備 さ れて い
ま す。 翌 日 は沖縄 の 自 然林 の 中 を 歩 く プ ロ グ ラ ム で し
た。 私 に と っ て初 め て の 経験で し た。 私は ア マ ゾ ン の
原始林 を ち ょ っ と 歩 き 回 っ た時 と 比較 し ま し た。 沖縄
の 森林は地形が険 し く 、 登 り 降 り が非 常 に 多 く 、 小川
が多 く 水が豊富の よ う ですが、 ア マ ゾ ン の場合は森林
の 中 に は水が無 く 、 土地が平 ら と い う 違 い が あ り ま し
た。

首里城 と 石畳 の 見学で は琉球王国時代 の 様子 を 知 る
こ と がで き ま し た。 ま た沖縄文化 の 発達 の過程 を探る
こ と がで き る 、 県立博物館 と 美術館 も 大変参考 に な り
ま し た。

沖縄伝統文化 に つ い て学生達は三味線、 紅型 の 染 め
の ワ ー ク シ ョ ッ プ、 エ イ サ ー の 練習 に も 参加 し ま し た。
次回か ら は で き れば踊 り （琉舞） や沖縄の伝統茶道で
あ る

“
ぶ く ぶ く 茶

”
の ワ ー ク シ ョ ッ プ も 加 え て頂 く と

大変あ り がた い と 思 い ま す。
沖縄 の 学 生 た ち と 一緒 に 過 ご し だ

’
糸満青年 の 家

”

で の漫画で読んだ学生寮 の よ う な体験 も 大変興味深 い
も の で し た。 布 団 6 枚 を き っ ち り 敷 い た 部屋で寝て、
一 つ し か な い ト イ レ の 順番 を 待 ち 、 食事 の 時 は ソ ー

セ ー ジか え び の 天ぷ ら が 一 人2個ずつ と い っ た よ う な
光景は ブ ラ ジルで は 見 る こ と がで き ま せん。 最終 日 は
コ ー デ ィ ネ ー タ ー が道具 を 配 り 、 部屋、 廊下、 ト イ レ
の掃除を さ せ ま し た。 ブ ラ ジル の子達は驚 い た こ と で
し ょ う が、 良 い 勉強 に な っ た も の と 思 い ま す。 なぜな

ら 、 ブ ラ ジルでは こ の様な仕事は教育 レ ベルや給料が
低 い 大 人 を 雇 っ て さ せ る こ と が普通だか ら です。

平和祈念資料館 と ひ め ゆ り の 塔 を 見学す る 日 の 朝、
私は起 き た 時 頭が大変重 く 感 じ ま し た。 途 中 バ ス の
中 で、 も し 体調が悪 ければ会場へは入 ら ず に バ ス の 中
で休ん で い た 方が良 い と ア ド バ イ ス さ れ て い ま し た。
コ ーデ ィ ネ ー タ ー と 話 し て い た ら 私 の頭痛は こ れか ら
訪問す る 場所 に みな ぎる 強烈な エ ネ ルギー の影響だ と
気が付き ま し た。 こ の 見学で戦争の 恐怖、 国 民 に 与 え
る 悲嘆 を 感 じ と る こ と がで き ま し た。 し か し 実 際 に こ
う し た こ と を体験 し た 者でな ければ、 戦争が い か に む
な し く 、 不要な も の で あ る か を 説 明 で き ま せ ん。 当 時
生 き 延びる こ と が い か に大変であ っ た か と い う こ と は
両親や祖母か ら 話 を 聞 い て お り 、 知 っ て い ま し た。 私
は戦争で亡 く な っ た両方 の 祖父 を 知 り ま せん し 、 あ っ
た写真は全て戦火で燃 え て し ま い ま し た。 私達孫 た ち
は誰 も 祖父達の顔 を 知 り ま せん。

平 和 祈念資料館 を 見 学 し て、 沖縄 島 民 の 戦 い が い
か に 悲惨な も の で あ っ た か を垣間見る こ と ができ ま し
た。 沖縄 の 将来 を 担 っ て立つ若者達 に 平和が い か に 大
切 で あ る か と い う こ と を 認識 さ せ る こ と は大変大事で
あ る と 思 い ま す。 戦争を体験 し た 国だけが戦争 の 悲惨
さ や 国 民が受けた 人的、 物的、 特 に 心理的な苦痛 を 正
確 に伝 え る こ と がで き る の です。 私 の 父方祖母は夫 を
失 い 、 家 を焼かれ、 銃弾 を 受 け、 片脚 を 切断 さ れなが
ら も 必死で生 き 延び、 一 人で 4 人 の子 を 育て上げ ま し
た。

若 い 見学者は戦争の悲惨 さ を 知 ら な か っ た か も し れ
ま せ ん が、 こ の 見学で平和 の あ り がた さ がわか っ た こ
と は大変良か っ た も の と 思 い ま す。

学生達 の 友情は7 日 間 の 共 同 生活 の 中 で大変親密 に
な り ま し た。 前年参加 し た 先輩た ち に協 力 し て も ら っ
てゲ ー ム を 行 っ た り 、 ワ ー ク シ ョ ッ プ に 参加 し た り 、
琉球國祭太鼓の練習 の 時や就寝前の学生 同 士 の 会話な
ど大変貴重な も の と な り ま し た。

学生達の物覚 え が早 い こ と に は驚 き ま し た。 わずか
4 日 間 の 練習で

“
ミ ル ク ム ナ リ

”
の踊 り 方 を 覚 え、 歌

手 の 日 出 克 さ ん と 共 に 国 際通 り で 演 舞 を 披 露 し ま し
た。 こ の演舞 に参加す る た め俊宏先生 に 個 人 レ ッ ス ン
を 受 けた学生た ち が い た こ と を 知 っ て そ の 熱心 さ に 感
動 し ま し た。

学生達は地理、 伝統芸術、 自 然環境 の大切 さ 、 融合
し た平和 な世界 の 構築の必要性 を 理解 し たばか り で は
な く 、 1 週 間 の 共 同 生活 の 中 か ら 得 た も っ と 大 切 な
心 と 心 の 繋が り や作 り 上げた友情 の 絆 の 大切 さ を感 じ
と っ た も の と 確信 し て い ま す。 こ の こ と は学習成果発
表 の と き の皆 さ ん の感動の こ も っ た発表 の 際 に感 じ た
こ と で あ り 、 私達 も 涙 を 流 し な が ら 彼 ら の 発表 を 聞 き
ま し た。 言葉が分か ら な く て も 心 と 心は通 じ て い る と
感 じ ま し た。
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更 に 気が付 い た こ と は、 十分 に 言葉が通 じ な く と も、
心 と 心で理解 し あ う こ と がで き る と い う こ と で し た。

J STプ ロ グ ラ ム は、 沖縄の 学生達が多 く の 外 国 に 居
住す る 学生 と ふれあ う こ と に よっ て、 外国語 に 興 味 を
持 ち 、 更 に は海外で勉強 し て み よ う と い う こ と を 目 覚
め さ せ る き っ か け に もな る か と 思 い ま す。

外 国 人学生 に と っ て の J STプ ロ グ ラ ム は、 先祖 の 文

化 に 触れそ の 知識 を 高 め 、 日 本語又 は英語 を 習 得 し 、
積極的 に それぞれ の 国 の県人会活動 に 参加す る こ と に
つ な が り 、 ひ い て は世界 の あ ら ゆ る と こ ろ で の沖縄文
化 の 継承 に貢献す る もの で あ る と 考え ら れ ま す。

今回 こ のすば ら し い プ ロ グ ラ ム に 参加 さ せて い た だ
く 機会 を 与 え て 下 さ っ た ブ ラ ジル沖縄県人会並びに沖
縄県庁 の 皆 さ ん に は心 よ り 御礼 申 し 上げ ま す。 ま た、
こ の J STプ ロ グ ラ ム が末永 く 継続 し ま す よ う 祈念 い た
し ま す。

Relatorio de Junior Study Tour 2010 

Em meados do mes de maio, eu recebi convite do 

Presidente da Associa⑬o Okinawa Kenj in do Brasil para 

ser responsavel pelos 03 j ovens bras i le iros que iriam 

participar do Junior Study Tour deste ano e eu aceitei de 

pronto pois alem de participar de uma experiencia inedita 

para mim, seria uma oportunidade de reencontrar o s  

parentes e amigos de Okinawa, e tinha ferias deste ano que 

poderia usufruir. 

Enquanto aguardava a aprovai;ao da Diretoria pela minha 

indicai;ao, comecei a pensar sobre o programa e consultei 

os "sempais" que ja tinham participado como responsavel 

＂ 引 率 者 ", Senhor Kimei Kakinohana e o Senhor Tetsuo 

Yogui e o pr6prio Presidente Akeo Yogui .  Todos eles 

disseram que e muito interessante e legal  part ic ipar 

desse programa e que e uma oportunidade para n6s os  

acompanhantes tambem aprendermos mais sobre a arte, 

cultura e geografia de Okinawa, o que me deixou mais 

tranquila. 

Quando eu fiz a reuniao com os bolsistas de Sao Paulo 

Will ian Yuki Yogui e a Maria Eduarda Terumi Tavares 

Tamayose, senti o peso da responsabilidade de cuidar de 

filhos dos outros .  Eu que nao tenho filhos, iria cuidar de 

filhos dos outros .  

Fiquei imaginando como seria visitar Okinawa no verao, 

pois ouvia nmitos comentarios sobre o calor umido e sol 

muito quente. A realidade mostrou que nem も tao quente 

como havia nos dito . 0 calor da regiao de amazonas ao 

norte do Brasil e mais insuportavel . 

A nossa partida do Brasil  foi no dia 1 3  de julho de 

Aeroporto Internac ional de Guarulhos, estado de Sao 

Paulo onde encontramos o participante de Campo Grande, 

estado de Mato Grosso do Sul, Hilton Yuzo Shinzato e 

a participante de Bolivia, Airi Kikuyama e a responsavel 

Mayumi Arakaki o que me tranquilizou por ter com quern 

dividir a responsabilidade. 

Chegamos em Okinawa, no Aeroporto de Naha, dia 1 5  de 

julho, em tomo de 23h00 e fomos recepcionados pelo Professor 

Tokuichi Nishihara, Consul Honorario do Brasi l  em 

Okinawa e sua Senhora, Funcion面o responsavel pelo JST do 

Governo de Okinawa, os responsaveis pela organiza9ao do 

JST da SunAgency, amigos e parentes .  Fomos diretamete 

para home stay, cada um na casa de seu parente durante 

quatro dias. 

No dia 20 de julho nos reunimos para o inicio do programa 

JST 20 1 0  no Kampo recucenter. A primeira atividade foi  

uma reuniao de orienta9ao juntamente com os  responsaveis 

（ 引 率 者 ） vindos de Nova York, Alemanha, Bolivia, Cuba 

e Brasil, mais os promotores e os funcionarios do governo 

de Okinawa. Foi  feita a auto apresenta9ao, resumo do 

que seria o JST e como deveria ser o nosso procedimento 

durante a programa9ao. 

Ap6s o almo90 foi feita a reuniao com todos os bolsistas, 

2 1  do exterior, sendo 03 do Brasi l ,  02 de Peru, 02 de 

Argentina, 1 de Bolivia, 0 1  de Mexico, 0 1  de Cuba, 07 de 

Estados Unidos ,  02 de Canada, 0 1  da Alemanha e 0 1  de 

Nova Caledonia. Foi passada a orienta9ao geral, descri9ao 

do material e a di stribui9ao do quest ionar io .  Nessa  

orienta9ao foi dito ainda que se  algum estudante passasse 

mal, nao entrassemos em' panico que todos deveriamos 

manter a calma para que pudessemos encontrar a melhor 

forma de atendimento. 

Ap6s a auto apresenta9ao dos participantes e dos lideres 

foi feita a apresenta9ao de pontos interessantes dos Paises e 

os Brasileiros foram os primeiros a apresentarem. Apesar 

do nervosismo dos estudantes brasileiros, acho que eles 

conseguiram transmitir o que prepararam. 

Foi  muito interessante a apresenta9ao de cada Pais  

partic ipante . Fo i  louvavel o esfor90 de cada um em 

procurar falar em japones. 

Estava na programa9ao desse primeiro dia a atividade de 

integra9ao dos participantes, com a ajuda dos voluntarios 

graduados no ano anterior. Durante essa atividade, uma 

estudante de Okinawa, passou mal e teve convulsao. 0 que 

mais me marcou nesse epis6dio foi a calma de todos para 

l idar com a situa9ao, conforme havia sido orientado no 

inic io .  Eu nao imaginei que a orienta9ao inicial teria 

a aplica9ao tao rapida na pratica.  Nao pude deixar de 

comparar com o comportamento dos brasileiros que com 

certeza, apesar da orienta9ao, teria gente falando alto 

e desesperado sem saber como proceder. Fel izmente a 

estudante voltou ao normal ap6s alguns minutos e foi 
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levada ao hospital por precaui;:ao e ap6s a conversa do 

Coordenador com a mae, continuou participando no JST. 

Nesse dia constatei que os adolescentes sao imprevisiveis e 

que responsabilidade de cuidar deles e muito grande e quero 

extemar o meu respeito e admirai;:ao pela Coordenai;:ao e 

Liderani;:a do Senhor Massaharu Katsuren, responsavel pelo 

programa. 

Ainda no primeiro dia teve a recepi;:ao de inicio do 

programa "well come party", com a preseni;:a de em tomo 

de 150 pessoas, alguns convidados do Govemo e os amigos 

que tinha relai;:ao com os Paises participantes. 

As atividades do dia seguinte foi de visita a casa de 

Govemo de Okinawa e la ouvimos as palavras de boas 

vindas da Vice Governadora, Katsuko Assato.  Uma 

estudante Americana e um de Okinawa dirigiram as 

palavras de agradecimento ao Govemo de Okinawa. Ap6s 

cerimonia tiramos as fotos oficiais juntamente com a Vice 

govemadora, para guardarmos de lembrani;:a. 

Na visita ao BankokuShinryoukan ficamos sabendo 

que foi o local onde realizou a reuniao de G8 em 2000. 

Fiquei orgulhosa do poder da Provincia de Okinawa que 

conseguiu trazer essa reuniao para esse local, tomando-se o 

centro das noticias na ocasiao. 

Pudemos ainda visitar "Churaumi Suizokukan" Aquario 

e molhar os pes em "Emerald Beach", praia, como parte 

do estudo para conhecer a natureza marinha. 0 mar de 

Okinawa e muito rico em especies de corais e peixes 

que habitam e fiquei sabendo Atraves do filme " teeda 

kankan" que assisti no aviao, de que os corais do mar de 

Okinawa estao morrendo mas existem pessoas como Koji 

Kinjo,  ambientalista e amante do mar que se preocupa 

em recuperar o mar limpido outrora. Lutou contra todas 

as adversidades, superou a falta de apoio financeiro e 

conseguiu criar um ambiente artificial para a desova do 

coral e esta trabalhando na reposii;:ao dos corais no mar de 

Okinawa. 0 que marca a hist6ria da vida dele e que a familia 

inteira se dedicou para a realizai;:ao desse sonho, mesmo 

passando pela dificuldade financeira, mantiveram-se 

unidos para ver novamente os corais crescendo no mar de 

Okinawa. 

Nessa noite pemoitamos no Tsutsuji Ecopark que fica ao 

norte de Okinawa no Higashi-son. E um parque maravilhoso 

com toda a infra-estrutura para acomodar os estudantes e 

os turistas. No dia seguinte fomos caminhar no meio da 

floresta de Okinawa, foi uma experiencia inedita para mim. 

Nao pude deixar de comparar com o pedai;:o de floresta 

amazonica que conheci e caminhei. A floresta de Okinawa 

e mais acidentada cheia de subidas e descidas e a impressao 

sao de que tem agua em abund細ia espalhados em pequenos 

riachos ,  enquanto que em Amazonas as aguas estao 

definidas em grandes rios e as florestas sao mais planas. 

A visita ao Castelo de Shuri e os caminhos de pedras foi 

educativo para explicar a epoca do Reinado de Ryukyu. 

A visita ao Museu Estadual e de Belas Artes foi muito 

interessante tambem para conhecimento da evolu9ao da 

cultura de Okinawa. 

Em rela9ao as artes tradicionais de Okinawa, os  

estudantes tiveram o workshop de sanshin e da pintura de 

bingata e tiveram o ensaio de eisa. Acho que poderia ainda 

acrescentar os workshops de dan9as (ryubu), de buku 

buku tya que e a cerimonia de cha tradicional de Okinawa. 

Na pousada em Itoman Casa dos Jovens (seinen no ie) foi 

o lugar onde vivenciei a vida de estudante de Okinawa que 

conhecia apenas pela leitura de "manga'. Dormir num quarto 

onde s6 cabia seis funtons certinho e fazer fila para tomar 

banho com um chuveiro s6. Na hora da refei9ao ter o nfunero 

de salsicha ou tempura de camarao ja  definido em duas 

unidades para cada um, sao tipo de educa9ao que nao se ve 

no Brasil. No ultimo dia, o coordenador fez a distribui9ao 

de alunos para a limpeza dos quartos, corredores, e para 

lavagem dos banheiro coletivos imagino que assustaram as 

crian9as brasileiras mas foi muito educativo. No Brasil esse 

tipo de trabalho e feito pelos adultos contratados que tem 

baixo nivel de escolaridade e de salario. 

N_a_qia�ha e.� que iriamos visitar o Parque da Paz 
へいわき ねん し り ょ う かん

（； 平和祈念資料館 ） e Himeyuri no Too （ ひめ ゆ り の塔 ）
levantei com a cabe9a pesada. Foi passada a instru9ao 

dentro do onibus de que se alguem estivesse passando 

mal nao era para entrar para fazer as visitas e deveria ficar 

descansando no onibus. Conversando com o Coordenador, 

constatei que o peso na minha cabe9a estava relacionado 

com o ambiente de energia muito densa que iriamos 

visitar. Nessas visitas pudemos constatar o horror de uma 

guerra e a tristeza que causa para a popula9ao de uma na9ao. 

Somente as pessoas que passaram por isso sabem explicar 

o quanto e inutil, desnecessaria e triste a guerra. Eu conhecia 

a hist6ria particular da minha av6 e dos meus pais que na 

epoca eram adolescentes e contam como foi a luta para 

sobreviver nessa epoca. Eu nao conheci os dois avos, 

matema e patema porque morreram lutando na guerra. As 

fotos que tinham deles queimou-se na guerra e n6s, netos 

nao sabemos como eram a fisionomia deles. Visitando o 

museu do parque da paz deu para ter ideia do que foi a luta 

do povo de Okinawa. 'Essa preocupa9ao dos okinawanos 

de conscientizar a importancia da paz para os jovens que 

serao futuros dirigentes e de vital importancia. Somente 

o pais que vivenciou os horrores da guerra, consegue 

repassar com tanto realismo o sofrimento do povo e os 

danos causados tanto fisico, material e principalmente o 

psicol6gico. A minha av6 patema perdeu o marido, a casa 
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em que morava e sobreviveu a guerra com uma perna programa. 

amputada por causa de bala e ainda teve que criar quatro 

filhos adolescentes sozinha. 

Acredito que muitos adolescentes presentes nao conheciam 

de perto o estrago que uma guerra causa e essa visita foi 

born para conscientizar sobre o valor da paz. 

A integrac;ao entre os estudantes foi muito intensa nesses 

07 dias que passaram juntos, atraves de j ogos realizados 

com os voluntarios veteranos que participaram em anos 

anteriores e pela participac;ao nos workshops, nos ensaios 

de Ryukyukoku Matsuridaiko e princ ipalmente nas 

conversas no quarto antes de dormir. 

Fo i  admirave l  o aprendizado dos  e studantes que 

com apenas 04 dias  de  ensaio conseguiram tocar o 

Mirukumunari e fizeram a apresentac;ao ao publico no 

Kokusaidoori com acompanhamento do cantor dessa 

mus ica Hidekatsu. A apresentac;ao foi emocionante, 

principalmente sabendo que alguns alunos se dedicaram 

solicitando a aula particular com o Toshi sensei para tocar 

em grupo. 

Tenho certeza de que os estudantes ampliaram os seus 

conhecimentos de geografia, arte tradicional, a importancia 

da preservac;ao da natureza e a necessidade de construir um 

mundo de harmonia e paz, mas o que eles lembrarao para o 

resto da vida e essa convivencia e a uniao de corac;oes que 

edificaram em uma semana de convivencia. Isso ficou 

muito c laro no re lat6r io  cheio de emoc;ao que cada 

participante fez no dia do encerramento. Nos ouvimos com 

lagrimas nos olhos a fala de cada um. 

Constatei tambem que mesmo nao conseguindo se comunicar 

com palavras, conseguem se comunicar de corac;ao para 

corac;ao. 

Para as crianc;as de Okinawa foi uma oportunidade de 

conhecer a cultura estrangeira atraves de convivencia com 

os estudantes de outros Paises e provavelmente despertou 

interesse em conhecer e estudar linguas estrangeiras e quern 

sabe estudar fora de Okinawa, ampliando a sua area de 

atuac;ao. 

Para as cr ian9as  de outros pa i se s  o Pro grama de 

JST servira para despertar interesse em aprofundar o 

conhec imento sobre a cultura de seus ancestrais ,  em 

aprender a lingua japonesa e o ingles para conseguirem se 

comunicar, participar das atividades da associac;ao Okinawa 

de seu Pais e contribuir para a preservac;ao das tradic;oes e 

Culturas de Okinawa em diversas partes do mundo. 

Estarei orando para que o programa Junior Study Tour 

continue ainda por muitos e muitos anos. 

Meus agradecimentos a Associa9ao Okinawa Kenj in 

do Brasil e ao Governo da Provincia de Okinawa pela 

oportunidade a mim concedida para partic ipar desse 
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ボ リ ビア沖縄県人会

ジュ ニアス タディ ー ツ ア ー 2010

世界に 出来た私の宝 ！ ！ 

1 3歳か ら 1 7歳 と い う 、 エ ネ ルギ ー に満ち 溢れた子供
達。
初 日 は、 緊張 と 不安 の 入 り 乱れた様子で ス タ ー ト し 、
と 言 う の も ア ッ ！ と 言 う 間 で と て も 楽 し そ う に触れ合
う ジ ュ ニ ア 達。

一 人 一 人がそれぞれ の個性 を持 ち 、 日 々 使用 す る 言
語 も 習慣 も 異な る 十ー カ 国 の メ ン バ ー。 し か し 、 そ の
違 い な ど 全 く 問 題 で も な く 、 さ す が ！ ！ そ こ は ウ チ
ナ ー ン チ ュ 魂 ！ ！ 世界 ど こ に 居て も 私達はそ の心で繋
が っ て い る の だ と 子供達 を 通 し 強 く 実感 さ せ ら れ ま し
た。

親元 を 離れ、 親は子 を 手放す の は、 考え ら れな い く
ら い 心配で、 子供は子供で、 ワ ク ワ ク し な が ら も 不安
に 打 ち 砕かれそ う な思 い が伝わ る 空港 で の お 別れ。

一週 間 と い う 短期 間 の ス ケ ジ ュ ー ル で、 日 に 日 に、
ジ ュ ニ ア 達 の 目 の 輝 き も 相 手 を 尊重す る 気持ち も 、 そ
し て、 絆が と て も 強 く な っ て い く の が 身 に し みて感 じ
ら れて い く の に は感激で し た。

一番、 難 し い 年頃の子供達。
私は正直、 上手 く 面倒見て あ

げ ら れ る か ど う か が、 不安で い っ ぱ い で し た。 で も 、
子供達 と 出逢 っ た そ の 瞬間か ら 、 目 の輝 く カ ワ イ イ 子
供達 を 見て、 不安か ら

“
こ の ジ ュ ニ ア 達が最高 の ツ ア ー

が送 ら れ る よ う 、 し っ か り 見守 っ て あ げよ う
”

と い う
気合 と 強 い愛情へ と 変わ っ た の です。

一 人 一人、 42名 の ジ ュ ニ ア 達は本 当 に こ の ツ ア ー で
人 生 の 中 で物凄 く 大切な学びを し 、 それぞれ に こ れか
ら 先へ の道が大 き く 開 け、 視野 も 広が り 、 素睛 ら し い
チ ャ ン ス を 手 に し た も の と 思 い ま す。

出逢い と 学ぶチ ャ ン ス を 下 さ っ た、 沖縄県庁 の 皆様、
ツ ア ー を企画 し て 下 さ っ た コ ン ダ ク タ ー の 皆様、 快 く
受 け 入れて下 さ っ た県民の皆様、 そ し て何よ り も 、 い
つ も 支え て く れ、 走 り 回 っ て く れた両国 の 家族へ の感
謝 を 胸 に、 ウ チ ナ ー ン チ ュ と し て の 誇 り を持ち 、 将来
の 目 標 を 大 き く 掲げ成功者 と し て 立派 に 成長 し て く れ
る 事で し ょ う 。

私 自 身、 引 率者 と し て、 世界の ウ チナ ー ン チ ュ ジ ュ

ニ ア 達、 い つ も 支 え 合 っ た他国 の 引 率者、 沖縄県の沢
山 の 素晴 ら し い 方々 と の 出逢 い、 そ し て い つ も 私 の 為
に 、 あ れ こ れ 手取 り 足 取 り お 世話 し て く れ た 家族 と 、
再会で き た機会 を 与 え て 頂 い た 事 に は、 こ の 上な い感
謝 の 気持ち で い っ ぱい です。

私 に は、 こ の ツ ア ー を 機 に 、 世界十ー カ 国 に42名 も
の 可愛 い 素晴 ら し い子供達で き ま し た。 本 当 に 、 こ の
子達は私 の 宝です ！ ！ 

世 界 に 散 ら ば っ て い る 現 実 で は あ り ま す が、 ウ チ
ナ ー ン チ ュ で あ る 事は、 魂 に 宿 っ て い る こ と で し ょ う 。
そ し て、 心 に 刻 ま れて い る の は、 誰 も が感 じ た 同 じ こ
と だ と 確信 し て い ま す。

こ れか ら 先 も 、 こ の 最高 に 素晴 ら し い ツ ア ー が途切
れ る こ と な く 継続 し て い く 事 を 強 く 願 い 、 心の奥か ら
感謝 申 し 上げ、 皆様一人 一 人 の ご健康 と ご活躍 を 祈 っ
てお り ま す。

心か ら 有難 う ござい ま し た。

Espectacular Junior Study Tours 2010 
Mis tesoros del mundo! ! 

Junior Study Tours , realmente un programa super 
espectacular! ! 
Los participantes y los protagonistas de este tours son los 
chicos descendientes okinawenses de 1 3  a 1 7  afios de 1 1  
paises, con el alma lleno de entusiasmo y mucha ilusi6n. 

Realmente es un encuentro de uchinanchu's pero, con la 
absoluta diferencia de idioma, cultura y las costumbres de 
la vida cotidiana. 

La experiencia de salir a un lugar desconocido, alejados 
de sus seres mas querido; para los  padres imagino que 
debe de ser una gran pena por sus hijos,  y para los chicos 
de la  misma manera a la vez de la emoci6n y muchas 
ilusiones que llevan dentro, cargan con la extrafia sensaci6n 
de miedo y preocupaciones, pero al inicio del programa se 
dan cuenta de que todo esas preocupaci6n estaba demas; ya 
que todas esas diferencias que tienen entre si no era ningun 
obstaculo para ellos que estan lleno de energia positiva y el 
espiritu de uchinanchu que l leva en su alma y en la sangre 
es la que hace que nada sea imposible. 
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Yo personalmente, luego de aceptar de ser tutor de los 

chicos, me Ilene de preocupaciones ya que los chicos de 

esta edad son muy dificiles en todo aspecto . . . . pero a prim era 

vista me di cuenta lo suficiente de cuan maravil losos 

y super genial  eran cada unos de e l l o s .  E s  mas,  me 

transmitieron un inmenso animo y gran sentimiento de 

cuidarlos y protegerlos mas de lo que pensaba para que 

ellos logren con un gran exito este tours. 

Estoy mas que segura de que los 42 integrantes han 

logrado encontrar muchos valores y aprendido muchisimas 

cosas que solo en este tours lo podia conseguir. 

El significado de este tours es tan grandioso; ya que en 

tan solo una semana de programa, cada uno de los chicos 

demuestran un increible aprendizaj e  y una maravillosa 

conducta de superaci6n. Realmente es muy sorprendente ! ! 

Sin duda alguna participar en este tours les ha sido una 

experiencia muy importante que marcaron en su vida, ya 

que cada uno de ellos ha conseguido lograr y encontrar un 

prop6sito para seguir luchando para su futuro. 

Deseo desde el fondo de mi alma, que j amas olviden 

el sentimiento de agradecer a todas las personas que les 

brindaron esta espectacular opqrtunidad, junto al orgullo 

de ser uchinanchu y siempre esten seguros de si mismo que 

son suficientemente inteligentes para lograr y conseguir 

todo lo que se propongan. 

Cada uno de los 42 chicos para mi son muy especiales, 

ya que se han convertido como mis verdaderos hijos,  se 

ganaron el gran carifio con mucho muchisimo amor por sus 

mismas virtudes. 

Agradezco muchisimo a todos que me han brindado 

la  gran oportunidad de ser tutor y poder acompafiar a 

estos grandiosos y maravillosos chicos a la Prefectura de 

Okinawa, a los conductores del tours, a mis compafieros 

tutores que me trataron siempre con gran carifio, a todos 

los okinawenses que nos recibieron con sus calurosos 

sentimientos de uchinanchu, y sobre todo a nuestra gran 

familia que siempre nos apoyo en todo momento ya que sin 

ellos no lograriamos este exito. 

Muchisimas Gracias ! ! 

Deseandoles de todo coraz6n: 

Que sus vida esten l lenos de mucha salud y muchisima 

Felicidad. 
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キ ュ ー バ沖縄県人会

ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー 20 1 0

私 の 名 前 は ロ ベ ル ト ・ ゴ ン サ レ ス ・ イ シ カ ワ です。

こ の 度 ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー 20 1 0 の た め に 沖縄
を 訪問 し ま し た。 こ の ツ ア ー で 私 の 祖先 の 故郷 を 訪ね

る こ と がで き ま し た。 沖縄は母方 の 祖父 の 出 身地です。
それか ら 滞在 中 に 祖父 の 子 ど も た ち 一 叔父 さ ん 達 に 会
い ま し た。 沖縄で親戚や J ST の 主催 者や ス タ ッ フ や沖
縄キ ュ ー バ友好協会 の 皆 さ ん か ら も 大歓迎 を 受 け ま し
た。 他 の 参加者 も 私 と 同 じ よ う に 、 自 分 の祖先の故郷
を 訪 問 す る 名 誉 を 与え ら れ ま し た。 沖縄 の 人 々 の歴史
と 文化 に 触れ、 他 の 国 の参加者 と も 交流がで き ま し た。

私は親戚 と 会 っ て、 一緒 に 生活 し て、 習慣 と 伝統 を

学びま し た。 首里城 平和祈念公園、 ひ め ゆ り 平和祈
念資料館へ行 く こ と がで き 、 と て も い い 経験で し た。

一生私の大切な記憶 と し て残 り ま す。 何故か と い う と 、
訪 問 し た と こ ろ は 全部、 沖縄の歴史の 上で代表的な場
所で、 同 じ 目 的や 夢 を 持 っ て い る 、 世界 中 の 人 々 の 平
和 の 願 い の場所で も あ る か ら です。

最後 に 、 沖縄県、 J STの 主催者、 ス タ ッ フ 、 伊地高

洋 さ ん、 勝連雅晴 さ ん、 太 田 卓也 さ ん、 直美 さ ん、 他

の 引 率者、 ブ ラ ジル の 春美 さ ん、 ボ リ ビ ア の ま ゆ み さ
ん 、 ド イ ツ の 聡 さ ん、 ア メ リ カ の イ バ ン さ ん、 麻莉亜
さ ん と 私 を受 け入れて く れた 親 戚 に も 、 心か ら 感謝 申
し 上げ ま す。 沖縄滞在 中 、 私 を サポー ト し て く れて ど
う も あ り が と う ござ い ま す。

Junior Study Tour 2010 

Mi nombre es  ROBERTO GONZALEZ I S H I KAWA 
visite OKINAWA recientemente por motivo del JUNIOR 
STUDY TOUR 20 1 0 el  cual me dio la  posibi lidad de 
conocer la TIERRA de mis ancestros ,la tierra donde naci6 
mi abuelo -materno .La tierra donde aun viven sus hijos 
mayores los cuales conoci durante mi visita a Okinawa , 
donde fui recibido por mi familia, por los organizadores 
del JST y por el grupo de amistad Okinawa-CUBA esta 
visita me dio la posibilidad de acercarme mas a la historia 
y cultura del pueblo Okinawense.  Tambien interactuar 
con los participantes de los otros paises presentes en el 

evento . Que al igual que yo tuvieron el honor de visitar 
la tierra de nuestros ancestros . Conocer a mi famil ia ,  
convivir con ellos, aprender sus costumbres y tradiciones. 
Visitar lugares como Castillo SHURl,EL parque de LA 
PAZ,EL museo HIMEYURI fue una experiencia muy 
bonita ya que ellos representan la cultura y la historia de 
Okinawa .todos los lugares visitados tanto turisticos como 
sociales seran recordados con mucho carifio y agrado 
. YA que los mensaj es que trasmiten solamente tienen 
un objetivo, un prop6sito ,un suefio 'LA PAZ 'de todos 
los pueblos del mundo .Por eso quiero darle las gracias 
al GOBIERNO de la PREFECTURA de OKINAWA ,A 
los organizadores del JST, al sefior KOUYO IJI ,al sefior 
KATSUREN MASAHARU, al sefior OTA TAKUYA ,a la  
senorita NAOMI,  a l o s  demas  tutores parti c ipantes 
,sefiora HARUMI de Brasil . sefiora MAYUMI de Bolivia, 
al sefior S ATOSHI de Alemania, al sefior IVAN de los 
estados unidos ,a la senorita MARIA Y demas personas 

que brindaron su apoyo a la realizaci6n de este evento Y 
a mi FAMILIA por tener el honor de conocerla y el apoyo 
recibido durante mi estancia en OKINAWA GRACIAS A 
TODOS DOMO ARJGATO GOZAIMASU 
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ニュ ー ヨ ー ク 沖縄県人会｀ 
ジ ュ ニ アスタディ ー ツ ア ー 2010 レ ポー ト

ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー は， 引 率者達 に と っ て も
大変貴重な経験 に な っ た と 思 い ま す。 こ ん な に 素晴 ら
し い プ ロ グ ラ ム は滅多 に参加 出 来 る も の じ ゃ な い と 思
い ま す。

参加者達や ス タ ッ フ ， 引 率 と 言 っ た様々 な役割があ
る 中 で， みんなで 力 を 合わせて最初か ら 最後 ま で プ ロ
グ ラ ム 全部 を 通 し て大成功 に修め た結果は本 当 に 素晴
ら し い と 思 い ま す。 し か し ， 一番感動 を 覚 え た の はや
っ ぱ り ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー の 主人公で あ る 参加
者達が見事 に お 互 い に 深 い 絆 を 作れた と 言 う 事です。

個人的 に僕 も そ う です け ど， 参加者の子供達は 間違
い な く ， ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー が も っ と 長か っ た
ら よ か っ た の に と 望ん で い た はずです。 なぜな ら ， こ
の ツ ア ー の思 い 出 と 印象は こ れか ら 長 い 間ず っ と 鮮明
に 頭 に 残 る だ ろ う 事 を ， みんなは分か っ て い た はずだ
か ら です。 それだけ の イ ンパ ク ト を年頃の参加者達 に
与 え た こ の ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー と 言 う プ レ ゼ ン
ト はや っ ぱ り 素晴 ら し い と し か言 い よ う がな い と 思 い
ま す。

引 率者 と し て， 一番心 に 残 っ た事はや っ ぱ り 普段で
は あ ま り す る 事 の な い 同 時通訳だっ た り ， 大勢の 人数
の 前で大声で喋っ た り す る 事で し た。 普段か ら あ ま り
慣れて い な い 事だっ た の で最初は疲れ る し 大変だな と
思 っ て い ま し た け ど， や っ ぱ り 慣れて く る と 結構楽 し
い事だな と 感 じ て き ま し た。 色 ん な子達が 日 本語で話
を 聞 い てて分か ら な い 事が あ っ た り す る と ， 分か り た
く て し ょ う がな く て， す ぐ に 自 分の と こ ろ に 来て， “ね，
今な ん て 言 っ た の？” な ど と 聞 い て く る 事が し よ っ ち
ゅ う あ り ま し た。 参加者達は一 生懸命 “参加” し よ う
と し て る ん だな ぁ と 思 う と ， “ こ っ ち も 一 生懸命み ん
な の為 に 出来 る 事 は全部や ら な い ど

’ っ て言 う 気持ち
に な っ て き ま す。 そ う 言 う 意味で も 通訳 を や っ てみて
よ か っ た な と 思 い ま し た。 僕 に と っ て も ジ ュ ニ ア ス タ
デ ィ ー ツ ア ー は新 し い事 に チ ャ ン レ ン ジ 出来た 良 い機
会だっ た と 思 い ま す。

新 し く 学んだ事 は ま だ ま だた く さ ん あ り ま す。 そ の
中 の 一つ はや っ ぱ り 沖縄 の 素晴 ら し さ で し た。 沖縄 に
行 く の は今回で2回 目 で し た が， 改 め て 沖縄 っ て い い

と こ ろ だな ぁ と つ く づ く 思 い ま し た。 み ん な で訪問 し
た 場所， 自 然 に し て も 街 に し て も ， ど れ を 取 っ て も ま
た来た い っ て思え る と こ ろ ばっ か り で し た。 僕 は ア メ
リ カ に 住 ん で ま す け ど， ど ち ら か を 選 べ る と し た ら ，
絶対 に 沖縄 に住む事 を選び ま す。 それだけや っ ぱ り 僕
も 沖縄が好 き な んだな と 改め て思 い ま し た。 た だ， そ
んな感動 の 数 々 を 自 分一人だけでな く ， 他の 引 率や参
加者達 と 一緒 に 味わ え た事 に 僕は さ ら に 喜び を 感 じ ま
す。 中 に は沖縄 に 初 め て訪れた者や， 沖縄 に行 っ た事
は あ っ て も 沖縄 の 素晴 ら し さ が他 に も も っ と た く さ ん
あ っ た事 を 知 ら なか っ た 人達 も い た の で， 結局みんな
で一緒の も の に 一緒 に 感動 し た り ， 一緒 に 悲 し ん だ り
と 常 に みん な 一緒で し た。

ワ ー ク シ ョ ッ プの 前夜， 通訳 の 方 々 と 引 率者は夜遅
く ま で翻訳 の 仕事 を し ま し た。 次の 日 の ワ ー ク シ ョ ッ
プの 内容だっ た り ， そ の 日 や る ゲー ム のや り 方， ー通
り の流れな ど の 説 明 を 受 け た あ と ， 翌 日 参加者達 に 配
ら れ る 個人体験談 の話や資料な ど の 日 本語の物 を 通訳
の みんな はそれぞれの言語 に 訳 し た り し て け っ こ う 大
変で し た。 一番大変だっ た の が 日 本語の も の を 英語 と
ス ペイ ン語 と 両方 に 訳す事で し た。 や っ ぱ り あ ん ま り
し た事 の な い事だっ た の で大変で し た け どや り が い が
あ っ た と 思 い ま す。 そ の 上， みんなで色んな話 も 出来
た の で楽 し か っ た です。 通訳 を や っ てて楽 し い 事， 大
変だ と 思 う 事， 疑問 に思 う 事な ど， お 互 い に 通訳者 と
し て違 っ た ス タ ン ス か ら 見た通訳 に つ い て の 想 い な ど
を み ん な で初 め て話せた事 も 非常 に 楽 し か っ た です。
そ う 言 う 事 も ま た僕 に と っ て新 し い事だっ た の で い い
経験 に な り ま し た。 ワ ー ク シ ョ ッ プ 当 日 は グル ー プで
話 をす る 時間 も あ り ま し た。 グルー プ内で も みん な に
通訳 を す る 時は楽 し か っ た です。 ワ ー ク シ ョ ッ プ全部
を 通 し て ス ム ー ズ に進んだの で みん な と 一緒 に頑張っ
て よ か っ た な と 思 い ま し た。 や っ ぱ り 誰か の た め に何
か をす る っ て言 う の は 素晴 ら し い事なんだな と 思 い ま
し た。

み ん な の エイ サー のパ フ ォ ー マ ン ス は最高 の も の で
し た。 参加者の 誰 も が き っ と ， 自 分達 の エ イ サ ー は世
界ー と 思 っ た に違 い あ り ま せん。 そ し て僕 も も し か し
た ら ， み ん な の エ イ サ ー が一番感動 し た も の な の か も
し れ ま せん。 エ イ サー の練習 を見てて も ， 出来 る 人 は
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出 来 て な い 人 に 教 え た り と み ん な で助 け あ い ま し た。
ト シ 先生 も嬉 し か っ た はずです。

エイ サ ー 本番では， 彼 ら は見事 に 最高 の も の を 見せ
て く れ ま し た。 間違 っ た 人 も い た か も し れな い。 リ ズ
ム が少 し ずれ た 人 も い た か も し れ な い。 け れ ど 僕 は，
彼 ら の エイ サ ー を 世界ー と 言 い た い ・ ・ ・ 長年離れば
なれ に な っ て い た き ょ う だい達が彼 ら に夢 を 託 し た祖
先達の 島 に 戻 っ て来て， 何百年ぶ り に 出 会 って， 一緒
に 伝統 の エイ サ ー を踊 っ た な ん て思 っ た り す る と 鳥肌
が立ち ま す。 沖縄 の 代 々 伝わ る 伝統 と 思 い は， 何年た
っ て も 強 く 今の世代の子供達 の 中 で 生 き て い る 事 を思
い 知 ら さ れ ま し た。 そ し て， こ れか ら も 沖縄の伝統 と
文化 は次の世代へ と バ ト ン タ ッ チ を し て い か な ければ
な り ま せん。 数 々 あ っ た感動 の 中 か ら 一番 っ て 言 う も
の を選ぶの は難 し い か も し れ ま せ んが， 彼 ら ， 参加者
達が沖縄へ の思 い と お互 い の絆 を 形で見せ ら れた の が
エ イ サー な ん じ ゃ な い で し ょ う か。

み ん な の絆が深 ま る に連れて お 別れ の 日 がや っ て き
ま し た。 最後 の お 別れパ ー テ ィ ー は参加者達 に と っ て
も ， 引 率者 に と っ て も ， た め息がつ く 日 だ っ た に違 い
あ り ま せん。 で も そ んな事 と は裏腹 に み ん な は楽 し そ
う に修 了 式 の リ ハ ーサ ル を や っ た り ， バ ッ ク ス テ ー ジ
で 遊 ん だ り と 最後 ま で わ い わ い は し ゃ い で い ま し た。
そ し て 修 了 式本 番 で は， 一 人 ず つ 自 分 の ジ ュ ニ ア ス
タ デ ィ ー ツ ア ー ヘ の 思 い と みん な へ の 思 い を 伝 え ま し
た。 こ れ も 感動 も の で， ふ と 気が付 けば， 色ん な 人達
がみ ん な に “Te Amo" , ス ペ イ ン 語で

“
愛 し て る

”
と

叫ん で い ま し た。 こ れだ け の 短 い 期 間 で愛 し て る と 言
え る 人が何人 も 作れ る で し ょ う か？ ツ ア ー 中 は み ん
な がお も し ろ が っ て

“Te Amo" を 連呼 し て い た け ど，
最後 の こ の 時は， 真剣 に

“
愛 し て る

”
と 言 っ て い た に

違 い あ り ま せ ん。
み ん な は 自 分 の 国 の 踊 り を や っ た り ， 楽器の 演奏，

歌な ど を披露 し て最後 ま で み ん な で み ん な を盛 り 上げ
ま し た。 最後 に も う 一度だけみんなで踊 っ た 自 分達だ
け の エ イ サ ー はや っ ぱ り 素 晴 ら し い も の で し た。 ま
た い つ か未来で みんなで も う 一度 自 分達 の エ イ サ ー を
ま た 全員で 一緒 に 踊 れ る 日 が来 る 事 を僕は願 っ て い ま
す。

今 回 の ジ ュ ニ ア ー ス タ デ ィ ー ツ ア ー では， 色んな事
を 学ばせて い た だき ま し た。 そ し て色んな事 に気付 く
事がで き ま し た。 僕個 人 も 勉強 し な い と い けな い事が
た く さ ん見 え た し ， こ れか ら の 自 分の 生 き 方 に も 刺激
を く れた貴重な体験 と な り ま し た。 こ の お 返 し と し て，
僕 も 将来 は い つ か， 何か沖縄の た め に 出来 る 事があ っ
た ら な んで も し て い き た い と 心 に 誓 い ま し た。 今回は
ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー 20 1 0年 に， 引 率 者 と し て
参加出来た 事 を 心 よ り 感謝 し て い ま す。 関係者の 方々 ，
ス タ ッ フ ， 引 率者， そ し て 僕 に 色 ん な事 を 教 えて く れ
た 参加者の みんな に感謝 し ま す。 ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー

ツ ア ー 20 1 0, TE AMO ! ! !  

Junior Study Tour 2010 Report 

I b e l i ev e  the J u n i o r  S tudy Tour  has been  a very 
meaningful experience for me and the other chaperones 
as well. I don't  think anybody can have the opportunity to 
participate in special occasions such as this one. 

Looking back to the fi rst day to the las t ,  I would 
say i t  was  a great j ob having everybody inc luding 
the  partic ipants, staff and chaperones jo in their hands 
together to bring the Junior Study Tour to a great success. 
Nevertheless, the best achievement we had was the bond 
that was created between every single participant that came 
to the tour. 

In my own opinion, I was saying the tour should have 
lasted a little longer, but more than me, especially the 
participants must 've hoped the tour lasted a little longer 
as well .  The reason being, everybody knew that the good 
impressions and memories they had during the whole tour 
was going to stay in their mind for a good long time. That 

is ,  the Junior Study Tour was definitely a real good gift 
given to all these young people, and this gift will stay in 
their mind and heart forever. 

A s  a chap erone ,  I was  cha l l enged to try th ings  I 
hadn ' t  done much before in my l ife .  Some of them are 
interpreting, talking in front of a lot of people, and things 
like that I am not used to. It was not an easy j ob at first, 

and it would get tiring but I realized how fun it was as 
I kept working on it. There were many times when the 
partic ipants wouldn ' t  understand something they were 
listening to in Japanese, they would immediately come up 
to me and ask "what did he just say?" or "what does that 
mean?" so I learned that the guys were really trying hard 
to participate in whatever we were doing. I started to feel 
more responsibility for the participants so I said to myself I 
have to really do my best for everybody. And that became a 
motivation for me. I was glad I had the opportunity to help 

people by translating. So again, the Junior Study Tour was 
a good chance for me to try new things 

There were more countless amounts of things I learned 
besides that. I got to realize how beautiful Okinawa was . 
It was my second time visiting Okinawa, but the trip there, 
gave me more reasons to like Okinawa even more. Whether 
it was the nature study or walking in the cities, everywhere 
we would go made me think to myself "I want to come 
back here ."  

I ' ve been living in the United States for about 1 l years 
now, but if I had the choice to pick a place where I want to 
live for the rest of my life, I absolutely will pick Okinawa. 
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The island is just the perfect place to live for me. From now 

on every time I visit Okinawa I will repeat the same thing 

over and over. The one interesting thing is that, I was not 

the only person feeling that way. I find it very nice how 

all the other chaperons and participants were feeling the 

same way about Okinawa. Some participants were there 

for the first time in their life, and some people had been to 

Okinawa before but still , there was a lot about Okinawa 

that they didn ' t  know about. So again, whenever we 

learned something new during the tour, we would all laugh 

together, or get sad together. Whatever it was we were 

feeling or doing, we were all together. 

The night before we had the workshop, the translators 

and chaperons got together to have a meeting regarding 

the workshop. We were explained the way they wanted to 

organize the workshop. They explained to us all the games 

they were planning to do, and basically everything they 

had in mind. After that the translators and the chaperones 

started working on translating stories the participants were 

to read the next day. Each one of us translated the stories 

into their corresponding language. The toughest part for me 

was that I needed to translate some papers from Japanese to 

both English and Spanish. It was not easy at first because it 

wasn't something I do on the regular basis, but at the end, I 

think it was worth doing it because it was all work for our 

participants, and they deserve the best support. We stayed 

up pretty late but we had fun at the same time because we 

talked about a lot of things. We got to share our experiences 

with translating for people, what we think or what are our 

thoughts on translating and things l ike that. It was a fun 

experience spending some time and working with people 

working on the same field. Everything went smooth at the 

workshop. I think seeing the kids having fun at something 

we organized was enj oyable .  At the workshop we also 

worked in little groups and there again, I was translating 

and interpreting for the participants but also having fun 

myself knowing we did something good. 

The Eisa dance by everybody was excellent. I bet every 

single participant was proud of their Eisa and maybe was 

thinking that their Eisa was the best in the world. During 

the practices people who were good were helping people 

who were having trouble with it. But everybody was 

together at all time. Toshi sensei must've felt good seeing 

how everybody was trying to collaborate with him. 

On the day of the Eisa performance, they gave us the best 

dance ever. There probably were some people who messed 

up on the steps. There might have been a few who lost the 

rhythm. But I will say their Eisa was the best in the whole 

world . . .  It was so amazing. It was as if seeing brothers and 

sisters who were separated for hundreds of years returning 

to their motherland, embracing the dreams and hopes of 

their ancestors , and once again dancing their traditional 

dance Eisa. Every time I think of that I get goose bumps. 

I felt that Okinawa's tradition and culture are still living 

strong in the young hearts . And the tradition and culture 

must be carried on to the next generations too. It is tough to 

choose what was the best moment in the Junior Study Tour. 

But I think they got to show us their love toward Okinawa 

and their new born friendship by dancing their Eisa, and 

that's what I liked about it. 

As everybody keeps getting closer and closer to each 

other, the last day of the tour came. I thought the goodbye 

party was going to be a very depress ing moment for 

everybody including the chaperones . But instead, these 

guys did the opposite by not being sad. They did the 

rehearsal with no problem, and were hanging out and 

laughing in the backstage . Always with laughter until the 

end. At the closing ceremony, each partic ipant got the 

chance to do a speech about what they thought about the 

Junior Study Tour. It was very touching how everyone said 

"Te Amo", which is "I love you" in Spanish, to everybody. I 

said, "how is it possible to make best friends in such a short 

time and you can tell them you love them?" that doesn ' 

t happen often. During the tour, we would always hear the 

words "Te Amo" every now and then. Maybe they were just 

playing around. But this time, at the end, when they said 

"Te Amo" for the last time, I think they really meant it. 

After that, we saw some people do dances from their 

country, people playing instruments and some people 

singing too . They also performed their Eisa dance for one 

last time. It was amazing this time too. It was so good. I 

am hoping for another day. Another day where they all can 

dance their Eisa together once again. 

Overall , I got to learn a lot of things during the Junior 

Study Tour. I got to realize a lot of things, and also found 

some things in myself that I should improve. It was just 

a rare experience full of positive things. I know that this 

experience is going to help me become a person I need to 

be. I will never forget I was part of this Junior Study Tour. 

I would like to become a person that someday could give 

back a lot for Okinawa. And if there 's anything I can do, 

I will do it with my best for Okinawa. It was an honor for 

me to have been able to participate as a chaperone for the 

Junior Study Tour 20 1 0 . I want to thank all the people in 

charge of the Junior Study Tour, the staff, chaperones, and 

last but not least, all the wonderful participants for giving 

us wonderful moments during the whole tour. Junior Study 

Tour 20 1 0, TE AMO ! ! !  
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ジ ュ ニアス タディ ー ツ ア ー 2010

今 回 の 「 ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー 20 1 0」 の 御 成
功 を心 よ り 祝福 申 し 上げ ま す。 伊地 さ ん を は じ め、 県
の 観光商工部交流推進課 の 皆様 と 、 勝連 さ ん、 太 田 さ
ん他の沖縄産業計画 の 皆様 の 連携 に よっ て、 用意周到、
綿密 に 計画 さ れ、 ツ ア ー期 間 中 も常 に 柔軟 に た い し ょ
し なが ら も、 同 時 に 確信 を も っ て行動 し た こ と が、 ツ
ア ー を 成功 に 導 い た事 と 思 い 、 皆様 に心か ら 敬意 を 表
し 、 ま た沖縄県 に 対 し て は、 世界か ら 、 そ し て ま た沖
縄か ら の 次代 を 担 う 若者達 に 人材育成 の 為 に 素 晴 ら し
い 機会 と 惜 し みな い経済的援助 を 与え て く だ さ る 事 に
た い し で海外 に住む沖縄人 の 一人 と し て心か ら 感謝 と
畏敬 の 念 を 表 し ま す。

私 は、 1 982年 に 東京で の 4 年 間 の 音楽大学の 実習、
教育課程 を 修了 し 、 更 に、 ど う し ても本場 ヨ ー ロ ッ パ
（ ド イ ツ ） で の 見 聞 を 広 め た い と の 志 を い だ い て渡欧
し て き ま し た。 1 984年 に は運 よ く 、 ト ゥ リ ア ー 市 フ ィ
ルハ ー モ ニ ッ ク オ ー ケ ス ト ラ の オー デ ィ シ ョ ン に 合格
し 、 1 985年よ り 演奏 を始め現在 に 至 っ て い ま す。 さ て、
私 が こ の 2 8年間 の ド イ ツ 生活で得た貴重な体験 と 経験
の 一 つ に、 ド イ ツ 人 （ ヨ ー ロ ッ パ 人） の 文化、 芸術 に
対す る 誇 り と 、 それ を後世の 人達 に継承す る 為 に、 人
材的、 ま た経済的 に 援助 を 惜 し ま な い事 に 深 く 感心す
る こ と があ り ま す。 ド イ ツ も敗戦国 と し て、 北か ら 南
ま で徹底的 に 破壊 さ れ ま し た が、 戦後た ゆ まず働 き な
が ら 修復、 再建 さ れたもの は、 往 々 に し て昔か ら 受け
継がれて き た 美 し い 街並みや、 文化遺産で し た。 こ れ
は観光 の た め に 再築 し たも の で は な く て、 自 分達 の 誇
り と 祖先、 祖 国 に 対す る 尊敬の表れで し た。 ド イ ツ に
も数多 く の有名な 世界遺産があ り ま すが、 結果 と し て
こ れも莫大な観光資源 に な っ て い ま す。 ド イ ツ 人 の 一

つ の特性 と し て、 深 く 洗練さ れた文化、 芸術 に 対 し て、
ま たそ れ を 継承す る 努力 に 対 し て 深 い 敬意 を 表す こ と
が あ り ま す。 ど ん な に 経済 的 に 発展 し て い ても、 ぶん
か、 芸術 を 大切 に し な い と こ ろ に は、 あ ま り 関心 を寄
せ ま せ ん。 私は沖縄が過去、 ま だ課題は あ る に し ても、
多 く の 文化遺産 を 再興、 復建 し て き た こ と に対 し 、 本
当 に 心か ら 嬉 し く 重 い 、 誇 り に 思 っ て い ま す。 ド イ ツ
は 1 6 の州 分 け ら れた連邦共和 国 で、 それぞれ の 州 がお

国ぶ り を発揮 し 、 文化 を 大切 に し て い ま すが、 そ の 中
でも南 の バイ エル ン州 は特異な存在です。 彼 ら は、 自
分達 の 音楽、 民族衣裳、 踊 り ま し てや言葉 の 訛 り に対
し ても誇 り を 持 っ て い ま す。 沖縄県が、 日本の 中 で歴
史 的、 文 化 的 に 得意 な 発展 を 遂げて き た こ と は、 誰
も知 る と こ ろ ですが、 ウ チナ ー ン チ ュ がそれに対 し て
も っ と 誇 り を も っ て い い と 思 っ て い ま す。 他の 都道府
県が、 そ の 独 自 性 を見習 っ てもい い と 思 っ て い る ＜ ら
い で す。 （ 日 本 の 北 か ら 南 ま で の 駅 前 や 繁華街が、 見
事な く ら い 非個性的で 一律化 さ れて い る の を 見 る と よ
い で し ょ う 。 ）

さ て、 今回私は、 海外 引 率者 の 一 人 と し て招待 さ れ、
沖縄 と そ し て海外か ら 招待 さ れた若者達 と 、 寝起 き を
共 に し 、 一週間 の行動 を 共 に す る 機会 に あずか り ま し
た。 幸 い 私 の 息子も海外組みの 一 人 と し て参加 さ せて
い た だき ま し たが、 彼 は、 世界地 図 の 中 で見て、 豆つ
ぶ程 の 大 き さ の 島 々 に 、 風光明媚 は さ る こ と な が ら 、
高 い 文化や、 芸術、 芸能が あ る 事 に感嘆 し 、 そ し て 自
分 自 身が半分沖縄 の 血 を 継 い で い る 事 に誇 り を もっ て
い ま す。 海外か ら 参加 し た若者達は、 当 然地元か ら の
参加者 と 違 う 目 で沖縄全体 を 見て感 じ て い ま す。 こ の
ツ ア ー では、 沖縄の ほ ん の サ ワ リ を見た に すぎな い も
の ですが、 彼 ら が 自 国へ 帰 り 、 そ の 体験 と 印象 を 昇華
し 、 ま た新し い沖縄像 を 自 身の 中 に描 き だ し て い る の
は、 自 分の 息子 を 通 し て見て い ま す。 今回、 こ の参加
者の 中 か ら 、 いずれ沖縄県 と 海外県系 社会 の 架 け 橋 を
担 う 人材が輩出 し て く る 事 を 期待 し 、 祈 る ばか り です
が、 彼 ら が将来何 ら か の 形でそれ に 関わ っ て く る こ と
は確か です。 そ う い う 意味 に お い て も こ の ツ ア ー が、
若者達 に 一 つ の 大切 な き っ か け を 与 え て い る こ と は、
大 き な意義があ る と 思 い ま す。 人材育成 に は長 い 時間
と 沢 山 の 費用 がかか り ま すが、 今後も沖縄県が大 き な
視野 を も っ て、 こ の事業 に 取 り 組んで い っ て く れ る こ
と を、 海外で暮 ら す ウ チナ ー ン チ ュ の 一人 と し て心よ
り 願 っ て い ま す。 最後 に 、 今回もそ う で し た が、 い つ
でも大 き な 手 を 広げて暖か く 迎 え て く れ る 故郷沖縄が
あ り 、 そ し て ウ チナ ー ン チ ュ が い る 事 を 実感で き る 事
を 本 当 に心 よ り 幸福 に 思 っ て い ま す。
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資 料 編





I 受 入 実 績 l 

( 1 ) 海外参加者 ・ 引率者の 国別内訳 【 （ ） はその う ち引 率者の人数】

（りチナー

H1
泊

3

大会）

ボ リ ビ ア 5 ( 1 ) 
ブ ラ ジ ル 7 ( 1 ) 
" （カ ンポグラ ンデ） 3 ( 1 )  
ア ル ゼ ン チ ン 5 ( 1) 
ペ ル � 5 ( 1 ) 
ベ ネ ズ エ ラ 2 ( 1 ) 

メ キ シ コ 3 (1 ) 
キ ユ ァ― バ 。

フ ラ ン ス 2 ( 1 )  

イ ギ リ ス 2 (1 ) 

ド イ ツ 2 (1 ) 
米 国 （ハ ワ イ ） ゜

” （グ ア ム） 1 
" （本 土） 20 (4) 

力 ナ ダ 6 (2) 
フ ィ リ ピ ン 4 ( 1) 
シ ン ガ ポ ー ル ゜

マ レ ー シ ア ゜

ニ ュ ー カ レ ド ニ ア ゜

計 67 ( 1 7) 

( 2 ) 海外参加者内訳
世 代 別

国]:
‘

‘~〗
H13  

（悧舟1大会）
1 世 ゜

2 世 26 
3 世 2 1  
4 世 3 
5 世 ゜

計 50 

男 女 別

国]:~~~〗
H13  

（りチナー泊大会）

男子 30  
女子 20 
合計 50 

( 3) 県内 ・ 県外参加者内訳
学 校 別

国;口~~~巴□ Hl3  
（り升冶大会）

小学生 ， 

中学生 24 

高校生 1 7  
計 50 

男 女 別

国］口
‘

~~:□ H13  
（りチナー泊大会）

男子 15  

女子 35  
合計 50 

H14 

2 
3 ( 1 ) 

1 
3 ( 1 ) 
3 (1) 
゜

゜

2 (1 ) 
゜

゜

゜

2 
:o 

6 (2) 
2 (1 ) 
3 ( 1 ) 
2 ( 1 ) 
゜

゜

29 (9) 

H14  

゜

5 
8 
7 
゜

20 

H14 

， 
1 1  
20 

H14 

゜

1 3  
1 1  
24 

H14 

6 
1 8  
24 

H 1 5  H 1 6  H 1 7  H l 8  
（りサ泊大会）

3 (1) 2 2 5 ( 1 ) 
2 3 ( 1 )  3 (1 ) 5 ( 1 )  

2 ( 1) 1 1 2 

2 3 (1 ) 3 ( 1) 3 

3 (1) 3 (1 ) 3 (1 ) 4 ( 1 ) 
゜ ゜ ゜ ゜

゜ ゜ ゜ 1 

2 ( 1 ) 2 ( 1 )  ゜ 2 ( 1 ) 
゜ ゜ ゜ ゜

゜ ゜ 2 ( 1 ) · 2 

゜ ゜ ゜ ゜

3 ( 1 ) 1 ゜ 1 

2 ( 1 )  ゜ ゜ ゜

5 (2) 5 ( 1) 6 ( 1 ) 1 1  (2) 
1 1 1 2 

3 (1 ) 1 1 1 
゜ ゜ ゜ ゜

゜ ゜ ゜ 1 

゜ ゜ ゜ ゜

28 (9) 22 (5) 22 (5) 40 (6) 

H 1 5  H 1 6  H 17  H 18  
（好的和大会）

゜ 1 2 1 

6 6 3 1 4  

1 0  8 ， 1 3  

3 2 3 5 
゜ ゜ ゜ 1 

1 9  1 7  1 7  34 

H 1 5  H 1 6  H 17  H l8  
（りチナーl和大会）

5 7 6 1 5_ 
14  10  1 1  1 9  
1 9  1 7  1 7  34 

H15 H 1 6  H 1 7  H 1 8  
（り升ー冶大会）

゜ ゜ ゜ ゜

7 5 4 1 1  
1 8  1 5  1 5  22 

25 20 1 9  33 

H1 5 H1 6 H 1 7  H 18  
（り升泊大会）

4 4 5 7 

2 1  1 6  1 4  2 6  
25 20 1 9  33 
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H19  H20 H2 1 H22 計

3 ( 1 ) I 1 1 ( 1 )  25  (5) 

3 ( 1 )  3 ( 1) 3 ( 1 )  2 ( 1 ) 34 (9) 

1 1 1 1 1 4  (�) 

2 3 ( 1 )  2 2 28 (5) 

3 ( 1 )  1 3 ( 1 ) 2 30 (8) 

゜ ゜ ゜ ゜ 2 ( 1 ) 

゜ ゜ 1 1 6 ( 1 ) 

゜ 2 ( 1 )  2 ( 1 ) 1 ( 1) f 3  (7) 

゜ ゜ ゜ ゜ 2 ( 1 ) 

゜ ゜ ゜ ゜ 6 (2) 

1 ゜ ゜ 1 ( 1 ) 4 (2) 

゜ 1 1 ゜ 9 ( 1 ) 

゜ ゜ ゜ ゜ 3 ( 1 ) 

6 ( 1 )  4 ( 1 )  6 ( 1 ) 1 3  ( 1 )  82 ( 1 6) 

1 1 1 2 1 8  (3) 

l 、 ゜ ゜ ゜ 1 4  (3) 

゜ ゜ ゜ ゜ 2 ( 1 ) 

゜ 1 ゜ ゜ 2 (0) 

゜ 1 ( 1 ) 1 1 3 ( 1 ) 

2 1  (4) 1 9  (5) 22 (4) 2 1  (5) 2 9 1  (69) 

H 1 9  H20 H2 1 H22 計

゜ I ゜ ゜ 5 

5 2 5 8 80 

8 5 8 7 97 

4 7 5 5 44 

゜ ゜ ゜ 1 2 

1 7  1 5  1 8  2 1  228 

H1 9  H20 H2 1 H22 計

6 4 6 ， 97 

1 1  1 1  1 2  1 2  1 3 1  

1 7  1 5  1 8  2 1  228 

H 1 9  H20 H2 1 H2 1 計

゜ ゜ ゜ ゜ ， 

4 4 5 6 83 

13 1 1  1 3  1 5  1 5 0  

1 7  1 5  1 8  2 1  242 

H 1 9  H20 H2 1 H2 1 計

3 3 4 3 54 

1 4  1 2  1 4  1 8  1 88 

1 7  1 5  1 8  2 1  242 



1 平成22年度 県 内 参加者名簿 I 
県 内 参加者名簿

氏 名 年齢 性別 心子 校 名

1 島 袋 安 生 AKI SHIMABUKURO 1 4  女 兼城 中 学校

2 比 嘉 優 仁 YUUNI HIGA 1 3 男 与那原 中 学校

3 前 盛 よ も ぎ YOMOGI MAEMORI 1 4  女 伊原間 中学校

4 赤 嶺 英 美 EIMI AKAMINE 1 3 女 小禄 中学校

5 知 念 志鶴河 SHIZUKA CHINEN 1 4  女 知念中学校

6 高 里 夢 子 YUMEKO T AKAZA TO 1 4  女 上 山 中 学校

7 神 谷 美 帆 MIHO KAMIYA 1 6  女 糸満高校

8 山 城 美 鈴 MISUZU YAMASHIRO 1 7  女 糸満高校

， 上 原 壮 登 MASA TO UEHARA 1 7  男 伊良部高校

1 0  新 垣 日 奈 子 HINAKO ARAKAKI 1 7  女 南部農林高校

1 1  冨 名 腰 明 里 AKARI FUNAKOSHI 1 5  女 開邦高校

1 2  根路銘 真 歩 MAHO NEROME 1 5  女 開邦高校

1 3 浜 川 涼 夏 SUZUKA HAMAKA WA 1 5  女 那覇西高校

14 酒 井 真 歩 MAHO SAKAI 1 5  女 那覇高校

1 5  宮 城 朱 里 AKARI MIYAGI 1 6  女 那覇西高校

1 6  金 城 海 里 KAIRI KINJYO 1 7  男 浦添高校

1 7  渡 麻 里 江 MARIE WAT ARI 1 6  女 那覇国際高校

1 8  崎 本 未 来 MIRAI SAKIMOTO 1 6  女 那覇西高校

1 9  岸 本 麻 衣 MAI KISHIMOTO 1 6  女 那覇西高校

20 名 嘉 真 千 咲 CHISA NAKAMA 1 6  女 那覇国際高校

2 1  楚 南 琴 子 KOTONE SONAN 1 5  女 那覇西高校
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平成四年＇度
1 ll 外1・参h|||0•者111III簿1------•lー一I

海外参加者名 簿
·. 氏 名 年令 性月LJ 世代 国名 県 人 会 名
1 輝美 タ バ レス 玉寄 マ リ ア エ ド ウ アルダ 1 7  女 4 世TERUMI TAVARES TAMA YOSEMARIA EDUARDA 

2 与儀 ウ イ リ ア ン 勇貴
ブラ ジル沖縄県人会

YOGI WILLIAN YUKI 
1 5  男 2 世 ブ ラ ジル

新里 友 一 イ ル ト ン 鈴木3 SHINZA TO SUZUKI YUZO HILTON 
1 6  男 3 世 カ ンポ グ ラ ンデ沖縄県人会

4 大城 エ リ カ ク リ ス プ イ ナ
OSHIRO ERIKA CRISTINA 

16  女 3 世

5 呉屋 パ ウ フ ダ エ フ
ア ルゼ ンチ ン 在亜沖縄県人連合会

GOYA PAULA DANIELA 
1 7  女 3 世

6 喜久山 愛理
AIRI KIKUY AMA 

1 7  女 2 世 ボリ ビ ア ボ リ ビ ア 沖縄県人会

7 
カ ナ シ ロ ナカ ミ ネ カ ル ロ ス ヤス ヒ デ 1 6  男KANASHIRO NAKAMINE CARLOS YASUHIDE 

3 世

8 ム フ タ ウ エズ ナ ミ エ エ リ カ
ペルー ペルー沖縄県人会

MURATA UEZU MAMIE ERIKA 
13 女 3 世

， ペ レス ギ ュ フ 日 出美
PEREZ GUERRA HIDEMI 

1 3  女 4 世 メ キ シコ メ キ シ コ 沖縄県人会

1 0  
フ ォ ンナス ゴ ンザ レ ス キ レイ
FONTES GONZALEZ KIREY 

1 6  女 4 世 キ ュ ーバ 青年の 島県人会

1 1  
ケイ ジ ュ リ ア ア ン
KA YE JULIA ANNE 

1 5  女 2 世 ミ シガ ン沖縄県人会

パース ロ バー ト ケ ネ ス
1 2  PANIS ROBERT KENNETH 

1 6  男 3 世

1 3 
山城 カ イ ル ア レ フ

北米沖縄県人会

YAMASHIRO KYLE ALEPH 
1 5  男 4 世

伊佐 ブ フ ト ー ツ ク リ ア ナ ，14 ISA LIANA 
1 6  女 2 世 ア メ リ カ コ ロ ラ ド 州沖縄県人会

当銘 紀沙1 5  女HISA KRISTINA TOUME 
1 7  2 世 サ ン フ ラ ン シス コ 沖縄県人会

喜久山 ユキ16 YUKI KIKUYAMA 
1 7  女 3 世 ニ ュ ー ヨ ー ク 沖縄県人会

ボ ロ ウ ス ジ ェ シー ケ ンタ1 7  BURROUGHS JESSEY KENT A 
1 6  男 2 世 フ ロ リ ダ沖縄県人会 （が じ ゅ ま る会）

＇ 
1 8  比嘉 マ ッ ケ ン ジ サチ

HIGA MACKENZIE SATCHI 
14  男 4 世

1 9  
ハ リ デー 葉月 ク イ ン

●、、 カ ナダ ト ロ ン ト 球陽会

HALLIDAY HAZUKI QUINN 
1 5  男 2 世

20 中 山 ロ ベル ト 拓也
NAKAYAMA ROBERT TAKUYA 

14  男 2 世 ド イ ツ ド イ ツ沖縄県人会

21 ボナ ヴ ァ ン チ ュ ル オ ロ ル
BONAVENTURE AURORE 

15 女 5 世 ニュ ーカ レ ドニア ニ ュ ーカ レ ド ー ア沖縄 日 系人会

海外引 率者名 簿
氏 名

呉屋 新城 春美
GOYA ARASHIRO HARUMI 

新垣 ま ゆ み
ARAKAKI MA YUMI 

3 ゴ ンザ レ ス 石川 ロ ベル ト
GONZALEZ ISHIKAWA ROBERTO 

喜久山 イ ヴ ァ ン
KIKUYA叫 IVAN

中 山 聡
NAKAYAMA SATOSHI 

ー

2
 

4
 

5 

年齢 性別 世代 国名 県人会等名

57 女 世 ブ ラ ジル ブ ラ ジル沖縄県人会

33 I 女 1 2 世 1 ボ リ ビ ア ボ リ ビ ア沖縄県人会

35 I 男 3 世 キ ュ ーバ キ ュ ーバ沖縄県人会

27 I 男 3 世 ア メ リ カ ジ ョ ー ジア琉球郷友会

5 1  I 男 I 1 世 1 ド イ ツ I ド イ ツ沖縄県人会
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県 内 参加者名 簿
氏

・ 1 ,

1 山 城 金太郎

2 小那覇 祐 希

i 3 神 里 阿侑香

i · ; i 4 仲 村 デーニー

5 新 里 陽菜子

6 慎 榮 城 駿

7 新 崎 仁 雄

8 花 澤 千 裕

， 玉 城 瑠 璃

1 0  徳 本 り さ

1 1  玉 城 理 沙

1 2  名嘉真 美 咲

1 3  宮 平 優 想

14 安 里 久美子

1 5  新 垣 玲央菜

16  仲 里 な つ き

1 7  普天間 友 美

1 8  ブース ク リ 満理奈

平成21 年度 県 内 参加者名 簿 l 

名 年齢 性別 } 子 校 名

KINT ARO YAMASHIRO 14 男 伊江中学校

YUKI ONAHA 1 2  女 古蔵中学校

A YUKA KAMIZA TO 14 女 南西中学校

DANNY NAKAMURA 1 3  男 名護中学校

HIN AKO SHINZA TO 1 2  女 伊波中学校

SHUN MAESHIRO 1 7  男 真和志高校

JINYU ARASAKI 1 7  男 沖縄 尚学高校

CHIHIRO HANAZA WA 1 7  女 伊良部高校

RURI TAMASHIRO 1 7  女 糸満高校

RISA TOKUMOTO 1 7  女 那覇商業高校

RISA TAMAKI 1 7  女 首里高校

MISAKI NAKAMA 1 8  女 浦添高校

YU MIYAHIRA 1 7  女 那覇商業高校

KUMIKO ASA TO 1 6  女 西原高校

REONA ARAKAKI 1 6  女 中部商業高校

NATSUKI NAKAZATO 1 5  女 陽明高校

TOMOMI FUTENMA 1 6  女 首里東高校

MARINA BOUSCKRI 1 5  女 沖縄尚学高校
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ニ- --•-二三三二三三三ニニニニニ
海外参加者名簿 ' ’

名

1 仲宗根 グスタヴ ォ 学
NAKASONE GUSUT A VO MAN ABU 

2 翁長 セ ーリア 美和
ONAGA CELIA MIWA 

3 安中 安慶名 レシチア アケ ミ
YASUNAKA AGUENA LETICIA AKEMI 

4 小池 エ ド アル ド 直征
KOIKE EDUARDO ERNESTO 

5 ー 仲宗根 ＿ コフス 啓
NAKASONE NICOLAS CRISTIAN 

中村 利沙6 
RISA NAKAMURA 

7 宮城 仲本 治至 デ ィ エゴ
MIYAGUSUKU NAKAMOTO HARUYUKI DIEGO 

8 安座間 平良 キオ ミ ク フウディア
AZAMA TAIRA KIOMI CLAUDIA 

， 
エスプ フ ロサ ノ 仲 程

ESTELA LOZANO NAKAHODO 

10 ウ エンディ ロイス タマキ
WENDY LOYS T AMAKI 

11 座喜味 ケリ アン キミ コ
ZAKIMI KELLI ANN KIMIKO 

新垣 有紀12 
YUKI SHINGAKI 

力 プ イ ア ヒ ミ コ リベ フ1 3 
RIVERA KA TIY A 

真喜志 直美14 NAOMI MAKISHI 
ルー ク マイ ケル フ イ ル15 LUKE MICHAEL RYLE 

ジ ェ シカ ダ＿ェル ブフ ック16 
BLACK JESSICA DANIELLE 

17 親川 愛
AI OYAKAWA 

1 8  レカ イ ユ ユキ ア ン ドレア
LECAILLE YUKI ANDREA 

海外引 率者名簿

氏 名

1 与儀 哲雄
YOGUI TETSUI 

2 弘中 山城 ルイス フ ェ ルナン ド
HIRONAKA Y AMAGUSUKU LUIS FERNANDO 

3 ナカソ ネ ソ ア マリア
NAKASONE SONIA MARIA 

4 米盛 克之
KA TSUYUKI YONEMORI 

年令 性けIJ 世代 国名 県 人 会 名

17 男 2 世
ブラジル沖縄県人会

16 女 3 世 ブ ラ ジル

15 女 3 世 カンポグランデ沖縄県人会

17 男 3 世
アルゼンチン 在亜沖縄県人連合会

18 男 2 世
一

14 女 3 世 ボリビア ボリビア沖縄県人会

17 男 4 世
ペルー ペルー沖縄県人会

14 女 3 世

14 女 4 世 メ キ シコ メ キシコ 沖縄県人会

18 女 4世 キュ ーバ キュ ーバ沖縄県人会

17 女 4 世 ハワイ沖縄連合会

17 男 2 世 北米沖縄県人会

15 女 2 世 ジ ョ ージア琉球郷友会
アメ リカ

15 女 2 世 ワ シントン DC 沖縄会

17 男 3 世 インディアナ沖縄県人会

16 女 3 世 フ ロ リ ダ沖縄県人会 （が じ ゅ ま る会）

16 女 3 世 カナダ トロント球陽会

18 女 4世 ニ ューカ レ ド ニア ニ ュ ー カ レ ド ニア沖縄 日 系人会

年齢 性別 世代 国名 県人会等名

69 男 2 世 ブラジル ブラジル沖縄県人会

22 男 3 世 ペルー ペルー沖縄県人会

50 女 2 世 キュ ーバ キュ ーバ沖縄県人会

37 男 1 世 アメ リカ ジ ョ ージア琉球郷友会
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平成20年度 県 内 参加 者 名 簿 I 
県 内 参加者名簿
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氏 名 年齢 性別 序子 校 名

1 宮 里 明 衣子 MIY AZA TO MEIKO 14  女 伊江中 学校

2 下 門 楓 SHIMOJO KAEDE 1 3  女 潮平中学校

3 福 里 那 央 FUKUZA TO NAO 14  男 高江洲 中 学校

4 豊 里 源 TOYOZA TO GEN 1 3  男 那覇 中 学校

5 豊 永 優 姫 TOYONAGA YUKI 1 7  女 コ ザ高等学校

6 新 垣 美 樹 ARAKAKI MIKI 1 7  女 開邦高等学校

7 酒 井 知 奈 SAKAI CHINA 1 6  女 那覇高等学校

8 村 田 ゆ う こ MURATA YUKO 1 5  女 那覇西高等学校

， 花 城 亜紀子 HANASHIRO AKIKO 1 6  女 那覇西高等学校

1 0  玉那覇 祐利香 TAMANAHA YURIKA 1 7  女 西原高等学校

1 1  宜 保 有 樹 GIBO YUKI 1 7  男 中 部農林高等学校

1 2  池 村 愛 美 IKEMURA AIMI 1 6  女 豊見城高等学校

1 3  友 利 麻 羽 TOMORI MAU 1 6  女 首里東高等学校

14 新 城 祥 子 ARASHIRO SHOKO 1 7  女 八重 山高等学校

1 5  兼 城 凛 子 KANESHIRO RIKO 1 6  女 首里高等学校

I
 

I
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＝三二三三三二7_=
海外参加者名 簿

氏 名 年令 性月IJ 世代 国名 県 人 会 名

1 天久 レ フ 阿 弓
. AMEKU LENIRA A YUMI 

1 5  女 2 世

2 ， 与那嶺 モ＿力 多美
ブラ ジル沖縄県人会

YONAMINE MONICA TAMMY 
1 5  女 3 世 ブ ラ ジル

中馬 渡慶次 カ ーレン3 
TIGUMAN TOK.ESH! KAREN 

1 8  女 4世 カンポグランデ沖縄県人会

4 名城 エベリン マルセ フ 3世
NASHIRO EVELYN MARCELA 

1 7 女

5 饒平名 さ ゆ り
アルゼンチン 在亜沖縄県人連合会

YOHENA SA YURI 
1 8  女 3世

6 安座間 上地 力 丁リネ 直未 16 女
AZAMA UECHI KATHERINE NAOMI 

4世 ペルー ペルー沖縄県人会

8 島袋 里菜
SHIMABUKURO RINA 

14  女 3世 ボ リ ビア ボリビア沖縄県人会

， 
ガルシア ウ ェマ ダ エル
GARCIA UYEMA DANIEL 

1 5  男 4世 キュ ーバ キュ ーバ沖縄県人会

1 0  森部 マ シ 美幸
MORIBE MARCIE MIYUKI 

15 女 4世 ハ ワイ沖縄連合会

上運天 ク リスプ イ ー ナ アイ1 1  
UEUNTEN CHRISTINA AI 

1 7 女 4世 サン フ ランシス コ 沖縄県人会

ウィ レ ット ザックリー ア メ リカ
1 2  

WILLETT ZACHARY 
1 3 男 2 世 ワ シン ト ン州沖縄県人ク ラ ブ

チ ョ アレクサンダー ディ ヂン1 3 
CHO ALEXANDER DAE JIN 

1 6  男 3世 沖米沖縄県人会

1 5  山城 清光昭 ブレット
YAMASHIRO BRETT ALEXANDER 

1 6  男 4世 カナダ カルガリー オキナワンクラブ

1 6 , 福里 友理
FUKUZA TO YURI 

1 5  女 2世 マレーシア マレーシア沖縄会

1 7  ヴォ ー ティ シ ゼ） キ モルガン フ ァ ビエラ テレ ズ 19  女VONITIHSI-ZENOKI MORGANE F ABIELLA THERESE 4世 ニュー カ レ ド ニア ニ ュ ー カ レ ド ニア沖縄 日 系人会

海外引 率者名 簿

氏 名 年齢 性別 世代 国名
I 県人会等名

1 垣花 輝明
KAKINOHANA KIMEI 

67 男 2世 ブラジル ブラ ジル沖縄県人会

2 ' 大城 デ ィ エゴ セバスア イ アン
OSHIRO DIEGO SEBASTIAN 

2 1  男 3世 アルゼンチン ボリビア沖縄県人会

3 サンチ ェ ス タ マキ ロ ベル ト
SANCHEZ T AMAKI ROBERTO 

44 男 3世 キュ ーバ ペルー沖縄県人会

4 稲福 紀子
INAFUKU NORIKO 

24 女 1 世 アメ リカ ワ シントン州沖縄県人クラブ

5 小 出 友視

I/ I/ KOIDE TOMOMI 
女 ニ ュ ーカ レ ドニア 沖縄ニ ュ ー カ レ ド ニ ア友好協会
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「
一

平成 1 9年度 県 内 参加 者名 簿 I 
県 内 参加者名 簿

氏 名 年齢 性別 呂子 校 名

1 米声 國 志 帆 AGUNI SHIHO 14  女 真和志 中 学校

2 金 城 華奈子 KINJO KANAKO 1 3  女 潮平 中 学校

3 宮 城 玲 奈 MIYAGI RENA 1 3  女 美里 中 学校

4 安 里 巽• ヽ ASA TO TA TSUMI 1 4  女 与那原 中 学校

5 玉 城 美 耶子 T AMAKI MIY AKO 1 6  女 那覇西高等学校

6 上 間 瑞 樹 UEMA MIZUKI 1 7  女 開邦高等学校

7 与那覇 智 都 YON AHA CHISA TO 16 女 開邦高等学校

8 瑞慶 山 美 咲 ZUKEY AMA MISAKI 1 7  女 コ ザ高等学校

， 宮 城 聖 乃 MIYAGI SYONO 1 5  女 コ ザ高等学校

1 0  狩 俣 友 恵 KARIMA TA TO MOE 1 7  女 宮古高等学校

1 1  上 原 善 男 UEHARA YOSHIO 2 1  男 南部工業高等学校

1 2  宮 城 和 哉 MIYAGI KAZUYA 1 8  男 西原高等学校

1 3  J I I 満 大 祐 KAW AMITSU DAISUKE 1 7  男 西原高等学校

14 岸 本 り い ま KISHIMOTO RIIMA 1 6  女 宜野湾高等学校

1 5  許 田 侑 加 KYODA YUKA 1 8  女 興南高等学校

1 6  源 河 花 乃 子 GENKA KANOKO 1 7  女 首里高等学校

1 7  宇 座 愛 希 UZA AIKI 1 5  女 浦添高等学校
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海外参加者名簿

名

1 宮里 賢征
MIYAZATO UETA MAURY MASSAYUKI 

年令 性月 IJ 世代

17 男 3 世

2 上江洲 小百合 シル ビア
UESU SIL VIA SA YURI 

- 15 女 4 世

3 

4 

5 

6 

7 

8 

， 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

1 7 , 

ヴィヴィア ネ ユ ミ ハ フ サキ
VIVIANA YUMI HARASAKI 

新城 パブロ アリエル
PABLO ARIEL ARAGUSUKU 

仲宗根 ゆ かり
YUKARI NAKASONE 

真栄城 仲宗根 カリ ナ 初江
KARINA HATSUE MAESHIRO NAKASONE 

伊佐 与儀 幸子 カロリーナ
SACHIKO CAROLINA ISA YOGUI 

大城 広大
KODAI OSHIRO 

ク ダカ 美咲
MISAKI KUDAKA 

ジャ ス ナ イ ン トヨ サト
JUSTIN TOYOSATO 

麗矢 マ ーロウ
LAIYA MARLOW 

マケ フ レネ ー コ ール
MICHAELA RENE COLE 

トモコ レネ ー レ オナー ド
TOMOKO RENEE LEONARD 

クリスプ イ ーナ チハル ヘ ンリー

CHRISTINA CHIHARU HENRY 
ジ ョ シュ ア マイ ケル キャ ンベル
JOSHUA MICHAEL CAMPBELL 

ク リ ス チ ア ン サ ン
MACALINT AL CHRISTIAN SANTOS 

比嘉 紀乃
KOTONO HIGA 

海外引 率者名簿

氏 名
カ ネ シロ ジ ョ ゼ マツ ォ

1 
KANESHIRO JOSE MATSUO 

2 
儀間 い つ子

ITSUKO GIMA 

3 
城間 呉屋 カ リ ナ ジセ レ

KARINA GISSELLE SHIROMA GOYA 

4 
マユ ミ マ レイン コ ル
MA YUMI MARLENE COLE 

17 女 3 世

18 男 4 世

17 女 2 世

17 女 3 世

16 女 3 世

13 男 3 世

15 女 3 世

13 男 4 世

14 女 2 世

17 女 3 世

17 女 2 世

17 女 2 世

15 男 4 世

18 男 3 世

14 女 2 世

年齢 性別 世代

56 男 2 世

30 女 2 世

27 女 3 世

48 女 2 世
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国名 県 人 会 名

ブラジル沖縄県人会
ブラジル

· 

カンポグランデ沖縄県人会

アルゼンチ ン 在亜沖縄県人連合会

｀ 

ペルー ペルー沖縄県人会

ボリビア ボリビア沖縄県人会

北米沖縄県人会

コ ロラ ド 州沖縄県人会

ア メ リカ アトランタ沖縄県人会

イ ンディアナ沖縄県人会

スペイス コ ースト沖縄県人会
ゆ い ま る 会

カナダ レスブリッジ沖縄県人会

フ ィ リピン フ ィ リ ピン沖縄県人会

ドイツ ドイツ沖縄県人会

国名 � � J  県人会名

ブラ ジル ブラジル沖縄県人会

ボリビア ボリビア沖縄県人会

ペルー ペルー沖縄県人会

アメ リカ アトランタ沖縄県人会



| 平成1 8年度 県 内 参加者名簿 I 
県 内 参加者名簿

氏 名 学年 性別 } 子 校 名

1 国 吉 明 六ホ KUNIYOSHI MEINA 3 女 中 城村立 中 城 中 学校

2 久 手 堅 憲 稀 KUDEKEN NORIKI 3 男 西原町立西原東 中 学校

3 比 品-L 夏 海 HIGA NATSUMI 3 女 浦添市立浦添中 学校

4 冨 名 腰 彩 乃 FUNAKOSHI A Y ANO 3 女 那覇市立首里 中 学校

5 豊 見 山 佐 妃 TOMIY AMA SAKI 3 女 那覇市立松 島 中 学校

6 前 里 雅 MAESA TO MIY ABI 3 女 那覇市立松島 中 学校

7 中 村 春 癸H NAKAMURA HARUKI 3 女 豊見城市立長嶺 中 学校

8 与 坂 z 革 姫 YOSAKA YUKI 1 女 南城市立玉城 中 学校

， 比 品-L 美 幸 HIGA MISAKI 3 女 与那原町立与那原 中 学校

1 0  崎 原 佑 介 SAKIHARA YUSUKE 3 男 与那原町立与那原 中 学校

1 1  島 袋 正 志 SHIMABUKURO MASASHI 1 男 多良 間村立多良間 中学校

1 2  諸 見 正 太 MOROMI SHOTA 3 男 石川高等学校

1 3  津 波 義 弥 TSUHA YOSHIY A 3 男 北谷高等学校

1 4  山 内 祐 奈 YAMAUCHI YUUNA 3 女 普天間高等学校

1 5  喜 納 亜 沙 美 KINA ASAMI 3 女 普天間高等学校

1 6  ) | | ／艮
て｝

[J 六ホ 那 KAW ASETSU NANA 3 女 西原高等学校

1 7  屋 比 久 ま り YABIKU MARI 3 女 浦添工業高等学校

1 8  運 天 美 由 紀 UNTEN MIYUKI 3 女 浦添工業高等学校

1 9  池 原 な な え IKEHARA NANAE 3 女 那覇国 際高等学校

20  上 間 も え み UEMA MOEMI 3 女 那覇国際高等学校

2 1  狩 俣 彩 乃 KARIMATA AYANO 1 女 首里高等学校

22 久 貝 博 文 KUGAI HIROFUMI 1 男 小禄高等学校

23 大 城 ひ ろ か OSHIRO HIROKA 2 女 那覇西高等学校

24 岩 田 木
で；； IWATA AYA 1 女 那覇西高等学校

25 稲 福 奈 実 子 INAFUKU NAMIKO 3 女 那覇商業高等学校

26 城 田 麻 莉 亜 SHIROTA MARIA 3 女 那覇商業高等学校

27 謝 敷 ア リ ー ニ J ASHIKI ALINI 1 女 沖縄尚学高等学校

28 宮 城 若 名 MIYAGI WAKANA 2 女 沖縄女子短期大学附属高等学校

29 下 地 由 芙 子 SHIMOJI YUFUKO 2 女 開邦高等学校

30 J廿ヽ召ヽヽ 屋 美 友 貴 TERUYA MIYUKI 2 女 知念高等学校

3 1 糸 数 舞 ITOKAZU MAI 2 女 知念高等学校

32  金 城 将 吾 KINJO SHOGO 3 男 糸満高等学校

33 平 良 優 圭 TAIRA YUKA 3 女 久米島高等学校
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海外参加者名 簿
氏 名 性月IJ 世代 国名 県 人 会 名

1 
ガブ リ エ レ エリ 、 比嘉

GABRIELLE ERY HIGA 
女 2 世

2 
カ リ ナ イ ズ ミ 具志堅

KARINA IZUMI GUSHIKEN 女 3 世

3 
カ レ ン ユ ミ 宮城

ブ ラ ジル沖縄県人会

KAREN YUMI MIYASHIRO 女 4 世

4 
レチシ ア チエミ 蘭 良 、、 ブラ ジル

LETICIA TIEMI TAKARA 女 3 世

5 
マ リ オ セ ル ジオ い さ お 小波津

男MARIO SERGIO ISSAO KOHATSU 
3 世

6 
レ ナ タ ち え み 城間

カ ン ポグ ラ ンデ沖縄県人会

RENATA TIEMI SHIROMA 女 3 世

7 宮平 レ オナル ド マル丁 イ ン
LEONARDO MARTIN MIYAHIRA 男 2 世

8 
新垣 あ かね

AKANE ARAKAKI 
女 1 世 ア ルゼ ン チ ン 在亜沖縄県人連合会

， 
喜納 パ ウ フ ミ カ エ フ ミ ユキ

PAULA MICAELA KINA 女 3 世

1 0  
新垣 金城 ジ ミ ホルヘ

JIMMY JORGE ARAKAKI KANASHIRO 
男 4 世

1 1  
具志堅 大城 ガブ リ エ フ イ サベル

女
GABRIELA ISABEL GUSHIKEN OSHIRO 

3 世 ペルー ペルー沖縄県人会

1 2  
渡嘉敷 国頭 ダニエ ラ

DANIELA TOKASHIKI KUNIGAMI 
女 4 世

1 3  
比嘉 さ ゆ り

SAYURI HIGA 女 3 世

1 4  
員榮城 弥生

r 

YA YOI MAESHIRO 
女 3 世

1 5  
安里 健

ボ リ ビ ア ボ リ ビ ア沖縄県人会

KEN ·ASATO 男 2 世

1 6  
ホ カ マ 栄 、

SAKAE HOKAMA 男 3 世

1 7  
イ ダルゴ カ ネ ド フ フ ン シス コ エイ ジ

男FRANCISCO EILL Y HIDALGO CANEDO 4 世 メ キ シ コ メ キ シ コ 沖縄県人会

1 8  
キ ヨ ミ ト レ ス ゴ ンザ レ ス

KIYOMI TORRES GONZALEZ 
女 4 世 キ ュ ーバ キ ュ ーバ沖縄県人会

1 9  
高 田 シ ャ ンプル 真 由 美

CHANTELLE MA YUMI TAKATA 
女 5 世 ハ ワ イ 沖縄連合会

ダーエル マ コ ト バ ンバー ド
20 

DANIEL MAKOTO BOMBARD 男 2 世 ア メ リ カ 北米沖縄県人会

又吉
＇

ま り こ リ ン
2 1  

MARIKO LYN MAT A YOSHI 
女 2 世 北カ リ フ ォ ルニ ア沖縄県人会
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海外参加者名 簿
1 ， 両 田 シャンテル 真 由 美

CHANTELLE MA YUMI TAKATA 
ダー エル マ コ ト バ ン バ ー ド

20 
DANIEL MAKOTO BOMBARD 

又吉 ま り こ リ ン
2 1  

MARIKO LYN MAT A YOSHI 
りェッ トセル ミッシェル ケイJ

22 
MICHELLE KEIKO WHETSELL 

デ ィ 3 7レン シュルうイン
23 

DALE ALLEN SCHLEHLEIN 皿
アシュレイ 紀子 シャンJーズ

24 
ASHLEY KIKO SHANKLES 

イーアン トーマス タ万ぅス
2 5  

IAN THOMAS DOUGLAS 
フ ェ ン グ フ ー 美花

26 
MIKA LEILANI FENGLER 

アーシリー 7
、
ルッり シングルトン

27 
ASHLIE BROOKE SHINGLETON 

クリスト7ァー シ
ロ
ェ7リー エ ド リース

｀

28 
CHRISTOPHER JEFFREY EDWARDS 

29 
J＼

゜
ターリン アン ド リ ュー 義輝

ANDREW YOSHIKI PATTERSON 
比嘉 史

3 0  
NICHOLAS CHIKASHI HIGA 

3 1  
7

‘
ぅィアン メヒア ヤキテン

Y AQUITEN BRYAN MEJIA 

32 
比嘉 麻耶

MAYA HIGA 

33 
石垣 幸夫

SACHIO LUCIAN ISHIGAKI 

34 
石垣 優児

YUJI ISHIGAKI 

海外引 率者名 簿
氏 名

1 与儀 上原 昭雄
AKEO UEHARA YOGUI 

2 
譜久原 アン にオ

FUKUHARA ANTONIO 

3 
イ ノ ウ エ 悦子

ETSUKO INOUE 

4 
71)1夕 7ォンテ 伊波

JULIET A FONTE IHA 

5 
ジ ャネッ ト 亜希子 山 内

JANET AKIKO YAMAUCHI 

6 
上原 さ や か

SAY AKA UEHARA 

女 5 世 ハ ワ イ 沖縄連合会

男 2 世 北米沖縄県人会

女 2 世 北 カ リ フ ォ ルニ ア 沖縄県人会

女 2 世 ワ シ ン ト ン州沖縄県人 ク ラ ブ

男 3 世 中 西部沖縄県人会
ア メ リ カ

女 2 世 ニ ュ ー メ キ シ コ 沖縄県人会

男 3 世 ニ ュ ー ヨ ー ク 沖縄県人会

女 2 世 ア ト ラ ン タ 沖縄県人会

女 3 世 ジ ャ ク ソ ン ビル沖縄県人会

男 2 世 ミ シガ ン沖縄県人会

男 2 世 バ ン ク ー バ ー 沖縄県友愛会
カ ナ ダ

男 2 世 ト ロ ン ト 球陽会

男 3 世 フ ィ リ ピ ン フ ィ リ ピ ン沖縄県 人会

女 2 世 マ レ ー シ ア マ レ ー シ ア 沖縄会

男 2 世
イ ギ リ ス イ ギ リ ス 沖縄県人会

男 2 世

性別 世代 国 名 県人会名

男 2 世 ブ ラ ジル ブ ラ ジル沖縄県人会

男 3 世 ペルー ペルー 沖縄県人会

女 2 世 ボ リ ビ ア ボ リ ビ ア 沖縄県人会

女 3 世 キ ュ ー バ キ ュ ー バ沖縄県人会

女 2 世 ア メ リ カ 北米沖縄県人会

女 1 世 ア メ リ カ ニ ュ ー ヨ ー ク 沖縄県人会
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1 平成1 7年度 県 内 参加者名 簿 I 
県内参加者名簿

氏 名 年齢 性別 邑子 校 名

1 具 志 堅 靖 知 GUSHIKEN Y ASUTOMO 14 男 沖縄市立 コ ザ中 学校

2 城 間 ひ か る SHIROMA HIKARU 14 女 那覇市立石嶺 中 学校

3 伊 地 侃 海 _ ICHI T ADAMI 14 男 与那原町立与那原中 学校

4 又 吉 奈 保 子 MAT A YOSHI NAOKO 14 女 石垣市立伊原間 中 学校

5 金 城 千 尋 KINJO CHIHIRO 16 女 北部工業高等学校

6 幸 地 長 治 KOUCHI CHOUJI 16 男 名護高等学校

7 金 城 エ リ ナ KINJO ERINA 17 女 読谷高等学校

8 大 城 奈 々 OSHIRO NANA 17 女 具志川 高等学校

， 玉 城 美 優 TAMAKI MIYU 18 女 具志川 高等学校

10 山 城 杏 奈 YAMASHIRO ANNA 16 女 普天間高等学校

11 宇 根 あ み 菜 UNE AMINA 17 女 浦添高等学校

12 大 城 李 理 子 OSHIRO RIRIKO 15 女 那覇高等学校

13 斉 藤 愛 里 SAITO AIRI 16 女 那覇国際高等学校

1_4 又 吉 扶 MAT A YOSHI T ASUKU 1 7  男 那覇国際高等学校

15 上 原 麻 衣 UEHARA MAI 1 5 女 小禄高等学校

16 小 那 覇 祥 子 ONAHA SHOKO 16 女 豊見城高等学校

17 番 園 亨 BANZONO TORU 16 男 糸満高等学校

18 翁 長 琴 乃 ONAGA KOTONO 17 女 久米島高等学校

19 伊 良 部 夏 美 IRABU NA TSUMI 18 女 宮古工業高等学校
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海外参加者名簿

氏 名

1 大城 直美 マ ヤ フ
MAY ARA NAOMI DE ALCANTARA OSHIRO 

2 宮城 明子 ベ ア ト リ ス
BEATRIZ AKIKO MIYASHIRO 

3 川 波 エ ン リ ッ ケ ケ ン ジ
HENRIQUE KENJI KAWANAMI 

4 

5 

6 

7 

8 

， 

1 0  

1 1  

1 2  

13 

14  

1 5  

1 6  

屋宜 官広 ア レ ハ ン ド ロ
ALEJANDRO DANIEL YAGI 

岸本 ユ カ リ
YUKARI KISHIMOTO 

＇ 仲里 国頭 エ ミ カ ロ リ ナ
EMY CAROLINA NAKASATO KUNIGAMI 

亀 甲 亀 甲 た か し ア レ ハ ン ド ロ
TAKASHI ALEJANDRO KAMEGO KAMEKO 

親川 千草 カ サ ン ド フ
CHIGUSA CASANDRA OYAKAWA 

ジ ャ ン ― ブ フ ジル
JANNY BRASIL TAMASHIRO 

ヤ マ シ ロ ミ ッ シ ェ ル
MICHELLE ALEXANDRA YAMASHIRO 

イ タ リ ア ー ノ チ ャ ン ス ケ ン イ チ
CHANCE KENICHI IT ALIANO 

イ ズ リ ー マ ケ ー ナ ヴ ィ カ ー シ ャ
MCKENNA VIKASHAA EASLEY 

フ ッ ク エル 笑美 コ ン ド ン
RAQUEL EMI CONDON 

ク リ ス ト フ ァ ー ジ ョ シ ア ワ ー ル タ ー ズ
CHRISTOPHER JOSHUA WALTERS 

ジ ョ ダ ン カ ミ オ サ ワ ダ
JORDAN KAMIO SAW ADA 

ジ ャ ス ミ ン マ リ ド フ レ ド デ ヘ ス ス
JASMINE MARIE DE JESUS 

1 7 ゴ ンザ レ ス 優子 エ リ ザベス
YUKO ELIZABETH GONZALES 

海外引 率者名 簿

1 

2 

3 

4 

5 

氏 名
松堂 忠顕

CHUKEN MA TSUDO 
新里 フ ァ ビ ア ナ カ ル メ ン

F ABIANA CARMEN SHINZA TO 
安座間 喜屋武 シ ェ イ フ パ ト リ シ ア
SHEILLAH PA TRICIA AZAMA KIYAN 

牧志 啓和
HIROKAZU MAKISHI 

伊敷 久子
HISAKO ISHIKI 

性け IJ 世代 国 名 県 人 会 名

女 2 世
ブ ラ ジ ル沖縄県人会

女 3 世 ブ ラ ジル

男 3 柑 カ ン ポ グ ラ ンデ沖縄県人会

男 3 世
ア ルゼ ン チ ン 在亜沖縄県人連合会

女 1 世

女 4 世
ペルー ペル ー沖縄県人会

男 3 世

女 3 世
ボ リ ビ ア ボ リ ビ ア 沖縄県人会

女 3 世

女 4 世 北米沖縄県人会

男 1 世 ュ タ 州 沖縄県人会

女 2 世 ア メ リ カ ワ シ ン ト ン D C 沖縄県人会

女 3 世 イ ンデ ィ ア ナ沖縄県人会

男 3 世 フ ロ リ ダ沖縄県人会

男 4 世 カ ナ ダ レ ス ブ リ ッ ジ沖縄県人会

女 3 世 フ ィ リ ピ ン フ ィ リ ピ ン沖縄県人会

女 2 世 イ ギ リ ス イ ギ リ ス 沖縄県人会

性別 世代 国 名 県人会名

男 1 世 ブ ラ ジル ブ ラ ジル沖縄県人会

女 2 世 ア ルゼ ン チ ン 在亜沖縄県人連合会

女 3 世 ペルー ペルー 沖縄県人会

男 1 世 ア メ リ カ ュ タ 州沖縄県人会

女 1 世 イ ギ リ ス イ ギ リ ス 沖縄県人会
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I 平成1 6年度 県 内 参加 者 名 簿

県内参加者名簿

氏 名 年齢 性別 学 校 名

1 棚 原 琴 希 -T ANAHARA KOTOKI 14 女 宜野湾市立宜野湾中 学校

2 糸 数 梨 乃 ITOKAZU RINO 1 3  女 那覇市立小禄 中 学校

3 国 吉 美 樹 KUNIYOSHI MIKI 14  女 久米島町立具志川 中 学校

4 高 原 茉 奈 TAKAHARA MANA 14 女 平 良市立平 良 中 学校

5 前 上 里 李衣奈 MAEUEZA TO LIINA 1 3 女 石垣市立伊原間 中 学校

6 幸 地 美 琴 KOUCHI MIKOTO 1 7  女 名護高等学校

7 平 良 槙 子 TAIRA MAKIKO 1 7 女 石川 高等学校

8 小 谷 仁 人 KOT ANI KIMIHITO 1 7  男 石川 高等学校

， 池 原 春 六ホ IKEHARA HARUNA 1 8  女 読谷高等学校

1 0  又 吉 毅 MAT A YOSHI T AKESHI 17 男 美里高等学校

11  上 原 唯 UEHARA YUI 1 8  女 球陽高等学校

12  崎 濱 優 希 SAKIHAMA YUUKI 1 8  女 与勝高等学校

1 3 沖 吉 ハ ン ナ OKIYOSHI HANNA 1 6  女 普天間高等学校

14  運 天 美 里 UNTEN MISA TO 1 6  女 首里高等学校

1 5 , 久 銘次 美 奈江 KUMEJI MINAE 1 6  女 那覇国際高等学校

1 6  謝 敷 エ ミ リ ー JASHIKI EMILY 1 6  女 那覇国際高等学校

17 金 城 の ぞ み KINJOU NOZOMI 1 7  女 那覇西高等学校

1 8  許 田 卓 史 KYODA T AKAFUMI 1 8  男 興南高等学校

1 9 金 憲 禎 KIM HUNJUNG 1 6  男 沖縄尚学高等学校

20 細 田 愛 HOSODA. MANA 1 5  女 豊見城高等学校

- l l 3  -



海外参加者名簿
氏 名 性りIJ 世代 国 名 県 人 会 名

1 
比嘉 理 恵 デボ ノ

DEBORA LIE HIGA 
女 3 世

2 
知念 ま ゆ み ク リ ス チ ー ナ

ブ ラ ジル沖縄県人会

CRISTINA MA YUMI CHINEN 
女 2 世 ブ ラ ジル

城間 ロ ド リ ー ゴ シゲイ ロ
3 

RODRIGO SHIGUEIRO SIROMA 
男 3 世 カ ン ポ グ ラ ンデ沖縄県人会

． 

4 
又吉 ア ン ド レ ス

MATAYOSHI ANDRES PABLO 
男 3 世

5 
米須 ノ ルマ ビル ヒ 一 ァ

ア ルゼ ン チ ン 在亜沖縄県人連合会

KOMESU NORMA VIRGINIA 
女 3 世

＇ 

6 
エ ス コ バル 伊礼 ジ ョ ア ナ エ ッ コ

ESCOBAR YREY JOHANNA ETSUKO 
女 4 世

比嘉 シ ン ボ エ リ ッ ク ハ ビ エル
ペルー ペル ー 沖縄県人会

7 
HIGA SHIMBO ERIC JAVIER 

男 3 世
， 

8 
中 村 稲嶺 真 由 美

女
NAKAMURA IN AMINE MA YUMI 

2 世

， 
新垣 サ ト ル

ボ リ ビ ア ボ リ ビ ア 沖縄県人会

ARAKAKI SA TORU 
男 2 世

1 0  
サユ リ ゴ ンザ レ ス ナ カ ソ ネ

GONZALEZ NAKASONE SA YURI 
女 3 世 キ ュ ー バ キ ュ ー バ沖縄県人会

1 1  
ミ ッ シ ェ ル ミ ヨ リ パ ス

PANIS MICHELLE MIYORI 
女 3 世 沖米沖縄県人会

ウ ィ リ ア ム ウ ォ ル タ ー ス ト レ リ ー

1 2 
STRALEY WILLIAM WALTER 

男 2 世 ペ ン サ コ ー ラ 沖縄県人会

1 3 
コ フ オ ク リ ス タ ル

CORRAO CRYSTAL MARIE 
女 2 世 ア メ リ カ シ カ ゴ沖縄県人会

1 4  
新城 ア ン ト ニ 大陸男

ARASHIRO ANTHONY MUTSUO 
男 2 世 サ ンデ ィ エ ゴ沖縄県人会

1 5  
ジ ェ シー 。 マ イ カ イ ア オ ア カ マ ラ ー ・ ホ リ
HORI JESSIE MAI KAIAO A KAMALANI 

女 4 世 ハ ワ イ 沖縄連合会

1 6  
喜久川 可奈

KIKUKAWA KANA 
女 1 世 カ ナ ダ バ ン ク ー バ ー沖縄県友愛会

1 7  
レ ン ド ジ ャ ン ボ ー フ ァ シ ョ
BONIFACIO RHEND JAN 

男 3 世 フ ィ リ ピ ン フ ィ リ ピ ン沖縄県 人会

海外引 率者名 簿
氏 名 性別 世代 国 名 県人会名

1 与儀 上原 昭雄 男 2 世 ブ ラ ジル ブ ラ ジ ル沖縄県人会
2 新垣 ア リ エル 男 2 世 ア ルゼ ン チ ン 在亜沖縄県人連合会
3 松 田 美津江 女 2 世 ペ ルー ペルー 沖縄県人会
4 ミ ュキ イ ト カ ズ モ ラ レ ス 女 3 世 キ ュ ー バ キ ュ ー バ沖縄県人会
5 光江 上原 コ ー チ 女 1 世 ア メ リ カ シ カ ゴ沖縄県人会
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1 平成1 5年度 県 内 参加 者 名 簿

県 内 参加者名 簿
氏 名 年齢 性別

1 宮 本 詩 織 Miyamoto Shiori 12 女

2 島 袋 希 Shimabukuro Nozomi 15 女

3 山 城 貴 徳 Yamashiro Takanori 14 男

4 比 屋 根 安 尚 Hiyane Yasunao 13 男

5 長 嶺 ＇ 一 司 Nagamine Kazushi 13 男

6 古 波 蔵 直 子 Kohagura Naoko 14 女

7 比 一 嘉 淳 子 Higa Junko 18 女

8 吉 村 苑 華 Yoshimura Sonoka ' 17 女

， 高 良 南 Takara Minami 1 8  女

10 玉 城 幸 Tamaki Miyukf 17 女

11 安 次 富 紗 綾 香 Ashitomi Sayaka 16 女

12 比 嘉 こ な み Higa Konami 17 女

13 安 里 み ち ょ Asato Michiyo 17 女

14 新 垣 怜 子 Arakaki Reiko 17 女
｀ � 

15 新 崎 奈 央 Arasaki Nao 17 女

16 前 田 那 美 子 Maeda Namiko i 18 女

17 大 本 紗 哉 Ohmoto Saya 1 6 女

18 金 城 美 菜 Kinjo Mina 17 女

19 大 城 桃 香 Oshiro Momoka 16 女

20 真 栄 城 智 恵 美 Maesiro Chiemi 16 女

21 稲 福 陽 香 Inafuku Haruka 15 女

22 村 吉 梨 華 子 Murayoshi Rikako 15 女

県外内 参加者名簿
氏 名 年齢 性別

1 金 城 幸 代 Kinjo Sachiyo 15 女

2 上 原 勝 也 Uehara Katsuya 17 男

3 小 山 奈 未 Koyama Nami 18 女
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学 校 名

港川 中 学校
\‘ 

首里 中 学校

糸満 中学校

南星中学校

南星中学校

南星中学校

八重 山農林高等学校

読谷高等学校

球陽高等学校

浦添高等学校

浦添商業高等学校

首里高等学校

首里東高等学校

那覇高等学校

那覇高等学校 ： 

那覇国際高等学校

那覇国際高等学校

那覇商業高等学校

沖縄尚学高等学校

沖縄尚学高等学校

興南高等学校

興南高等学校

邑子 校 名

兵庫県立宝塚私立高 司 中学校

兵庫県立宝塚高等学校

日 本福祉大学附属高等学校



1 平成1 5年度 海外参加者名 簿 I 
海外参加者名簿

氏 名 性別 世代 国 名 県 人 会 名
新城 真 由 美

女 3 世1 Monica Mayumi Arashiro 
ブ ラ ジル沖縄県人会仲村 カ ロ リ ー ナ み ど り

女 2 世 ブ ラ ジル2 Carolina Midori Nakamura 
新里 チ エ ミ ア ン ネ

女 3 世 カ ン ポ グ ラ ンデ沖縄県人会3 Anne Thiemy Suzuki Shinzato 
井 口 セ シ リ ア ミ ド リ

女 3 世4 Iguchi Cecilia Midori 
ア ルゼ ン チ ン 在亜沖縄県 人連合会

諸喜田 マ リ ネ
女 3 世5 Shokida Marine 

仲本 山城 ダー エ フ
女 3 世6 Nakamoto Yamagusuku Daniella ペルー ペルー 沖縄県人会

渡慶次 山城 マ リ ア ガ ブ リ エ フ
女 3 世7 Tokeshi Yamagusuku Maria Gabriela 

神谷 ナ オ ミ
女 2 世8 Kamiya Pedraza Naomi 

ボ リ ビ ア ボ リ ビ ア 沖縄県人会比嘉 浩
男 2 世， Higa Koji 

1 0  ア レ マ ン レ オナル ド ホルヘ エルネ ス ト
男 4 世 キ ュ ー バ キ ュ ー バ沖縄県人会Aleman Leonard Jorge Ernesto 

キ ャ サ レ ン ア ー ヌ シ ロ マ
女 4 世1 1  Katharine Anne Shiroma 

ハ ワ イ 沖縄県人会タ イ ンヽ ヽ／ ／ヽ コ バ シガ ワ
男 4 世1 2  Ty Jin Kobashigawa 

玉城 由美
女 2 世 ア メ リ カ 北米沖縄県人会1 3 Tamashiro Yumi 

柳 田 コ リ ン タ ケ シ
男 2 世 ワ シ ン ト ン州 沖縄県人会1 4  Yanagida Colin Takeshi 

ア シ ュ リ ー フ リ ッ ク
女 3 世 ニ ュ ー ヨ ー ク 沖縄県人会1 5  Ashley Frick 

仲原 オ リ バ ー 竜 司
男 2 世 カ ナ ダ カ ルガ リ ー沖縄県人会1 6  Nakahara Oliver Ryoji 

デ ィ ナ マ エ エ ロ イ リ エ ゴ
女 3 世1 7  Llego Dinahmae Eroy 

フ ィ リ ピ ン フ ィ リ ピ ン 沖縄県人会
1 8  パ ト リ シ ア レ ジ ー ナ ノ セ ダ ロ ペス 女 3 世Lopez Patricia Resyna Noceda 

レ ド ナ ジ エ ー フ ァ ー 祐紀
女 3 世 ア メ リ カ グ ア ム 沖縄県人会1 9  Redona Jennifer Yuki 

海外引 率者名 簿
氏 名 性別 世代 国 名 県人会名

1 屋富祖 正 一 男 1 世 ブ ラ ジ ル カ ン ポ グ ラ ンデ沖縄県 人会
2 安座間 平敷 フ ァ ン 喜勝 男 3 世 ペルー ペル ー沖縄県人会
3 比嘉 次雄 男 1 世 ボ リ ビ ア ボ リ ビ ア 沖縄県 人会
4 上 間 大兼久 ホルヘ 男 2 世 キ ュ ー バ キ ュ ー バ沖縄県人会
5 タ ラ ン テ ィ ニ 裕子 伊波 女 1 世 北米沖縄県人会
6 曽 野 知雄 男 2 世 ア メ リ カ ニ ュ ー ヨ ー ク 沖縄県人会
7 島袋 カ オル ネ イ デ ィ ー 女 2 世 ハ ワ イ 沖縄県人会
8 ア セ ルデ ン マ リ ア コ ラ ソ ン エバ ンヘ リ オ 女 2 世 フ ィ リ ピ ン フ ィ リ ピ ン沖縄県人会
， 奥濱 レ ド ナ 悦子 女 ア メ リ カ グ ア ム 沖縄県人会
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I 平成1 4年度 県 内 参加者名 簿 I 
県 内 参加者名簿

氏 名 年齢 性 別 学 校 名

1 宮 里 諒 哉 Ryoya Miyazato 15 男 名護市立大宮 中 学校

2 奥 間 友 里 恵 Yurie Okuma 14 女 金武町立金武 中 学校

3 興 那 城 美 姫 乃 Mikino Yonashiro 12 女 沖縄市立安慶 田 中 学校

4 伊 良 波 一 美 Kazumi Iraha 14 女 沖縄市立 山 内 中 学校

5 嘉 数 真 菜 Mana Kakazu 13 女 浦添市立浦西 中 学校

6 比 嘉 麻 臣 Asami Higa 13 女 那覇市立松城中学校

7 平 敷 綾 Aya Heshiki 15 女 那覇市立小禄中 学校

8 山 城 信 裕 Nobuhiro Yamashiro 14 男 与那原町立与那原 中 学校

， 杉 山 星 河 Seika Sugiyama 12 女 豊見城市立伊良波 中 学校

10 ) 1 1 平 一 之 Kazuyuki Kawahira 14 男 城辺町立福嶺 中 学校

11 宮 城 聖 里 香 Serika Miyagi 17 女 辺土名 高等学校

12 大 城 奈 津 紀 Natsuki Ohshiro 16 女 石川 高等学校

13 山 城 夢 乃 Yumeno Yamashiro 15 女 美里高等学校

14 宮 里 あ す か Asuka Miyazato 17 女 宜野湾高等学校

15 嵩 本 哲 也 Tetsuya Takemoto 16 男 西原高等学校

16 西 筋 理 奈 Rina Irisuji 15 女 那覇高等学校

17 玉 城 智 佳 Chika Tamaki 18 女 沖縄女子短大附属高等学校

18 國 場 雄 作 Yusaku Kokuba 16 男 豊見城高等学校

19 又 吉 香 穂 利 Kahori Matayoshi 15 女 糸満高等学校

20 石 井 雄 大 Takehiro Ishii 17 男 八重 山 高等学校

県外内 参加者名簿
氏 名 年齢 性 別 学 校 名

1 川 崎 麻 奈 美 Manami Kawasaki 13 女 鶴見 中 学校

2 金 城 香 奈 Kana Kinjo 13 女 鶴見 中 学校

3 興 那 嶺 美 香 Mika Yonamine 12 女 大 阪市立天下茶屋 中 学校

4 糸 洲 久 美 子 Kumiko Itosu 17 女 明浄学院高等学校
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I 平成1 4年度 海外参加者名 簿 I 
海外参加者名 簿

氏 名 性別 世代 国 名 県 人 会 名

1 当 間 嗣栄 マ ウ リ シ オ
男 4 世Mauricio Shiei Touma ブ ラ ジル

2 尚 良 グ ラ ウ シャ ネ ン シ ー
女 3 世 ブ ラ ジル

沖縄県人会
Glaucia Nency Takara 

3 志良堂 ジ ャ ケ リ ネ
女 4 世 カ ン ポ グ ラ ンデ

Jacqueline Shirado 沖縄県人会

4 米須 ト マ ス
男 2 世Tomas Komesu 在亜沖縄県人

島袋 エ リ ア ー ナ ビル ヒ ー ニ ア
ア ルゼ ン チ ン 連合会5 Eliana Virginia Shimabukuro 女 3 世

6 広 中 山城 ルイ ス フ ェ ルナ ン ド
男 4 世Luis Fernando Hironaka Yamagusuku ペルー

ゴ ンザ レ ス 平 良 ハ イ メ
ペルー

沖縄県人会7 Jaime Gonzales Taira 男 3 世

8 仲里 秋奈 女 2 世Akina Nakazato ボ リ ビ ア
ロ ニ ー ヴ ェ レ ス 真栄城

ボ リ ビ ア 沖縄県人会
， Rony Velez Maeshiro 男 3 世

1 0  ナ リ マ ン ピ ー ニ ャ フ ォ ン テ
女 4 世 キ ュ ー バ キ ュ ー バ

Narryman Pina Fonte 沖縄県人会

1 1  清本 ・ 伊舎良 マ ッ シ ュ ー 誠 男 4 世Matthew Makoto Kiyomoto-Isara ハ ワ イ

1 2  伊良波 ク リ ス ト フ ァ ー マ イ ケ ル
男 4 世 沖縄県人会

Christopher Michael Iraha 
1 3 比嘉 ク リ ス テ ィ ン ミ ヨ シ

女 4 世 北米
Cristan Miyoshi Higa 沖縄県人会

バ ウ チ ャ ー 飛鳥
ア メ リ カ

ワ シ ン ト ン D.C.14  Asuka Christine Boutcher 女 2 世 沖縄会
ジ ョ ナサ ン サ ン ダー ス

， 

ア ト ラ ン タ1 5  Johnathan David Saunders 男 3 世 沖縄県人会

1 6  ジ ョ セ フ リ ー バザー ド
男 3 世 北加

Joseph Lee Buzzard 沖縄県人会

1 7  藤 田 エ リ ザベ ス 由 利子 女 2 世 カ ナ ダ ト ロ ン ト
Elizabeth Yuriko Fujita 球陽会

1 8  ミ シ ェ ル ア ベ ダニ ア ペ ベ ニ ト
女 3 世Michelle Abedania Pebenito フ ィ リ ピ ン

ジ ョ ネ ロ ベ ス コ メ ロ ス イ グナ シ オ フ ィ リ ピ ン 沖縄県人会1 9 Jonerobeth Comeros Ignacio 女 3 世

20 照屋 な っ 子 女 2 世 シ ンガ ポ ー ル 星琉会Natsuko Teruya 

海外引 率者名 簿
氏 名 性別 世代 国 名 県人会名

1 具志堅 ジ ー ナ 美千代 女 2 世 ブ ラ ジ ル ブ ラ ジル沖縄県人会
2 新里 ダニエル エス テ バ ン 男 2 世 ア ルゼ ン チ ン 在亜沖縄県人連合会
3 赤嶺 光弘 男 1 世 ペル ー ペルー沖縄県人会
4 エ ス テル タ マ キ ト ー レ ス 女 3 世 キ ュ ー バ キ ュ ー バ沖縄県人会
5 呉屋 君子 女 1 世 ア メ リ カ 北米沖縄県人会
6 大城 順市 男 1 世 北加沖縄県人会
7 藤 田 み ど り 女 1 世 カ ナ ダ ト ロ ン ト 球陽会
8 エ ス テ ー ラ ア レ ホ ア ド ル フ ォ 女 2 世 フ ィ リ ピ ン フ ィ リ ピ ン沖縄県 人会
， 橋本 真理 女 1 世 シ ンガ ポ ー ル 星琉会
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1 平成1 3年度 県 内 参加 者 名 簿 I 
県 内 参加者名簿

氏 名 学年 性別 邑子 校 名
1 知 名 倫 子 Rinko China 小学 4 年 女 宜 野 座 小 学 校
2 仲 田 尚 仁 Naohito Nakada 小学 4 年 男 南 風 原 小 学 校
3 又 吉 椎 菜 Shiina Matayoshi 小学 5 年 女 漢 那 小 学 校
4 平 良 久美子 Ku.Iniko Taira 小学 5 年 女 志 真 志 小 学 校
5 仲 本 達 郎 Tatsuro Nakalnoto 小学 5 年 男 城 西 小 学 校
6 新 垣 史 織 Shiori Arakaki 小学 5 年 女 知 念 小 学 校
7 目 取真 輔 Tasuku Medoruma 小学 5 年 男 北 玉 小 学 校
8 城 間 祥 大 Shoudai Shiroma 小学 6 年

＇
男 若 狭 小 学 校

， 照 屋 寛 佳 Hiroyoshi Teruya 小学 6 年 男 城 南 小 学 校
1 0  玉 城 匠 Takumi Talnaki 中 学 1 年 男 コ ザ 中 学 校
1 1  知 J/ → e、 鈴 奈 Suzuna Chinen 中 学 1 年 女 伊 江 中 学 校
12 仲 間 良 成 Yoshinari Nakama 中 学 1 年 男 越 来 中 学 校
1 3  牧 山 禾＊rJ 紗 Risa Makiyama 中 学 1 年 女 沖 縄 尚 学 中 学 校
14 仲 程 祐 介 Yusuke Nakahodo 中 学 1 年 男 古 蔵 中 学 校
1 5 成 底 徹 Torn Narisoko 中 学 1 年 男 港 川 中 学 校
1 6 仲 里 彩 夏 Ayaka Nakazato 中 学 1 年 女 知 念 中 学 校
1 7 屋嘉比 梢 Kozue Yakabi 中 学 1 年 女 東 風 平 中 学 校
1 8 玉 城 ＊匹ク 衣 Ai Tamaki 中 学 1 年 女 那 覇 中 学 校
1 9 松 本 佳 子 Yoshiko Matsulnoto 中 学 1 年 女 那 覇 中 学 校
20 東 江 真理子 Mariko Agarie 中 学 2 年 女 伊 江 中 学 校
2 1  与那嶺 悠 Haruka Yonamine 中 学 2 年 男 伊 良 波 中 学 校
22 古 謝 ち ひ ろ Chihiro Koja 中 学 2 年 女 嘉 手 納 中 学 校
23 比 嘉 紗 サ田 Sanae Higa 中 学 2 年 女 鏡 が 丘 養 護 学 校
24 仲 程 若 菜 Wakana Nakahodo 中 学 2 年 女 古 蔵 中 学 校
25 平 田 吉 郎 Yoshiro Hirata 中 学 2 年 男 佐 敷 中 学 校
26 比 嘉 彩 賀 Ayaka Higa 中 学 2 年 女 松 城 中 学 校
27 比 嘉 亜 樹 Aki Higa 中 学 2 年 女 興 南 中 学 校
28 古 堅 葵 Aoi Furugen 中 学 3 年 女 安 田 中 学 校
29 佐久川 俊 介 Shunsuke Sakugawa 中 学 3 年 男 沖 縄 尚 学 中 学 校
30 謝 花 千 夏 Chinatsu J ahana 中学 3 年 女 宮 里 中 学 校
3 1  普天間 ． 樹 Kazuki Futenma 中 学 3 年 男 小 禄 中 学 校
32 玉那覇 優 香 Yuka Tamanaha 中学 3 年 女 西 原 東 中 学 校
33 宮 城 鮎 子 Ayuko Mayagi 中学 3 年 女 西 原 東 中 学 校
34 高 田 真奈美 Manami Takada 高校 1 年 女 小 禄 尚 等 学 校
35 翁 長 里 美 Satomi Onaga 尚校 1 年 女 小 禄 高 等 学 校
36 上 原 恵理佳 Erika Uehara 高校 1 年 女 昭和薬科大学附属 両等学校
37 与那覇 恵 禾フJJ Eri Yonaha 高校 1 年 女 石 川 厨等 学 校
38 徳 里 麗 華 Reika Tokuzato 高校 1 年 女 石 川 高 等 学 校
39 中 村 晴 枝 Harue Nakamura 高校 1 年 女 那 覇 国 際 高 等 学 校
40 伊 計 美 希 Miki Ikei ． 高校 2 年 女 宮 古 高 等 学 校
41 仲宗根 智 世 Tomoyo Nakasone 高校 2 年 女 宮 古 農 林 高 等 学 校
42 佐久田 智 世 Tomoyo Sakuda 尚校 2 年 女 宮 古 農 林 高 等 学 校
43 J 1 1  口 六吉 未 Marni Kawaguchi 高校 2 年 女 首 里 東 高 等 学 校
44 池 原 理 ． Riichi Ikehara 尚校 2 年 男 普 天 間 尚 等 学 校
45 宝蔵寺 祐 司 Yuji Hozoji 高校 2 年 男 普 天 間 高 等 学 校
46 仲 間 明 奈 Akina Nakama 尚校 3 年 女 宮 古 高 等 学 校
47 大ホ 畑 美 加 Mika Chabata 高校 3 年 女 小 禄 高 等 学 校
48 新 崎 舞 Mai Arasaki 高校 3 年 女 小 禄 高 等 学 校
49 比屋根 恵 美 Megumi Hiyane 尚校 3 年 女 南 風 原 尚 等 学 校
50 六吉 謝 絵 美 Emi Maja 高校3 年 女 名 護 高 等 学 校
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海外参加者名簿
名 性別 国 名 県 人 会 名 弓 ［ 率 者

1 与儀 エ リ カ
女ERIKA YOGI 

2 太 田 ヂ オ ゴ
男DIOGO T AKAKE OT A 

3 知花 ム リ ロ
男MURILLO CHIBANA 

ブ ラ ジル ブ ラ ジル沖縄県人会 松堂 ひ ろ み
諸見里 春美 女KARINEHARUMI MOROMIZA TO 

崎 間 ビ ク ト ル 達 由 鯉
男5 VICTORT A TSUYURI SAKIMA 

6 宮里 昌 宏
男MARCELO MASAHIRO MIYAZA TO UET A 

7 宮城 ガス ト ン
男GASTON MIYASHIRO 

比嘉 フ ェ ルナル ド
男8 FERNANDO EZEQUIEL HIGA 

アルゼ ン チ ン 在亜沖縄県 人連合会 安里エス テ ラ ア レ八 ン ド ラ
玉那覇 ノ ルベル ト

男， NORBERTO TAMANAHA 
大城 ノ エ リ ア

女1 0  
NOELIA OSHIRO 

1 1  伊芸 ヘ フ ル ド
男GERALDO IGEI KOHATSU 

亀 甲 マサル
男1 2  . MASARU ARTURO KAMEGO ペルー ペルー沖縄県人会 仲宗根 吉修

1 3 山城 イ サベル
女ISABEL YAMASHIRO NAKACHI 

1 4  比嘉 盛繁
男HECIOR ALEXANDER HIGA SHIROMA 

1 5  比嘉 恵理子
女ERIKO CAROLINA HIGA YAMASHIRO 

1 6  大城 ニ カ リ
女NIKARI OSHIRO MURARA 

ボ リ ビ ア ボ リ ビ ア 沖縄県人会 安谷屋 敬中 田 弘喜
男1 7  FERNANDO HlROKI NAKATA 

1 8  仲村 美恵子
女MIEKO NAKAMURA SOKEI 

1 9  仲村 ミ ツ ォ
男JOSE MITSUO NAKAMURA OROZCO 

メ キ シ コ メ キ シ コ 沖縄県人会 中村 イ ルマ ヌ ネ ス
20 仲村 ヤ ス ヒ ロ

男Y ASUHIRO NAKAMURA OROZCO 

2 1 島 田 バ グ ネ ル 和 良
男WAGNER KAZUYOSHI SHIMADA 

ブ ラ ジル カ ンポ グ ラ ンデ沖縄県人会 具志堅 弘
2 具志堅 ノ ブユ キ

N 男2 ANDERSON NOBUYUKI GUSHIKE 
古謝 景士

男 ベ ネ ズエ ラ ベ ネ ズエ ラ 沖縄県人会 古謝 い そ え2 3  RAUL KEISHI KOJA 

24 宜保 亜 由 美 カ レ ン
女A YUMI KAREN GIBO 

カ ナ ダ バ ン ク ーバー沖縄友愛会 仲宗根 功
25 嶺丼 真実

女MELISSA MAMI MINEI 
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＝＿
＿
ニこ三三こ二三三二二＝

海外参加者名簿

26 金城 茜
女崎GARET AKANE KINJO 

27 目取真 ジャ ネル ミ ホコ カナダ レス ブ リ ッ ジ沖縄県人会 浦崎 ジ ョ ージ

JANELLE MIHOKO MEDORUMA 女

28 玉栄 チ ャ ルズ
CHARLES MASA TOMO T AMAE 男 北米沖縄県人会

29 ジ ョ セフ ジ ョ ーンズ - ‘ 

JOSEPH FREDRIC JONES 男 サンディエゴ 沖縄県人会 即 田 洋子

30 ブフイ ア ン デイビス
（北米沖縄県人会）

BRYAN KIYOSHI DA VIS 男 ュタ州沖縄県人会

31 デイビット レイ モンド
DAVID RICHARD RAYMOND 男 ワ シン ト ン沖縄県人会ク ラブ トシコ バートリー

32 アリシア 恵子 ブレンズ
ALICIA KEIKO BERENZ 女 ンカゴ沖縄県人会

33 ナイル リチ ャ ー ズ
DALE KAORU RICHARDS 男 遊友会

34 プイフ ァ —一 フィドラー

TIFF ANY FIEDLER 女 オハイオ 沖縄友の会

比嘉 龍児
洋子 サンダリン

35 RYUJI HIGA 男 米国東海岸沖縄県人会
（シカゴ沖縄県人会）

36 落合 北斗
HOKUTO CREIG OCHIAI 男 アメ リカ ニ ュ ー ヨ ー ク 沖縄県人会

37 
ロバート フ ァ ンチ ェ ス

ROBERT JAMES FUNCHES 男 ワ シ ン ト ン DC沖縄県人会

38 ケイ フ ケンプ
KAYLA RENEE CAMP 女 ア ト ラ ンタ 沖縄県人会

39 
アンデ ィ ー フイダー

ANDY KIYOSHI RIDER 男 D FW 沖縄県人会

40 キム ビセ ット
KIM BISSETTE 女 ジヤク ソ ン ビル沖縄県人会

41 マイ ケル ハ ー カ ー
ルイ ス 高江洲 佳代子

MICHAEL ALAN HARKA 男 フェイ エ ッ ト ビル潤課人会
（ア ト ラ ン タ 沖縄県人会）

42 クリスタル スワンソン
CRYSTAL LYNN SWANSON 女

ペ ンサ コ ー ラ 沖縄県人会

43 ァレサ マリコ モ ートン
TERESA MARIKO MORTON 女 フ ロ リ ダ沖縄榔友会（がじまる会）

44 クリストフ ァ ー ポー ティン
CRISTOPHER FORTIN 男 グアム沖縄県人会 引 率者無 し

45 マリア ジ ェイリン ディキアッ コ
MA. JA YL YNC. DIQUIA TCO 女

46 チ ヨ ミ サンタローサ ランセス
CHIYOMI ST A. ROSA RANCES 女 フ ィ リ ピ ン フ ィ リ ピ ン沖縄県人会 トヨ コ 照屋エリセ オ

47 嶋崎 妙恵美
T AEMI SHIMAZAKI 女

48 知念 賢吾
KENGO CHINEN 男 フ フ ンス フ ランス沖縄県人会 知念 睦子

49 石垣 優児
YUJI JOE ISHIGAKI 男 イギリス イギリス沖縄県人会 石垣 栄康

50 松川 ルカ
LUCA TOM MUSASHI MATSUKAWA 男 ドイ ッ ドイツ沖縄県人会 松川 カ
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I 知 事 表 敬 式 次 第 I 

日 時 ： 平成 2 2 年 7 月 2 1 日 （水）

場所 ： 県庁 1 階 県民ホ ール

司会 ： 上地 聡 （交流推進課主幹）

8 : 4 5 

8 : 4 7 

8 : 5 0 

9 : 0 0 

9 : 0 5 

開 会

参加者紹介

歓迎の 挨拶

参加者代表挨拶

司会

司会

沖縄県副知事 安里 カ ツ子

海外参加者代表

県内参加者代表

閉 会 司会

写真撮影 （県民ホ ー ル）
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， ー

ウ ェ ル カ ム パ ー テ ィ ー 式 次 第
―-

］ 

日 時 ： 平成 2 2 年 7 月 2 0 日 （火） 18 : 30 ,.....,, 20 : 00 

場所 ： か んぽの宿 那覇 レ ク セ ン タ ー 4 F 研

1 8 : 3 0 

1 8 : 3 2 

1 8 : 3 7 

1 8 : 4 0 

1 9 : 3 0 

1 9 : 3 0 

1 9 : 3 5 

1 9 : 4 0 

1 9 : 4 5 

1 9 : 5 0 

2 0 : 0 0 

開 会

歓迎の挨拶

宣 誓

乾杯の音頭

食事 ・ 懇談

余 興

キ ュ ーバ の ダ ンス

ブ ラ ジルの踊 り

沖縄県観光商工部参事監兼観光交流統括監

知念 英信

ニ ュ ー ヨ ー ク 沖縄県人会

喜久山 ユキ

沖縄カ ナダ協会

会長 大 山 盛稔

司会 ： ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー卒業生

空手 ボ ロ ウ ス ジ ェ シー ケ ン タ （ア メ リ カ）

ボ リ ビ ア東部の 民族舞踊 喜久山 愛理 （ボ リ ビア）

三線＆ 唄 根路銘 真歩 （開邦高等学校）
冨名腰 明里 （開邦高等学校）

フ ォ ンテス ゴ ンサ レ ス キ レイ （キ ュ ーバ）

輝美 タ バ レス 玉寄 マ リ ア エ ド ウ ア ルダ （ブ ラ ジル）

与儀 ウ イ リ ア ン 勇貴 （ブ ラ ジル）

終 了
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i さ よ な ら パ ー テ ィ ー 式 次 第 I 

1 7 : 0 0 開会

1 7 : 0 2 乾杯 の音頭

食事 ・ 懇談

1 7 : 5 0 エイ サー演舞

1 8 : 0 0 ピ ア ノ

1 8 : 0 5 ペルー の踊 り

1 8 : 1 0 伝統舞踊 （八重山）

1 8 : 1 5 ア ルゼ ン チ ン タ ンゴ

1 8 : 3 0 カ チ ャ ー シ ー

1 8 : 3 0 閉会

～終了 ～

- 1 24 -

司会

日 時 ： 平成 2 2 年 7 月 2 6 日 （月 ）

場所 ： 那覇ぶんか テ ン ブス 館

司 会 ： 履榮城 駿 (JST9期 生）

下門 楓 (JST8期 生）

沖縄ブ ラ ジル協会

会長 西原 篤ー

琉球國祭 り 太鼓

中 山 ロ ー ベル ト 拓也 （ ド イ ツ）

カ ナ シ ロ ナ カ ミ ネ カ ル ロ ス ヤス ヒ デ

（ペルー ）

ム ラ タ ウ エズ ナ ミ エ エ リ カ （ペルー ）

前盛 よ も ぎ （伊原間 中 学校）

大城 エ リ カ ク リ ス テ ィ ナ （ ア ルゼ ン チ ン）

呉屋 パ ウ ラ ダニエ ラ （ ア ルゼ ンチ ン）

参加者全員

司 会



1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

ー ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー グル ー プ表 I 

Aグループ B グループ C グループ

神谷 美帆 （女） 山城 美鈴 （女） 上原 壮登 （男）

Miho Kamiya Misuzu Yamashiro Masato Uehara 

日 本 日 本 日 本

島袋 安生 （女） 比嘉 優仁 （男） 前盛 よもぎ （女）

Aki Shimabukuro Yu.uni higa Y omogi Maemori 

日 本 日 本 日 本

新垣 日 奈子 （女） 冨名腰 明里 （女） 根路銘 真歩 （女）

Hinako arakaki Akari Funakoshi Maho Nerome 

日 本 日 本 日 本

浜川 涼夏 （女） 酒井 真歩 （女） 宮城 朱里 （女）

Suzuka Hamakawa Maho Sakai , Akari Miyagi 

日 本 日 本 日 本

観 タバレス 玉奇 マ リ ア エ ド ゥアルダ（女） 大城 エ リ カ ク リ ス ティ ナ（女） ム ラ タ ウエズ ナ ミ エ エ リ カ （女島）

Terurni Tavares Tamayose Maria Eduarda Oshiro Erika Cristina Murata Uezu Mamie Erika 

ブラジル アルゼンチン ペルー

カナシ日 ナカ ミ ネ カルロス ヤス ヒデ（男） ケイ ジュ リア アン （女） 伊佐 ブラ ト ニ ッ ク リ アナ（女）

Kanashiro Nakamine Carlos Yasuhide Kaye Julia Anne Isa Liana 

ペルー アメリ カ ア メリカ

山城 カイル アレフ （男） 中 山 ロー ベルト 拓也 （男） 比嘉 マッケ ンジー サチ（男）

Yamashiro Kyle Aleph Nakayama Robert Takuya Higa Mackenzie Satchi 

アメリカ ドイツ カナダ

呉屋 新城 春美 （女） 新垣 ま ゆ み （女） ゴンザレス 石川 ロ ベル ト（男）

Goya Arashiro Harumi Arakaki Mayumi Gonzalez Ishikawa Roberto 

ブラジル ボリビア キュ ーバ
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I ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー グル ー プ表 I 

D グル ー プ E グルー プ F グル ー プ

1 金城 海里 （男） 渡 麻里江 （女） 崎本 未来 （女）

Kairi Kinjyo Marie Watari Mirai Sakimoto 

日 本 日 本 日 本

2 赤嶺 英美 （女） 高里 夢子 （女） 知念 志鶴河 （女）

Mai Kishimoto Yumeko Takazato Shizuka Chinen 

日 本 日 本 日 本

3 岸本 麻衣 （女） 名 嘉真 千咲 （女） 楚南 琴子 （女）

Mai Kishimoto Chisa Nakama Kotone Sonan 

日 本 日 本 日 本

4 呉屋 パ ウ ラ ダニエ ラ （女） 与儀 ウ イ リ ア ン 勇貴 （男） 新里 友三 イ ル ト ン 鈴木 （男）

Goya Paula Daniela Yogi Willian Yuki Shinzato Suzuki Yuzo Hilton 

ア ルゼ ン チ ン ブ ラ ジル ブ ラ ジル

5 当 銘 紀沙 （女） ペ レ ス ギ ュ ー ラ ー 日 出美 （女） 喜久 山 愛理 （女）

Hisa Kristina Toume Perez Guerra Hidemi Airi Kikuyama 

ア メ リ カ メ キ シ コ ボ リ ビ ア

6 ボ ロ ウ ス ジ ェ シ ー ケ ン タ （男） 喜久 山 ユ キ （女） フ ォ ンテス ゴ ンザ レ ス キ レイ （女�）

Burroughs Jessey Kenta Yuki Kikuyama Fontes Gonzalez Kirey 

ア メ リ カ ア メ リ カ キ ュ ー バ

7 ボナ ヴ ァ ン チ ュ ール オ ロ ール （女） ハ リ デー 葉 月 ク イ ン （男） パ ニ ス ロ バ ー ト ケ ネ ス （男）

Bonaventure Aurore Halliday Hazuki Quinn Panis Robert Kenneth 

ニ ュ ー カ レ ド ニ ア カ ナ ダ ア メ リ カ

喜久 山 イ ヴ ァ ン （男） 中 山 聡 （男） 小 出 友視 （女）

弓 l
Kikuyama Ivan Nakayama Satoshi Tomomi Koide 

十宏

ア メ リ カ ド イ ツ 日 本
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この冊子は環境に配慮し、 古紙配合率 100％の再生紙
口 及び大豆インキを使用しています


